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はじめに 

 
 我が国においては、科学技術創造立国の理念の下、産業競争力の強化を図る
べく「知的創造サイクル」の活性化を基本としたプロパテント政策が推進され
ております。 
 
 「知的創造サイクル」を活性化させるためには、技術開発や技術移転におい
て特許情報を有効に活用することが必要であることから、平成９年度より特許
庁の特許流通促進事業において「技術分野別特許マップ」が作成されてまいり
ました。 
 
 平成１３年度からは、独立行政法人工業所有権総合情報館が特許流通促進事
業を実施することとなり、特許情報をより一層戦略的かつ効果的にご活用いた
だくという観点から、「企業が新規事業創出時の技術導入・技術移転を図る上で
指標となりえる国内特許の動向を分析」した「特許流通支援チャート」を作成
することとなりました。 
 
 具体的には、技術テーマ毎に、特許公報やインターネット等による公開情報
をもとに以下のような分析を加えたものとなっております。 
 ・体系化された技術説明 
 ・主要出願人の出願動向 
 ・出願人数と出願件数の関係からみた出願活動状況 
 ・関連製品情報 
 ・課題と解決手段の対応関係 
 ・発明者情報に基づく研究開発拠点や研究者数情報 など 
 
 この「特許流通支援チャート」は、特に、異業種分野へ進出・事業展開を考
えておられる中小・ベンチャー企業の皆様にとって、当該分野の技術シーズや
その保有企業を探す際の有効な指標となるだけでなく、その後の研究開発の方
向性を決めたり特許化を図る上でも参考となるものと考えております。 
 
 最後に、「特許流通支援チャート」の作成にあたり、たくさんの企業をはじめ
大学や公的研究機関の方々にご協力をいただき大変有り難うございました。 
 
 今後とも、内容のより一層の充実に努めてまいりたいと考えておりますので、
何とぞご指導、ご鞭撻のほど、宜しくお願いいたします。  
 

独立行政法人工業所有権総合情報館 

 理事長  藤原 譲 
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本格普及を迎える非接触型 IC カード 

非接触型 IC カード 
 

エグゼクティブサマリー 

■ 操作性で勝る非接触型 IC カード 
磁気カードが世に氾濫し、偽造、改ざんが社会問題化している。これに取って代

わるべき接触型 IC カードの普及が叫ばれながら、日本や米国ではなかなか普及で

きないでいた。不正使用の防止、電子マネーとしての利便性という特徴にもかかわ

らず接触型 IC カードの普及が進まなかった背景としては、操作性に問題が残り、

結果としてコストも下がらないという悪循環にあったとみられている。 

非接触型 IC カードは、端子が無いため、プラスチックで全て覆うことができ、

耐候性、汚染、耐磨耗性に強く、さらにケースに入れたまま、あるいは洋服やハン

ドバックに入れたまま操作することができ、同時に接触型 IC カードが持つ利便性

も兼ね備えていることが特徴である。 

■ 自動改札で本格的な普及へ 
JR 東日本は、2001 年 12 月より、非接触型 IC カードを定期券や乗車券として

用いる「スイカ」（JR 東日本の商標）カードを実用化した。これはケースからカー

ドを取り出さなくて、かざすだけで改札機の通過ができ、乗り越し時に改札機で精

算ができる。これまでの磁気カード型の定期券や乗車券と比べ、利便性、操作性を

格段に向上するものである。今後、インフラ整備がさらに進めば、キオスクや駅の

自動販売機での購入も可能になり、非接触型 IC カードの本格的普及への口火を切る

ものと期待されている。 

■ カード実装技術は印刷会社が保有 
非接触型 IC カードは、リーダライタとの通信を電磁誘導で行う。コイルで誘導

ループを作りアンテナとし、リーダライタ側のアンテナと対向させて、電磁誘導に

より電力の供給が行われ、データの送受信が行われる。 

従来、コイルは巻線で作られていたが、現在はコストが安い導電性ペーストの圧

膜印刷や金属箔の感熱印刷で作成される。コイルと IC モジュールの電気的接続も、

従来はボンディングであったが、現在は異方導電性フィルム（ACF）を挟み込み、

加熱圧着して一括接続し、これを両面からラミネートフィルムで IC モジュールを

挟持してホットメルトすることにより、カードが作成される。これにより、従来の

ように IC モジュールのプラスチックによる封止が必要なくなった。現在は、印刷

会社が非接触型 IC カードの実装技術を多く保有している。 



 

ⅱ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本格普及を迎える非接触型 IC カード 

非接触型 IC カード 
 

エグゼクティブサマリー 

■ 鍵を握るセキュリティ技術 
金融や流通業界は、磁気カードによるシステムが運用されているが、次のシステム

として接触型 IC カードの導入を検討している。非接触型 IC カードを採用しないのは、

セキュリティの観点から、電波の傍受や漏洩があり、また電力を供給してもらってい

るので演算スピードの速い CPU を搭載できず、本来の処理のみで、セキュリティの

十分な処理をできないという問題を持っことによる。当面の解決策として注目される

非接触型 IC カードと接触型 IC カードとの併用の技術があり、これらの特許は印刷会

社が多く保有している。また非接触型 IC カード自身で万全なセキュリティを可能にす

るため、省電力高速 CPU、省電力高速メモリの技術はデバイスメーカが、それをベー

スにしたセキュリティ技術の特許は情報通信会社が保有している。 

■ 技術開発の拠点は関東地方と関西地方に集中 
出願上位 21 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、川崎市、新宿区、勝田

市等の関東地方に 17 拠点、京都市、伊丹市等の関西地方に 6 拠点、尾張市等の中部

地方に２拠点、東北地方に１拠点ある。 

■ 技術開発の課題 
実用化された JR 東日本の自動改札システムは、操作性や利便性が格段に向上した

が、ハンドバックやポケットに入ったままでの操作性をクリアするには、近接型から

近傍型への技術開発が必要であり、電波法の規制もクリアする必要がある。また、私

鉄やバスとの乗り継ぎも、システムとしての統合が課題となる。 

2001 年３月に決定された政府の「e-Japan 重点計画」の中で実現される「電子

政府」での「官と民のインタフェース」として、「IC カードの国民的普及」が提案さ

れた。その中で、IC カードは非接触型 IC カードを中心として多機能化するとともに、

認証やプライバシは公開鍵を基本とし、住民台帳、健康保険証、介護保険証、診察券、

決済機能等の多用途に対処することがうたわれている。これを実現するためには、非

接触型 IC カード自身でのセキュリティ向上の技術開発が課題となる。 
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図 1.1 非接触型 IC カード技術の範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

カードとリーダライタに関する特許分布 

非接触型 IC カード 
 

主要構成技術 

 

非接触型 IC カード技術は、IC カード自体の技術と、書込・読取を行うリーダライ

タ技術から成る。これらの技術に関連する出願は、カード自体のものが 2,290 件、

リーダライタが 1,621 件、1990 年から 2001 年７月までに公開されている。こ

のうち IC カードでは、実装に関するものが約 900 件、電磁誘導と回路・機能に関

するものが各々約 400 件、インタフェースに関するものが約 200 件含まれている。

リーダライタでは処理・発行に関するものが約 900 件、インタフェース関するもの

が約 300 件、電磁誘導に関するものが約 200 件含まれている。 

1990 年から 2001 年 7 月
公開の出願 

1990 年から 2001 年 7 月
公開の出願 

1990 年から 2001 年 7 月
公開の出願 
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図 1.3.1 非接触型 IC カードシステムの出願人-出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

急増する参入企業と特許出願 

非接触型 IC カード 
 

技術の動向 

 

非接触型 IC カードの開発は、1996 年頃までは特定企業により比較的地道な開

発が行われていたが、97 年の NTT による公衆電話の非接触型 IC カードを用いた

電話システムの開発とともに参入する企業、出願件数がともに倍増した。さらに翌

年の 98 年からは、JR 東日本の Suica（商標）の非接触型 IC カード乗車券の実

用化開発が始まったため、参入する企業と出願件数は、さらに増加した。特許出願

の内容としては、IC カード自体に関する特許がやや多いものの、ほぼ同じような

傾向を示している。 
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表 1.4.2-1 非接触型 IC カードの実装の課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-2 非接触型 IC 

カードの実装の課題と 

解決手段の出願人 

（その 1） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

剛性、耐性と外観向上が課題 

非接触型 IC カード 
 

課題・解決手段対応の出願人 

   

非接触型 IC カードの実装技術の技術開発は剛性、耐性の向上と外観の向上に関す

るものが多い。この分野の特許は、印刷会社が保有するものが多い。 

課 題 Ⅰ

解 決 手 段 Ⅰ

偽
造
改
ざ
ん

本
人
照
合

媒
体
正
否

コ
ピ
l
防
止

剛
性
・
耐
性

I
C
飛
出
し

部
品
破
壊

耐
水
･
磨
耗

耐
熱
・
放
熱

耐
環
境

一
般

印
字
特
性

表
面
平
滑

小
型
化

薄
型
化

接
続
強
化

接
着
強
化

一
般

工
程
短
縮

品
質
向
上

そ
り
防
止

コ
ス
ト
低
減

破 壊 19
積 層 1 1 1 6 1 1
貼 着 3 4 2 2
識 別 11
凹 部 5 6 9 9 1 2 1 3 2 2 3 5 4 2
補 強 29 3 1 7 8
封 止 1 1 4 6 3 9 1 2 3 4 1 1
基 材 5 8 4 3 6 3 1 1 2 5
熱 加 圧 溶 融 3 1 2 1 1 1 8 2 7 1 1 3
成 形 2 1 2 4 1 9 4 6 2
コ イ ル 1 4 2 1 1 6 1 3
挟 持 2 4 1 1 1 9 2 8
保 護 部 材 1 1 3 3 3 1 7 1 1 1 1 2
表 面 ｼｰ ﾄ 3 6 4 7 1 2 1
モ ジ ュ ー ル 1 1 1 4 4 3
被 覆 9 1 4 1 1 1
カ ー ド 2 1 3 5 1 1
印 刷 1 1 1 2 3 1
開 口 部 1 1 3 2 4 1
配 置 4 5 1
仮 止 め 3 2 1 3 1 1
支 持 体 2 1 1 2 2
充 填 材 2 1 4 1
絶 縁 材 1 1 2 2
封 入 1 1
融 着 1 1 1 2 1
応 力 緩 衝 3 2
裁 断 1 1 3
シ ー ト 1 1 3
逃 が し 部 2 1 1
放 熱 部 材 3
隠 蔽 層 1 1 1
回 収 2
電 磁 遮 断 1
異 方 性 ｴｯﾁ ﾝ ｸ ﾞ 1
位 置 決 め 1 1 3
印 刷 面 4 3 1 1 1
防 塵 2
埋 込 み 2 5
面 一 7
電 池 1
ACF 11 2 1
接 続 48 1 1
接 着 16
収 納 2
プ レ ス 3 3 1 1
搬 送 1 1
樹 脂 1
コ ア 1
分 離 1
マ ス ク 取 り 3

不 正 使 用 剛 性 ､ 耐 性 外 観 向 上 製 造 性接 続
接 着

1990 年から 2001 年 7 月
公開の出願 

課題
解決手段 剛性・耐性 IC飛出し 部品破壊 耐水・磨耗 耐熱・放熱 耐環境

凹　部 三菱化学ｴﾑｹ ｰ ﾌ ﾞ ｲAT&T 三菱樹脂 ｿﾆｰ
新生化学 ｵﾑﾛﾝ 長瀬産業 大日本印刷 (2)
大日本印刷 大日本印刷 日本発条 小林記録紙
三菱電機 東芝ｹﾐｶﾙ ｺﾆｶ 東芝
ﾐﾖﾀ 東燃化学 ﾐﾖﾀ 凸版印刷 (2)

凸版印刷 日立電線 ﾜｶ製作所
ｵﾑﾛﾝ 日立ﾏｸｾﾙ
凸版印刷 (2)
ﾛｰﾑ

補　強 新日本製鐵 ﾃﾞﾝｿｰ 凸版印刷 (5)
ｱｵｲ電子 三菱電機 ﾃﾞﾝｿｰ
大日本印刷 (3) 三菱樹脂 日立 (2)
ﾃﾞﾝｿｰ ﾛｰﾑ
日立 (2) 日立化成
日立ﾏｸｾﾙ 松下電工
ｲﾋﾞﾃﾞﾝ ｺﾆｶ
日立化成 ｽﾐﾀﾞ電機
新光ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ ﾀﾞｽｷﾝ
東芝 (4) 東芝
松下電工 日立ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ
菱電化成 日立
三菱電機 三菱電機
三菱電機 
松下電器
新光電気
大日本ｲﾝｷ化学
東芝ｹﾐｶﾙ
ﾄｰｷﾝ (2)
凸版印刷
秩父富士
日立ﾏｸｾﾙ 
三菱樹脂
ﾛｰﾑ (2)

封　止 東芝ｹﾐｶﾙ 東芝 (3) 東芝ｹﾐｶﾙ (2)
松下電器 日立ﾏｸｾﾙ
ﾛｰﾑ 菱電化成 
日立 三菱電機 
新光ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ 菱電化成 
大日本印刷 (2) 三菱電機 
東芝ｹﾐｶﾙ ｻﾝﾃｸﾉｹﾐｶﾙ
日立ﾏｸｾﾙ
凸版印刷
菱電化成
三菱電機
ﾘﾝﾃｯｸ

基　材 東芝 東芝 大日本印刷 (2) ｺﾆｶ 東京磁気印刷
東芝ｹﾐｶﾙ 日立ﾏｸｾﾙ ｺﾆｶ 大日本印刷 NTTﾃﾞｰﾀ
ﾄｰｴﾈｯｸ 王子製紙 日本信号 日立化成 凸版印刷 (2)
松下電工 信越ﾎﾟﾘﾏｰ 昌栄印刷
三菱重工 ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ 三菱樹脂

日立
ﾛｰﾑ
凸版印刷

熱加圧溶融 ｴﾇ　ﾍﾞｰ　ﾈﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ 凸版印刷 積水化学 凸版印刷 ｺﾆｶ 筒中ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ｺﾆｶ 三菱樹脂
日立化成

成　形 大日本印刷 凸版印刷 日立ﾏｸｾﾙ 大日本印刷
ﾘﾋｬﾙﾄ　ﾍﾙﾌﾞｽ ﾄ三洋電機 東京特殊電線 

ｴﾑｼﾞｰ
神鋼電機
東京特殊電線 

コイル 松下電器
狭　持 東芝ｹﾐｶﾙ 三菱化学 ﾄｰｷﾝ 佐藤一男

日立 ﾛｰﾑ
日立 (2)

保護部材 新光電気 ﾛｰﾑ 大日本印刷 東芝ｹﾐｶﾙ ｿﾆｰ (2)
東芝ｹﾐｶﾙ 三菱電機 日立化成
東芝 住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ

表面シート 日商物産
全商
東芝
凸版印刷

剛性・耐性

(共願)

(共願)

(共願)

 (共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)



 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

№ 企業名 
○1  東芝 神奈川県川崎市幸
○2  オムロン 京都府京都市右京
○3  大日本印刷 東京都新宿区榎町
○4  日立製作所 茨城県勝田市稲田
○5  日立製作所 神奈川県横浜市都
○6  日立製作所 神奈川県横浜市戸
○7  日立製作所 愛知県尾張旭市晴
○8  凸版印刷 東京都台東区台東
○9  三菱電機 兵庫県伊丹市瑞原
○10  三菱電機 兵庫県尼崎市塚本
○11  ソニー 東京都品川区北品
○12  日立マクセル 東京都渋谷区渋谷
○13  松下電器産業 大阪府門真市大字
○14  日本信号 栃木県宇都宮市平
○15  日本信号 埼玉県浦和市上木
○16  デンソー 愛知県刈谷市昭和
○17  トキメック 東京都大田区南蒲
○18  コニカ 東京都日野市さく
○19  コニカ 埼玉県狭山市上広
○20  日立国際電気 東京都中野区東中
○21  トーキン 宮城県仙台市太白
○22  日本電信電話 東京都武蔵野市緑
○23  田村電機製作所 東京都目黒区下目
○24  ローム 京都府京都市右京
○25  松下電工 大阪府門真市大字
○26  沖電気工業 東京都港区虎ノ門

技術開発の拠点は関東と関西に集中 

非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードカードカードカード    
 

技術開発の拠点の分布 

出願上位 21 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると、川崎市、新宿区、勝

田市等の関東地方に 17 拠点、京都市、伊丹市等の関西地方に 6 拠点、尾張市等の

中部地方に２拠点、東北地方に１拠点ある。 

 

○21  

○14  

○4  

○15○19  

○3 ○8 ○11○12○17○18○20○22○23○26  

○1 ○5 ○6  

○2 ○24  

○13○25  

○9 ○10  

○7 ○16  

図 3.1 技術開発拠点地図 
表 3.1 技術開発拠点一覧表
vi 

住   所 
区柳町70 株式会社東芝柳町工場内 
区花園土堂町10 オムロン株式会社内 
7 大日本印刷株式会社内 
1410 株式会社日立製作所AV機器事業部内 
筑区加賀原2-2 株式会社日立製作所システム開発本部内 
塚区戸塚町216 株式会社日立製作所情報通信事業部内 
丘町池上1 株式会社日立製作所オフィスシステム事業部内 
1-5-1 凸版印刷株式会社内 
4-1 三菱電機株式会社北伊丹製作所内 
町8-1-1 三菱電機株式会社材料デバイス研究所内 
川6-7-35 ソニー株式会社内 
2-12-24 日立マクセル株式会社内 
門真1006 松下電器産業株式会社内 
出工業団地11 日本信号株式会社宇都宮事業所内 
崎1-13-8 日本信号株式会社与野事業所内 
町1-1 デンソー株式会社内 
田2-16-46 株式会社トキメック内 
ら町1 コニカ株式会社内 
瀬591-7 コニカ株式会社内 
野3-14-20 国際電気株式会社内 
区郡山6-7-1 株式会社トーキン内 
町3-9-11 NTT武蔵野研究開発センタ内 
黒2-2-3 株式会社田村電機製作所内 
区西院溝崎町21 ローム株式会社内 
門真1048 松下電工株式会社内 
1-7-12 沖電気工業株式会社内 
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表 1.3.1 非接触型 IC カードシステムの主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 
 

年 次 別 出 願 件 数  
No.  出 願 人  

88年 以 前  89 9 0  9 1  9 2  9 3  9 4  9 5  9 6  9 7  9 8  9 9  合 計  
 1 東 芝   6 1 5  2 3  7  1 8  2 0  2 1  1 8  3 4  6 8  4 7  2 7 7  
 2  オ ム ロ ン  1 1 9  1 6  5 3  2 4  1 7  5  7  2 4  2 7  1 9  7  2 1 9  
 3  大 日 本 印 刷  3 0  0  7  2  1 3  1 3  1 7  1 7  2 2  5 4  4 4  1 9 2  
 4  日 立 製 作 所   2 2  1  1  0  1 0  3  1 7  4 6  4 5  4 3  1 7 0  
 5  凸 版 印 刷    1  2  5  7  1 3  1 6  2 1  3 1  3 8  3 3  1 6 7  
 6  三 菱 電 機   9 4 4  1 7  2 1  2  1 4  9  9  1 4  1 2  9  1 6 0  
 7  ソ ニ －  3 1 0  6  3  4  3  1 3  6  7  1 2  5 5  1 8  1 4 0  
 8  日 立 マ ク セ ル   2 1 2  7  3  8  1 1  8  9  1 9  2 0  3 2  1 3 1  
 9  松 下 電 器 産 業   2 1  1 0  1  4  2  7  1 3  2 1  1 2  3 4  1 0 7  
1 0  日 本 信 号    2  1 4  1 1  1 3  6  7  2  5  1 8  2 0  9 8  
1 1  デ ン ソ ー     1 2  3  0  3  7  8  1 1  1 4  3 4  9 2  
1 2  ト キ メ ッ ク   1 1  3  2 3  1 0  1 0  1 7  1 4  7  0  4  9 0  
1 3  コ ニ カ          1  3 8  3 0  1 1  8 0  
1 4  日 立 国 際 電 気           3 4  1 9  1 6  6 9  
1 5  ト － キ ン   1 0  0  0  1  3  6  1 3  1 8  1 5  8  6 5  
1 6  日 本 電 信 電 話   1 0  2  0  0  5  4  5  9  2 0  1 8  6 4  
1 7  田 村 電 機 製 作 所           1  2 5  3 4  6 0  
1 8  ロ － ム        4  3  9  2 8  9  4  5 7  
1 9  松 下 電 工  1 0  2  0  1  1  4  3  1 1  8  5  2 0  5 6  
2 0  ト ツ パ ン ・ フ ォ － ム ズ           6  2 9  2 0  5 5  
2 1  沖 電 気 工 業   2 2  2  2  0  3  1 5  3  1 1  1 0  4  5 4  
2 2  神 鋼 電 機    2  0  9  3  2  6  1 1  5  1 0  0  4 8  
2 3  東 芝 ケ ミ カ ル          3  1 9  1 4  1 2  4 8  
2 4  三 菱 重 工 業   1 2  6  1 3  5  5  3  1  6  3  0  4 5  
2 5  キ ヤ ノ ン   1 1 8  4  1  1  0  0  0  8  9  1  4 3  
2 6  富 士 通    1  9  1 3  1  1  2  1  4  5  4  4 1  
2 7  日 立 化 成 工 業         1 0  3  1 1  9  4  3 7  
2 8  シ チ ズ ン 時 計    5  4  3  4  5  1  7  4  3  0  3 6  
2 9  日 本 電 気   2 2  8  2  5  2  1  5  4  3  1  3 5  
3 0  山 武 ハ ネ ウ エ ル    3  2  4  4  0  2  6  4  2  1  2 8  

主要企業 21 社で６割の出願件数 

非接触型 IC カード 
 

主要企業の状況 

出願件数の多い企業は、東芝、オムロン、大日本印刷、日立製作所、凸版印刷で

ある。 

主要企業21社の出願件数に占める割合

主要企業
21社
61%

その他
39%

1990年から2001年7月
公開の出願



 

ⅷ 

 

 

 
出願状況 技術要素・課題対応出願特許の概要 

 
(株)東芝の保有する

出願は、277 件である。
そのうち登録になった
特許が 11 件あり、係属
中の特許が 211 件ある。 

係属中のうち海外出
願された特許は、９件あ
る。 

リーダライタおよび
カード実装に関する特
許を、多く保有してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許リスト例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

カ
ー
ド
実
装 

部
品
破
壊
防
止 

補強:枠 特登 2925541 
98.8.4 
G06K19/07 
東芝ｴﾌｴｰｼｽﾃﾑ 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
ﾀﾞｽｷﾝ 

情報記憶ﾁﾂﾌﾟ取付構造 
情報記憶ﾁｯﾌﾟを囲むように配設された環状弾性

部を持つ 
 

PH10-220273 
 
 
 
 
 
 

処
理･

発
行

 

ゲ
ー
ト 

改札:不足:表示 特登 3004117 
92.3.25 
G07B15/00,510 
東芝ｼｽﾃﾑ開発 

料金収受機及び無線機器及び料金収受ｼｽﾃﾑ 
料金処理機に､あらかじめ設定された限度額と

残額とを比較し､この残額が限度額に満たない場
合は､その旨を利用者に表示あるいは音声により
告知する手段を設けた 
 

PH04-67246 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 

株式会社 東芝 

非接触型 IC カード 
 

主要企業 

3

3621318

1

7

6219

11647

1

1

4311

2691331

15111

121

11

1

8272

8

33135741018

2

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

課  題

技
術
要
素

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

電
源
供
給

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

接
続
・
接
着

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990年から2001年7月公開の出願
（図中の数字は、出願件数を示す。）

図 2.1.4 東芝の技術要素と課題の分布 



 

 

 

    

出願状況 技術要素・課題対応出願特許の概要 

 
オムロン(株)の保有

する出願は、219 件であ
る。そのうち登録になっ
た特許が 19 件あり、係
属中の特許が 101 件あ
る。 
リーダライタ関係の

特許を、多く保有してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保有

技
術
要
素

技
術
要
素

技
術
要
素

技
術
要
素    

課
題
課
題
課
題
課
題    

解決手段解決手段解決手段解決手段＊＊＊＊    

特特特特

共共共共

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（R/W

R/W
R/W
R/W

））））    

相
互
干
渉

相
互
干
渉

相
互
干
渉

相
互
干
渉    

判別:相互干渉:検波ﾚ
ﾍﾞﾙ 

特登 27
89.6.6 
G06K17/

処
理
発
行

処
理
発
行

処
理
発
行

処
理
発
行    

単
一
識
別

単
一
識
別

単
一
識
別

単
一
識
別    

識別:ID:順次 特登 31
90.8.24
G07B15/
日立国際

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等の

技
術
要
素

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

オムロン 株式会社 

非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードカードカードカード    
 

主要企業 

 
図 2.2.4 オムロンの技術要素と課題の分布
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特許リスト例 
許番号許番号許番号許番号    
出願日出願日出願日出願日    
主主主主 IPCIPCIPCIPC    
同出願人同出願人同出願人同出願人    

発明の名称発明の名称発明の名称発明の名称    
概要概要概要概要    

30186 

00 

ﾃﾞﾃﾞﾃﾞﾃﾞ----ﾀ通信ｼｽﾃﾑﾀ通信ｼｽﾃﾑﾀ通信ｼｽﾃﾑﾀ通信ｼｽﾃﾑ    
検波出力のﾚﾍﾞﾙが低ければ相互干渉がないもの

と判断し､ﾚﾍﾞﾙが高ければ相互干渉が起こり易い
と判断する 
 
PH01-144619 

 
 
 
 
 
 
 

54353 
 
00 
電気 

自動改札機および非接触ﾊﾟｽｹﾞ自動改札機および非接触ﾊﾟｽｹﾞ自動改札機および非接触ﾊﾟｽｹﾞ自動改札機および非接触ﾊﾟｽｹﾞ----ﾄｼｽﾃﾑﾄｼｽﾃﾑﾄｼｽﾃﾑﾄｼｽﾃﾑ    
受付ｺﾏﾝﾄﾞに､複数種の媒体の内から単一の種類

の媒体に固有の識別ﾃﾞｰﾀを順次付加して送信する
指定媒体受付ｺﾏﾝﾄﾞ送信手段を設けた 
 
PH04-223937 

 
 
 

キーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 

1 1

8 261221

333121

77216

2

6

1

1

5

5

1111
25221

121

3112

15

9

3232152
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正
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給
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ー
タ
保
護
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・
接
着

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

インタフェース

1990年から2001年7月公開の出願
（図中の数字は、出願件数を示す。）



 

 

 

    

出願状況 技術要素・課題対応出願特許の概要 

 
大日本印刷(株)の保

有する出願は、192 件で
ある。そのうち登録にな
った特許が２件あり、係
属中の特許が 182 件あ
る。 
係属中のうち海外出

願された特許は、３件あ
る。 
カード実装関係の特

許を、多く保有してい
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保

技
術
要
素

技
術
要
素

技
術
要
素

技
術
要
素    

課
題
課
題
課
題
課
題    

解決手段解決手段解決手段解決手段＊＊＊＊    

共共共共

回
路
・
機
能

回
路
・
機
能

回
路
・
機
能

回
路
・
機
能    

分
類
分
類
分
類
分
類    

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:
切取 

特開平
97.9.
B42D1

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（R/W

R/W
R/W
R/W

））））    

不
要
信
号

不
要
信
号

不
要
信
号

不
要
信
号    

ﾘｾｯﾄ:外部:無ﾊﾟﾙｽ 特登
91.1
G06K

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等

技
術
要
素

大日本印刷 株式会社 

非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードカードカードカード    
 

主要企業 
図 2.3.4 大日本印刷の技術要素と課題の分布 
x 

 

有特許リスト例 
特許番号特許番号特許番号特許番号    
出願日出願日出願日出願日    
主主主主 IPCIPCIPCIPC    
同出願人同出願人同出願人同出願人    

発明の名称発明の名称発明の名称発明の名称    
概要概要概要概要    

11-78323 
5 
5/10,521 

非接触非接触非接触非接触 ICICICIC ｶｶｶｶ----ﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞ    
ｱﾝﾃﾅｺｲﾙの両端子が IC ﾁｯﾌﾟに接続する端子間に

短絡回路が形成されており､短絡回路が切断され
ない限り非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能せず､短絡回路が切
断された際に非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能する 
 
PH09-256185 

 
 
 
 

3071912 
1.12 
17/00 

半導体記憶媒体へのﾃﾞ半導体記憶媒体へのﾃﾞ半導体記憶媒体へのﾃﾞ半導体記憶媒体へのﾃﾞ----ﾀ転送ｼｽﾃﾑにおけるﾘｾﾂﾄﾀ転送ｼｽﾃﾑにおけるﾘｾﾂﾄﾀ転送ｼｽﾃﾑにおけるﾘｾﾂﾄﾀ転送ｼｽﾃﾑにおけるﾘｾﾂﾄ
方法およびこの方法の実施に適した半導体記憶方法およびこの方法の実施に適した半導体記憶方法およびこの方法の実施に適した半導体記憶方法およびこの方法の実施に適した半導体記憶
媒体媒体媒体媒体    
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀから記憶媒体に対して与える外部ﾘｾｯﾄ

指令を､信号波にﾊﾟﾙｽを所定期間だけ配置しない
ことにより伝達するﾘｾｯﾄ方法 
 
PH03-323717 

 
 
 
 

のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 

4215

1

1112

8731

3

4

119 118 21 15 2

7 1 2 6

4 1 4 1 1 2

1 1 1
5 3
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12 2

2 1 4 5
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護
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持
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理
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性

リ
ー
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イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990年から2001年7月公開の出願
(図中の数字は、出願件数を示す。)



 

xi 

 

 

 
出願状況 技術要素・課題対応出願特許の概要 

 
(株)日立製作所の保

有する出願は、170 件で
ある。そのうち係属中の
特許は、163 件ある。 

係属中のうち海外出
願された特許は、7 件あ
る。 

リーダライタに関す
る特許を、多く保有して
いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保有特許リスト例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

カ
ー
ド
実
装 

工
程
短
縮 

熱加圧溶融：仮止め 特開平 11-161760 
97.11.26 
G06K19/077 

薄型電子回路部品及びその製造方法及びその製造
装置 

ｱﾝﾃﾅｺｲﾙを含む導体ﾊﾟﾀｰﾝは､ﾌｨﾙﾑの一面に形成
されている｡電子部品は､仮固定液によりﾌｨﾙﾑに固
定される｡導体ﾊﾟﾀｰﾝおよび電子部品を覆うよう
に､ﾌｨﾙﾑに対してｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾑをﾗﾐﾈｰﾄすると同時に､
電子部品は､導体ﾊﾟﾀｰﾝに接続される｡ 
 

PH09-324174 
 
 
 
 

電
磁
誘
導
（R/W
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通信ｼｽﾃﾑ 

ｶｰﾄﾞへの電力の供給を行うための磁界を発生す
るｽﾊﾟｲﾗﾙ状またはｺｲﾙ状のｱﾝﾃﾅと､ｱﾝﾃﾅの鏡像を形
成する導体部材とを備えた 
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＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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1990年から2001年7月公開の出願
（図中の数字は、出願件数を示す。）

図 2.4.4 日立製作所の技術要素と課題の分布 
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出願状況 技術要素・課題対応出願特許の概要 

 
凸版印刷(株)の保有

する出願は、167 件であ
る。そのうち登録になっ
た特許は４件あり、係属
中の特許は 154 件ある。 

係属中のうち海外出
願された特許は、３件あ
る。 

カード実装に関する
特許を、多く保有してい
る。 
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ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-149536 
97.11.14 
G06K19/077 

複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
接触型と非接触型との両通信機能を内蔵した

IC を実装した IC ﾓｼﾞｭｰﾙと､非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとを
備え､IC ﾓｼﾞｭｰﾙと非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとの各信号伝
達用ｺｲﾙを互いに密結合するよう配設し､IC ﾓｼﾞｭｰ
ﾙと非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとがﾄﾗﾝｽ結合によって非接
触に結合させる 
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非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀとの間でﾃﾞｰﾀ通信を行う第 1 の送受信

手段と､IC ｶｰﾄﾞとの間でﾃﾞｰﾀの送受信を行う第 2
の送受信手段とを有すること 
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＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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（図中の数字は、出願件数を示す。）

図 2.5.4 凸版印刷の技術要素と課題の分布 
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図 1.1 の非接触型 IC カード技術の範囲をみると、自動認識分野からのデータキャリア技

術と、情報処理システム分野からのカード技術という 2 つの技術が示されている。本書で

扱う技術は、非接触型 IC カードとその読取・書込装置であるリーダライタと、それぞれの

非接触のインタフェースである。 

非接触型 IC カードは、広義には、データキャリアに含まれる。データキャリアとは、「デ

ータを運ぶもの」であり、エーエムジャパン（国際自動認識工業会）ではデータキャリア

の要件として、１）携帯容易な大きさであること、なお２)情報を電子回路に記憶すること、

３)非接触通信により交信すること、と定めている。フロッピーディスク、磁気カードや接

点を有する IC カードは、データキャリアには含まれない。そしてその形状により、ラベル

型、カード型、箱型と区分している。 

一方、情報処理分野は、ISO/TC97（情報処理システム）として 1980 年代に身分証明カー

ド（ID カード）を利用した信用取引用として磁気カードの標準化が始まり、その後、接点

を有する IC カード、非接触型 IC カードと標準化が行われてきた。各々のカードは技術的

には異なるものであるが、外観や形状は同じ仕様で、プロトコル等も情報処理システムと

して一貫性が保たれるように標準化がなされている。 

自動認識分野では、ラベル型データキャリアがカード型を小型にしたもので、製造方法

から使用方法までカード型とほとんど同じために、非接触型 IC カード技術に含める。ラベ

ル型データキャリアは、ラベル、タグ、RFID（無線式 ID）、応答器とも呼ばれている。ラ

ベル型リーダライタは、タグリーダ、質問器とも呼ばれる。箱型は自動料金授受システム

（ETC）の車載器であるが、ISO では未審査である。本書では、応用システムにおいてカー

ド識別等の共通技術の一部分を扱い、ETC の基本部分は扱わない。また、用途の特定され

た自動改札や電話器も ETC と同じで、一部の共通技術は扱うが、基本部分は扱わない。 

 

 

 

１１１１. . . . 技術の概要技術の概要技術の概要技術の概要    
 

鉄道の自動改札での実用化がされた現在、本格普及に向け 

技術開発が活発に行われている。 

 

特許流通特許流通特許流通特許流通    

支援チャート支援チャート支援チャート支援チャート 

1.1 1.1 1.1 1.1 非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードの技術カードの技術カードの技術カードの技術    
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図 1.1 非接触型 IC カード技術の範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、磁気カード、接触型 IC カード、光カードに関しては、個々の技術は全く別技術で

あり、本書では基本部分を含めて扱わない。しかし、非接触型 IC カードの弱点を補うもの

として、またシステムの互換性のため磁気カードや接触型 IC カード技術を扱わざるを得な

い場合があり、それらは併用技術として扱っている。 

 

1.1.1 1.1.1 1.1.1 1.1.1 情報処理用カードの種類情報処理用カードの種類情報処理用カードの種類情報処理用カードの種類    

情報処理用カードには図 1.1.1 に示すように磁気カード、IC カード、光カードの３種類

のカードがある。 

図 1.1.1 カードの種類 

磁気カード    

      接触型 IC カード 

カード IC カード      

  非接触型 IC カード     

光カード      

磁気カードは情報量が少ないが、カード自体は安価であり、カードシステムも容易に構

1990 年から 2001 年 7 月
公開の出願 
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築できる。このため、店ごとの磁気カードシステムが構築され、それが磁気カードの氾濫

を起こしている。簡便なシステムのため、セキュリティも甘く、そのために偽造カードの

被害も多い。、NTT の公衆電話では、その対策のために非接触型 IC カード化のシステムに

移行し、銀行・信販系のカードシステムでも移行の検討がされている。また、記憶情報の

少なさのため、例えばバス等の共通カード化に伴い、すぐ限界に達してしまい、新規のバ

ス会社の共通化ができないという問題も包括している。 

IC カードは、CPU を持たないメモリカードと、CPU を持つ CPU カードとに分けられ、欧

米では CPU を持つ IC カードをスマートカードと称している。また、IC カードはインタフ

ェースの違いにより、接触型 IC カードと非接触型 IC カードに分けられる。CPU カードは、

CPU によりカード自身での処理や演算が可能になるため、セキュリティを必要とする用途

で使用されている。接触型 IC カードは端子を持ち、リーダライタから端子を介して電源と

クロックの供給や信号のやり取りを行う。IC カードをリーダライタに挿入し、リーダライ

タはカードを搬送し、端子と接触子部分でカードを位置決めする。カードは手で持ったり、

ケースに入れて持ち歩くため、端子部分が汚れたり傷つきやすく、耐久性に問題がある。

またリーダライタも、劣悪な環境下では精密な機構に対して清掃が常に必要であり、信頼

性や耐久性で問題がある。 

非接触型 IC カードは端子を持たず、表面がプラスチックで覆われているため、汚れが付

かず、傷も付かない。非接触型のリーダライタはカードを搬送する機構がないため劣悪環

境下で使用しても信頼性は高い。非接触型 IC カードは、リーダライタとの通信距離に応じ

て方式は異なる。実用化が進んでいる近接型では、電磁誘導により電源の供給や信号のや

り取りを行い、例えば定期券が非接触型 IC カードであれば、ケースから出さないで、近接

させるだけでよく、操作性で優れている。また、乗り越しの精算も現在のように精算機の

前に並ぶ必要もなくなり、自動改札機で清算できるようにシステムを組むことが可能にな

る。さらに、駅構内の店や自動販売機での商品の購入も、可能になる。 

光カードは CD－ROM/RAM と技術は同じ原理であり、多量の情報の読み書きができるので、

診察券を兼ねた病院の診断カルテ等の用途に用いられている。CPU を実装し、セキュリテ

ィを強固にした光 IC カードもある。 

本書では、上記カードのうち、セキュリティの強固さで優れた IC カードであり、さらに

操作性、信頼性での大きな特徴を持ち、そのため今後大きな市場を形成するであろうと予

測される非接触型 IC カードに特定し、技術の概要を解説する。 

 

1.1.2 1.1.2 1.1.2 1.1.2 非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードの種類と標準化カードの種類と標準化カードの種類と標準化カードの種類と標準化    

非接触型 IC カードの最大の特徴は、リーダライタとの接触がないため、操作性、保守性、

対環境性に優れていることである。その反面、電力は電磁誘導等で受けるため、高性能な

IC チップは電力を消費するので搭載できないという欠点がある。    

非接触型 IC カードはリーダライタとの通信距離により、図 1.1.2 非接触型 IC カードの

種類に示すように、ISO や JIS で分類されており、物理的特性や伝送プロトコル等の仕様

が定められようとしている。接触型 IC カードの ISO による標準化は、約 10 年前から行わ

れ、ほぼ決まったが、遅れてスタートした非接触型 IC カードの標準化は、図 1.1.2 非接触

型 IC カードの種類に示すように、まだ審議中のものがある。 
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図 1.1.2 非接触型 IC カードの種類 

 

 密着型 ～２mm    ISO/IEC10536 

            JIS63211-63213 

 近接型 ～約 20cm  ISO/IEC14443 

非接触型 IC ｶｰﾄﾞ            JIS 審議中 

 近傍型 ～約 1m    ISO/IEC15693 

            JIS 審議中 

 ﾏｲｸﾛ波型 数 m     ISO 未審議 

 

 

非接触型 IC カードの標準化審議は、接触型 IC カードの標準化に準ずるものと、独自審

議するものとがある。カードの大きさや厚さ等のカード物理特性は、接触型 IC カードに準

じる方向で検討がされている。電気信号は非接触型 IC カード独自で審議しており、その内

容は電波の周波数、信号の変調方式、通信速度等を審議している。表 1.1.2 に非接触型 IC

カードの審議中の仕様を示す。IC カードを動作させるコマンド、セキュリティ等は、接触

型 IC カードに準じる方向で検討がされている。 

 

表 1.1.2 非接触型 IC カードの審議中の仕様 

 

密着型の非接触型 IC カードは、本来、磁気カードの代替、すなわちクレジットカードや

銀行カードを狙って標準化がなされ、非接触のインタフェースつまり通信方式も電磁結合

と静電結合の両方式がある。カードの操作は、スロットに挿入したり、載置台に載せたり

してカードを位置決めし、停止した状態にして通信を行う必要がある。技術は確立してい

るが、市場は拓けず過去のものとなってしまい、今後の見直しは行わないことになってい

る。 

近接型の非接触型 IC カードのインタフェースは、電磁誘導方式である。操作はスロット

を通さず、例えば非接触型 IC カードを定期券に応用した場合、ケースからカードを取り出

さずにリーダライタに近接させるだけで通信が可能になる。近接型は、操作性で密着型に

比べ格段に向上しているため、その実用化が最も進んでいる。 

近傍型の非接触 IC カードは、近接型と同じ通信周波数を使用する。あまり処理速度を必

 密着型密着型密着型密着型    近接型近接型近接型近接型    近傍型近傍型近傍型近傍型    ﾏｲｸﾛ波型ﾏｲｸﾛ波型ﾏｲｸﾛ波型ﾏｲｸﾛ波型    

通信距離通信距離通信距離通信距離    ～２mm ～約 20cm ～約 1m 数 m 

通信方式通信方式通信方式通信方式    電磁結合/静電結合 電磁誘導 電磁誘導 電波 

周波数周波数周波数周波数    4.91MHz 13.56MHz 13.56MHz 2.45GHz 

通信速度通信速度通信速度通信速度    9.6Kbps 106Kbps 26Kbps 1MKbps 

電池電池電池電池    無 無 無 未 

サイズサイズサイズサイズ mmmmmmmm    54x85.6x0.76 54x85.6x0.76 54x85.6x0.76 未 
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要としないが、操作性では近接型より良い操作性、すなわち洋服のポケットに入れたまま、

またはバッグに入れたまま通信が出来る用途に向いている。 

マイクロ波型は未審議であるが、通信周波数は 2.45GHz のマイクロ波を使用し、最大５m

ぐらいの通信距離を持とうとしているが、電池無しは難しいと思われている。通信速度も

早いため、ETC のように高速で移動するものとの交信に向いている。ただし、ETC は国際的

に 5.8GHz で、車載器のアンテナと料金所の路側アンテナで無線通信を行っている。日本に

おいては、車載器に挿入するクレジット会社の ETC カードは、通行料金をクレジット処理

するために接触型 IC カードである。 

 

1.1.3 1.1.3 1.1.3 1.1.3 電磁結合と静電結合の通信方式電磁結合と静電結合の通信方式電磁結合と静電結合の通信方式電磁結合と静電結合の通信方式 

電磁結合は原理的には電磁誘導と同じであるが、カード側のアンテナとリーダライタ側

のアンテナを対向させ、静止状態で電磁誘導により通信することを電磁結合方式の通信と

いう。電磁結合方式の場合アンテナを、ヘッドないしコイルヘッドとも呼ぶ。非接触型 IC

カードのコイルヘッドは、プリント板上に印刷されて作られるため、コアなしの空芯コイ

ルである。ヘッドは１対で、スイッチにより切り換えて、読取と書込を行うものと、２対

のヘッドでそれぞれ独立して読取と書込を行うものがある。電力とクロックの供給は、キ

ャリア周波数をリーダライタで発信して行い、そのキャリア周波数をヘッドのインダクタ

ンスとコンデンサで共振させた時が信号有り、させない時が信号無しとして、情報を送信

または受信する。磁気結合は雨、雪等水分には強いが、鉄粉等があると磁気が吸収されて

しまい通信ができなくなる。 

静電結合は、非接触型 IC カードとリーダライタとに対向する金属箔による電極を設け、

コンデンサを形成させる。一方の電極に電圧をかけ、プラスの電荷を帯びさせると、向か

いの電極にマイナスの電荷が誘導されることを、静電誘導といい、この原理を使用して通

信する。静電誘導は電極の面積に比例し、電極の間隔に反比例するので、電極の大きさも

IC カードの大きさで規制されるため、おのずと通信間隔も決まってくるが、密に間隔を保

つ必要から密着型と呼ばれる。電力とクロックの供給は電磁結合と同じで、キャリア周波

数をかけて行う。静電結合は電極間に水滴が入ると静電容量が変化し、通信が行えなくな

り、室内での使用に限られる。 

 

1.1.4 1.1.4 1.1.4 1.1.4 電磁誘導方式の電力供給電磁誘導方式の電力供給電磁誘導方式の電力供給電磁誘導方式の電力供給 

最も実用化の進んでいる近接型の非接触型 IC カードは、電磁誘導による電力やクロック

の供給と情報の通信を行う。リーダライタのコイルにキャリア周波数をかけることにより、

コイル近傍に誘導電磁界が発生する。この誘導電磁界内に非接触型 IC カードが入ってくる

と、カード側のコイルに電流が流れることを、電磁誘導という。 

非接触型 IC カードは CPU やメモリを持っているため、それらを駆動させる電力が必要で

ある。当初、電池がカードに内臓されて、電池から電力が供給されていたが、コストが高

くなること、長期間使用していると電池劣化のため不安定な動作をする等、電池内臓では

実用化の目途が立たなかった。リーダライタ側のコイルに交流電圧をかけることにより発

生する電磁界を、非接触型 IC カード側のコイルが受けて電力を誘導することにより、電池

のいらない、電磁誘導による電力供給を行う。 
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図 1.1.4 電磁誘導による電力供給の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.4 に、電磁誘導による電力供給の方法を示す。非接触型 IC カードとリーダライタ

には、コイルで誘導ループを作ることによりアンテナとするアンテナコイルを持ち、カー

ドをリーダライタに近接させた時、リーダライタから発射される電磁界によって、カード

内のアンテナコイルに電磁誘導によって電流が流れ始める。アンテナコイルは一本の導線

がグルグル巻きにされ、その両端が IC チップに接続されている。この IC チップにかかる

電圧は交流電圧で、全波整流したのち平滑コンデンサにより直流電圧にする。この直流電

圧は、IC チップ動作可能電圧を越えるか越えないかは非接触型 IC カードが動作するかし

ないかであり、通信距離に関係する。JR 東日本のスイカカードでは、利用者がこの通信距

離を意識して定期券を 10cm 以内の距離に近接させるのは難しいため、定期券である非接触

型 IC カードをリーダライタに一度タッチさせて通信距離を確保する、タッチアンドゴー方

式が採用されている。 

IC チップ同期用のクロックは、電力供給時に受け取ったキャリア周波数を用いて作成し、

通信周波数 13.56MHz そのものないし分周した周波数である。 

    

1.1.5 1.1.5 1.1.5 1.1.5 電磁誘導の情報伝送電磁誘導の情報伝送電磁誘導の情報伝送電磁誘導の情報伝送    

このようにして供給された電力とクロックにより、非接触型 IC カード内の回路が起動で

きると、非接触型 IC カードはリーダライタとの情報のやり取りを交互に行う半二重方式で、

アンテナコイルを通して行う。その方法を、図 1.1.5 情報伝送の方法に示す。 

 

図 1.1.5 情報伝送の方法 
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リーダライタからのデジタルのシリアル送信情報は、キャリア周波数の振幅を情報の有

り無しで変えて、変調回路でアナログ信号（ASK 変調で変調度 100%と 10%がある）にされ、

アンテナコイルから電波で送信される。カードは、そのアナログ信号をアンテナコイルで

受信し、復調回路でクロックに同期させながらデジタルシリアル信号にする。反対に、カ

ードからの送信信号は、変調回路でデジタル・アナログ変換され（信号情報は周波数を変

える FSK 変調、または位相を変える PSK 変調）、アンテナコイルから送信され、リーダライ

タのアンテナコイルで受信し、復調され、デジタル信号となる。 

ISO14443 では、通信速度を 106Kbps と定めており、現在の接触型 IC カードのシステム

から移行しやすくなっており、NTT のテレホンカードはこの通信速度により実用化した。

JR 東日本のスイカカードでは、定期券や乗車券の改札機での処理速度を重視するため、通

信速度が 106Kbps では遅く、ソニーが開発した独自 OS を搭載して処理速度を２倍にした

212Kbps の非接触型 IC カードを採用した。これは日本から ISO にオプションとして提案し

ている。 

    

1.1.6 1.1.6 1.1.6 1.1.6 その他の通信方法その他の通信方法その他の通信方法その他の通信方法 

マイクロ波は、2.45GHz のマイクロ波により情報の授受を行う。リーダライタのアンテ

ナユニットと IC カードのアンテナは、通常プリント板に配線印刷されたマイクロストリッ

プアンテナを使う。リーダライタからの送信情報は、変調されアンテナからマイクロ波が

発射される。IC カードは、このマイクロ波を受信し復調して、デジタル信号とする。IC

カードからの情報の送信は、アンテナユニットから発射されたマイクロ波を受信し、これ

を送信情報で変調して、アンテナユニットに再び発射する反射波方式で情報を送る。マイ

クロ波での伝送は数 m の通信距離が可能で、外来ノイズも強いという特徴を持つ。 

光通信の方式は ISO での標準化がされておらず、電波法の規制も受けない。光通信は光

の発光源として発光ダイオード（LED）を使用し、信号に応じ発光ダイオードを発光させる。

LED は最も発光効率のよい近赤外光を使用する。受光素子はホトダイオードで、高速応答

性のよいものが使用される。伝送距離を延ばすため、LED にレンズを使用する場合もある。

光通信は伝送スピードも早く、ノイズにも強く、小型軽量で信頼性も高いが、電池を必要

とする。 

液晶シャッタによる通信方法も光通信の１種で、光の発光源を液晶シャッタによるオン

オフで信号を作りホトダイオードで受光するが、通信距離が発光ダイオードに比較して極

端に短い。 

 

1.1.7 1.1.7 1.1.7 1.1.7 非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードと電波法カードと電波法カードと電波法カードと電波法    

光通信以外の電磁結合、静電結合、電磁誘導、マイクロ波は、電波法で規定する法規制

の対象となる。そのうち電磁結合と静電結合は、電波法でいう微弱無線局であり、免許を

必要としない。マイクロ波は構内無線局の範疇であり、免許を必要とする。その中間に位

置するのが、近接型の電磁誘導方式による非接触型 IC カードである。 

近接型の非接触型 IC カードは電波を利用した通信を行うため、電波法による規制を受け

る。IS014443 近接型の非接触型 IC カードの通信周波数は、13.56MHz を中心周波数と定め

ている。現行の電波法では微弱電波が定義され、これより弱い電波をいくら出しても免許
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は不要である。NTT の非接触型 IC カードによるテレホンカードは、13.56MHz の周波数を使

用して、通信距離を１cm にしているため、現行法規制の適用を受けずに実用化した。非接

触型 IC カード電話器では、通信距離１cm を確保するため、磁気カードのように読取機の

スロットに通すことはしないが、カードをガイドに入れて通信距離を確保している。しか

し、鉄道等の自動改札の場合は、カードをガイドに通すことをしていては利用者を立ち止

まらせることになり、カードをかざすだけで改札機を通過するためには、通信距離を 10cm

ほど確保する必要がある。このため微弱電波の強度を越えてしまい、法規制を受けざるを

得ない。法改正に関しては、電波の有効利用、利用者の利便性、セキュリティ等を考慮し

て、旧郵政省の電気技術審議会において非接触型 IC カードの検討を行っている。 

    

1.1.8 1.1.8 1.1.8 1.1.8 非接触型非接触型非接触型非接触型 ICICICIC カードと接触型カードと接触型カードと接触型カードと接触型 ICICICIC カードの併用カードの併用カードの併用カードの併用    

今まで述べたように、交通用の定期券や乗車券としての非接触型 IC カードは、改札機に

おける立ち止まりを避けるため処理速度が重視される。そのためには、0.2 秒以内で処理

を行う必要があると言われている。交通用として必要な処理、すなわち有効期間と乗車区

間のチェック、改札機の通信領域に複数枚のカードの個別認識、また非接触型 IC カードに

ある程度のバリューを持たせた乗り越しの精算があり、これら必須の処理を行っていると、

厳密な本人認証の処理を行う余裕はない。 

金融決済分野からの IC カードのニーズは、セキュリティ（公開鍵暗号化による処理）が

最も重要で、交通用とは相容れない。利用者側からのニーズは、当然１枚で金融決済がで

き、交通にも使用できるのが望ましく、それを実現するための技術として非接触型と接触

型の併用方式がある。併用方式は、IC チップの実装形態によってコンビネーション型とハ

イブリッド型に分けて実用化されている。コンビネーション型は、接触型 IC チップと非接

触型 IC チップが１チップ化され、データの共用が可能になっている。ハイブリッド型は、

接触型 IC チップと非接触型 IC チップが独立してカード内に収まっている。 

多目的、多用途のニーズを 1 枚のカードで満たすための併用カードは、今まで、民間主

導の試作化、実用化がなされてきた。2001 年３月に決定された政府の「ｅ-Japan 重点計画」

の中で実現される「電子政府」での「官と民のインタフェース」として「IC カードの国民

的普及」が提案され、IC カードとして非接触型、マルチアプリケーション（多用途）、PKI

対応（公開鍵）を基本としている。住民台帳、健康保険証、介護保険証、診察券、決済等

の多用途を目的とすると、この併用型 IC カードが脚光を浴びるものと思われる。非接触型

IC カードの官民あげての開発と普及が、今、整ったといえる。 



11 

 

 

 

非接触型 IC カードの技術は、国際特許分類（IPC 分類）では IC カード技術の中にあり、

IPC 分類では非接触型 IC カードに直接アクセスすることはできない。従って、キーワード

として「非接触型」等の言葉を入れてアクセスを行う必要がある。 

  IPC：B42D15/10,521  IC カード 

     G06K17/00      記録媒体を共動させるための方法または装置（リーダライタ） 

     G06K19/07   集積回路チップを持つもの（IC カード） 

     G06K19/073     ・回路用の特別な配置 

     G06K19/077     ・・構造上の細部 

 非接触型 IC カードの技術はファイル･インデックス（FI）によって直接下記のものにア

クセスできる。 

  FI ：G06K17/00F   非接触接続型カードの処理、発行 

     G06K19/00H      非接触接続型カード 

 非接触型 IC カードの技術はＦターム（FT）によって直接下記のものにアクセスできる。 

  FT ：2C005AA03       非接触書込･読取 

         2C005LB11    非接触型の記録･再生 

         2C005LB20    非接触型の再生 

         2C005NA06    非接触の端子、配線･構造 

         2C005NA07          同上      の光学式：発光ダイオード 

         2C005NA08          同上      の電波：アンテナ 

         2C005NA09          同上      の電磁誘導：コイル 

         2C005NA10          同上      の静電誘導：容量結合 

         2C005NA11          同上      の液晶：液晶シャッタ 

         2C005NA12    その他の非接触型端子 

         2C005TA22       非接触型のリーダライタ機構 

         5B058CA15       端子非接触型のリーダライタ 

         5B058CA16                    同上        の光学的手段 

         5B058CA17                    同上        の電磁誘導 

         5B035CA23       非接触接続型の回路と機能 

         5B035CA24         同上       の光学的手段 

         5B035CA25       非接触接続と接触接続の双方型 

以上が特許分類によるアクセスであるが、非接触という言葉でなく、「無線」という言葉

での出願もあり、これらは無線の特許分類に入っているものもある。これらを検索するた

めキーワードとして、「無線 W カード」ないし「無線式 W カード」を加えると、漏れの少

ないアクセスが可能となる。 

本書で扱う母集合について、技術要素の構成と検索式をまとめたものを、表 1.2 非接触

型 IC カードの技術要素と検索式に示す。ここで扱っている技術要素の言葉は、特許分類で

使用している厳密な意味で定義された言葉ではない。一般慣用的に使用されている言葉に

1.2 非接触型 IC カード技術の特許情報へのアクセス 
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直してある。 

表 1.2 非接触型 IC カードの技術要素と検索式 

 

本書では非接触型 IC カードを上記の分類として母集合としたが、これが全てではなく、

特に非接触型 IC カードの応用分野は、それぞれの応用に応じた分類にも存在している。図

1.1 で示した非接触型 IC カード技術の範囲で、関連分野の IPC 分類が示されている。 

電話機は、 

   IPC：H04M1/675          使用者が暗号カード、例 集積回路チップを組み込んだ

スマートカードを挿入する必要のあるもの。 

 自動改札は、 

   IPC：G07B11/00,501      チケットが非接触カードであるもの。 

 自動料金収集システムは、 

   IPC：G07B15/00,501      非接触カードを用いる等して非接触で制御地点の通過の

可否を判断するもの。 

   IPC：G07B11/00,510      ・自動車の利用と関係があるもの。 

 インタフェースは、 

   IPC：H04B5/00           近接電磁界伝送方式、例誘導ループ。 

等が関連する分類である。 

技術要素 検索式 

非接触型リーダライタ   FI=G06K17/00F 

 機構  FT=2C005TA22 

 インタフェース  FT=5B058CA15 

  光学式 FT=5B058CA16 

  電磁誘導 FT=5B058CA17 

非接触型 IC カード   FI=G06K19/00H 

 記録再生  FT=2C005AA03 

  記録 FT=2C005LB11 

  再生 FT=2C005LB20 

 インタフェース  FT=2C005NA06 

  光学式:発光ダイオード FT=2C005NA07 

  電波:アンテナ FT=2C005NA08 

  電磁誘導:コイル FT=2C005NA09 

  静電誘導:容量結合 FT=2C005NA10 

  液晶:液晶シャッタ FT=2C005NA11 

  その他 FT=2C005NA12 

 回路と機能  FT=5B035CA23 

  光学式 FT=5B035CA24 

  併用 FT=5B035CA25 
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非接触型 IC カード技術の市場注目度を示すために、技術成熟度チャートを用いて説明す

る。特許出願件数と出願人数を年次ごとにプロットしたチャートであり、出願件数はその

技術の技術開発活動を示し、出願人数は参入企業数を示すことから、この関係をみること

により非接触型 IC カードの市場状況の把握ができる。 

表 1.2 で示した検索式により、約 4,100 件の出願件数があったが、全件解読した結果、

今回のテーマ外のものを除くと約 3,900 件となった。また表 1.2 で示した技術要素のうち

件数の少ないものがあり、それらをくくることにより、表 1.3 に示す技術要素でまとめる。 

 

表 1.3 技術要素のまとめ 

 

 

技術要素 まとめ方 

カード実装  

書込・読取 記録・再生、記録、再生 

回路・機能  

光学 光学、液晶、その他 

マイクロ波  

併用  

電磁誘導 電磁誘導、静電誘導 

非接触型 IC カード 

インタフェース  

インタフェース  

電磁誘導  

光学  

処理・発行  

非接触型 

IC カードシステム 

非接触型リーダライタ 

機構  

1.3 技術開発活動の状況 
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1.3.1 非接触型 IC カードシステム 

非接触型 IC カードシステムとは、非接触型 IC カード自体の技術と非接触型 IC カードの

リーダライタ技術を含む全体である。 

図 1.3.1 に、非接触型 IC カードシステムの出願人-出願件数推移を示す。1995 年までは

特定企業による比較的地道な開発が行われていたが、96 年から緩やかな上昇が始まり、97

年は出願件数も出願人も倍増している。翌 98 年には参入する企業と出願件数は、さらに増

加し、ピークに達している。 

非接触型 IC カード技術と非接触型リーダライタ技術を比較すると、IC カードの方が件

数は多く出願されているが、参入企業はほぼ同じといえる。 

表 1.3.1 に主要出願人別出願件数を示す。出願件数上位 30 社中に、1995 年から 97 年に

かけて新規参入が 5 社みられる。また 96 年以前から出願している出願人のほとんどが、97

年には倍増している。 

 

図 1.3.1 非接触型 IC カードシステムの出願人-出願件数推移 
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表 1.3.1 非接触型 IC カードシステムの主要出願人別出願件数 

 

 

1.3.2 非接触型 IC カード 

(1) 非接触型 IC カードの実装と回路･機能 

図 1.3.2-1 に、非接触型 IC カードの実装と回路･機能の出願人-出願件数推移を示す。カ

ード実装技術は、1994 年から穏やかな上昇が始まっている。97 年には急増し、98 年がピ

ークになっている。 

表 1.3.2-1 に、非接触型 IC カードの実装の主要出願人別出願件数を示す。技術要素がカ

ード実装技術なので、カードを製造しているメーカが多く、特に印刷会社が上位を占めて

いる。カード実装技術全体の出願件数は約 900 件で、上位３社は各 10％弱を占めている。 

表 1.3.2-2 に、非接触型 IC カードの回路･機能の主要出願人別出願件数を示す。回路･

機能技術全体の出願件数は 400 件弱で、上位３社は各５％強を占めている。 

 

 

 

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 東芝 6 15 23 7 18 20 21 18 34 68 47 277
2 オムロン 1 19 16 53 24 17 5 7 24 27 19 7 219
3 大日本印刷 3 0 0 7 2 13 13 17 17 22 54 44 192
4 日立製作所 2 2 1 1 0 10 3 17 46 45 43 170
5 凸版印刷 1 2 5 7 13 16 21 31 38 33 167
6 三菱電機 9 44 17 21 2 14 9 9 14 12 9 160
7 ソニ－ 3 10 6 3 4 3 13 6 7 12 55 18 140
8 日立マクセル 2 12 7 3 8 11 8 9 19 20 32 131
9 松下電器産業 2 1 10 1 4 2 7 13 21 12 34 107

10 日本信号 2 14 11 13 6 7 2 5 18 20 98
11 デンソー 12 3 0 3 7 8 11 14 34 92
12 トキメック 1 1 3 23 10 10 17 14 7 0 4 90
13 コニカ 1 38 30 11 80
14 日立国際電気 34 19 16 69
15 ト－キン 1 0 0 0 1 3 6 13 18 15 8 65
16 日本電信電話 1 0 2 0 0 5 4 5 9 20 18 64
17 田村電機製作所 1 25 34 60
18 ロ－ム 4 3 9 28 9 4 57
19 松下電工 1 0 2 0 1 1 4 3 11 8 5 20 56
20 トッパン・フォ－ムズ 6 29 20 55
21 沖電気工業 2 2 2 2 0 3 15 3 11 10 4 54
22 神鋼電機 2 0 9 3 2 6 11 5 10 0 48
23 東芝ケミカル 3 19 14 12 48
24 三菱重工業 1 2 6 13 5 5 3 1 6 3 0 45
25 キヤノン 1 18 4 1 1 0 0 0 8 9 1 43
26 富士通 1 9 13 1 1 2 1 4 5 4 41
27 日立化成工業 10 3 11 9 4 37
28 シチズン時計 5 4 3 4 5 1 7 4 3 0 36
29 日本電気 2 2 8 2 5 2 1 5 4 3 1 35
30 山武ハネウェル 3 2 4 4 0 2 6 4 2 1 28

出願人№
年次別出願件数
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図 1.3.2-1 非接触型 IC カードの実装と回路･機能の出願人-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.2-1 非接触型 IC カードの実装の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.2-2 非接触型 IC カードの回路･機能の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 非接触型 IC カードの電磁誘導とインタフェース 

図 1.3.2-2 に、非接触型 IC カードの電磁誘導とインタフェースの出願人-出願件数推移

を示す。この電磁誘導技術は、アンテナを構成するコイルの製法、供給電源、クロックで

あり、インタフェースは、通信、信号処理であり、非接触型 IC カードの主要技術である。

特に電磁誘導技術は、件数、参入企業数がインタフェース技術を上回り、1997、98 年は急

増加している。 

表 1.3.2-3 に、非接触型 IC カードの電磁誘導の主要出願人別出願件数を示す。ソニー

の 1998 年の出願件数は 15 件と多い。 

表 1.3.2-4 に、非接触型 IC カードのインタフェースの主要出願人別出願件数を示す。 

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 大日本印刷 10 4 11 12 9 22 10 78
2 凸版印刷 1 0 3 2 4 9 12 11 17 15 74
3 コニカ 1 34 27 8 70
4 東芝 3 1 0 3 5 8 7 8 14 8 57
5 日立マクセル 5 1 1 0 4 5 5 11 6 17 55
6 東芝ケミカル 2 16 8 8 34
7 日立製作所 2 1 2 7 7 11 30
8 ソニ－ 2 1 0 3 0 0 3 11 3 25
9 ロ－ム 2 2 3 14 3 0 24

10 松下電器産業 1 1 0 0 0 1 3 6 4 8 24

№ 出願人
年次別出願件数

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 オムロン 2 2 5 7 3 1 1 2 0 2 0 25
2 大日本印刷 2 0 1 3 10 7 23
3 東芝 2 3 0 3 2 0 1 2 2 6 21
4 日本信号 1 3 4 1 1 0 0 4 5 19
5 凸版印刷 1 0 2 5 2 0 4 0 3 17
6 日立製作所 2 3 3 6 14
7 三菱電機 1 8 0 1 0 0 1 1 1 0 0 13
8 沖電気工業 1 0 0 6 1 2 0 1 11
9 日本電信電話 1 0 1 2 3 4 11

10 トキメック 1 0 2 1 0 0 5 0 0 0 9

№ 出願人
年次別出願件数
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図 1.3.2-2 非接触型 IC カードの電磁誘導とインタフェースの出願人-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.2-3 非接触型 IC カードの電磁誘導の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.2-4 非接触型 IC カードのインタフェースの主要出願人別出願件数 
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88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 三菱電機 2 10 4 2 1 3 0 0 0 0 0 22
2 オムロン 1 1 3 1 2 0 2 1 3 1 1 16
3 ソニ－ 1 1 0 0 1 1 2 0 1 0 5 3 15
4 松下電器産業 2 0 0 1 2 0 0 1 4 10
5 日立製作所 1 0 0 4 2 2 9
6 日立マクセル 1 0 1 1 1 0 0 1 3 1 9
7 東芝 1 0 2 4 0 1 1 0 0 9
8 凸版印刷 2 1 1 0 1 1 3 9
9 大日本印刷 1 2 0 0 0 2 3 8

10 トキメック 1 0 0 5 1 0 0 0 7

年次別出願件数
№ 出願人

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 三菱電機 1 12 4 3 0 3 0 1 1 1 0 26
2 東芝 1 3 0 3 2 1 3 1 8 3 25
3 ソニ－ 2 1 0 1 15 5 24
4 大日本印刷 3 3 1 0 5 8 20
5 日立製作所 1 0 2 7 4 4 18
6 新光電気工業 6 7 13
7 オムロン 1 3 2 2 1 0 0 1 2 1 13
8 ト－キン 1 0 0 2 6 4 0 13
9 トッパン・フォ－ムズ 7 6 13

10 日立マクセル 3 1 0 1 1 0 0 1 3 3 13

№ 出願人
年次別出願件数
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(3) 非接触型 IC カードの光学、マイクロ波と併用 

図 1.3.2-3 に、非接触型 IC カードの光学、マイクロ波と併用の出願人-出願件数推移を

示す。併用技術は、1997 年から 98 年に急増しているが、参入企業がそのままの垂直の増

加である。 

表 1.3.2-5 に、非接触型 IC カードの併用の主要出願人別出願件数を示す。併用技術の

上位２社は、印刷会社からの出願で、併用技術全体の 1/3 を占めている。 

 

図 1.3.2-3 非接触型 IC カードの光学、マイクロ波と併用の出願人-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.2-5 非接触型 IC カードの併用の主要出願人別出願件数 
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88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 凸版印刷 2 8 13 7 30
2 大日本印刷 1 0 0 1 1 1 2 10 9 25
3 東芝 1 0 0 0 1 0 0 0 2 5 1 10
4 キヤノン 7 2 0 9
5 オムロン 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 1 6
6 日本電信電話 2 1 1 1 0 1 6
7 日立製作所 1 0 1 0 0 3 5
8 三菱電機 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 5
9 富士通 1 2 0 0 0 0 0 0 1 4

10 ソニ－ 2 1 3

出願人№
年次別出願件数
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1.3.3 非接触型リーダライタ 

(1) 非接触型リーダライタの機構と処理･発行 

図 1.3.3-1 に、非接触型リーダライタの機構と処理･発行の出願人-出願件数推移を示す。

処理･発行技術は、1996 年から 97 年に急上昇し、98 年がピークである。 

表 1.3.3-1 に、非接触型リーダライタの機構の主要出願人別出願件数を示す。非接触型

IC カードの公衆電話の機構を製作した田村電機製作所が、多くの出願をしている。 

表 1.3.3-2 に、非接触型リーダライタの処理･発行の主要出願人別出願件数を示す。上

位の出願人は、電気メーカである。 

 

図 1.3.3-1 非接触型リーダライタの機構と処理･発行の出願人-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.3-1 非接触型リーダライタ機構の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

88年以前 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 田村電機製作所 1 12 7 20
2 キヤノン 1 9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 11
3 三協精機製作所 3 1 2 6
4 日本電信電話 1 0 4 1 6
5 ソニ－ 4 0 1 0 0 1 6
6 日立製作所 3 1 1 5
7 日立マクセル 1 0 2 1 0 0 1 5
8 日本電装 2 0 1 2 0 0 5
9 日本信号 1 0 0 0 0 0 0 1 3 5

10 松下電器産業 1 0 0 1 0 0 1 0 2 5
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表 1.3.3-2 非接触型リーダライタ処理･発行の主要出願人別出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 非接触型リーダライタの電磁誘導とインタフェース 

図 1.3.3-2 に、非接触型リーダライタの電磁誘導とインタフェースの出願人-出願件数

推移を示す。両技術とも 1993 年からほぼ右肩上がりの上昇傾向であり、98 年がピークに

なっている。 

表 1.3.3-3 に、非接触型リーダライタの電磁誘導の主要出願人別出願件数を示す。上位

の出願人は、電機メーカである。 

 

図 1.3.3-2 非接触型リーダライタの電磁誘導とインタフェースの出願人-出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.3.3-3 非接触型リーダライタの電磁誘導の主要出願人別出願件数 
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98

99

91
94

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 合計
1 東芝 2 1 0 0 2 1 0 2 6 7 21
2 松下電器産業 4 0 0 0 0 2 3 3 3 15
3 日立国際電気 10 3 2 15
4 オムロン 1 1 1 2 0 0 2 2 3 1 13
5 日立マクセル 2 1 1 0 1 1 0 0 1 3 1 11
6 ソニ－ 2 0 0 1 0 1 2 0 1 1 2 10
7 トキメック 4 1 2 2 0 0 0 9
8 デンソ－ 1 0 0 0 1 1 1 1 3 8
9 日立製作所 1 0 0 5 2 0 8

10 沖電気工業 5 1 1 7

年次別出願件数
出願人№

88年以前 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 計
1 オムロン  2 2 8 1 2 1 0 8 4 5 0 33
2 東芝  2 3 2 3 1 2 2 5 9 1 30
3 三菱電機  1 2 1 2 0 1 3 1 4 6 1 19
4 日立国際電気  6 6 6 18
5 日立製作所 3 5 7 1 16
6 トキメック 1 0 0 0 0 3 1 5 2 0 0 14
7 デンソー 2 1 1 1 8 13
8 松下電器産業 1 0 1 0 0 3 3 1 4 13
9 日立マクセル 2 1 0 3 2 0 1 1 1 2 13

10 ソニー 1 0 0 0 1 0 2 2 0 4 1 11

年次別出願件数
出願人№
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非接触型 IC カードの技術要素ごとに、技術開発の課題とその解決手段を体系化し、各企

業が課題に対する解決手段について、特許を何件出願しているかの分析を行う。 

非接触型 IC カードの課題を、表 1.4 に示す。この表の作成の仕方は、明細書を解読する

前に、IC カードの FT の主として目的を参考にしてあらかじめ表を作成しておき、読んだ

結果、補正を加えたものである。課題Ⅰ（大分類）と課題Ⅱ（中分類）に分けた。 

 

表 1.4 非接触型 IC カードの課題表 

課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅰ 課題Ⅱ 課題Ⅰ 課題Ⅱ 

一般 一般 ﾃﾞｰﾀｴﾗｰ 

偽造改ざん 処理時間短縮 静電破壊 

真偽判定 ﾒﾓﾘ制御 誤り検出 

本人照合 

ﾃﾞｰﾀ保護 

容量増大 試験診断 

顔・指紋 一般 誤動作 

媒体正否 単一識別 誤使用 

ｺﾋﾟｰ防止 複数識別 

信頼性 

の向上 

部品交換 

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ保護 衝突回避 一般 

暗証照合 作成 不要信号 

暗号化 分類 雑音防止 

不正使用 

対策 

不正ｱｸｾｽ 

ｶｰﾄﾞ識別の 

確実化 

廃棄 回込信号 

一般 一般 ﾚﾍﾞﾙ補正 

IC 飛出し 電池充電 同期の確実化 

部品破壊 ｸﾛｯｸ供給 信号分離 

耐水・磨耗 

電源供給 

の確実化 

省電力 

信号処理 

の確実化 

変復調 

耐熱・放熱 一般 一般 

剛性・耐性 

強化 

耐環境 部品配置 多重化 

一般 構造 ｴﾘｱ制御 

印字特性 収納 妨害波減少 

表面平滑 配線 

通信維持 

相互干渉減少 

小型化 ｴﾘｱ一様化 一般 

外観向上 

薄型化 

ﾘｰﾄﾞﾗｲﾄ 

の確実化 

ｱﾝﾃﾅと線路 盗難防止 

一般 一般 電子錠 

工程短縮 機能切換 物品の識別 

品質向上 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ制御 案内 

そり防止 ﾃﾞｰﾀ出力 

応用の多様化 

ｹﾞｰﾄ 

製造性向上 

ｺｽﾄ低減 表示   

接続性強化 ﾃﾞｰﾀ編集   接続・接着の

強化 接着力強化 

多機能化 

磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟ   

1.4 技術開発の課題と解決手段 
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課題を解決するための解決手段の表記は、解決手段Ⅰ（大分類）、解決手段Ⅱ（中分類）、

解決手段Ⅲ（小分類）の３階層構造とする。明細書のクレームから、解決手段Ⅰは、前提

ないし解決のための動詞を、解決手段Ⅱは動詞ないし目的語（主構成要素）とし、解決手

段Ⅲは目的語（主構成要素）ないしその形容詞を、それぞれキーワード化して表記するこ

とを原則とした。 

例えば解決手段の表記「コイル：印刷：金属箔」は、「コイル（の製造）において、金属

箔で印刷する」とする。また「検出：電圧：エリア」は、「エリア（拡大）のために電圧を

検出する」とする。（カッコ）は、課題から類推できる場合が多い。 

３階層表記の解決手段と、２階層表記の課題と、発明のタイトルを表記することにより、

その発明のほんの一部分かもしれないが、その内容がある程度分かる。 

 

1.4.1 非接触型 IC カードシステムの技術要素と課題 

図 1.4.1 に、非接触型 IC カードシステムの技術要素と課題の分布を示す。技術要素と課

題Ⅰの交点の件数を、バブルの大きさで表している。 

 

       図 1.4.1 非接触型 IC カードシステムの技術要素と課題の分布 
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1.4.2 非接触型 IC カードの課題と解決手段 

(1) 非接触型 IC カードの実装 

表 1.4.2-1 は、非接触型 IC カードの実装に関する課題と解決手段の出願件数を示す。図

1.4.1 のカード実装の技術要素で大きなバブルが並んでいる課題Ⅰの「剛性、耐性と外観

向上、製造性」において課題Ⅱまでをとり、解決手段は解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-1 非接触型 IC カードの実装に関する課題と解決手段の出願件数 
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着
強
化

一
般

工
程
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縮

品
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向
上

そ
り
防
止

コ
ス
ト
低
減

破壊 19
積層 1 1 1 6 1 1
貼着 3 4 2 2
識別 11
凹部 5 6 9 9 1 2 13 2 2 3 5 4 2
補強 29 3 17 8
封止 1 14 6 3 9 1 2 3 4 1 1
基材 5 8 4 3 6 3 1 1 2 5
熱加圧溶融 3 1 2 1 1 1 8 2 7 1 1 3
成形 2 1 2 4 1 9 4 6 2
コイル 1 4 2 1 1 6 1 3
挟持 2 4 1 1 1 9 2 8
保護部材 1 1 3 3 3 1 7 1 1 1 1 2
表面シ－ト 3 6 4 7 1 2 1
モジュ－ル 1 1 1 4 4 3
被覆 9 1 4 1 1 1
カ－ド 2 1 3 5 1 1
印刷 1 1 1 2 3 1
開口部 1 1 3 2 4 1
配置 4 5 1
仮止め 3 2 1 3 1 1
支持体 2 1 1 2 2
充填材 2 1 4 1
絶縁材 1 1 2 2
封入 1 1
融着 1 1 1 2 1
応力緩衝 3 2
裁断 1 1 3
シ－ト 1 1 3
逃がし部 2 1 1
放熱部材 3
隠蔽層 1 1 1
回収 2
電磁遮断 1
異方性エッチング 1
位置決め 1 1 3
印刷面 4 3 1 1 1
防塵 2
埋込み 2 5
面一 7
電池 1
ACF 11 2 1
接続 48 1 1
接着 16
収納 2
プレス 3 3 1 1
搬送 1 1
樹脂 1
コア 1
分離 1
マスク取り 3

不正使用 剛性・耐性 外観向上 製造性接続･
接着
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表 1.4.2-2 と表 1.4.2-3 に、非接触型 IC カードの実装に関する課題と解決手段の出願

人を示す。この表は、表 1.4.2-1 のうちで出願件数が多くて蜜の部分（ハンチング）の出

願人を表した。 

 

表 1.4.2-2 非接触型 IC カードの実装に関する課題と解決手段の出願人（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題

解決手段 剛性・耐性 IC飛出し 部品破壊 耐水・磨耗 耐熱・放熱 耐環境

凹　部 三菱化学ｴﾑｹｰﾌﾞｲ AT&T 三菱樹脂 ｿﾆｰ
新生化学 ｵﾑﾛﾝ 長瀬産業 大日本印刷 (2)
大日本印刷 大日本印刷 日本発条 小林記録紙
三菱電機 東芝ｹﾐｶﾙ ｺﾆｶ 東芝
ﾐﾖﾀ 東燃化学 ﾐﾖﾀ 凸版印刷 (2)

凸版印刷 日立電線 ﾜｶ製作所
ｵﾑﾛﾝ 日立ﾏｸｾﾙ
凸版印刷 (2)
ﾛｰﾑ

補　強 新日本製鐵 ﾃﾞﾝｿｰ 凸版印刷 (5)
ｱｵｲ電子 三菱電機 ﾃﾞﾝｿｰ
大日本印刷 (3) 三菱樹脂 日立 (2)
ﾃﾞﾝｿｰ ﾛｰﾑ
日立 (2) 日立化成
日立ﾏｸｾﾙ 松下電工
ｲﾋﾞﾃﾞﾝ ｺﾆｶ
日立化成 ｽﾐﾀﾞ電機
新光ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ ﾀﾞｽｷﾝ
東芝 (4) 東芝
松下電工 日立ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ
菱電化成 日立
三菱電機 三菱電機
三菱電機 
松下電器
新光電気
大日本ｲﾝｷ化学
東芝ｹﾐｶﾙ
ﾄｰｷﾝ (2)
凸版印刷
秩父富士
日立ﾏｸｾﾙ 
三菱樹脂
ﾛｰﾑ (2)

封　止 東芝ｹﾐｶﾙ 東芝 (3) 東芝ｹﾐｶﾙ (2)
松下電器 日立ﾏｸｾﾙ
ﾛｰﾑ 菱電化成 
日立 三菱電機 
新光ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ 菱電化成 
大日本印刷 (2) 三菱電機 
東芝ｹﾐｶﾙ ｻﾝﾃｸﾉｹﾐｶﾙ
日立ﾏｸｾﾙ
凸版印刷
菱電化成
三菱電機
ﾘﾝﾃｯｸ

基　材 東芝 東芝 大日本印刷 (2) ｺﾆｶ 東京磁気印刷
東芝ｹﾐｶﾙ 日立ﾏｸｾﾙ ｺﾆｶ 大日本印刷 NTTﾃﾞｰﾀ
ﾄｰｴﾈｯｸ 王子製紙 日本信号 日立化成 凸版印刷 (2)
松下電工 信越ﾎﾟﾘﾏｰ 昌栄印刷
三菱重工 ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ 三菱樹脂

日立
ﾛｰﾑ
凸版印刷

熱加圧溶融 ｴﾇ ﾍﾞｰ ﾈﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ 凸版印刷 積水化学 凸版印刷 ｺﾆｶ 筒中ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
ｺﾆｶ 三菱樹脂
日立化成

成　形 大日本印刷 凸版印刷 日立ﾏｸｾﾙ 大日本印刷
ﾘﾋｬﾙﾄ　ﾍﾙﾌﾞｽﾄ 三洋電機 東京特殊電線 

ｴﾑｼﾞｰ
神鋼電機
東京特殊電線 

コイル 松下電器
狭　持 東芝ｹﾐｶﾙ 三菱化学 ﾄｰｷﾝ 佐藤一男

日立 ﾛｰﾑ
日立 (2)

保護部材 新光電気 ﾛｰﾑ 大日本印刷 東芝ｹﾐｶﾙ ｿﾆｰ (2)
東芝ｹﾐｶﾙ 三菱電機 日立化成
東芝 住友ﾍﾞｰｸﾗｲﾄ

表面シート 日商物産
全商
東芝
凸版印刷

剛性・耐性

(共願)

(共願)

(共願)
(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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表 1.4.2-3 非接触型 IC カード実装に関する課題と解決手段の出願人（その 2） 

 

 

 

 

 

課題

解決手段 一般 印字特性 表面平滑 小型化 薄型化

凹　部 大日本印刷 ｺﾆｶ 日本ｱｲﾃﾞｨｰｼｽﾃﾑ　　 ｵﾑﾛﾝ
大日本印刷 日立精機　　　　　　　　 ｿﾌﾄ工学研究所

新光電気
ﾄｯﾊﾟﾝ・ﾌｫｰﾑｽﾞ
大日本印刷 (6)
日立化成
凸版印刷
ｺﾆｶ
ﾌﾗﾝｿｱ ﾄﾞﾛｰ

封　止 大日本印刷 (2) 日立ﾏｸｾﾙ 松下電器
東芝 三菱樹脂 (4)

ﾛｰﾑ
東芝
三菱化学
ｸﾝﾂ ｹﾞｰｴﾑﾍﾞｰﾊｰ

基　材 日立ﾏｸｾﾙ 東洋ﾒﾀﾗｲｼﾞﾝｸﾞ
大日本印刷
三菱樹脂

熱加圧溶融 共同印刷
ｺﾆｶ (2)
積水化学
ﾄｰｷﾝ
凸版印刷
ﾅﾋﾞﾀｽ
日立電線

成　形 日本情報印刷 日立ﾏｸｾﾙ 日立ﾏｸｾﾙ
名機製作所 凸版印刷
ﾄｰｷﾝ ｴｽﾃｨﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
ﾘｺｰ 三菱電機
ｺﾆｶ (2)
松下電工
ﾘｽﾞﾑ時計
東芝

コイル ｴﾇｴｽﾃｨｰ 新光電気
ｵﾑﾛﾝ (2) ｷﾞｰｾﾞｯｹ ｳﾝﾄ ﾃﾞﾌﾞﾘｴﾝﾄ
ｼﾁｽﾞﾝ時計

狭　持 ﾕﾆﾁｶ 東芝 東芝ｹﾐｶﾙ
東芝ｹﾐｶﾙ (2) 三菱樹脂
ﾄｯﾊﾟﾝ・ﾌｫｰﾑｽﾞ (2)
ｺﾆｶ (2)
日立ﾏｸｾﾙ
ﾏｸｾﾙ精器

保護部材 大日本印刷 ｺﾆｶ (2) 三菱樹脂 日立ﾏｸｾﾙ
ｿﾌﾄ工学研究所
東芝
王子製紙 (3)

表面シート ﾄｷﾒｯｸ 凸版印刷 (2) 積水化学
大日本印刷 (2) 大日本印刷 大日本印刷 (2)
日本信号 ｺﾆｶ 凸版印刷
ﾀｯｸ工芸 ｺﾆｶ (2)
三菱樹脂 ﾅﾋﾞﾀｽ

外観向上

(共願)
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(2) 非接触型 IC カードの書込・読取 

表 1.4.2-4 は、非接触型 IC カードの書込･読取に関する課題と解決手段の出願件数を

示す。図 1.4.1 の技術要素「書込･読取」で大きな課題「データ保護」を中心とし、解決

手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-4 非接触型 IC カードの書込・読取に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-5 は、非接触型 IC カードの書込･読取に関する課題と解決手段の出願人を示

す。表 1.4.2-4 にて出願件数が多くて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ 剛
性
・
耐
性

外
観
向
上

電
源
供
給

信
号
処
理

解決手段Ⅰ

偽
造
改
ざ
ん

プ
ラ
イ
バ
シ

不
正
ア
ク
セ
ス

耐
水
･
磨
耗

小
型
化

処
理
時
間

メ
モ
リ
制
御

一
般

一
般

デ
ー
タ
出
力

表
示

デ
ー
タ
編
集

デ
ー
タ
エ
ラ

誤
り
検
出

試
験
診
断

雑
音
防
止

アクセス 2
誤り検出 1
鍵 1
書換 5
書込 1 3 3 1 1
切換 2 1
禁止 2 2
検査 1
検出 1 1 1
検証 1
コマンド 1
消去 4 1
設定 1
送受信 2
送信 1
待機状態 1
多値化 1
判別 6
分離 1 9 8
メモリ 1 1 2 3 11 1 1 1
メモリ電圧 10
読取 1 1 4 1
リセット 1
リライト 1

不正使用 デ－タ
保護 多機能化 信頼性



27 

 

表 1.4.2-5 非接触型 IC カードの書込・読取に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題

解決手段 偽造改ざん プライバシ 処理時間 メモリ制御

判　別 横河電機
沖電気工業
東海理化電機
三菱電機
三菱ｼｽﾃﾑLSIﾃﾞｻﾞｲﾝ
東芝　(2)

分　離 ｺﾆｶ ﾄｷﾒｯｸ 共同印刷
ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ｼﾁｽﾞﾝ時計
NTT 東芝ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
三菱電機 日本電気ﾃﾚｺﾑｼｽﾃﾑ
三菱ｼｽﾃﾑLSIﾃﾞｻﾞｲﾝ 東芝
東芝ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 大日本印刷 (2)
増野義明 日立
ｿﾆｰ
松下電工
日立ﾏｸｾﾙ

メモリ 山武ﾊﾈｳｪﾙ ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 積水化学 ｵﾑﾛﾝ (2)
松下電器 松下電器
東芝 ﾄｷﾒｯｸ

ﾛｰﾑ　(2)
TIF
ｿﾆｰ　(2)
凸版印刷
NTT

メモリ電圧 久保田鉄工
三菱電機
ｵﾑﾛﾝ (3)
日本信号
松下電器
ﾄｷﾒｯｸ
松下電器
日立
神鋼電機

読　取 東日本旅客鉄道
東芝
ﾊﾞｲｵ ﾒﾃﾞｨｯｸ ﾃﾞｰﾀ ｼｽﾃﾑｽﾞ
東芝
横河電子機器

リセット ﾃﾞﾝｿｰ

不正使用 データ保護

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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(3) 非接触型 IC カードの回路･機能 

表 1.4.2-6 は、非接触型 IC カードの回路･機能に関する課題と解決手段の出願件数を示

す。図 1.4.1 の技術要素「回路･機能」で大きな課題「多機能化」を中心とし、解決手段Ⅰ

で出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-6 非接触型 IC カードの回路･機能に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-7は、非接触型ICカードの回路･機能に関する課題と解決手段の出願人を示す。

この表は、表 1.4.2-6 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

一
般

偽
造
改
ざ
ん

真
偽
判
定

本
人
照
合

顔
・
指
紋

媒
体
正
否

コ
ピ
ー
防
止

プ
ラ
イ
バ
シ

暗
号
化

不
正
ア
ク
セ
ス

一
般

機
能
切
換

複
数
ヘ
ッ
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御

デ
ー
タ
出
力

表
示

デ
ー
タ
編
集

誤
り
検
出

試
験
診
断

部
品
交
換

一
般

盗
難

電
子
錠

識
別

案
内

ゲ
ー
ト

許容 2
禁止 2
傍受 1
暗号化 3
鍵 1
取付 1 1 11 1 6 4 1
受信拒否
送信 1
コマンド
比較
識別 1 1 1 6
設定
使用開始
廃棄
インタフェ－ス 9 1
音声入出力 2
車載器 1 1
入力キ－ 4
バインダ 1 1
切換 2
選択 4 3
カード 1
併用 2
処理 1
ダウンロ－ド 5
伝票 1
プリンタ 4
リライト 2
表示 63
集計 1
ウォッチドックタイマ 2
監視 3
検出 2 2
診断 2
書換 2 1 3
システム 2 1
食器 2
センサ 1 1 1
封入 3
埋設 6 1
郵便 1 3 1
携帯型R/W 1

不正使用 応用多機能化 信頼性



29 

表 1.4.2-7 非接触型 IC カードの回路･機能に関する課題と解決手段の出願人 

課題

解決手段
一　般 機能切換

複数
ヘッド

プログラム
制御

データ出力 表　示
データ
編集

  インタ 日立国際電気 (2) 東芝
   フェース ｼｰﾒﾃﾞｨｱ

伊藤忠
日本電気通信ｼｽﾃﾑ
京ｾﾗ
ﾓﾄﾛｰﾗ　
沖ﾌｧｰﾑｳｪｱｼｽﾃﾑｽﾞ　
沖電気
NTTﾃﾞｰﾀ
大沢敏雄

音声入出力 凸版印刷
富士通

車載器 日立
入力キー 大日本印刷 (2)

ｵﾑﾛﾝ
ｱﾝｹﾞﾊﾞﾝﾃ
　ﾃﾞｲｷﾞﾀﾙ　ｴﾚｸﾄﾛﾆｸ

バインダ 日立ﾏｸｾﾙ
切　換 凸版印刷

ｼﾁｽﾞﾝ時計
選　択 大日本印刷 三菱電機

村田製作所 日本信号
ﾄｰｷﾝ　(2) 神鋼電機

カード 凸版印刷
併　用 横浜ｺﾞﾑ

ｷﾔﾉﾝ
処　理 大日本印刷
ダウン ｷﾔﾉﾝ
　ロード 日本信号

NTT
ｵﾑﾛﾝ
凸版印刷

伝　票 ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ
プリンタ ｴﾂｾﾙﾄ　ﾒﾄ　INT'L

ｻﾄｰ (2)
東芝ｹﾐｶﾙ

リライト 三陽電機
JR東日本ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
東日本旅客鉄道

表　示 東芝 (4)
ｼｬｰﾌﾟ (2)
日立 (2)
ﾁｪｱｸ　ﾌｧｲ　ﾎ
ﾘｽﾞﾑ時計
日立ﾏｸｾﾙ (2)
ﾘｺｰ
ｶｼｵ計算機
大日本印刷 (3)
ﾎｰﾁｷ　(2)
NCR INT'L
日本信号 (3)
羽田ﾋｭｰﾑ管
ﾀﾞｽｷﾝ
東芝 
東芝FAｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
NTT (5)
井藤久男
ｿﾆｰ
凸版印刷 (2)
日通工
ｱﾏﾉ
富士電機
ｵﾑﾛﾝ (7)
富士通
富士通VLSI
三菱電機 (3)
神鋼電機 (2)
日本電気
ｷﾔﾉﾝ　(3)
ｿﾌｨｱ　(3)
ﾃﾞﾝｿｰ
松下電器
田村電機
日立国際電気
山岡敬章

集　計 日立

多機能化

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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(4) 非接触型 IC カードの光学 

表 1.4.2-8 は、非接触型 IC カードの光学に関する課題と解決手段の出願件数を示す。図

1.4.1 の技術要素「光学（カード）」で課題「不正使用」を中心とし、解決手段Ⅰで出願件

数を示した。 

表 1.4.2-8 非接触型 IC カードの光学に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-9 は、非接触型 IC カードの光学に関する課題と解決手段の出願人を示す。この

表は表 1.4.2-8 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

表 1.4.2-9 非接触型 IC カードの光学に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題 剛性・耐性

解決手段
偽造

改ざん
真偽判定

本人
照合

顔･指紋 媒体正否
コピー
防止

耐性･磨耗

比較照合 共同印 凸版印刷 ﾌｪﾙﾓ ﾄｰｶﾄﾞ 大日本印刷 富士
富士電 ﾄｰｷﾝ TRW 中部科学 ｱﾎﾟｼｽﾃﾑ ｾﾞﾛｯｸｽ
ﾊｲﾃｯｸ 日立 　技術ｾﾝﾀｰ
　ｼｽﾃﾑ ﾃﾞﾝｿｰ

中部電力
東海理化電機
ﾄﾖﾀ自動車
ﾘｺｰｴﾚﾒｯｸｽ
三菱電機
ﾒﾙｺ

　 ｿﾘﾄﾝ ｼｽﾃﾑｽﾞ
　 共同印刷

NTTﾃﾞｰﾀ通信
ﾌｫｰｶｽｼｽﾃﾑｽﾞ

光通信 日本電気
日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日本電気
  ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
ｶｼｵ計算機
ｿﾆｰ
日本電気
  ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日本電気
  ﾃﾞｰﾀ機器
ITT ｺﾝﾎﾟｻﾞﾝﾄ
　ｴ ｱﾝｽｳﾙﾏﾝﾄ
ｼﾞｪﾑﾌﾟﾘｭｽ
松下電器

識　別 ｵﾚﾙ ﾌﾕｽﾘ
　ｸﾞﾗﾌｨｯｼｪ
ﾄｰｷﾝ
NTT
ﾏｲｸﾛﾊﾟｯｸ

不正使用

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

偽
造
改
ざ
ん

真
偽
判
定

本
人
照
合

顔
・
指
紋

媒
体
正
否

コ
ピ
ー
防
止

プ
ラ
イ
バ
シ

一
般

耐
水
･
磨
耗

印
字
特
性

表
面
平
滑

小
型
化

一
般

コ
ス
ト
低
減

一
般

容
量
増
大

一
般

単
一
識
別

複
数
識
別

通信 1
破壊 1
比較照合 3 2 3 5 2 1
光通信 8
識別 3 1
送受信 2
コイン 1
分離 1
認証 1
許容 1
補強 1
発電 1
液晶シャッタ 1
封印 1
裏面シ－ト 1
取引 1

ﾃﾞｰﾀ
保護

ｶｰﾄﾞ
識別

不正使用 剛性･
耐性

製造
性

外観向上
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(5) 非接触型 IC カードのマイクロ波 

表 1.4.2-10 は、非接触型 IC カードのマイクロ波に関する課題と解決手段の出願件数を

示す。図 1.4.1 の技術要素「マイクロ波」で大きい課題「リードライト」を中心とし、解

決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-10 非接触型 IC カードのマイクロ波に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-11 は、非接触型 IC カードのマイクロ波に関する課題と解決手段の出願人を示

す。この表は、表 1.4.2-10 にて密の部分（ハンチング部分）の出願人を表した。 

 

表 1.4.2-11 非接触型 IC カードのマイクロ波に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題
解決手段 一　般 構　造 配　線 エリア一様化 アンテナと路線

コイル NTTﾃﾞｰﾀ通信 東芝 神鋼電機
TIF TIF
東芝

バイアス

検　出 三菱重工 (2)
電　波 ﾐﾘｳｪｲﾌﾞ
アンテナ ｽｰﾊﾟｰｾﾝｻｰ 日本信号 日立 三菱重工 (2)

ｾｲｺｰﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ ｱﾝﾃﾅ技研 松下電器
ｿﾆｰ 日立化成 ｿﾆｰ

日立

リードライト

(共願)

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

一
般

メ
モ
リ
制
御

容
量
増
大

一
般

電
池
充
電

ク
ロ
ッ
ク
供
給

省
電
力
化

一
般

構
造

配
線

エ
リ
ア
一
様
化

ア
ン
テ
ナ
と
路
線

一
般

機
能
切
換

デ
ー
タ
出
力

ス
ト
ラ
イ
プ

静
電
破
壊

誤
り
検
出

不
要
信
号

雑
音
防
止

回
込
信
号

信
号
分
離

変
復
調

一
般

多
重
化

エ
リ
ア
制
御

相
互
干
渉

一
般

電
子
錠

識
別

分離
比較照合
コイル 3 2 1 1
バイアス
検出 2 1 1
電波 1
アンテナ 3 2 1 5 1
給電点
通信 1 1
変動 1
給電 1
充電 1
クロック 1 1
電源 1
配置 1
割込 1
誘電体
併用 1
リライト 1
導電部材 1
誤り検出 1
送信 1
基材 1
センサ 1
調整 2
変調 2

信号処理 通信維持ﾃﾞｰﾀ保護 応用電源供給 ﾘｰﾄﾞﾗｲﾄ 多機能化 信頼
性
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(6) 非接触型 IC カードの併用 

表 1.4.2-12 は、非接触型 IC カードの併用に関する課題と解決手段の出願件数を示す。

図 1.4.1 の技術要素「併用」で大きい課題「多機能化と接続･接着」を中心とし、解決手段

Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-12 非接触型 IC カード併用に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

一
般

I
C
飛
出
し

耐
熱
・
放
熱

印
字
特
性

表
面
平
滑

小
型
化

薄
型
化

接
続
強
化

接
着
強
化

一
般

品
質
向
上

そ
り
防
止

コ
ス
ト
低
減

一
般

電
池
充
電

ク
ロ
ッ
ク
供
給

省
電
力
化

部
品
配
置

構
造

配
線

一
般

機
能
切
換

表
示

ス
ト
ラ
イ
プ

静
電
破
壊

誤
動
作

誤
使
用

破壊
比較照合
書込
電磁遮断
分離 1
暗号化
応力緩衝 1
基材 1
裁断 1
凹部 3 3 1 1 1
カ－ド 1
埋込み 1
配置 1
成形樹脂 1 1
挟持 1
プレス 1
保護部材 1
コイル 1 1 1 1 1 1
アクセス
併用 2 11 10 1 1
接続 18
インタフェ－ス 1 7
給電 4 2
充電 3
ケ－ス 1 2
クロック 2
封止 2
通信 1
選択 1
モジュ－ル 1 1
接着 1
給電 1
整流 1
電源 1
メモリ 1

信頼性接続･
接着 電源供給 リード

ライト
剛性・
耐性 外観向上 製造性 多機能化
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表 1.4.2-13 は、非接触型 IC カードの併用に関する課題と解決手段の出願人を示す。こ

の表は、表 1.4.2-12 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

表 1.4.2-13 非接触型 IC カードの併用に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 接続・接着 製造性

解決手段
接続強化 一　般 一　般 電池充電

クロック
供給

部品
配置

配　線 一　般 機能切換
　スト
ライプ

併用 NTT 東芝 日本電気ｱｲｼｰ ｵﾑﾛﾝ

ﾛｰﾑ ｿﾆｰ 　ﾏｲｺﾝｼｽﾃﾑ

　 東研 東芝 (4)

ｵﾑﾛﾝ 大日本印刷
三田工業 三菱電機
ｴｲｱｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 日本信号

東海理化電機 沖電気
日立 凸版印刷

横浜ｺﾞﾑ
日通工
日本ｺﾗｯｸｽ

接続 凸版印刷 (11)

大日本印刷 (4)
富士通
共同印刷

三菱電機
三菱ｼｽﾃﾑ

　LSIﾃﾞｻﾞｲﾝ
インタ 日本電気
フェース 大日本印刷 (2)

ｵﾑﾛﾝ
ｼｬｰﾌﾟ

東京電気
凸版印刷

給電 東芝 ｺﾝﾋﾞｶｰﾄﾞ ﾗｲｾﾝｽ
大日本 　ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
　印刷 (2) 三菱電機
NTT 　

充電 富士通
三菱電機
NTT

ケース 東海旅客鉄道 NTT
大日本印刷

クロック 日立
大日本印刷

封止 凸版印刷
東芝
新光
　ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ

通信 日立
選択 ｱﾄﾒﾙ ﾘｻｰﾁ

ﾓｼﾞｭｰﾙ 凸版印刷 日立ﾏｸｾﾙ

電源供給 多機能化リードライト

(共願)

(共願)
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(7) 非接触型 IC カードの電磁誘導 

表 1.4.2-14 は、非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願件数を示

す。図 1.4.1 の技術要素「電磁誘導（カード）」で大きい課題「製造性とリードライト」を

中心とし、解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

 

表 1.4.2-14 非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-15 は、非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その

１）を示す。この表は表 1.4.2-14 にて解決手段Ⅰの「コイル」と課題Ⅰの「剛性・耐性と

外観向上」のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

表 1.4.2-16 は、非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その

2）を示す。この表は、表 1.4.2-14 にて解決手段Ⅰの「コイル」と課題Ⅰの「リードライ

ト」のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

表 1.4.2-17 は、非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その

3）を示す。この表は、表 1.4.2-14 にて解決手段Ⅰの「コイル」と課題Ⅰの「接続・接着

と製造性」のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ 不
正
使
用

解決手段Ⅰ

偽
造
改
ざ
ん

一
般

部
品
破
壊

耐
水
･
磨
耗

耐
環
境

表
面
平
滑

小
型
化

薄
型
化

接
続
強
化

接
着
強
化

一
般

工
程
短
縮

品
質
向
上

コ
ス
ト
低
減

一
般

容
量
増
大

複
数
識
別

衝
突
回
避

一
般

電
池
充
電

ク
ロ
ッ
ク
供
給

省
電
力
化

一
般

部
品
配
置

構
造

配
線

エ
リ
ア
一
様
化

ア
ン
テ
ナ
と
線
路

振動子 1 1
比較照合 1
符号化 1
アンテナ 1 1 1 1 3 4 1
コア 1 1 1 4 2 1 1
コイル 7 4 1 3 5 6 7 6 19 6 8 12 2 4 2 5 1 4 6 19 2 5
開口部 1 1
読取 1 1
電極 2
コイル端部 3 3
誘電体 1 3 1 1 1
積層 1 1
分周器 1
変動 1

カード
識別 電源供給 リードライト剛性・耐性 外観向上 製造性 データ

保護
接続･
接着
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表 1.4.2-15 非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その１） 

 

 

表 1.4.2-16 非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その２） 

課題

解決手段 一　般 部品破壊 耐環境 表面平滑 小型化 薄型化
コイル 凹　凸 ﾛｰﾑ

絶縁膜 ﾃﾞﾝｿｰ
メッキ 新光電気 ﾐﾂﾐ電機
基　材 麗光
印　刷 ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ 東芝 大日本印刷

小林記録紙
ｿﾆｰ
日立化成

巻　回 日本写真印刷
東芝ｹﾐｶﾙ

大きさ 東芝
導　線 新光電気 (2) 東芝 東京特殊電線
外　形 ﾛｰﾑ
被　覆 ﾌﾗﾝｽﾃﾚｺﾑ

オンチップ 東芝
日立ﾏｸｾﾙ
新光電気
三菱電機
三井ﾊｲﾃｯｸ

ボビン ﾈｰﾃﾞﾙ
　 　ｱﾊﾟﾗｰﾃﾝﾌｧﾌﾞﾘｰｸ

剛性・耐性 外観向上

課題

解決手段
一　般 部品配置 構　造 配　線

エリア
一様化

アンテナと
線路

コイル 印　刷 日立化成 ｿﾆｰ (2) ｿﾆｰ

ﾐﾖﾀ

田村電機

日立化成 

ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ

巻　回 東芝 ｿﾆｰ 東芝ｹﾐｶﾙ

新生化学

城南電器

高圧ｶﾞｽ工業

日本LSIｶｰﾄﾞ

配　置 ｿﾆｰ 東芝 東芝 (2) ｵﾑﾛﾝ 三菱金属

松下電工 日立 日立国際電気 ﾌｴﾗｰｸ

ｵﾑﾛﾝ 日立化成 三菱電機

日立国際電気

新日本製鉄

複数方式 ｿﾆｰ  (2)

日立ﾏｸｾﾙ

並　列 三菱電機

突　起 三菱電機

1ターン 日立化成 

2つ折り 東芝

リライト 神鋼電機

磁気ストライプ 日立化成 

パターン 吉川ｱｰﾙｴﾌ

　 　ｼｽﾃﾑ

軸　芯 大日本印刷

リードライト

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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表 1.4.2-17 非接触型 IC カードの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人（その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題

解決手段 接続強化 接着強化 一　般 工程短縮 品質向上 コスト低減

コイル メッキ ﾐﾂﾐ電機
印　刷 日立 ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ 日立化成 日立

東京ﾌｨﾙﾑ加工 ﾃﾞﾝｿｰ ﾄｯﾊﾟﾝ･
東洋ｲﾝｷ製造 　ﾌｫｰﾑｽﾞ (3)
日立ﾏｸｾﾙ 東芝ｹﾐｶﾙ 
ﾛｰﾑ
大日本印刷
ﾅﾋﾞﾀｽ
大阪真空化学

巻　回 東芝 ｿﾌﾄ光学研究所 ﾄｰｷﾝ 日立電線
ﾃﾞﾝｿｰ

導　線 日立電線 住友電気 紀正電機 住友電気 松下電工
住友電気 (2) ｿﾌｴﾙ
ﾄｰｷﾝ ﾄｰｷﾝ

オンチップ 東芝ｹﾐｶﾙ 
ボビン 住友電気 ﾐﾖﾀ

田村電機
プレス 東芝

ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ ｵﾑﾛﾝ ﾄｯﾊﾟﾝ･
　ﾌｫｰﾑｽﾞ 

保　護 大日本印刷 (2)
形　状 大日本印刷
1　層 富士電機
成　形 ﾘﾋｬﾙﾄ　ﾍﾙﾌﾟｽﾄ
線輪補強 日本ﾒｸﾄﾛﾝ
配　置 杉村詩朗 三菱電機 ｵﾑﾛﾝ

山田慎一郎
FEC
ﾚｸｽﾄﾝ

複数方式 松下電工 富士通

ボリシラン薄膜 新光電気
仮固定 東京特殊電線 新光電気
絶縁層 ﾄｯﾊﾟﾝ･

　ﾌｫｰﾑｽﾞ (2)
保持部 凸版印刷

レーザ加工 ﾄｯﾊﾟﾝ･
　ﾌｫｰﾑｽﾞ 

環　状 ｼﾁｽﾞﾝ時計
新日本製鉄

接続･接着 製造性

貼　着

(共願)

(共願)

(共願)
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(8) 非接触型 IC カードのインタフェース 

表 1.4.2-18 は、非接触型 IC カードのインタフェースに関する課題と解決手段の出願件

数を示す。図 1.4.1 の技術要素「インタフェース（カード）」で大きい課題「信号処理」を

中心とし、解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.2-18 非接触型 IC カードのインタフェースに関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.2-19 は、非接触型 IC カードのインタフェースに関する課題と解決手段の出願人

を示す。この表は、表 1.4.2-18 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

デ
ー
タ
エ
ラ
ー

誤
り
検
出

試
験
診
断

一
般

不
要
信
号

雑
音
防
止

回
込
信
号

レ
ベ
ル
補
正

同
期

信
号
分
離

変
復
調

一
般

多
重
化

エ
リ
ア
制
御

妨
害
波

相
互
干
渉

配置 1
同期 1
検波 1
書込 1
コンデンサ 2
トランス結合 2
整合 2
判別 1
インタフェ－ス
PLL 2 1
デ－タ開始 3 1
切換 1 1 1 1
識別 1
通信 1
交信 2 2 1
リセット 4
符号化 5
共振周波数 10
復調 5 5 1
共振回路 15 1
調整 1 21
変調 18 2 2
指向性 2
アンテナ 2
動作停止 1
選択 3
受信コイル 1
エリア 2
応答 1
受信強度 7
接触 1
ブ－スタ 2

通信維持信頼性 信号処理
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表 1.4.2-19 非接触型 IC カードのインタフェースに関する課題と解決手段の出願人 

 

課題
解決手段 一　般 不要信号 雑音防止 回込信号 同　期 変復調
リセット 富士通

三菱電機 (3)
符号化 ﾃﾞﾝｿｰ

三菱電機 (2)
ｸﾞﾛｰﾘｰ工業
ｸﾛｰﾈ

共振 ｿﾆｰ (2)
周波数 大日本印刷

ﾃﾞﾝｿｰ
NTT
池内益雄
ｵﾑﾛﾝ
凸版印刷
山武ﾊﾈｳｪﾙ
ﾛｰﾑ

復　調 日立 ﾄｷﾒｯｸ
松下電器 松下電器 
ﾄｷﾒｯｸ ﾄｷﾒｯｸ
松下電器 東芝
ｵﾑﾛﾝ 松下電器
ｼﾁｽﾞﾝ時計 日立 

日立ﾏｸｾﾙ
　 日立 
　 日立超LSIｼｽﾃﾑｽﾞ

共振回路 日立国際電気 (2) ｵﾑﾛﾝ
ﾄｷﾒｯｸ
ｿﾆｰ
凸版印刷 (2)
三菱電機 (3)
ｵﾑﾛﾝ (3)
ﾄｰｷﾝ
神鋼電機
ｽﾐﾀﾞ電機

調　整 東芝ｹﾐｶﾙ
ﾐﾂﾐ電機 (2)
大日本印刷 (2)
ﾄｰｷﾝ
凸版印刷 (3)
ﾃﾞﾝｿｰ
ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ (2)
三宅
日立ﾏｸｾﾙ
富士通
NTTﾃﾞｰﾀ通信
三菱電機 (2)
富士電機
ｿﾆｰ
ｿﾆｰｹﾐｶﾙ
日立化成
吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ

変　調 ｱﾅﾄｰﾘ ｽﾄｰﾍﾞ
ﾄｷﾒｯｸ
ｺﾐﾂｻﾘｱ ﾀ ﾚﾈﾙｼﾞｰ
山武ﾊﾈｳｪﾙ (2)
松下電器
田村電機 (2)
ｵﾑﾛﾝ (2)
日立ﾏｸｾﾙ
東芝 (2)
日立
ｿﾆｰ
大日本印刷
日通工
ｼﾁｽﾞﾝ時計

信号処理

(共願) (共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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1.4.3 非接触型リーダライタの課題と解決手段 

(1) 非接触型リーダライタのインタフェース 

表 1.4.3-1 は、非接触型リーダライタのインタフェースに関する課題と解決手段の出

願件数を示す。図 1.4.1 の技術要素「インタフェース（リーダライタ）」で大きい課題「信

号処理と通信維持」を中心とし、解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.3-1 非接触型リーダライタのインタフェースに関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-2 は、非接触型リーダライタのインタフェースに関する課題と解決手段の出

願人を示す。この表は、表 1.4.3-1 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

一
般

電
池
充
電

省
電
力
化

一
般

構
造

エ
リ
ア
一
様
化

ア
ン
テ
ナ
と
線
路

一
般

機
能
切
換

複
数
ヘ
ッ
ド

デ
ー
タ
編
集

デ
ー
タ
エ
ラ
ー

誤
り
検
出

誤
動
作

誤
使
用

一
般

不
要
信
号

雑
音
防
止

回
込
信
号

レ
ベ
ル
補
正

同
期

信
号
分
離

変
復
調

一
般

多
重
化

エ
リ
ア
制
御

妨
害
波

相
互
干
渉

携帯型R/W
アクセス
傍受
検出 1 1 4 1 1 2 2 8 22 1 1
変調 1 2 1 2 1 31 2
交信 1 1 1 2 2 1
識別 1 1 1 2
エリア 16
タイムスロット 1 1
復調 1 7 1 1 1
共振回路 9 1
選択 1 1 2 5
調整 9
切換 1 3 2
通信 4 3 1
共振周波数 8
設定 1 3 1
判別 1 1 1 2
アンテナ 1 2 2 1
送受信 1
リセット 5
検波 1 2 1
測定 4
センサ 1 1
誘起信号 1 1
デ－タ開始 1 1 1
インタフェ－ス 2 1
整形 2 1
搬送波 2 1
応答識別 1
同調 1 1
フィルタ 1 1
併用 1 1
検証 1 1
トランス結合 2
ノイズ 2
変動 1 1
同期 2
トリガ 2
送信 1 1
比較 1

電源
供給

通信維持ﾘｰﾄﾞﾗｲﾄ 多機能化 信頼性 信号処理



40 

表 1.4.3-2 非接触型リーダライタのインタフェースに関する 

課題と解決手段の出願人（その 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題
解決手段 一　般 不要信号 雑音防止 回込信号 レベル補正 信号分離 変復調

検　出 神戸製鋼 新光電気 三菱重工
松下電器 三菱電機 高菱ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙

高博
七久保精密
松下電工
ｿﾆー ｹﾐｶﾙ
東芝 (2)
沖電気
日立国際電気

変　調 ｿﾆー ｵﾑﾛﾝ 吉川ｱー ﾙｴﾌ 日立 (3)
ﾄｷﾒｯｸ 　ｼｽﾃﾑ 東芝 (3)

吉川ｱー ﾙｴﾌｼｽﾃﾑ
日立国際電気 (2)
ｴｽﾃー ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
ﾛー ﾑ
ｿﾆー  (3)
田村電機 (4)
JHC大阪
ﾄｷﾒｯｸ (2)
ﾄｷﾒｯｸ
松下電器 
大日本印刷
日立ﾏｸｾﾙ
NTTﾃ゙ ﾀー通信
神鋼電機
三菱電機
三菱ｼｽﾃﾑ
　LSIﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ
凸版印刷
ﾙー ｾﾝﾄ ﾃｸﾉﾛｼ゙ ｽー゙
松下電器  (2)

交　信 NCL INT'L 沖電気
松下電器
ﾄｷﾒｯｸ

識　別 松下電工 ﾃ゙ ﾝｿー
ｾﾝｻー ﾃｸﾉｽ

　タイム 日立国際電気 沖電気
 スロット 竹中工務店
復　調 ｼﾁｽ゙ ﾝ時計 (3) 日立ﾏｸｾﾙ 日立国際電気

日立国際電気 (3)
共同印刷

共振回路 ｵﾑﾛﾝ (4)
大昭和精機
高砂製作所
ﾃｸﾉﾊ゙
ｼﾁｽ゙ ﾝ時計 
日立
ﾃ゙ ﾝｿー

選　択 ﾃ゙ ﾝｿー 三菱電機
日産自動車

調　整 田村電機 (2)
東芝
三菱電機 (3)
ｿﾆー
松下電器
ﾄー ｷﾝ

共振 ｵﾑﾛﾝ
周波数 日立

ｱﾅﾄー ﾘ ｽﾄー ﾍ゙
ﾃ゙ ﾝｿー
ｿﾆー
ﾄー ｷﾝ
山武ﾊﾈｳｪﾙ
日立国際電気

信号処理

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）

(共願）
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表 1.4.3-2 非接触型リーダライタのインタフェースに関する 

課題と解決手段の出願人（その 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題
解決手段 一　般 多重化 エリア制御 相互干渉

検　出 ﾕﾆｼｱｼﾞｪｯｸｽ 東芝 東芝
ﾐﾜﾃｯｸ
日本信号 (2)
NTT
ﾛｰﾑ
ﾕﾐﾂｻﾘｱ ﾀ ﾚﾈﾙｼﾞｰ
田村電機 (2)
ﾃﾞﾝｿｰ (3)
W&T ｴｲﾌﾞｱﾘｰ
ｵﾑﾛﾝ (6)
東芝
ｿﾆｰｹﾐｶﾙ
AT&T 
ﾄｷﾒｯｸ

変　調 日立国際電気
東芝

識　別 ｿﾆｰ
ﾄﾖﾀ自動車

エリア 日立ﾏｸｾﾙ (2)
ﾃﾞﾝｿｰ
ﾄｷﾒｯｸ (3)
松下電器
ｿﾆｰ (2)
神鋼電機
ｵﾑﾛﾝ (3)
新和工業
池野通建
日立
東芝

復　調 ﾄｷﾒｯｸ
松下電器

共振回路 ﾃﾞﾝｿｰ
選　択 東芝(2)

ﾈｰﾃﾞﾙ ｱﾊﾟﾗｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ
ｵﾑﾛﾝ
日本信号

切　換 日本電気
ｵﾑﾛﾝ

通　信 日立ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 沖電気
NCR INT'L 竹中工務店
ｵﾑﾛﾝ

通信維持

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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(2) 非接触型リーダライタの電磁誘導 

表 1.4.3-3 は、非接触型リーダライタの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願件数

を示す。図 1.4.1 の技術要素「電磁誘導（リーダライタ）」で大きい課題「電源供給」を

中心とし、解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.3-3 非接触型リーダライタの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-4 は、非接触型リーダライタの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人を

示す。この表は、表 1.4.3-3 にて密の部分（ハンチング部分）の出願人を表した。 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

単
一
識
別

複
数
識
別

分
類

一
般

電
池
充
電

ク
ロ
ッ
ク
供
給

省
電
力
化

一
般

部
品
配
置

構
造

収
納

配
線

エ
リ
ア
一
様
化

ア
ン
テ
ナ
と
線
路

機
能
切
換

複
数
ヘ
ッ
ド

ス
ト
ラ
イ
プ

誤
使
用

静
電
破
壊

部
品
交
換

コイル 1 6 3 2 7 7 1 11 6 4
ケ－ス 1
アンテナ 1 1 2 2 1 2 1
変動 1
静電誘導 1
センスコイル 1 1
切換 1 1 5
監視 3
給電 9 2 2 1
検出 4 2 1 1 1
コア 2 1 2
整流 2
電源 3 1
電力コイル 2 2
判別 2 1
誘電体 1 1 1
充電 3
待機状態 1 3
電池 1
クロック 6
設定 3 1
センサ 7 1
保持 1
メモリ 1
送信コイル 2 1 1
収納 3
基材
給電点 1
併用 1
導電部材 1
積層 1
電極 1
放電 1
受信コイル 1

信頼性カード
識別

電源供給 リードライト 多機能化



43 

表 1.4.3-4 非接触型リーダライタの電磁誘導に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題
解決手段 一　般 電池充電 クロック供給 省電力化
コイル 東芝 松下電器 (2)

日立ﾏｸｾﾙ 東芝
日立
杉村詩朗
ﾚｸｽﾄﾝ
FEC
ｴｸｽｳｪｲ
山武ﾊﾈｳｪﾙ
日立
NTTﾃﾚｶ
NTT

ケース 富士写真ﾌｨﾙﾑ
アンテナ 沖電気
変　動 日立ﾏｸｾﾙ

NTTﾃﾞｰﾀ通信
ｾﾝｽｺｲﾙ 日立国際電気
切　換 凸版印刷 京ｾﾗ

松下電器
ｼﾁｽﾞﾝ時計
ｵﾑﾛﾝ
日立国際電気

監　視 ﾄｷﾒｯｸ
田村電機
沖電気
国際技術開発

給　電 日立 (3) NTT NTT
ｲｰｽﾄﾏﾝ ｺﾀﾞｯｸ ｳｪﾙﾊﾟｲﾝ 日立ﾏｸｾﾙ
松下電器 　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
ﾃｸﾉｺﾗｰｼﾞｭ
沖電気
東海理化電機
日立国際電気
本田技研

検　出 日立国際電気 日本信号 三菱電機
ﾄｷﾒｯｸ 松下電器
沖電気
山武ﾊﾈｳｪﾙ

コ　ア 日立ﾏｸｾﾙ
NTTﾃﾞｰﾀ通信
三菱電機

整　流 ﾄｷﾒｯｸ
ﾛｰﾑ

電　源 日立 日本電気ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日立ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 日本電気
ｾｺﾑ

 電力 日立ﾏｸｾﾙ
  コイル 新潟精機
判　別 ｼﾁｽﾞﾝ時計

ﾄｰｷﾝ
誘電体 PFU
充　電 京ｾﾗ

松下電器
日産自動車

待機状態 三菱電機 日立ﾏｸｾﾙ 
日立ﾏｸｾﾙ 
NTTﾃﾞｰﾀ通信
吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ

電　池 松下電器
クロック 大日本印刷

ﾃﾞﾝｿｰ
神鋼電機
吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ
三菱電機
三菱ｼｽﾃﾑ
  LSIﾃﾞｻﾞｲﾝ
松下電器

設　定 沖電気 日立ﾏｸｾﾙ
ﾃﾞﾝｿｰ
日立国際電気

センサ 松下電器
山岡敬章
富士通
富士電機
神鋼電機
沖電気
大日本印刷

保　持 東海理化電機
メモリ 日立国際電気

 送信 GECｱｳﾞｪﾘｰ
  コイル 松下電器

電源供給

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )
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(3) 非接触型リーダライタの光学 

表 1.4.3-5 は、非接触型リーダライタの光学に関する課題と解決手段の出願件数を示

す。図 1.4.1 の技術要素「光学（リーダライタ）」で大きい課題「電源供給」を中心とし、

解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.3-5 非接触型リーダライタの光学に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-6 は、非接触型リーダライタの光学に関する課題と解決手段の出願人を示す。

この表は、表 1.4.3-5 にて密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

 

表 1.4.3-6 非接触型リーダライタの光学に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題
解決手段 一　般 電池充電 省電力化 部品配置 構　造

光通信 PFU
給　電 ﾄｰｷﾝ
電　力 ｶｼｵ計算機
充　電 日立

日本電気
発　電 ｸﾗﾘｵﾝ

日本ｹﾐｺﾝ
表　示 東芝
受光素子 ｱﾎﾟｼｽﾃﾑ
収　納 ｷｬﾉﾝ (2)
保　持 ｷｬﾉﾝ (2)

リードライト電源供給

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

品
質
向
上

コ
ス
ト
低
減

単
一
識
別

廃
棄

一
般

電
池
充
電

省
電
力
化

部
品
配
置

収
納

一
般

複
数
ヘ
ッ
ド

表
示

デ
ー
タ
編
集

破壊
分離 1
暗号化
裁断 1
読取 1
書込
改札 1
光通信 1 1
給電 1
電力 1
充電 2
発電 2
表示 1 1
受光素子 1
収納 2
保持 2

多機能化製造
性

カ－ド
識別

電源供給 リ－ド
ライト
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(4) 非接触型リーダライタの処理･発行 

表 1.4.3-7 は、非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願件数

を示す。図 1.4.1 の技術要素「処理･発行」で大きい課題「不正使用、カード識別と応用」

を中心とし、解決手段Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.3-7 非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

一
般

偽
造
改
ざ
ん

本
人
照
合

顔
・
指
紋

媒
体
正
否

プ
ラ
イ
バ
シ

暗
証
照
合

暗
号
化

不
正
ア
ク
セ
ス

一
般

単
一
識
別

複
数
識
別

衝
突
回
避

作
成

分
類

廃
棄

一
般

盗
難

電
子
錠

識
別

案
内

ゲ
ー
ト

書込 1 1 7 1 17 3 2 4
検出 3 1 1 1 5 6 3 2
消去 1
設定 1 2
通知 1 1 1 3 1 1
比較照合 3 5 3 10 6 8 4 4 3 1 1 2
コマンド 1 1 1 1 1 1
破壊 2
分離 1
識別 1 8 23 19 4 2 2 8 1
許容 2
禁止 1
ID消去 1
暗証照合 1
受領 1
暗号化 6 1
改札 1 4 1 1 1 1 1 12
車載器 1 1
電子錠 1 26 1 5
アクセス 12 1
キーカード 1
認証 2 1 1 1 1 1
印刷 1
読取
割込
受信拒否
多値化
同時処理
バス
ゲート 1 1 1 1 1 9
切換 1
取付 1 33 3 25 7 3
併用 1
選択 1 1
通知
表示 1 1 1
書換 1 1 1 1
検札器 2
券売機 4
作成 2
電子写真 1
入力キー 1 1
入出許可 1 1 1
搬送 1 1
判別 1 1
回収 1
鍵 2 1 1
管理 1 34 1 19 8 7
再使用 1
シャッタ 1
登録 1
廃棄 5

ｶｰﾄﾞ識別不正使用 応用
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表 1.4.3-8 は、非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人

（その１）を示す。この表は、表 1.4.3-7 にて解決手段Ⅰの「比較照合」と課題Ⅰの「不

正使用」のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

表 1.4.3-9 は、非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人

（その２）を示す。この表は、表 1.4.3-7 にて解決手段Ⅰの「識別」と課題Ⅰの「カー

ド識別」のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

表 1.4.3-10 は、非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人

（その３）を示す。この表は、表 1.4.3-7 にて解決手段Ⅰの「取付」と課題Ⅰの「応用」

のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

表 1.4.3-11 は、非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人

（その４）を示す。この表は、表 1.4.3-7 にて解決手段Ⅰの「管理」と課題Ⅰの「応用」

のハンチング部分を、解決手段Ⅱで出願人を表した。 

 

表 1.4.3-8 非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題

解決手段
一　般 偽造改ざん 本人照合 顔･指紋 媒体正否 暗証照合

暗号
化

 不正
アクセス

比較 ID 三洋電機 日通工 東芝 ﾄｰｷﾝ 日本ｲﾝﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ ｷﾔﾉﾝ (2)
照合 松下電器 東日本 ｵﾑﾛﾝ 　ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

　 　旅客鉄道 　 ｵﾑﾛﾝ
JR東日本 ﾄｷﾒｯｸ
　ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
頼 俊鵬
廖 伯寅 　

パスワード三菱電機 日立
三菱ｼｽﾃﾑ 日立旭
　LSIﾃﾞｻﾞｲﾝ 　ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

暗号キー 大日本印刷 ﾛｰﾑ ｿﾆｰ
ｿﾌｨﾔ

情　報 三洋電機 東芝 田村電機
船井電機
船井電機研究所

複　数 ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ
うず電流 ｼｬｰﾌﾟ
画　像 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 共同印刷

　ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼｰﾝ
日本信号

指　紋 富士通
身体情報 沖電気

日本ｱﾋﾞｵﾆｸｽ
ｾｺﾑ (2)
日本写真印刷
松下電器

 暗号化
情報

NTT ﾄｰｷﾝ

暗号鍵 東芝
電子署名 日立
符　号 ﾄｷﾒｯｸ  (2) ﾀﾂﾉ

　ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ
変　動 ﾛｰﾑ

　付加 ﾄｰｷﾝ
コード

不正使用

（共願）

（共願）

（共願）

（共願）

（共願）
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表 1.4.3-9 非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-10 非接触型リーダライタの処理･発行に関する 

課題と解決手段の出願人（その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題
解決手段 一　般 単一識別 複数識別 衝突回避 分類
識別 ID 東芝 ﾄｷﾒｯｸ (2) 日本信号 ｵﾑﾛﾝ

ﾄｷﾒｯｸ ｵﾑﾛﾝ (3) 東芝 (2)
ｼｬｰﾌﾟ 東芝 (2) ｵﾑﾛﾝ (2)
日立 日立 ﾄｷﾒｯｸ (2)
　 ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ NTT
　 三菱重工 日立国際電気

ｼｬｰﾌﾟ 吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ
山武ﾊﾈｳｪﾙ 東芝
ﾚｲｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ 東芝情報ｻｰﾋﾞｽ
東京電気

応　答 東京電波 ｱﾑﾃｯｸ 松下電器 (2) 三菱電機 ｵﾑﾛﾝ
ﾒｲﾃｯｸ 東芝 山武ﾊﾈｳｪﾙ 三菱重工
ﾄｷﾒｯｸ 三菱重工 ｵﾑﾛﾝ 吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ
松下電器

切　換 ﾘｺｰ
存　在 ｺﾐﾂｻﾘｱ ﾀ ﾚﾈﾙｼﾞｰ

カード種類 沖電気 三菱重工
ユーザID ｾｺﾑ

仮ID 富士通
ｵﾑﾛﾝ

禁　止 ｺﾐﾂｻﾘｱ ﾀ ﾚﾈﾙｼﾞｰ
 論理 ﾃﾞﾝｿｰ
　アドレス ﾄｰｷﾝ

NTT
日立

課　金 東芝 
時　間 ﾃﾞﾝｿｰ
送　信 東芝

水晶振動子 東京電波

カード識別

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

課題
解決手段 一　般 盗　難 識　別 案　内 ゲート
取　付 事前処理 ｵﾑﾛﾝ

カメラ ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学
ﾛｰﾑ
ｿﾆｰ 

ケース 東芝 
コンテナ 東芝 東芝
パレット 東芝ｹﾐｶﾙ

ｱｻﾋ飲料
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 日本輸送機
ボンベ ｼﾞｪﾑﾌﾟﾘﾕｽ
衣　料 ﾃﾞﾝｿｰ (2) ｲｼﾀﾞ　(2)

ｵﾑﾛﾝ
円　筒 ﾄｷﾒｯｸ ﾀﾞｽｷﾝ

東芝
記録媒体 ﾃﾞﾝｿｰ 山武商会

NTTﾄﾞｺﾓ ｿﾆｰ
靴 ｷｭｰﾋﾟｰ 大林組 日本信号

ｾﾝｻｰﾃｸﾉｽ
景　品 内海電機

ｱｽﾞ　ﾌﾞﾚｲﾝ
ｼｽﾃﾑ電子設計

書　籍 ｵﾑﾛﾝ (2) 凸版印刷
ﾀﾞｲﾜﾊﾞｯｸｽ

商　品 杉村直純 久保田鉄工 CSK
田村電機 富士通
日本政策投資銀行 ﾃﾞﾝｿｰ

消火器 ｵｰﾄ電子
人　体 神鋼電機 沖電気 (2)

電子機器 ｿﾆｰ 
凸版印刷
本田技研

動　物 久保田鉄工 (2)
ﾃﾞｨｰﾙ
畜産用電子技術研究組合

任意箇所 精工舎
有価証券 日立ﾏｸｾﾙ
プローブ ｴｽﾃｰ ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

応　用

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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表 1.4.3-10 非接触型リーダライタの処理･発行に関する 

課題と解決手段の出願人（その３つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-11 非接触型リーダライタの処理･発行に関する課題と解決手段の出願人（その４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題
解決手段 一　般 盗　難 識　別 案　内 ゲート
取　付 ボトル 三菱電機

三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
大日本印刷 (3)

煙感知機 ｵｰﾄ電子
荷　　物 ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ ｵﾑﾛﾝ

石川島播磨
ｵﾑﾛﾝ
ﾀﾞｽｷﾝ

銃 ﾘﾆｱｻｰｷｯﾄ
消耗品 吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ
人　体 鹿島建設 日本ﾄﾞﾗｲｹﾐｶﾙ

ﾆｯﾃﾂ北海道制御ｼｽﾃﾑ
洗濯衣類袋 ｲｼﾀﾞ ｲｼﾀﾞ
名　札 日本電気
スキャナ 松下電工
プレス型 ｱﾏﾀﾞ
ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄ 東芝
整理券 三陽電機

応　用

(共願)

(共願)

課題
解決手段 一　般 盗　難 識　別 案　内 ゲート
管理 ｲﾍﾞﾝﾄ ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ (2) ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ (2) 大日本印刷

ﾄｯﾊﾟﾝ･ﾌｫｰﾑｽﾞ
ｶﾞｿﾘﾝ料金 ﾄｷｺ
ｺﾝｸﾘｰﾄ 鹿島建設
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 東北ﾘｺｰ 日本信号 東京電気 日立

ﾘｺｰ ｵﾑﾛﾝ
鯨田雅信 日立 
ｵﾑﾛﾝ 日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ
日本信号
日立
ﾄｷﾒｯｸ
ﾊﾟﾁﾝｺﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｼｰﾝｽﾞ

運　行 ｱﾚｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ
貨物輸送 日立 (2) ｵﾑﾛﾝ

山岡敬章 矢崎総業
松下電工

在　庫 石川島播磨
所　在 ﾄｷﾒｯｸ 日立国際電気 凸版印刷 富士通 小林記録紙

東芝ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 松下電器 NTT
ｼｬｰﾌﾟ 日立中国ｿﾌﾄｳｪｱ 中里保彦

日立 泉州電業
中里保彦 東芝
ｴｽﾃｯｸ 日立
泉州電業 日立東北ｿﾌﾄｳｪｱ
中里保彦 
ｴｽﾃｯｸ
泉州電業
住友金属工業
東芝 
ｱｻﾋ電子研究所
ﾅﾑﾃｯｸ
ｱﾙﾃｯｸ
ｻﾝｱﾝﾄﾞｻﾝ
間組
ｱｲｵｲｼｽﾃﾑ

商　品 東芝 
東芝物流
富士ｾﾞﾛｯｸｽ
積水化学

入出場 神鋼電機 ﾄﾞｺﾓｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 小川昭
東芝 
三菱電機ﾋﾞﾙﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ
山岡敬章 

廃棄物 日立 
ﾄｯﾊﾟﾝﾌｫｰﾑｽﾞ 

病　院 東京ﾃﾞｰﾀｶｰﾄﾞ
遊　戯 ｻﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

ｻﾝ電子
日商物産
全商
代口利広

ﾚｽﾄﾗﾝ 東芝 
追　跡 凸版印刷 
出退勤 三菱電機
乗　客 ｵﾑﾛﾝ
通行料 船井電機研究所

応　用

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)

(共願)
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(5) 非接触型リーダライタの機構 

表 1.4.3-12 は、非接触型リーダライタの機構に関する課題と解決手段の出願件数を示

す。図 1.4.1 の技術要素「機構」で大きい課題「リードライト」を中心とし、解決手段

Ⅰで出願件数を示した。 

 

表 1.4.3-12 非接触型リーダライタの機構に関する課題と解決手段の出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-13 は、非接触型リーダライタの機構に関する課題と解決手段の出願人を示す。

この表は、表 1.4.3-12 において密の部分（ハンチング）の出願人を表した。 

 

表 1.4.3-13 非接触型リーダライタの機構に関する課題と解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 

課題
解決手段 部品配置 構　造 収　納 アンテナと線路

収　納 東芝
ｱﾝﾘﾂ (2)
日立  (2)
日立  
日立 ﾒﾃﾞｨｱｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
日本 ｺﾝﾗｯｸｽ
田村電機
田村電機
NTT
田村電機
NTT
田村電機
NTT
日本 LSIｶｰﾄﾞ
松下電器
ﾄｷｺ
ｵｰﾃｯｸ電子

取　付 日立ﾏｸｾﾙ 清水建設 ｷﾔﾉﾝ
NTT

コイル 日立ﾏｸｾﾙ ﾄｷﾒｯｸ 東京電気
ｵﾘﾝﾊﾟｽ光学工業

載置部 ﾃﾞﾝｿｰ 神鋼電機
日本信号 ｷﾔﾉﾝ (2)
岡本工作機械 ｵﾑﾛﾝ

日立  (2)
カバー 田村電機
保　持 東芝 松下電器

本田技研 日立ﾏｸｾﾙ
ｷﾔﾉﾝ (7)
日通工

リードライト

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

( 共 願 )

課題Ⅰ

解決手段Ⅰ

単
一
識
別

複
数
識
別

作
成

分
類

廃
棄

部
品
配
置

構
造

収
納

ア
ン
テ
ナ
と
線
路

一
般

機
能
切
換

表
示

デ
ー
タ
エ
ラ
ー

試
験
診
断

誤
動
作

誤
使
用

許容
応力緩衝
搬送 1 4 1 1
ケース 2 1 1 1
防塵
保護部材
接続
識別 1
書込 1
排出 1 2
センサ 1
回収 1
収納 1 1 15 1 1 1
取付 1 2 1
コイル 1 1 2 1
載置部 3 6 3
カバー 1
保持 10 2

ｶｰﾄﾞ識別 ﾘｰﾄﾞﾗｲﾄ 多機能化 信頼性
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非接触型 IC カードに対する出願件数の多い企業について、企業ごとに企業概要、技術

移転事例、主要製品・技術の分析を行う。表 1.3.1 に示した主要出願人の出願件数が 50

件以上の主要企業 21 社を選出し、21 社の保有する特許の解析を行う。最近 10 年間の非

接触型 IC カード全出願件数は 3,911 件で、主要企業 21 社の出願件数は 2,403 件で、ほ

ぼ全体の６割を占める。主要企業 21 社の出願件数 2,403 件の内訳は、登録特許が 132 件、

係属中の特許が 1,841 件であり、全体に審査請求が遅く登録特許が少ない。しかし 21 社

のうちオムロン、三菱電機と日本信号は審査請求を比較的早く行っているため、登録保

有特許が多くなっている。主要企業 21 社の海外出願件数は、80 件である。 

一方、主要企業以外の企業の出願件数は 1,508 件であり、全体の出願率では４割を占

めているが、そのうち登録特許が 172 件あり、主要企業のほぼ倍になっている。これは、

審査請求を主要企業より早く行っているからと思われる。また海外出願された件数は 25

件と、主要企業の半数になっている。これらの登録特許、海外出願された特許を中心に

別添の資料６にて、これらの特許を課題別に解析して示す。 

本書に掲載されている各企業の保有特許は、全てがライセンス可能な開放特許である

とは限らない。開放特許にするか、ライセンスの可能性のない非開放特許にするかは、

各企業の特許戦略によって決められている。 

非接触型 IC カードの特許がどのくらいの比率で開放特許になっているかを知るために、

主要企業 21 社に対して、その保有する特許がライセンス可能かどうかのアンケート調査

を行った。アンケートに解答してもらった企業の結果を分析し加工して、別添の資料５

に示すので参考にしてもらいたい。 

 

 

２. 主要企業等の特許活動 
 

出願件数 3,911 件のうち登録特許は 304 件、海外出願された 

特許は 105 件であり、これらの特許を中心に解析されている。 

 

特許流通 

支援チャート 
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2.1.1 企業の概要 

表 2.1.1 東芝の企業概要 

 

IC カードの世界的大手であるジェムプリュス･インターナショナル（フランス）と相互

の使用契約を締結した。東芝がジェムプリュスに、日本国内での IC カードの情報保護等

の基本部分に関する特許を供与する。対価として、今後３年間ジェムプリュスは東芝に

特許使用料を支払う。逆に東芝が欧州に進出する際には、ジェムプリュスから特許供与

を受ける（出典：2001 年 9 月 27 日の日経新聞）。 

インフィニオン（ドイツ）と強誘電体メモリ FeRAM の共同開発で合意した。 FeRAM は、

消費電力が低く読出・書換が高速で、携帯電話や IC カードのメモリに最適である（出典：

東芝のホームページ（HP）、http://www.toshiba.co.jp）。 

販売面では、IC カードの導入を推進する「ビザスマート」の国内唯一のベンダーパー

トナで、ビザとの連携により国内外での拡販をはかる（出典：東芝の HP）。 

IC カード･無線タグの製造については凸版印刷、東芝ケミカルと協力して行うとともに、

IC カード端末については、東芝テックと協力して開発･製造･販売を行う（出典：東芝の

HP）。 

 

 

2.1.2 製品例 

取扱い事業部門「デジタルメディアネットワーク社（カンパニー）」の中に「メディア

カード事業部」を 2000 年 3 月設置し、同事業部にメモリカード、IC カードおよび応用シ

ステムの事業を集約した。加えて、「セミコンダクター社」で IC カード用の LSI チップを

開発・製造、「e－ソリューション社」でシステムインテグレーションを扱う。カード用チ

ップから、IC カード、リーダライタ、タグ等の機器およびそれらを使った各種システムま

商号 株式会社 東芝 
本社所在地 東京都港区 
設立年 1875 年（明治 8 年） 
資本金 2,749 億 21 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 3 兆 6,789 億 77 百万円（2001 年 3 月期） （連結：5 兆 9,513 億 57 百万円） 
従業員数 52,263 名（2001 年 3 月末）（連結：188,042 名） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・情報通信・社会システム（売上構成比 26%） 
（官公庁システム、製造業・流通・金融業システム、放送システム、交通機器、 

エレベータ・エスカレーター、複写機・ファクシミリ、X 線診断装置等） 
・デジタルメディア（売上構成比 23%） 

（コンピュータ・サーバ・パソコン・ハードディスクドライブ、携帯電話、 
テレビ・VTR、メモリカード・IC カード等） 

・重電システム（売上構成比 9%） 
（原子力発電機器、送電・変電・配電機器、蒸気タービン等） 

・電子デバイス（売上構成比 22%） 
（半導体、液晶ディスプレイ、ブラウン管、特殊金属材料等） 

・家庭電器（売上構成比 10%） 
（冷蔵庫、電子レンジ、洗濯機、エアコン等）、 

・その他（売上構成比 10%） 
（産業用ロボット、工作機械等） 

2.1 東芝 
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で開発・提供する（出典：2001 年 6 月号のエレクトロニクス）。 

郵政省と NTT ドコモ、松下電産、ソニー、東芝の４社は携帯電話にリーダライタを内臓

させ、携帯電話に非接触型 IC カードを読ませ電子決済をするシステムの共同開発を進めて

いる（出典：2000 年電子機器年鑑）。 

 

表 2.1.2 東芝の製品例（出典：東芝の HP） 

 

 

2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.1.3 に、非接触型 IC カードの東芝の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、明細

書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

東芝の開発拠点：神奈川県川崎市幸区柳町 70 番地 (株)東芝柳町事業所内 

 

図 2.1.3 東芝の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品名 発売年 概要 
CQ-2001 コイン型無線タグ 1999 年 9 月 ・パッケージが樹脂で密閉され耐熱、耐水、耐圧性が良

い。 
・読取距離 25cm、書込距離 10cm、通信速度 8Kbps 

RQ-1002 
リーダライタ 

1999 年 9 月 ・処理速度 10 個/秒 
・IF RS-232C 

RQ-1002AT 
アンテナ 

1999 年 9 月 ・外形 25x30x3 cm 
・重量 1.5 kg 

RQ-5000 ハンディ 
ターミナル 

1999 年 9 月 ・CPU 16bit 
・電源 単 4x2 

JT6N38S,JT6N46S 
無線カード･タグ用 LSI 

1999 年 3 月 ・PSK 変調、PLL、３系統電圧検出、強電界の保護機能 
・通信距離 30cm(搬送波 125khz) 
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2.1.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.1.4 に、非接触型 IC カードの東芝の技術要素と課題の分布を示す。技術要素「処

理・発行」における課題「応用とカード識別」の出願が多い。また、技術要素「カード実

装」における課題「剛性・耐性」も出願が多い。 

最も出願の多い技術要素「処理・発行」における課題「応用」の内容は、入退出管理、

自動改札のゲート管理や ETC のゲート管理に関するものである。 

表 2.1.4 に、東芝の非接触型 ICカードの課題対応保有特許を示す。出願件数 277件の内、

審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 222 件を示す。そ

の内、登録になった特許 11 件と海外出願された 9 件は、図と概要入りで示す。 

 

 

図 2.1.4 東芝の技術要素と課題の分布 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

コ
ピ
ー

防
止 

貼着:一体化 特開平 7-266754 証明ｶ-ﾄﾞおよび証明ｶ-ﾄﾞ作成装置 
 

補強:ｽﾍﾟｰｻ 特開平 9-30168 薄形電子機器及びその製造方法 
 

補強:ｽﾍﾟｰｻ 特開平 9-76675 ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅﾓｼﾞｭ-ﾙとその製造方法 
 

補強:ﾌｧｲﾊﾞｰ 特開平 10-92980 無線ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

剛
性
・
耐
性 

基材:可撓性 特開 2000-20665 半導体装置 
 

基材:PET 特開平 11-91273 無線情報記憶媒体 
 

封止:貫通穴 特開平 11-149535 無線ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

保護部材:ﾌｨﾙﾑ 特開平 10-203059 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:枠 特登 2925541 

98.8.4 

G06K19/07 

東芝ｴﾌｴｰｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾀﾞｽｷﾝ 

情報記憶ﾁｯﾌﾟ取付構造 
情報記憶ﾁｯﾌﾟを囲むように配設された環状弾性部

を持つ 
 
PH10-220273 
 

 

 

 

 

 

 

 

封止:樹脂:異硬度 特開 2000-113153 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 

部
品
破
壊 

封止:樹脂:異硬度 特開 2000-113154 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 

電磁遮断 特開平 6-344692 薄型ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

表面ｼｰﾄ:ｼﾘｶ層 特開平 11-134640 ｶ-ﾄﾞ及びｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

耐
水
・
磨
耗 凹部:封止 特開 2000-99675 無線情報記憶媒体 

 

回収:分別:ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 特開平 11-250208 無線情報記憶媒体のﾘｻｲｸﾙ利用処理方法､回収検査方
法および再発行処理方法 
 

耐
環
境 ｶｰﾄﾞ:穴明け:廃棄 特開平 11-259618 ｶ-ﾄﾞ型情報処理媒体 

 

被覆:表面と同色 特開平 8-244388 電子部品内蔵ｶ-ﾄﾞ 
 

貼着:重ね合せ 特開平 11-328350 機能ｶ-ﾄﾞの製造方法､製造装置および機能ｶ-ﾄﾞ 
 

外
観
向
上 

封止:樹脂:異硬度 特開 2000-298718 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 

ｶｰﾄﾞ:記入欄 特開平 9-30167 薄形電子機器 
 

カ
ー
ド
実
装 

印
字
特
性 

保護部材 特開平 11-268460 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

面一:接着剤充填 特開平 8-96090 無線ｶ-ﾄﾞ装置の製造方法 
 

成形:一次/二次 特開平 8-235335 

95.2.27 

G06K19/077 

電子部品内蔵ｶ-ﾄﾞの製造方法 
第 1 の溶融樹脂を硬化させて､内蔵部品を固定し､

表面ｼｰﾄにより被覆された内部空所に第 2 の溶融樹脂
を供給して硬化させ､第 1 の硬化樹脂と一体化する 

 
PH07-38209 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

封止:弾性体 特開平 10-166769 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

充填材:低応力 特開平 9-234983 電子ｶ-ﾄﾞ 
 

表
面
平
滑 

挟持:ｼｰﾄ:熱可塑性 特開平 11-272831 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:端子:交差 特開平 10-203060 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

接
続 

強

化 

接続:端子:薄膜 特開 2001-84343 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ 
 

接着:はみ出し:ﾀﾞﾐﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 11-59040 無線ﾓｼﾞｭ-ﾙ及び無線ｶ-ﾄﾞ 
 接

着 
 

強
化 ｺｲﾙ:基板:低剛性 特開 2000-36023 無線ｶ-ﾄﾞ用ｲﾝﾚｯﾄおよび無線ｶ-ﾄﾞ 

 

挟持:ｼｰﾄ:熱可塑性 特開平 8-138022 薄型複合 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:配置:中央 特開平 10-90404 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

製
造
性 

基材:切断:溶融中 特開平 11-176991 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びその製造方法 
 

工
程

短
縮 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:分離 特開平 9-142068 電子回路ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法およびｶ-ﾄﾞ型電子装置の
製造方法 

品
質

向
上 

凹部:封止 特開平 10-157353 無線ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

積層:熱硬化性樹脂 特開平 9-131987 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および製造装置 
 

コ
ス
ト
低

減 

ｺｲﾙ:導線:低温融着 特開平 9-269988 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

容
量

増
大 

ﾒﾓﾘ:CCD 特開平 11-297963 電荷蓄積容量素子及びその製造方法､半導体記憶装置
及びこれを用いた ID ｶ-ﾄﾞ 

印刷面:重なり 特開平 11-91274 無線情報記憶媒体 
 

部
品
配
置 

取付:貼着:凹部 特開 2001-14440 無線情報記憶媒体及び無線情報記憶媒体の取付方法 
 

カ
ー
ド
実
装 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:内側 特開平 9-73524 非接触式情報記録媒体およびｹﾞ-ﾄｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

収納 特開 2000-6563 物品管理物及び物品管理ｼｽﾃﾑ 
 収

納 ｹｰｽ:収納:摺動 特開 2000-331136 無線情報記憶媒体及び無線情報記憶媒体の取付方法 
 

デ
ー
タ

出
力 

印刷:伝票:配送先 特開 2000-20664 複合媒体及びその処理装置 
 

ｹｰｽ:円錐形 特開 2001-92942 無線情報記憶媒体及び無線情報記憶媒体の製造方法 
 

エ
リ
ア
拡

大 

開口部:実装 特開 2000-259807 無線情報記憶媒体 
 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 9-269985 無線式情報記憶媒体収納ｹ-ｽ 
 

測定:放射線:手始動 特開平 8-129069 放射能汚染ﾓﾆﾀ 
 

取付:ｺﾝﾃﾅ 特開 2001-67448 無線情報記憶媒体及びその製造方法 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:自転車 特開 2000-259808 無線ﾀｸﾞ 
 

処
理

時
間 

ﾒﾓﾘ:FRAM 特開平 11-288446 無線ｶ-ﾄﾞとそれを用いた通信装置及び通信方法 
 

検証:比較:情報 特開平 11-149531 

東芝情報ｼｽﾃﾑ 
無線ﾃﾞ-ﾀ処理ｼｽﾃﾑ､無線ﾃﾞ-ﾀ処理装置､無線ﾀｸﾞ処理ｼｽ
ﾃﾑ及び無線ﾀｸﾞ処理装置 

分離:記憶部 特開 2000-99656 無線ｶ-ﾄﾞ及びそのﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

判別:書込電圧 特開 2000-242754 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

書換:設定:ﾎﾟｲﾝﾀ 特開 2000-276560 携帯可能電子装置とﾌｧｲﾙ制御情報の記憶方法とﾌｧｲﾙ
制御情報の検索方法 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

判別:書込電圧 特開 2000-276570 無線ｶ-ﾄﾞ 
 

媒
体

正
否 

比較照合:画像:通帳 特開平 10-203051 預金通帳及び預金通帳の真偽判断ｼｽﾃﾑ 
 

衝
突

回
避 

設定:処理時間 特開 2000-115038 無線ｶ-ﾄﾞおよび無線通信方法 
 

表示:動作 特開 2000-306062 

東芝ｴﾌｴｰｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ﾀﾞｽｷﾝ 

発光素子付き非接触型無線 ID ﾀｸﾞ 
 

表示:異常 特開 2000-339423 無線式記録媒体､無線式記録媒体ｼｽﾃﾑ､自動改札ｼｽﾃﾑ
および料金収受ｼｽﾃﾑ 

表示:情報 特開 2001-76106 無線ｶ-ﾄﾞとこの無線ｶ-ﾄﾞ用のｶ-ﾄﾞﾎﾙﾀﾞと無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃ
ﾑ 

表
示 

表示 特開 2000-259869 無線式記録媒体と改札ｼｽﾃﾑと取引ｼｽﾃﾑ 
 

デ
ー
タ

編
集 

IF:通信機器 特開 2000-253108 携帯電話装置 
 

回
路
・
機
能 

試
験
診
断 

監視:表示:電圧 特開平 11-259619 非接触式情報処理媒体､該非接触式情報処理媒体にお
ける動作状態判定方法､非接触ｶ-ﾄﾞ及び該非接触ｶ-ﾄﾞ
における動作状態判定方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

管理:入出:特別情報 特登 3026475 

93.7.13 

G06K19/07 

自動改札装置､自動改札ｼｽﾃﾑ､無線通行媒体 
入出場処理手段が発する固有の識別情報が､ｶｰﾄﾞの

ﾒﾓﾘにある場合､付帯する利用情報を処理手段に向け
て送出することにより一枚で複数の入出場処理手段
に対応できる 

 
PH05-173361 
 

 

 

 

 

 

管理:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 特開平 8-115377 取引ｼｽﾃﾑ 
 

書込:情報:証明書 特開平 9-212547 非接触情報記録ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

取付:ｶﾞｲﾄﾞ 特開 2000-276565 無線情報記憶媒体装置 
 

回
路
・
機
能 

識
別 

管理:商品:ﾗｲﾌｻｲｸﾙ 特開平 11-144012 

東芝ｹｰｴﾇｼｽﾃﾑ 
無線ﾀｸﾞ及び製造流通管理方法並びに製造流通管理ｼｽ
ﾃﾑ 

光
学 

デ
ー
タ

出
力 

ﾘﾗｲﾄ:ｽﾃﾙｽ感熱記録 特開 2000-94838 ｽﾃﾙｽ感熱記録媒体および透明ﾊﾞ-ｺ-ﾄﾞ 
 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:2 相変調:N てい倍 特開平 9-102023 情報記憶媒体および通信方法 
 

配
線 

ｺｲﾙ:巻回 特開平 11-98061 ﾙ-ﾌﾟｱﾝﾃﾅおよび情報処理装置 
 

マ
イ
ク
ロ
波 

エ
リ
ア

一
様
化 

ｺｲﾙ:形状:角変形 特開 2001-85926 ｱﾝﾃﾅｺｲﾙ及びこのｱﾝﾃﾅｺｲﾙを用いた無線情報処理装置 
 

偽
造
改

ざ
ん 

破壊:回路 特開 2000-90224 情報処理媒体 
 

品
質

向
上 

凹部:嵌合 特開平 7-117385 薄型 IC ｶ-ﾄﾞおよび薄型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

電
源

供
給 

給電:切換 特開 2000-148961 ｺﾝﾋﾞｶ-ﾄﾞ用 LSI 
 

配
線 

封止:樹脂 特開平 11-53502 

新光ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ 
接触及び非接触複合型ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ､送受信素子の接続構
造､及びﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞの製造方法 

 
 

併
用 

機
能
切
換 

併用:切換:受信状態 特開平 11-25232 IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

併用:選択:禁止 特開平 11-272822 

98.3.24 

G06K19/07 

接触式及び非接触式ｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽを有する複合 IC ｶ-ﾄﾞ及
び複合 IC ｶ-ﾄﾞ用 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 

接触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを介して駆動されている間､非接
触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの動作を禁止状態とする禁止手段を有
する 

 
PH10-75574 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

併用:選択:禁止 特開平 11-272823 

98.3.24 

G06K19/07 

接触式及び非接触式ｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽを有する複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
接触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽおよび非接触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのどちら

により起動されているかを判別する判別手段と､この
判別手段による判別結果に基づいて､接触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ
若しくは非接触式ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの一方を接続した状態を
維持すると共に他方を介しての信号の入出力を禁止
状態とする 

 
PH10-75691 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機
能
切
換 

併用:切換 特開 2000-322544 携帯可能電子装置 
 

併
用 

誤
動
作 

判別:切換 特開平 11-272824 

98.3.24 

G06K19/07 

接触式及び非接触式ｲﾝﾀ-ﾌｪｲｽを有する複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
どちらにより起動されているかを判別する判別手

段と､この判別手段による判別結果に基づいて､複合
IC ｶｰﾄﾞにおける実行可能なｺﾏﾝﾄﾞを切り替える切替手
段とを有する 

 
PH10-75692 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

部
品

破
壊 

ｺｲﾙ:大きさ 特開平 11-11055 無線ﾓｼﾞｭ-ﾙ及び無線ｶ-ﾄﾞ 
 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開平 9-315060 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

表
面 

平

滑 

ｺｲﾙ:導線:低温融着 特開 2000-90223 無線情報記憶媒体とその製造方法 
 

小
型
化 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開 2000-311226 

99.7.28 

G06K19/07 

東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾘﾝｸﾞ 

無線IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法並びに無線IC ｶ-ﾄﾞ読取
り書込みｼｽﾃﾑ 

半導体素子の表面上にｱﾝﾃﾅｺｲﾙが形成された 
 
PH11-213967 
 

 

 

 

 

 

ｺｲﾙ端部:固定:支承部 特開 2000-20662 無線情報記憶媒体 
 

接
続 

強

化 

ｺｲﾙ:巻回:非接触結合 特開 2000-90222 無線情報記憶媒体 
 

接
着

強
化 

ｺｲﾙ:ﾌﾟﾚｽ 特開 2000-259806 無線情報記憶媒体及びその製造方法 
 

製
造性 

ｺｲﾙ端部:固定:中空横断 特開平 11-251509 

東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒﾃﾞｨｱｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾘﾝｸﾞ 

無線 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

電源:2 系統 特開平 10-97601 情報記憶媒体 
 

整流:ｳｴﾙ:ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ 特開平 9-321231 

東芝ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 
半導体回路､MOS 集積回路および IC ｶ-ﾄﾞ 

 

電
源
供
給 

整流:検波:包絡線 特開平 11-215026 情報記憶媒体 
 

電
磁
誘
導 

ク
ロ
ッ
ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:発生:選択 特開平 8-77318 

94.9.8 

G06K19/07 

非接触式情報記録媒体 
結合ｺｲﾙ 4､5 のそれぞれの位相が互いに 90°ずれて

いる受信搬送波φ1X､φ2X を受信し､それぞれを整流
回路で整流して直流電圧を出力し､さらに電圧調整回
路で一定電圧になるよう調整して､電源電圧を供給
し､電圧調整回路において､電源電圧を監視する際､ﾋｽ
ﾃﾘﾋｽ特性を持ったﾘｾｯﾄ信号の発生回路を設け､また､
受信搬送波φ1X､φ2X をそれぞれ波形整形回路で波形
整形してﾃﾞｰﾀ波φ1､φ2を出力し､ｸﾛｯｸ切換回路で､ﾃﾞ
ｰﾀの変化状態をもとに､そのいずれか一方を選択して
ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ信号とする 

 
PH06-214954 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

省
電
力
化 

待機状態:ｸﾛｯｸ:停止 特開 2000-148954 無線ｶ-ﾄﾞと無線ｶ-ﾄﾞの通信制御方法 
 

 

 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 8-187981 携帯可能な情報記憶媒体 
 

ｺｲﾙ:配置 特登 3017819 

91.3.20 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ 
外装裏面にｺｲﾙを形成する 
 
PH03-56754 
 

 

 

 

 

 

 

ｱﾝﾃﾅ:配置:接地導体 特開平 11-282993 ﾙ-ﾌﾟｱﾝﾃﾅ 
 

ｺｲﾙ:2 つ折り 特開 2001-92934 無線情報記憶媒体､無線情報記憶媒体の製造方法､無
線情報記憶媒体を備えた冊子体､無線情報記憶媒体を
用いた身分確認ｼｽﾃﾑ､および無線情報記憶媒体の発行
ｼｽﾃﾑ 

配
線 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-251038 無線情報記憶媒体及び無線情報記憶媒体の配置方法 
 

電
磁
誘
導 

部
品
交
換 

放電:制御:ｽｲｯﾁ 特開平 8-55199 ID ﾌﾟﾚ-ﾄ 
 

 

 

多
機
能
化 

IF:電子機器 特開平 8-95881 情報収集･処理方法及び無線情報通信装置 
 

 

 

誤
り
検
出 

判別:ﾉｲｽﾞ:変化点 特開平 10-240636 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

 

 

同
期 

復調:ﾄﾘｶﾞ:検波信号 特開平 8-32634 ﾃﾞ-ﾀ受信装置 
 

変調:位相:2 相 特開平 8-167012 ﾃﾞ-ﾀ記憶媒体 
 変

復
調 変調:周波数:他変調併用 特開平 7-264091 無線ｶ-ﾄﾞ用通信装置 

 

指向性:重なり 特開平 7-95119 情報通信ｼｽﾃﾑ 
 

 

指向性:重なり 特開平 7-95120 情報通信ｼｽﾃﾑ 
 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

通
信
維
持 

変調:電流:遮断 特開平 10-135882 非接触式情報記録媒体及びそのﾃﾞ-ﾀ送信方式 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

多
重
化 

選択:ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 特登 2930258 

91.4.22 

G06K19/07 

携帯可能電子装置 
複数種の通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙを記憶する手段と､記憶され

ている複数の通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙから所定の通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙを有
効化する手段と､有効化された通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙを使用して
外部装置と通信を行う手段を具備した携帯可能電子
装置 

 
PH03-90174 
 

 

 

 

 

 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:ID 特開平 5-300144 個人通信端末装置 
 

交信:時間監視 特開平 10-222622 無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑと無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑの通信方法と情報処理ｼ
ｽﾃﾑと情報処理ｼｽﾃﾑの通信方法 

交信:順番:予約 特開平 11-149529 一括書き込み可能な無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよびこれに用い
られる情報処理装置 

交信:停止:時間監視 特開 2000-57393 自動改札機と自動改札機の通信制御方法 
 

デ
ー
タ
保
護 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:ﾏﾙﾁﾘｰﾄﾞ 特開 2000-148934 

東芝情報ｼｽﾃﾑ 
無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ及び無線ｶ-ﾄﾞ処理装置 

 

処
理

時
間 

交信:順番:読取終了 特開平 11-149530 無線ﾃﾞ-ﾀ伝送処理ｼｽﾃﾑ､無線ﾃﾞ-ﾀ伝送処理装置､無線ﾀ
ｸﾞｼｽﾃﾑ及び無線ﾀｸﾞ処理装置 

単
一

識
別 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:送信:順次 特開 2000-113127 無線ﾀｸﾞｼｽﾃﾑ 
 

識別:ID:ﾌﾗｸﾞ立て 特開 2000-69028 無線ｶ-ﾄﾞとﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀと上位装置と無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑと無
線通信機能を有する情報記憶媒体と送受信回路と無
線通信ｼｽﾃﾑ 

複
数
識
別 ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:読み落し:再設定 特開平 11-282975 情報識別ｼｽﾃﾑ､情報識別ｼｽﾃﾑの制御装置､情報識別ｼｽﾃ

ﾑの応答装置､及びﾀｲﾑｽﾛｯﾄ管理方法 

回
込

信
号 

調整:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開平 10-105660 無線通信媒体及び無線通信媒体収納ｹ-ｽ､並びに無線
通信ｼｽﾃﾑ 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

信
号
分
離 

検出:搬送波:振幅変化点 特開平 9-81701 

95.9.19 

G06K17/00 

非接触式情報記録媒体および非接触式情報伝送方法 
電力搬送波とﾃﾞｰﾀ搬送波の周波数が異なる 2 つの

搬送波を 1 つのｱﾝﾃﾅｺｲﾙにて同時に受信し､その受信
波を整流回路で整流して直流電圧を供給するととも
に､振幅復調回路で､その受信波から 2 つのの搬送波
の差の周波数の周期で電力搬送波の振幅で変動を抽
出した副搬送波を検波して､その副搬送波の振幅と､
副搬送波の平均振幅とを電力搬送波に同期した周期
で比較し､電力搬送波の振幅変化点を検出して受信変
調ﾃﾞｰﾀを出力し､それを復調して受信ﾃﾞｰﾀを得る 

 
PH07-240271 
 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

信
号
分
離 

検出:搬送波:電流変化 特開平 10-90405 

96.9.19 

G01S13/78 

情報処理装置 
ﾄﾞﾗｲﾊﾞからﾙｰﾌﾟ状ｱﾝﾃﾅに送信搬送波電流を供給し

つつ､情報記憶媒体からの変調ﾃﾞｰﾀの受信時には､ﾙｰ
ﾌﾟ状ｱﾝﾃﾅが受信した変調ﾃﾞｰﾀの信号により生じるﾙｰ
ﾌﾟ状ｱﾝﾃﾅの送信搬送波電流の変化を受信信号として
電流検出手段により取出す 

 
PH08-247691 
 

 

 

 

 

 

 

 

変調:ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ拡散:てい倍

周波数 

特開平 9-91392 無線通信ｼｽﾃﾑおよび情報記憶媒体 
 

変調:切換:ｽ ﾍ ﾟ ｸ ﾄ ﾗ ﾑ拡散

/FSK 

特開平 11-191745 情報通信装置､情報通信ｼｽﾃﾑおよび情報記憶媒体 
 

変
復
調 

変調:位相:正弦波変換 特開 2000-115037 無線ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの読取り書込み装置 
 

改札:検出:ｴﾘｱ 特登 2931659 

90.10.24 

G07B15/00,501 

自動改札装置 
無線交信ｴﾘｱを設定する手段と､この手段の近傍に

設けられ媒体に記憶されるﾃﾞｰﾀを受信する手段と､こ
の手段により受信された媒体のﾃﾞｰﾀにより改札処理
を行う手段を具備する 

 
PH02-287460 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

通
信
維
持 

検出:ｴﾘｱ:切換 特登 2625631 

93.7.20 

G07B15/00 

自動改札装置 
情報媒体との間において第1の領域およびこの第1

の領域より大きな第 2 の領域で改札情報の送受信を
行う送受信手段と､この送受信手段を介して情報媒体
に対し自動改札装置を特定する特定情報を第 1 の領
域で送信制御するとともに情報媒体からの特定情報
に対する応答情報を受信したとき送受信手段による
送受信領域を第 2 の領域に切替える制御手段とを有
する 

 
PH05-179191 
 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.1.4 東芝の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（10/15） 

66 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

通
信

維
持 

応答識別:特定番号 特開平 8-50176 無線ｶ-ﾄﾞ読取装置 
 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特登 2988748 

91.6.28 

G06F17/60 

料金収受装置 
操作員に対して所定時間の位置に第 1 のｱﾝﾃﾅと､接

近位置に第 2 のｱﾝﾃﾅを設置し､第 1 のｱﾝﾃﾅで無線情報
媒体とのｺﾝﾀｸﾄを開始し､第 2 のｱﾝﾃﾅでこのｺﾝﾀｸﾄを受
け継いで､両者間のｺﾝﾀｸﾄを所定時間継続させる 

 
PH03-183738 
 

 

 

 

 

 

選択:通信方法 特開 2000-40129 ｶ-ﾄﾞ装置及びｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

選択:通信方法 特開 2000-182003 送受信装置と送受信装置の送受信方法 
 

多
重
化 

設定:通信情報 特開 2001-126038 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀとﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀの通信条件設定方法 
 

エ
リ
ア

拡
大 

ｴﾘｱ:拡大:ｴﾘｱ:拡大:中継器 特開平 11-66250 非接触情報記録媒体を用いた情報伝送ｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

相
互

干
渉 

変調:可変:搬送周波数 特開平 11-272814 無線通信方式および無線式情報記憶媒体 
 

コ
ス
ト

低
減 

ｱﾝﾃﾅ:配置:接地導体 特開 2000-68891 情報処理装置 
 

電
源

供
給 

ｺｲﾙ:ﾊﾟﾈﾙ:空隙 特開 2000-306049 無線ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

省
電

力
化 

ｺｲﾙ:位相:180 特開平 8-102701 磁気結合回路駆動方式 
 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 8-139516 情報処理装置 
 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 9-73523 情報処理装置 
 

構
造 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特開 2000-194801 非接触情報処理装置および非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

ｺｲﾙ:複数方式:平行 特開平 11-203423 無線情報処理装置 
 

ｱﾝﾃﾅ:折畳:ｺﾈｸﾀ 特開 2001-111325 ｱﾝﾃﾅ装置及び情報通信装置 
 

送信ｺｲﾙ:配置:3 箇所 特開 2001-109853 携帯型無線情報処理装置 
 

配
線 

ｺｲﾙ:基板:取付 特開 2001-126036 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｺｲﾙ:対向配置:相切換 特開 2000-11107 無線ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 11-98063 無線ｶ-ﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
 

回
込
信
号 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特開 2000-286630 送受信ｱﾝﾃﾅ 
 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開 2000-90216 ﾃﾞ-ﾀ送受信装置 
 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開 2000-113125 無線ｶ-ﾄﾞ処理装置及び無線ｶ-ﾄﾞ処理ｼｽﾃﾑ 
 

電力ｺｲﾙ:ﾃﾞｰﾀｺｲﾙ 特開 2000-200374 道路料金収受ｼｽﾃﾑとこれに用いる無線機器 
 

多
重
化 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開 2000-285208 無線通信ｼｽﾃﾑ 
 

エ
リ
ア

拡
大 

ｺｲﾙ:対向配置:大きさ 特開 2000-105800 無線通信媒体処理装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

相
互

干
渉 

ﾃﾞｰﾀｺｲﾙ:差動接続 特開 2001-109852 無線情報処理装置 
 

デ
ー
タ

編
集 

選択:情報:赤外線 特開 2000-20657 IC ｶ-ﾄﾞ用携帯端末装置 
 

雑
音 

ﾒﾓﾘ:給電 特開 2000-260177 ﾒﾓﾘｶｾｯﾄのﾗｯｸ装置 
 

光
学(R/W) 

応
用 

書込:情報:AV 特開平 8-16740 携帯可能な情報処理装置及び情報処理ｼｽﾃﾑ 
 

本
人

照
合 

比較照合:ID 特開平 9-168066 画像形成装置管理ｼｽﾃﾑ 
 

顔
・ 

指
紋 

比較照合:情報 特開 2000-137844 出入管理ｼｽﾃﾑおよび複合型ｹﾞ-ﾄ装置 
 

暗
証

照
合 

比較照合:暗号鍵 特開平 10-134214 料金収受ｼｽﾃﾑと料金収受方法 
 

暗
号化 

暗号化:ｷｰﾜｰﾄﾞ:ID 特開平 9-146457 情報記録媒体におけるｱｸｾｽｷ-生成方法 
 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:許可:発行前 特開 2000-227946 携帯可能電子装置 
 

デ
ー
タ

保
護 

割込:一括 特開平 11-328327 情報処理装置 
 

単
一

識
別 

識別:ID 特開 2000-261355 携帯端末 
 

識別:送信:ｽｲｯﾁ信号 特開平 8-96091 無線通信装置 
 

処
理
・
発
行 

複
数
識
別 

識別:ID:順次 特開平 10-124632 ﾃﾞ-ﾀ送受信装置およびﾃﾞ-ﾀ送受信方法 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

識別:課金:使用度数 特開平 11-96321 情報処理装置及び情報処理方法 
 

搬送:速度制御 特開平 11-149528 無線ﾀｸﾞを用いた情報通信装置 
 

改札:複数許可:関連 ID 特開 2000-30089 自動改札装置 
 

識別:ID 特開 2000-99657 無線ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ管理方式 
 

複
数
識
別 

識別:ID:上位ﾋﾞｯﾄ 特開 2000-187711 

東芝情報ｼｽﾃﾑ 
制御装置と制御装置の通信制御方法と情報記憶媒体 

 

作
成 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:更新 特開平 9-81812 改札媒体処理装置､改札ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

分
類 

通信:中断:所定時間再開 特開 2000-113254 自動改札装置及び自動改札ｼｽﾃﾑ 
 

廃
棄 

排出:無効ｶｰﾄﾞ 特開平 11-184981 料金収受ｼｽﾃﾑ､IC ｶ-ﾄﾞ､車載機､路側機､料金収受方法
及び車両側機器確認方法 

IF:通信機器 特開平 9-93328 電話通信ｼｽﾃﾑ 
 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特開平 10-261118 無線通信ｼｽﾃﾑ及び無線通信方法 
 

多
機
能
化 

併用 特開平 11-282976 

98.3.26 

G06K17/00 

ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
ｶｰﾄﾞ読取許可信号を受信した際､第 1 の手段を用い

て非接触式ｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀ通信を行い､第 1 の手段を用
いて非接触ｶｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀ通信を行い､第 1 の手段で非接
触式ｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀ通信が出来なかった際､第 2 の手段
を用いて接触式ｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀ通信を行う 

 
PH10-79332 
 

 

 

 

 

 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2000-20660 ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

機
能
切
換 

設定:ﾓｰﾄﾞ:8 ﾋﾞｯﾄ 特開 2001-22900 

東芝情報ｼｽﾃﾑ 
ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀﾕﾆｯﾄ 

 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

通信:ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 特開 2000-182007 非接触式ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ通信制御ｼｽﾃﾑとその制御方法 
 

ﾌﾟﾘﾝﾀ:ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ 特開平 11-96318 無線情報記憶媒体の発行処理方法および発行処理装
置 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ:使用履歴 特開 2001-93003 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘﾁｬ-ｼﾞ機 
 

表示:情報 特開平 5-35933 通行料金収受ｼｽﾃﾑ､料金所側ｼｽﾃﾑ及び無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

表
示 表示:情報 特開平 9-179954 無線情報伝送装置 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

編集:料金計算 特登 3160305 

91.3.30 

G07B15/00,510 

道路料金収受ｼｽﾃﾑ､道路料金収受方法および無線機器 
ﾒﾓﾘｴﾘｱに書込みﾃﾞｰﾀを登録する処理待ちｷｭｰｴﾘｱが

設けられ､ﾘｰﾄﾞｱﾝﾃﾅから受け取ったﾃﾞｰﾀをﾁｪｯｸし書込
みﾃﾞｰﾀを編集する処理手段と､書込みﾃﾞｰﾀを無線ｶｰﾄﾞ
に送信し書込み結果ﾃﾞｰﾀを受信するﾗｲﾄｱﾝﾃﾅとを備
え､ﾃﾞｰﾀ抜けや漏れなしに自動的に料金計算が行われ
る 

 
PH03-90990 
 

 

デ
ー
タ
編
集 

変換:旧情報 特開平 6-214992 入退室管理装置 
 

試
験

診
断 

診断:故障:搬送波ﾚﾍﾞﾙ 特開平 9-91391 非接触式情報記録媒体および情報処理装置 
 

妨
害波 

動作停止:不要部分 特開 2000-20648 無線ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

書込:情報:証明書 特開平 7-266759 証明書作成ｼｽﾃﾑ 
 

管理:入出場 特開平 9-305815 入退出管理装置及び入退出管理ｼｽﾃﾑ 
 

埋設:道路:車両運行 特開平 10-162290 路車間通信ｼｽﾃﾑ及び車両走行状態検出方法 
 

書込:情報:履歴 特開平 11-85921 情報記憶媒体､非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ､該非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ
を用いた情報通信ｼｽﾃﾑ及び該非接触式 IC ｶ-ﾄﾞを用い
た自動改札処理ｼｽﾃﾑ 

荷札:照合:住所 特開平 11-96319 無線情報記憶媒体の発行処理方法 
 

ｹｰｽ:着脱自在 特開平 10-261054 無線式携帯端末装置 
 

鍵:解除:前 ID 特開平 11-259608 非接触式ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びそれを用いるｹﾞ-ﾄｼｽﾃﾑとその
制御方法 

取付:ｹｰｽ:磁石 特開 2001-84752 ﾒﾓﾘｶｾｯﾄのﾒﾓﾘ情報記録再生装置 
 

ｾﾝｻ:近接 特開 2000-242741 無線情報処理装置 
 

管理:商品:ﾗｲﾌｻｲｸﾙ 特開 2000-285170 

東芝物流 
ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びこれを用いた商品ﾗｲﾌｻｲｸﾙﾏﾈ-ｼﾞﾒﾝﾄ方法 

応
用 

取付:ｺﾝﾃﾅ:ﾘﾝｸﾞ 特開 2000-289724 無線情報媒体対応ｺﾝﾃﾅおよび無線情報媒体読取装置 
 

管理:所在:部屋 特開平 9-48565 居住空間監視制御装置 
 識

別 検出:座標位置 特開 2000-3420 位置認識ｼｽﾃﾑ 
 

管理:所在:部屋 特開平 9-172505 患者監視ｼｽﾃﾑ及び患者監視方法 
 

案内 特開 2000-11218 無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ及びその制御方法 
 

案
内 

取付:ｺﾝﾃﾅ 特開 2000-85975 ｺﾝﾃﾅ管理制御ｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

SF:清算:乗越 特開 2001-134791 改札ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

入出許可:ID ｶｰﾄﾞ 特登 2902777 

90.11.29 

G07B11/00 

東日本旅客鉄道 

自動入出管理ｼｽﾃﾑ 
無線ｶｰﾄﾞの情報記憶媒体を利用した自動入室管理ｼ

ｽﾃﾑ 
 
PH02-333080 
 

 

 

 

 

 

 

ETC:車戴:有無 特開平 5-274506 

東芝ｼｽﾃﾑ開発 
車両通過検知ｼｽﾃﾑ及び車両通過検知方法及び無線機
器 
 

改札:不足:表示 特登 3004117 

92.3.25 

G07B15/00,510 

東芝ｼｽﾃﾑ開発 

料金収受機及び無線機器及び料金収受ｼｽﾃﾑ 
料金処理機に､残額とあらかじめ設定された限度

額とを比較し､この残額が限度額に満たない場合は､
その旨を利用者に表示あるいは音声により告知する
手段を設けた 

 
PH04-67246 
 

 

 

 

 

 

ETC:案内:予告ｱﾝﾃﾅ 特開平 11-185070 料金収受ｼｽﾃﾑ､路側機､予告案内装置､車載機､料金収
受方法 
 

電子錠:書込:履歴 特開 2000-3492 入退室管理装置及び入退室管理ｼｽﾃﾑ 
 

 

ｹﾞｰﾄ:車両:許可 特開 2000-30103 入退場処理装置及び入退場処理方法 
 

 

ｹﾞｰﾄ:時刻:料金表 特開 2000-207598 料金収受ｼｽﾃﾑ､料金収受端末､上位機器､料金収受方
法､IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ETC:通知:ｹﾞｰﾄ情報 特開 2000-322617 料金収受ｼｽﾃﾑ 
 

 

SF:清算:乗越 特開 2001-22976 無線ｶ-ﾄﾞ定期券対応型車内補充券処理機 
 

 

ETC:車両番号 特開 2001-52217 料金収受ｼｽﾃﾑ､料金収受方法および車載器 
 

 

取付:ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄ 特開 2001-84417 料金収受ｼｽﾃﾑおよび料金収受方法 
 

 

SF:障害者:課金 特開 2001-84420 無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑと無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑにおける料金徴収方法 
 

 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

改札:ﾒﾓﾘ:分離 特開 2000-268206 無線ｶ-ﾄﾞおよびｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

改札:比較:登録情報 実登 2582452 

90.11.29 

G07B11/00,501 

検札装置 
送信回路部の送信時における受信回路部での登録

情報受信の有無､受信された登録情報の内容適正の識
別を行って情報記録媒体携帯者の正/不正を判別する
信号処理部を備える情報読取装置と､信号処理部の判
定結果で正であると判別された時はｹﾞｰﾄを開状態と
し､不正と判別された時はｹﾞｰﾄを閉状態とするｹﾞｰﾄ制
御部を具備する 

 
UH02-127202 

 

 

 

 

 

 

 

保持:電磁遮蔽 特開平 10-261055 無線式携帯端末装置 
 

 収
納 収納:ｽﾛｯﾄ:位置決め 特開 2000-20653 無線ｶ-ﾄﾞ処理装置 

 

 

ア
ン
テ
ナ
と
線
路 

ｱﾝﾃﾅ:支持体 特開 2000-90214 無線情報処理装置 
 

機
構 

エ
リ
ア
拡
大 

保持:着脱自在 特開平 10-261053 無線ｶ-ﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.2.1 企業の概要 

表 2.2.1 オムロンの企業概要 

商号 オムロン 株式会社 
本社所在地 京都市下京区 
設立年 1948 年（昭和 23 年） 
資本金 640 億円 8,178 万円（2001 年 3 月末） 
売上高 4,293 億 5 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 6,668 名（2001 年 3 月） 
事業内容 ・インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー（売上構成比 38%） 

（各種制御システム機器、ＦＡシステム事業） 
・エレクトロニクスコンポーネンツビジネスカンパニー（売上構成比 25%） 

（スイッチ、リレー、車載電装部品） 
・ソーシャルシステムビジネスカンパニー（売上構成比 24%） 

（現金自動支払、自動改札・券売機、交通管理・道路管理システム等） 
・ヘルスケアビジネスカンパニー（売上構成比 7%） 

（電子血圧計・電子体温計等、家庭向けおよび病院向けの健康機器） 
・その他（売上構成比 6%） 

（企業向けアウトソーシングサービス、パソコン周辺機器、カードリーダ・入
退室管理システム、RFID システム機器、音声認識システム等） 

印刷･加工の東和印刷と DC メール（葉書に非接触カードを圧着で特許出願中）を使用し

た展示会来場システムの販売で提携した。オムロンは東和印刷に RFID タグおよびシステム

機器を提供し、東和印刷は DC メールの印刷･加工を行い、両社でシステム販売を行う（出

典：オムロンのホームページ（HP）、http://www.omron.co.jp）。 
 
2.2.2 製品例 

取扱い事業部門は、事業開発本部内のカード事業推進室で扱っている。 

カードリーダ、入退室管理システム、RFID システムを提供している。カード自体の生産は

行っていないが、RFID システムの一環でタグは生産している。RFID システムについては、

1985 年から提供を始めた（出典：オムロンの HP）。 
 

表 2.2.2 オムロンの製品例（出典：オムロンの HP） 

製品名 発売年 概要 
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ各種 
 

1985 年 ・モータ駆動式ハイブリッドカードリーダ 
（形 3S4YR-MVFW シリーズ、他） 

・手動式ハイブリッドカードリーダ 
・手動式 IC カードリーダ、手動式磁気カードリーダ 

RFID ｼｽﾃﾑ：形 V700 ｼﾘｰｽﾞ 1998 年 ・１円玉のコイン型から直径 3.9mm x 長さ 25mm のステ
ィック型まで用途に応じたダグを揃えている。 

・高い耐熱性(180℃/200 時間)、耐薬品性、耐水性。 
RFID ｼｽﾃﾑ：形 V720 ｼﾘｰｽﾞ 2000 年 ・世界標準の ISO15,693 規格に準拠したフィリップス社

I・CODE チップを採用したタグを使ったシステム。 
・同タグは厚さが非常に薄く、柔軟性に富み、広範囲な

アプリケーションに適する。 
 
2.2.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.2.3 に、非接触型 IC カードのオムロンの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

オムロンの開発拠点：京都府京都市右京区花園土堂町 10 番地 オムロン(株)内 

2.2 オムロン 
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図 2.2.3 オムロンの出願件数と発明者数 
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図 2.2.4 に、非接触型 IC カードのオムロンの技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「処理･発行」に出願が多い。その内、課題「カード識別と応用」の内容は、物品識別シス

テムとゲートや自動改札のシステムに関するものである。 
 

図 2.2.4 オムロンの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2.4 に、オムロンの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 219

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 120 件

を示す。その内登録になった特許 19 件は、図と概要入りで示す。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

Ｉ
Ｃ 

飛
出
し 

凹部:硬化性樹脂封止 特開平11-345297 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 

部
品 

破
壊 

凹部:封止:加圧 特開平11-41154 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 

表
面 

平
滑 

面一:ﾀﾞﾐﾊﾟﾀｰﾝ 特開 2000-82123 電磁波読み取り可能な柔軟性のある薄型IC ｶ- ﾄﾞ 
 

小
型化 

ｺｲﾙ:ｹｰｽ 特開平7-200766 電子ｶ- ﾄﾞ 
 

薄
型
化 

ACF 特開平11-134467 電子部品保持ﾌｨﾙ ﾑ及びその製造方法 
 

収
納 

ｹｰｽ:ｱﾝﾃﾅ:直交 特開平8-87580 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及びﾎﾞ- ﾙｹﾞ- ﾑ 
 

デ
ー
タ 

出
力 

ﾘﾗｲﾄ:伝票 特開平9-16736 輸送業務用伝票 
 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平10-187917 非接触媒体保護ｹ- ｽ 
 

ｺｲﾝ:形状 特開平11-19330 遊技機および集金管理ｼｽ ﾃ ﾑ 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 取付:金属探知機:非磁性体

材料 

特開平11-144011 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ､ﾃﾞ- ﾀ ｷ ｬ ﾘ ｱ付衣服及び洗濯物管理ｼｽﾃﾑ 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ 特登 2864765 

91.1.28 

G06K19/07 

ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀをﾒﾓﾘとして用いて､ﾃﾞｰﾀの書込み時にはﾏ

ﾙﾁﾌﾟﾚｸｻを介してｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀに書き込み､そのﾃﾞｰﾀが出
力されるとｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀを切換えてﾃﾞｰﾀを循環させるこ
とによりﾃﾞｰﾀを保持する 
 
PH03-27895 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ 特登 2864766 

91.1.28 

G06K19/07 

ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀをﾒﾓﾘとして用いて､ﾃﾞｰﾀの書き込み時に

はﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻを介してｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀに書き込み､そのﾃﾞｰﾀが
出力されるとｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀを切換えてﾃﾞｰﾀを循環させる
ことによりﾃﾞｰﾀを保持する 
 
PH03-27896 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:符号 特開平8-169192 

三菱樹脂 

情報記録ｶ- ﾄﾞ 
 

真
偽
判
定 

管理:商品:流通 特開 2000-148950 非接触ﾀｸﾞ及びこれを用いた偽造品判別ｼｽﾃ ﾑ 
 
 
 
 

暗
号
化 

鍵:変更 特開 2000-92040 読出/ 書込機､ｶ- ﾄ ﾞ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ､暗号鍵使用方法､駅務ｼｽﾃ ﾑお
よびｶ- ﾄﾞ発行機 

 

複
数
識
別 

切換:強度:電磁波 特登 2817312 

90.2.6 

G06K19/07 

非接触 I D ｶ- ﾄﾞ 
電磁波を強さの異なる複数段に設定でき､切り換え

可能とすることにより同時に複数のｶｰﾄﾞがｴﾘｱに侵入
可能とする 
 
PH02-26920 

廃
棄 

廃棄:ｺｲﾙ特性 特開平6-243307 非接触媒体および非接触媒体ｼｽ ﾃ ﾑ 
 

表示:液晶:強誘電性 特開平10-93484 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
表
示 表示:数字:ｾｸﾞﾒﾝﾄ 特開平10-149416 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及びそのﾃ -゙ ﾀ読取装置 

回
路
・
機
能 

識
別 

取付:ﾘﾈﾝ材:洗浄回数 特開平9-62817 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ付衣服､ﾘﾈﾝｻﾌﾟﾗｲｼｽﾃﾑ及びﾘﾈﾝ用ﾃ -゙ ﾀｷｬﾘｱ 
 

光
学 

デ
ー
タ 

出
力 

印刷:分解能 特開 2000-293644 ﾄﾞｯﾄｺ- ﾄﾞおよび 2 次元ｺ- ﾄﾞ 
 

多
機
能
化 

併用:磁気口挿入:処理 特登 2850459 

90.3.19 

G07B11/02 

自動改札機 
挿入部に挿入された磁気券に対し､磁気券処理手段

と､非接触券 IC 券処理手段とを設けた 
 
PH02-69181 

磁
気
ス
ト 

ラ
イ
プ 

併用:磁気ｶｰﾄﾞ 特開 2000-311228 非接触ｶ- ﾄﾞおよび非接触ｶ- ﾄﾞ処理装置 
 

併
用 

多
重
化 

近接ｽｲｯﾁ 特開 2001-136056 非接触検出ｽｲｯ ﾁ装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

接
続 

強
化 

接続:端子:直付け 特開 2000-231614 電磁波読み取り可能なﾃ -゙ ﾀｷｬﾘｱ 
 

製
造
性 

ｺｲﾙ:貼着:折畳 特開平11-134459 電磁波読取可能な柔軟性のある薄型I C ｶ- ﾄﾞ及びその
製造方法 

 
 

コ
ス
ト 

低
減 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開平11-238639 平面型積層ｺｲﾙ ､並びに､電磁波読み取り可能なI C ｼ- ﾄ 
 

電
池 

充
電 

給電:関連回路 特開平8-167014 無線 IC ｶ- ﾄﾞおよびそれを用いた料金収受ｼｽﾃ ﾑ並びに
無線 I C ｶ- ﾄ ﾞにおける電源制御方法 

 

省
電 

力
化 

待機状態:制御:ﾊﾞｲｱｽ電流 特開平6-282698 無線 I C ｶ- ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

部
品 

配
置 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開平11-284545 ﾍｯﾄﾞ装置及びﾃ -゙ ﾀｷｬﾘｱ 
 

単
一 

識
別 

識別:不一致:切断 特開 2000-123138 非接触通信媒体､非接触情報読出/ 書込機及び非接触
通信ｼｽﾃﾑ 

 

共振回路:残響:振動吸収 特登 2841729 

90.5.31 

G06K19/07 

ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
一方の論理符号を少なくとも 3 桁連続させた識別

符号とこれに引続いてﾏﾝﾁｪｽﾀ符号化された任意ﾋﾞｯﾄ
の書き込みﾃﾞｰﾀに対応させてﾃﾞｭｰﾃｨ比が異なり､受信
ﾓｰﾄﾞではﾃﾞｭｰﾃｨ比が一定の PWM 信号を受信する共振
回路と､受信ﾓｰﾄﾞで一定のﾃﾞｭｰﾃｨ比の信号が与えられ
た時､ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀより読み出された信号に基づいて共振
回路の残響を制御する振動吸収回路を有する 
 
PH02-144170 

共振回路:残響:ｶｳﾝﾄ 特開平8-316887 非接触通信装置及びこれに用いられるﾃ -゙ ﾀｷｬﾘｱ 

信
号
処
理 

共振回路:残響:ｶｳﾝﾄ 特開平9-312598 非接触通信装置 

不
要 

信
号 

共振回路:ｸﾗﾝﾌﾟ:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平8-256091 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及び復調装置 
 

雑
音 

ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平10-293828 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ､ｺｲﾙﾓｼﾞｭ- ﾙ､ﾘ- ﾀﾞﾗｲﾀ及び衣服ﾃ -゙ ﾀ取得方法 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

回
込
信
号 

整合:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:中間端子 特開 2000-278172 非接触媒体 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

変
復
調 

変調:ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ拡散:てい倍

周波数 

特登 2874368 

91.2.22 

H04J13/00 

ﾃﾞ- ﾀ伝送ｶｯﾌﾟﾗ 
ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ拡散通信方式を用いることで通信距離を大

きくする 
 
PH03-60954 

変
復調 

変調:電源:無変調 特開平10-233718 識別ｼｽﾃﾑ､通信ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

エ
リ
ア 

拡
大 

検出:電圧:抵抗値 特開平10-285087 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及び識別ｼｽﾃﾑ 
 

不
正 

ア
ク
セ
ス 

傍受:変調:切換 特開平11-355186 非接触識別ｼｽﾃﾑ及びﾃ -゙ ﾀ通信方法 
 

単
一
識
別 

識別:ID:順次 特登 2830380 

90.5.25 

G06K17/00 

識別ｼｽﾃ ﾑ及び物品識別方法 
書込/読出制御ﾕﾆｯﾄは､ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ識別番号を付して

ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱをｱｸｾｽすると共に､その応答時にﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱの
識別番号を変化させることによって通信領域にある
ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱの先頭のﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ番号を検出する先頭ﾃﾞｰﾀｷ
ｬﾘｱ番号検出手段と､検出されたﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱから順次ﾃﾞｰ
ﾀ伝送を行い､ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ識別番号を更新するﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ
番号更新手段を有し､ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱは､所定の経路に沿っ
て移動する複数のﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱに一連のﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ番号が
設定されている 
 
PH02-136285 

複
数
識
別 

識別:数量:制限 特開平11-353434 非接触識別ｼｽﾃﾑ､ｱｸｾｽ方法及びﾚｼﾞｼｽﾃﾑ 
 
 
 
 

衝
突
回
避 

交信:時間設定:優先順位 特開平11-3407 通信ｼｽﾃﾑ及び装置 
 
 
 
 

分
類 

ｾﾝｻ:厚み 特開平10-126318 非接触媒体および非接触伝送ｼｽ ﾃ ﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W)

 

電
源
供
給 

切換:ﾓｰﾄﾞ 特開平10-32526 識別ｼｽﾃﾑ 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

検波:弁別:表示 特登 2730187 

89.6.6 

G06K17/00 

ﾃﾞ- ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
受信ｹﾞｰﾄ信号の所定ﾀｲﾐﾝｸﾞで検波回路の出力をｻﾝ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞするｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ回路と､ｻﾝﾌﾟﾙﾎｰﾙﾄﾞ回路のﾎｰﾙ
ﾄﾞ信号を所定ﾚﾍﾞﾙで弁別する第 1 の比較器と､検波回
路の出力を所定の闘値ﾚﾍﾞﾙで弁別して表示する動作
表示手段を有する 
 
PH01-144620 リ

ー
ド
ラ
イ
ト 

検出:位置:電圧 特開平10-229356 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及び識別ｼｽﾃﾑ 
 

デ
ー
タ
エ
ラ
ー 

ｴﾗｰ:変更:通信周期 特開平10-124633 非接触媒体処理装置､入退室管理装置および非接触媒
体処理方法 

 
 
 
 

共振回路:ｼｰﾄ 特開 2000-99655 非接触通信ｶ- ﾄﾞ装置､非接触通信ｶ- ﾄﾞ､ｶ- ﾄﾞﾎﾙﾀﾞ及び
非接触通信方法 信

号
処
理 

共振周波数:切換 特開 2000-123121 非接触通信方法､非接触通信媒体､非接触通信装置､乗
車ｶ- ﾄ ﾞおよび自動改札機 

雑
音 

変調:振幅:搬送波断続 特開平10-107859 ﾃﾞ- ﾀ伝送方法､書込/ 読出制御ﾕﾆｯﾄ及びﾃ -゙ ﾀｷｬﾘｱ 

回
込
信
号 

受信:整合:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平6-274706 無線 I C ｶ- ﾄﾞ 
 
 
 
 

検出:ｴﾘｱ 特開平5-159142 非接触記憶媒体対応装置 
 

検出:ｴﾘｱ:周波数切換 特開平4-304718 非接触ﾊﾟｽｹﾞ- ﾄｼｽﾃﾑおよびｹﾞ- ﾄ装置 
 

検出:ｴﾘｱ:通信許容 特開平7-220123 非接触改札機 
 

通
信
維
持 

通信:開始:入力指示 特開平10-134155 非接触媒体処理装置および入退室管理装置 
 

多
重
化 

選択:通信方法 特開平10-111916 非接触処理装置 
 
 
 

ｴﾘｱ:距離:切換 特開平10-135884 非接触媒体処理装置および入退室管理装置 

ｴﾘｱ:表示 特開平10-162177 通信装置および該装置を備えた自動改札装置 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W)

 

エ
リ
ア
拡
大 ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:順次切換 特開平10-285086 送受信装置及び送受信ｼｽ ﾃ ﾑ 

 
＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

判別:相互干渉:検波ﾚﾍﾞﾙ 特登 2730186 

89.6.6 

G06K17/00 

ﾃﾞ- ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
検波出力のﾚﾍﾞﾙが低ければ相互干渉がないものと

判断し､ﾚﾍﾞﾙが高ければ相互干渉が起こり易いと判断
する 
 
PH01-144619 

判別:相互干渉:ﾓｰﾄﾞ切換 特開平10-293824 識別ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ- ﾀ読取装置 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W)

 

相
互
干
渉 

切換:主従ｺｲﾙ 特開平11-284546 識別ｼｽﾃﾑ及びﾍｯﾄﾞ装置 

小
型化 

ｺｲﾙ:一体:IC 特開平11-345295 ﾘ- ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

配
線 

ｺｲﾙ:配置:3 次元 特開平10-93486 書込/ 読出制御ﾕﾆｯﾄ 
 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

ｺｲﾙ:複数方式:残響 特開平6-350494 識別ｼｽﾃﾑ 
 

ｺｲﾙ:形状:L 字 特開平11-316806 ﾃﾞ- ﾀ通信装置 
 

ｺｲﾙ:配置:傾斜 特開平11-316807 ﾃﾞ- ﾀ通信装置 
 

誤
使
用 

判別:方向:90 度ｼﾌﾀ 特開 2000-251030 ﾃﾞ- ﾀ通信装置 
 

雑
音 

ｺｱ:金属板:ｽﾘｯﾄ 実登 2558330 

91.2.6 

G06K17/00 

電磁結合型電子機器 
環状の溝内にｱﾝﾃﾅｺｲﾙを埋没するｺｱと､ｺｱの溝より

露出するｱﾝﾃﾅｺｲﾙの面に設けられたｼｰﾙﾄﾞ板を有し､ｼｰ
ﾙﾄﾞ板は薄膜上にｼｰﾙﾄﾞ用の金属膜を形成し､金属膜に
はｱﾝﾃﾅｺｲﾙから発生する渦電流の渦径が小さくなるよ
うにｽﾘｯﾄを設けた 
 
UH03-11230 

回
込 

信
号 

回路:逆流防止 特開平10-255003 ﾘ- ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

同
期 

分周器:ﾘｾｯﾄ:受信変化 特開平11-4185 通信ｼｽﾃﾑ及び装置 
 

電
磁
誘
導(R/W)

 

エ
リ
ア

拡
大 

ｺｲﾙ:大きさ 特開平10-107709 識別ｼｽﾃﾑの書込/ 読出制御ﾕﾆｯﾄ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

不
正 

使
用 

検出:不正:電波 特開平11-184989 記録媒体処理装置及び非接触型IC ｶ- ﾄﾞﾘ- ﾀﾞ 
 

媒
体 

正
否 

比較照合:ID 特開平11-316809 半導体装置 
 

プ
ラ
イ 

バ
シ 

禁止:書込/読取:切替 特開平11-85924 非接触媒体および非接触媒体ｼｽ ﾃ ﾑ 
 

メ
モ
リ
制
御 

禁止:再書込 特登 2833136 

90.4.3 

G06K17/00 

非接触式記憶媒体処理ｼｽ ﾃ ﾑ 
主装置に､最新のﾃﾞｰﾀを記憶したﾃﾞｰﾀ記憶領域以外

のﾃﾞｰﾀ記憶領域に対してﾃﾞｰﾀの再書込みを行うﾃﾞｰﾀ
再書き込み手段を設けた 
 
PH02-89588 
 
 
 
 
 
 
 

カ
ー
ド
識
別 

ｹﾞｰﾄ:比較:処理時間 特登 2943410 

91.7.4 

G06K17/00 

非接触ﾊﾟｽｹﾞ- ﾄｼｽﾃﾑ 
前回の通信終了時間と通信開始時間とを比較する

比較手段と､この比較手段において両時間が略一致し
た際にｹﾞｰﾄ処理の実行を規制する 
 
PH03-164480 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

処
理
・
発
行 

単
一
識
別 

ｺﾏﾝﾄﾞ:ID 付加 特登 3007925 

90.3.22 

G07B11/00 

非接触式携帯用記憶媒体処理ｼｽ ﾃ ﾑ 
記憶媒体の識別ｺｰﾄﾞを処理ｺﾏﾝﾄﾞとともに送信する

識別ｺｰﾄﾞ送信手段を設け､主装置から識別ｺｰﾄﾞと予め
記憶している識別ｺｰﾄﾞとが一致した際に主装置から
送信された処理ｺﾏﾝﾄﾞを実行する 
 
PH02-75275 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

識別:ID:順次 特登 3154353 

92.8.24 

G07B15/00 

自動改札機および非接触ﾊﾟ ｽ ｹ -゙ ﾄｼｽﾃﾑ 
受付ｺﾏﾝﾄﾞに､複数種の媒体の内から単一の種類の

媒体に固有の識別ﾃﾞｰﾀを順次付加して送信する指定
媒体受付ｺﾏﾝﾄﾞ送信手段を設けた 
 
PH04-223937 

識別:ID:順次 特開平10-224278 非接触ﾃﾞ- ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
 

単
一
識
別 

識別:仮 ID 特開平10-224279 非接触識別ｼｽﾃﾑ 
 

識別:応答:再送回数 特開平10-340322 通信ｼｽﾃﾑ及び通信装置 
 

識別:ID:特定番号 特開平11-272815 ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ及びﾘ- ﾀﾞ 
 

複
数
識
別 識別:ID:ﾌﾗｸﾞ立て 特開 2000-276561 通信装置及び自動改札機 

 
通知:携帯電話:ｶｰﾄﾞ 特登 3007924 

90.3.20 

G07B11/00 

非接触式携帯用記憶媒体処理ｼｽ ﾃ ﾑ 
主装置に､携帯用記憶媒体の良否判定用ﾃﾞｰﾀを送信

する良否判定用ﾃﾞｰﾀ送信手段を設け､良否判定用ﾃﾞｰﾀ
に基づいて自己の良否を判定する良否判定手段と､良
否判定手段の判定結果が正常であった時に主装置か
ら送信されたﾃﾞｰﾀに係わる処理を実行する 
 
PH02-70730 

表示:ID 特開平5-108929 非接触記憶媒体対応装置 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ:応答:複数 特開平10-93485 識別ｼｽﾃﾑ 
 

衝
突
回
避 

識別:ID:上位ﾋﾞｯﾄ 特開平10-222623 非接触識別ｼｽﾃﾑ及び麻雀牌識別ｼｽﾃﾑ 
 

作
成 

ﾁｹｯﾄ:ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ:ﾊﾞﾘｭｰ 特開平10-162176 自動改札ｼｽﾃ ﾑおよび自動改札方法 
 
 
 

識別:応答:時間 特開平10-261983 非接触識別ｼｽﾃﾑ ､ﾘ- ﾀﾞﾗｲﾀ及びﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
 分

類 ｹﾞｰﾄ:退場:親子ｶｰﾄﾞ 特開平10-283442 識別ｼｽﾃﾑ､ｹﾞ- ﾄ管理装置及びｹ -゙ ﾄ管理ｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

廃
棄 

廃棄:回収 特開平10-232908 通信装置 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御 

選択:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特登 2956241 

91.3.1 

G06K17/00 

ﾃﾞ- ﾀ処理ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾓﾘに保持されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ選択手

段と､選択されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行手段
とを具備する 
 
PH03-61135 

デ
ー
タ 

出
力 

印刷:伝票:配送先 特開平9-1956 輸送業務用伝票およびR/ W 機能付きﾌﾟﾘﾝﾀ 
 

表示:情報:改札 特開平4-312193 非接触ﾊﾟｽｹﾞ- ﾄ 
 表

示 表示:情報 特開 2001-118095 非接触ﾊﾟｽｹﾞ- ﾄ 
 

デ
ー
タ 

編
集 

判別:指定ﾋﾞｯﾄ 特開平9-212608 ID ｺﾝﾄﾛ- ﾗ 
 

磁
気
ス
ト 

ラ
イ
プ 

併用:磁気ｶｰﾄﾞ 特開平10-124622 ｶ- ﾄ ﾞ処理方法とその装置 
 

誤り検出:ﾊﾟﾘﾃｨ 特開平9-212605 ﾃﾞ- ﾀ伝送装置 
 

誤
り 

検
出 識別:ID:起動 特開 2001-135180 ｽｲｯﾁ装置 

 

試
験 

診
断 

書込:情報:電池 特開 2000-36326 蓄電池管理ｼｽﾃﾑ 
 

誤
動
作 

改札:両方向型:交互交信 特登 3154352 

92.8.20 

G07B15/00 

ｹﾞ- ﾄ装置および非接触ﾊﾟｽｹ -゙ ﾄｼｽﾃﾑ 
双方向の通路を構成するｹﾞｰﾄ装置が有するｱﾝﾃﾅの

うちの一方のｱﾝﾃﾅとの間でﾃﾞｰﾀの送受信が実行され
ている際には､他方のｱﾝﾃﾅとのｹﾞｰﾄの送受信を無効に
する 
 
PH04-221195 

雑
音 

符号化:搬送波:断続 特開平7-98750 識別ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱ 
 

処
理
・
発
行 

エ
リ
ア 

拡
大 

検出:通過:通信距離制御 特開平10-198830 通行許可装置､通行許可方法および扉解施錠装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特 許 番 号 
出 願 日 
主 I P C  

共 同 出 願 人 

発明の名称 
概要 

ｹﾞｰﾄ:比較:終了時間 特登 3067280 

91.7.5 

G07B15/00 

ｹﾞ- ﾄｼｽﾃﾑおよびｹﾞ- ﾄ装置 
入場処理の終了時間を記録媒体に書込む終了時間

書込手段より読み取った終了時間を現在時間と比較
する比較手段と､比較結果に応じて記憶媒体の記憶内
容を入場処理前の状態に復元する記憶内容復元手段
とをｹﾞｰﾄに設けた 
 
PH03-165681 

取付:衣料:ﾚﾝﾀﾙ 特開平9-6851 衣服回収ｼｽﾃﾑおよび衣服管理ｼｽﾃﾑ 
 

ｹｰｽ:ｱﾝﾃﾅ 特開平10-11634 取引ｶ- ﾄﾘ ｯ ｼ ﾞ ､取引処理装置､取引処理ｼｽﾃﾑおよび取引
処理方法 

取付:書籍 特開平10-307871 物品貸出返却装置､物品登録装置及び利用者登録装置 
 

応
用 

ｹｰｽ:ID:表示 特開平10-340141 携帯ﾃﾞ- ﾀ表示装置 
 

盗
難 

比較照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平8-77110 情報ｼｽﾃﾑ 
 

電子錠:切換:交信回数 特開平10-124634 非接触媒体処理方法とその装置および入退室管理装
置 電

子
錠 電子錠:通知:受信 特開平 10-292686 非接触識別ｼｽﾃﾑ 

 
ﾒﾓﾘ:ｽﾃｰﾀｽ 特登 3087329 

91.3.15 

B23Q17/00 

物品識別装置 
物品識別装置に周期的に上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの制御情報や

ｺﾏﾝﾄﾞ情報を読出す制御情報読出し手段､ｺﾏﾝﾄﾞ情報読
出し手段を設け､ｺﾏﾝﾄﾞを実行した後その処理結果を
上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒﾓﾘに書き込むことにより､上位ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを容易にする 
 
PH03-77039 

取付:荷物:仕訳 特開平9-6844 輸送業務用ｶ- ﾄﾞ型ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘｱおよびそのｶ- ﾄﾞ型ﾃﾞ- ﾀｷｬﾘ
ｱを使用した輸送配達ｼｽﾃﾑ 

識
別 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特開平10-107707 書込/ 読出制御ﾕﾆｯﾄ及び物品識別ｼｽﾃﾑ 
 

案
内 

取付:荷物:仕訳 特開平9-231428 集配情報確認装置 
 

ETC:案内:ﾚｰﾝ 特開平10-124711 案内装置および自動改札機 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 改札:判別:入退場 特開 2000-113240 非接触自動改集札機および非接触乗車券 

 
＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.3.1 企業の概要 

表 2.3.1 大日本印刷の企業概要 

商号 大日本印刷 株式会社 
本社所在地 東京都新宿区 
設立年 1894 年（明治 27 年） 
資本金 1,114 億 6,476 万円（2001 年３月末） 
売上高 （連結：１兆 2,867 億３百万円） 
従業員数 10,698 名（2001 年３月末） 
事業内容 ・情報メディア部門（売上構成比 55%） 

（書籍、カタログ、証券、各種カード、マルチメディアソフト等） 
・生活建材部門（売上構成比 27%） 

（食品･飲料等包装材、プラスチックボトル、住宅･家具等の内外装材等） 
・情報電子部材部門（売上構成比 18%） 

（シャドウマスク、フォトマスク、液晶ディスプレイ用カラーフィルター等） 

1989 年に、IC カード関連の基本特許を所有するブル社（フランス）と合弁会社を設立

した。IC カード技術の開発からソリューションにまで至り、上流から下流までのトータル

なサービスを提供する。接触型、非接触型、IC タグ等、さまざまなタイプのカードを提供

している（出典：大日本印刷のホームページ（HP）、http://www.dnp.co.jp）。 

 

2.3.2 製品例 

取扱い事業部門は、情報メディア部門である。 

リライト機能を搭載した非接触型 IC カードを、国内で初めて製品化した。また「テト

ラブリッドカード」の商品名で、磁気、接触型 IC、非接触型 IC、光等を複合化したカード

を発売した（出典：2000 年の電子機器年鑑）。 
 

表 2.3.2 大日本印刷の製品例（出典：大日本印刷の HP） 

製品名 発売年 概要 
ACCUWAVE 
(ｱｷｭｳｪｲﾌﾞ) 

2000 年 10 月
より生産開
始 

・アンテナの設計、基材へのアンテナ形成、IC チップの
実装、パッケージ化等、全て内製化したオリジナルの
非接触型 IC タグ。 

BiStatix 
(ﾊﾞｲｽﾀﾃｨｯｸｽ) 

2000 年中に
商品化予定 

・モトローラ社（米国）製の非接触型 IC タグ。 
・ﾊﾞｲｽﾀﾃｨｯｸｽを実装した印刷物は、紙ベースでありなが

ら、非接触でのデータの読み取り・書き込みができる。 
・2000 年 2 月より、モトローラ社と共同で、実用化に向

けた開発を行う。 
ハイブリッド・カード 2000 年 

量産開始 
 

・１枚のカードに接触型 IC チップと非接触型 IC モジュ
ールを埋め込んだカード。 

・高いセキュリティ性とマルチアプリケーションを持つ
接触型 IC と高い利便性を持つ非接触型 IC のメリット
を併せ持つ。 

・日立製作所の社員証向けカードを受注した。 

 

2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.3.3 に、非接触型 IC カードの大日本印刷の出願件数と発明者数を示す。発明者数

は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

大日本印刷の開発拠点：東京都新宿区榎町７番地 大日本印刷（株）内 

2.3 大日本印刷 
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図 2.3.3 大日本印刷の出願件数と発明者数 
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図 2.3.4 に、非接触型 IC カードの大日本印刷の技術要素と課題の分布を示す。技術要

素「カード実装」に、出願が多い。その内、課題「剛性･耐性、外観向上、製造性」に出願

が多い。内容は、「剛性･耐性」ではカードの補強、「外観向上」では表面平滑化、「製造性」

ではホットメルト製法による反り防止、工程短縮、ACF による接続等、多岐にわたる。 

 

図 2.3.4 大日本印刷の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3.4 に、大日本印刷の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 192

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 182 件

を示す。その内登録になった特許２件と海外出願された３件は、図と概要入りで示す。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

破壊:模様 特開平 11-291681 ｶ-ﾄﾞの保護方法 
 

媒
体

正
否 

識別:模様 特開 2001-134733 ﾗﾍﾞﾙ 
 

凹部:封止 特開平 7-228082 情報ｶ-ﾄﾞの製造方法および情報ｶ-ﾄﾞ 
 

成形:ｲﾝｻｰﾄ:凹部 特開平 8-276459 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

補強:枠 特開平 9-104191 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

絶縁材:基材 特開平 9-131988 非接触型 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙおよび非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:硬質材 特開 2001-118039 ｶ-ﾄﾞｹ-ｽ 
 

剛
性
・
耐
性 

補強:金属板 特開 2001-147999 非接触式ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

凹部:硬化性樹脂封止 特開平 7-156582 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

融着:超音波 特開平 10-147089 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

Ｉ
Ｃ
飛
出
し 仮止め:未硬化 特開平 10-193853 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

封止:樹脂 特開平 10-6669 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙﾊﾟｯｹ-ｼﾞ 
 

封止:樹脂 特開平 10-193854 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品
破
壊 保護部材 特開 2000-30020 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

成形:樹脂:抗菌剤 特開平 9-76677 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

凹部:ｶﾊﾞｰ 特開 2000-67193 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:切削 特開 2000-182018 耐熱性 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

耐
水
・
磨
耗 

基材:耐熱性 特開 2001-5934 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

耐
熱･

放
熱 

基材:PET 特開 2000-85283 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:艶消し 特開平 7-329468 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

凹部:封止 特開平 8-337084 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

封止:樹脂 特開平 10-24685 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:祖面接着 特開平 10-24688 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

保護部材 特開平 10-86569 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

封止:高軟化点化 特開平 11-1083 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

カ
ー
ド
実
装 

外
観
向
上 

貼着:重ね合せ 特開平 11-91275 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

印刷面:保護部材 特開平 8-129656 反復記録可能な感熱ﾗﾍﾞﾙを貼着したｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:封止 特開平 9-123654 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

印
字
特
性 表面ｼｰﾄ:樹脂ﾌｨﾙﾑ 特開平 11-291679 ｶ-ﾄﾞの記録方法及びｶ-ﾄﾞ 

 

凹部:嵌合 特開平 6-286375 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:超音波 特開平 6-286376 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:封止:加圧 特開平 6-286377 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

凹部:封止:加圧 特開平 6-286378 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:接着剤 特開平 6-286379 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表面ｼｰﾄ:樹脂 特開平 9-109584 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

仮止め:接着剤 特開平 10-147088 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

凹部:接着剤 特開平 10-166771 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:線膨張係数 特開平 10-175387 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

基材:非結晶ｺﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 特開 2000-85282 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

表
面
平
滑 

開口部:実装 特開 2000-222546 IC ｶ-ﾄﾞ製造方法とその装置 
 

接続:端子:ｽﾙﾎｰﾙ 特開平 7-146922 非接触型 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製
造方法 

接
続
強
化 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起:ﾊﾝﾀﾞ 特開平 11-328355 IC ｶ-ﾄﾞ用 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

接着:2 混合 特開平 9-109578 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

封止:樹脂:同種 特開平 10-86570 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

融着:凹凸 特開平 10-181262 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

凹部:切削:残存薄層 特開平 11-353439 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法､非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ
用基体 

 

接
着
強
化 

成形:ｲﾝｻｰﾄ:真空 特開平 8-276458 非接触 IC ﾀｸﾞの製造方法及び非接触 IC ﾀｸﾞ 
 

融着:凹凸 特開平 9-86084 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

開口部:実装 特開平 10-264563 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

製
造
性 

開口部:実装 特開 2001-101372 ｱﾝﾃﾅ内蔵型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

凹部:紙基材 特開 2000-148949 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

凹部:紙基材 特開 2000-155820 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

カ
ー
ド
実
装 

工
程
短
縮 凹部:紙基材 特開 2000-155821 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

位置決め:ﾊﾟｲﾛｯﾄ穴 特開 2000-33791 ｶ-ﾄﾞの印刷見当合わせ方法 
 

ACF:易転写 特開 2000-90226 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法および IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

品
質
向
上 被覆:透明樹脂 特開 2000-123137 非接触型 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび製造方

法 
 

補強:繊維 特開平 10-181261 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 そ

り 

防
止 熱加圧溶融:凹部 特開平 10-203061 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

封止:樹脂 特開平 11-184997 非接触型 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび製造方
法 

 
基材:ﾀﾞﾚ:ｽﾍﾟｰｻｼｰﾄ 特開 2001-52129 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 

 

コ
ス
ト
低
減 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開 2000-276569 IC ﾁｯﾌﾟ及びそれを内蔵したﾒﾓﾘ-媒体 
 

包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 10-293827 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ封入体及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

作
成 包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 11-25242 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ封入体及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

構
造 

ｺｲﾙ:配置 特開 2000-231620 ｶ-ﾄﾞ 
 

配
線 

表面ｼｰﾄ:導電層:ｺﾝﾃﾞﾝｻ 特開 2000-123136 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 7-68978 複合記録媒体 
 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 7-125483 書換え表示付き非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子 特開平 8-287206 非接触情報記録表示媒体 
 

ﾘﾗｲﾄ:多重感熱 特開平 9-230790 多重転写による表示情報の更新方法 
 

分離:切取り部 特開平 11-291684 非接触式情報媒体 
 

分離:切取り部:葉書 特開 2000-62355 非接触 IC 記録媒体を有する葉書および非接触 IC
記録媒体を葉書で郵送する方法 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ:名刺 特開平 11-245564 繰返し使用可能な名刺及びその使用方法 
 

表
示 

表示:液晶:反射光 特開 2001-109956 電子棚札 
 

誤
動
作 

ｶｰﾄﾞ:外形:相違 特開平 11-265429 IC ｷｬﾘｱ 
 

多
重
化 

ｺｲﾙ:複数方式 特開平 11-328344 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:通帳 特開 2000-153681 非接触 IC 記憶媒体を有する冊子状印刷物 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

分離:記憶部 特開 2000-187689 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

書込:暗号化 特開 2000-194603 IC ｶ-ﾄﾞ内情報復号ｼｽﾃﾑ 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 分離:回路 特開 2001-101081 IC ﾁｯﾌﾟおよび IC ｶ-ﾄﾞ 

 

比較照合:情報:通帳 特開 2000-289373 通帳 
 

不
正
使
用 

回路:ﾛｯｸ 特開 2001-134732 ﾗﾍﾞﾙ 
 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:符号:有価証券 特開平 8-156473 金券類およびその偽造防止方法 
 

真
偽

判
定 

比較照合:印影:通帳 特開 2000-301861 通帳およびその使用方法 
 

処
理

時
間 

送信:ﾃﾞｰﾀ:圧縮 特開 2000-137776 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞに対する情報の送受方法 
 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開平 11-78323 

97.9.5 

B42D15/10,521 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
ｱﾝﾃﾅｺｲﾙの両端子がIC ﾁｯﾌﾟに接続する端子間に短

絡回路が形成されており､短絡回路が切断されない
限り非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能せず､短絡回路が切断され
た際に非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能する 

 
PH09-256185 
 
 
 
 
 
 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開平 11-126245 

97.10.23 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
ｱﾝﾃﾅｺｲﾙの両端子がIC ﾁｯﾌﾟに接続する端子間に易

短絡化回路が形成されており､易短絡化回路が短絡
化された場合は非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能せず､短絡化回
路が切断された際に､非接触 IC ｶｰﾄﾞが機能復帰する 

 
PH09-308074 
 
 
 
 
 
 

分
類 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開 2000-36020 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

入力ｷｰ 特開平 7-249109 ﾃﾝｷ-付き非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びそれを用いた来場管理
ｼｽﾃﾑ 多

機
能
化 

入力ｷｰ 特開 2000-108562 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

回
路
・
機
能 

機
能
切
換 

選択:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特開 2001-101362 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

処理:時間監視 特開 2001-52130 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表示:情報 特開平 10-149414 

97.9.11 

G06K19/00 

IC ｶ-ﾄﾞの記録内容を表示する機能を有するｶ-ﾄﾞ入
れ 

複数のｶｰﾄﾞ保持手段と､ｶｰﾄﾞ保持手段の少なくと
も 1 つに保持された IC ｶｰﾄﾞから情報を読取る読取
手段と､表示手段と､読取手段によって読み取られ
た情報を表示させる表示制御手段とを備えた 

 
PH09-246324 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示:EL 特開 2000-194811 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表
示 

表示:EL 特開 2000-194808 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開平 11-184999 ｱﾐｭ-ｽﾞﾒﾝﾄ施設等の運営ｼｽﾃﾑとそれに使用する携帯
可能な電子媒体 

書込:電話番号 特開平 11-261689 ｺﾝﾀｸﾄﾚｽ IC 電話帳ｶ-ﾄﾞ､IC 電話ｶ-ﾄﾞ用電話機および
IC 電話ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

管理:製造工程:ﾏﾆｭｱﾙ 特開 2001-142523 製造手順情報管理ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

取付:商品 特開 2000-207513 応募ｼ-ﾙ集計ｼｽﾃﾑ､購買傾向ﾃﾞ-ﾀ解析ｼｽﾃﾑと応募ｼ-ﾙ 

郵便:葉書 特開平 11-301148 非接触電子部品を有する葉書 
 識

別 取付:名札 特開平 11-272180 

日本ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

名札 
 

案
内 

ｼｽﾃﾑ:ﾎﾃﾙ 特開平 11-227369 ﾎﾃﾙ管理ｼｽﾃﾑとそれに使用する非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

回
路
・
機
能 

ゲ
ー
ト 

管理:出退勤 特開平 11-203367 ｱﾐｭ-ｽﾞﾒﾝﾄ施設等の従業員管理ｼｽﾃﾑとそれに使用す
る非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

偽
造
改

ざ
ん 

分離:記憶部 特開平 6-342485 情報ｶ-ﾄﾞ 
 

媒
体
正
否 

比較照合:発光 特開平 10-76781 認識用ﾏ-ｸ､ﾏ-ｸ記録体､及びﾏ-ｸ認識方法 
 

光
学 

表
示 

表示:情報 特開平 7-182472 表示部付きｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

真
偽

判
定 

書込:固有番号:ｶｰﾄﾞ番号 特開 2000-67177 ｶ-ﾄﾞ情報処理装置 
 

分離:記憶部 特開 2000-123139 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

プ
ラ
イ
バ

シ 分離:記憶部 特開 2000-227956 携帯可能記憶媒体及びその発行方法 
 

暗
証

照
合 

比較照合:暗号ｷｰ 特開 2001-60259 複合型 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ偽造検知ｼｽﾃﾑ 
 

暗
号化 

暗号化 特開 2000-194799 携帯型信号処理装置 
 

剛
性･

耐
性 

応力緩衝:溝 特開 2000-207518 接触型非接触型共用 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

小
型化 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開 2001-67450 接触型非接触型共用 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙとそれを使用した接
触型非接触型共用 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

薄
型化 

成形樹脂:含有:遮光性 特開平 11-34552 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-ﾄﾞ及びそれに使用する IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

接続:端子:ｽﾙﾎｰﾙ 特開平 7-239922 IC ｶ-ﾄﾞ用 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

接続:導電性接着剤 特開 2000-182017 接触型非接触型共用 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

接続:端子:ｽﾙﾎｰﾙ 特開 2001-56850 非接触交信機能付き IC ﾓｼﾞｭ-ﾙと接触型非接触型共
用 IC ｶ-ﾄﾞ 

接
続
強
化 

接続:導電性接着剤 特開 2000-207519 接触型非接触型共用 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

給電:電磁結合 特開平 9-69144 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞのｱｸｾｽ装置/ｱｸｾｽ方法 
 

給電:接触端子 特開平 9-326021 複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
源
供
給 電源:切断:処理回路 特開 2000-276566 複合ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ用集積回路およびそれを用いた複合

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:複数 特開平 11-353441 接触･非接触併用型の IC ﾁｯﾌﾟ及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

構
造 

凹部:接着剤 特開平 11-105473 IC 付き光ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

多
機

能
化 

IF:通信機器 特開 2000-341763 無線通信ｼｽﾃﾑ､可搬記録媒体および情報処理装置 
 

併用:切換 特開 2001-101376 接触/非接触共用型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 機

能
切
換 

ｹｰｽ:ｱﾝﾃﾅ 特開 2000-259800 IC ｶ-ﾄﾞ装置､IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞｹ-ｽ 
 

併
用 

静
電

破
壊 

導電部材:金属板:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-250209 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

多
重化 

選択:通信方法:利用頻度 特開 2000-163538 情報記憶媒体 
 

取付:記録媒体 特開 2000-67173 ｶ-ﾄﾞ情報処理装置 
 

併
用 

応
用 通信:接触:停止 特開 2000-172810 携帯型情報処理媒体 

 

薄
型化 

ｺｲﾙ:印刷:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開 2000-163549 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 8-335258 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

接続:端子:ｽﾙﾎｰﾙ 特開 2000-132657 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

接続:ｺｲﾙ露出 特開 2001-147998 非接触式ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱおよびその製造方法 
 

接
続
強
化 

接続:電着:ｲｵﾝ性化合物 特開 2000-207517 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ｺｲﾙ:保護:ﾚｼﾞｽﾄ 特開 2001-143036 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱとそれに使用する IC ﾁｯﾌﾟおよび非
接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱへの IC ﾁｯﾌﾟ装着方法 

ｺｲﾙ:保護:ﾚｼﾞｽﾄ 特開 2001-143037 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱとその製造方法 
 

接
着
強
化 

ｺｲﾙ:形状:台形断面 特開 2001-143038 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱとその製造方法 
 

製
造性 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 特開平 11-250212 配線ﾊﾟﾀ-ﾝの形成方法 
 

ｺｲﾙ:内外通信用 特開 2001-101370 情報処理媒体 
 

複
数
識
別 

ｺｲﾙ:IC ﾁｯﾌﾟ用 特開 2001-101371 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

切換:初期動作:負荷 特開平 8-30752 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

検出:電圧:斬増 特開平 7-271940 半導体記憶媒体､半導体記憶媒体への非接触電源供
給方法および供給装置 

検出:電圧:比較 特開平 7-271941 半導体記憶媒体､半導体記憶媒体への非接触電源供
給方法および供給装置 

電源:補助:処理用 特開平 9-35028 補助電源付き非接触情報記録媒体 
 

電
源
供
給 

発電:運動 特開平 10-86567 ｶ-ﾄﾞ 
 

電
池 

充
電 

発電:運動 特開平 9-44622 発電機能付き非接触情報記録媒体 
 
 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｺｲﾙ:ﾊﾟﾀｰﾝ:選択 特開 2000-132652 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅｺｲﾙのﾊﾟﾀ-ﾝ決定方法 
 

試
験

診
断 

検査:ｺﾝﾃﾞﾝｻ:短絡 特開 2000-242755 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法と非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

多
重
化 

ｱﾝﾃﾅ:選択:固定/可動 特開 2000-113149 非接触型 IC ﾁｯﾌﾟ内蔵媒体ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

信
号

処
理 

共振周波数:切換:Q 値 特開 2001-10264 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとそのｱﾝﾃﾅ特性調整方法 
 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-235635 ｺﾝﾃﾞﾝｻ内蔵非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 回

込 

信
号 調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-259805 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

同
期 

切換:待機ｻｲｸﾙ数:ｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟ

ｲﾝﾄ 

特開平 8-138015 情報記録媒体および情報記録媒体に対するﾃﾞ-ﾀ伝
送方法 

変
復調 

変調:振幅:負荷抵抗 特開平 11-250210 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

エ
リ
ア

拡
大 

受信強度:制御:自己消費 特開平 11-250211 IC ｶ-ﾄﾞおよび電源回路 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

相
互

干
渉 

変調:可変:搬送周波数 特開平 8-85283 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

不
要
信
号 

ﾘｾｯﾄ:外部:無ﾊﾟﾙｽ 特登 3071912 

91.11.12 

G06K17/00 

半導体記憶媒体へのﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑにおけるﾘｾｯﾄ方
法およびこの方法の実施に適した半導体記憶媒体 

ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀから記憶媒体に対して与える外部ﾘｾｯﾄ指
令を､信号波にﾊﾟﾙｽを所定期間だけ配置しないこと
により伝達するﾘｾｯﾄ方法 

 
PH03-323717 
 
 
 
 
 
 

同
期 

ﾄﾘｶﾞ:時間遅れ:ﾋﾞｯﾄ 特開平 5-135221 半導体記憶媒体におけるﾃﾞ-ﾀの非接触転送方法 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

変
復調 

変調:振幅:負荷抵抗 特開平 5-135222 半導体記憶媒体におけるﾃﾞ-ﾀの非接触転送方法 
 

省
電 

力
化 

ｾﾝｻ:近接 特開平 11-96322 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ- 
 

ｺｲﾙ:巻回:ｺｱ空隙 特登 2123661 

92.12.11 

G06K17/00 

IC ｶ-ﾄﾞの処理方法 
ｶｰﾄﾞ処理装置のｷﾞｬｯﾌﾟを有するｺｱに巻装された送

信ｺｲﾙのｷﾞｬｯﾌﾟ部分にIC ｶ-ﾄﾞの平ｺｲﾙを配置すること
により形成される単一磁気ﾙｰﾄによって IC ｶｰﾄﾞとｶｰ
ﾄﾞ処理装置との間の双方向の通信を行う 

 
PH04-331707 
 
 
 
 
 

ア
ン
テ
ナ
と
線
路 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開平 11-134447 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

雑
音 

受信ｺｲﾙ:複数:直列接続 特開平 10-13311 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:暗号ｷｰ 特開平 11-15936 ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよびﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ IC ｶ-ﾄﾞ 
 

暗
証

照
合 

暗証照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:電子錠 特開平 7-207999 ﾃﾝｷ-付きｶ-ﾄﾞ 
 

デ
ー
タ

保
護 

搬送:速度制御 特開 2000-148923 IC ｶ-ﾄﾞ発行ｼｽﾃﾑ 
 

作成:ｶｰﾄﾞ 特開平 10-340318 ID ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

入力ｷｰ 特開平 11-259613 携帯可能な電子装置 
 

作
成 

選択:ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ 特開 2000-259791 IC ｶ-ﾄﾞ発行処理装置 
 

廃
棄 

管理:検査工程:合格 特開 2001-142522 製造ﾗｲﾝにおける不適合品管理ｼｽﾃﾑ 
 

多
機

能
化 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 特開平 9-62807 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびそのｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 
 

機
能

切
換 

併用 特開 2000-259789 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

ﾘﾗｲﾄ:多重感熱 特開平 7-93494 ｶ-ﾄﾞ発行機 
 

デ
ー
タ
出
力 

印刷:伝票:配送先 特開 2000-6550 配送伝票発行ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

ｼｽﾃﾑ:ﾎﾃﾙ 特開 2000-357272 表示機能付き非接触 IC ｶ-ﾄﾞを利用したﾎﾃﾙｻ-ﾋﾞｽｼｽﾃﾑ
と表示機能付き非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

取付:ﾎﾞﾄﾙ 特開平 11-73221 ﾋﾞｱ樽管理ｼｽﾃﾑ 
 

取付:ﾎﾞﾄﾙ 特開平 11-73461 ﾋﾞｱ樽管理ｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

識
別 

取付:ﾎﾞﾄﾙ 特開平 11-73219 ﾋﾞｱ樽管理ｼｽﾃﾑとﾋﾞｱｻ-ﾊﾞ 
 

ｹﾞｰﾄ:ﾘﾓｺﾝ 特開平 10-334193 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘﾓｺﾝ装置 
 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開 2000-207468 ｲﾍﾞﾝﾄにおける来場者管理ｼｽﾃﾑとそのｻﾌﾞｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

ｹﾞｰﾑ機:書込:訪問先 特開 2000-218033 ﾗﾘ-ｹﾞ-ﾑｼｽﾃﾑ 
 

機
構 

妨
害
波 

搬送:磁束直交 特開平 9-102021 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用通信装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.4.1 企業の概要 

表 2.4.1 日立製作所の企業概要 
商号 株式会社 日立製作所 
本社所在地 東京都千代田区 
設立年 1920 年（大正 9 年） 
資本金 2817 億 54 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 4 兆 158 億 24 百万円（2001 年 3 月期） （連結：8 兆 4,169 億 82 百万円） 
従業員数 55,609 名（2001 年 3 月末）（連結：340,939 名） 
事業内容 
（ 売 上 構 成 比 は
連結ベース） 

・情報・エレクトロニクス（売上構成比 32%） 
・電力・産業システム（売上構成比 23%） 
・家庭電器（売上構成比 9%） 
・材料（売上構成比 13%） 
・サービスその他（売上構成比 23%） 

 

モンデックス社（イギリス）の MULTOS（複数アプリケーションを搭載して高セキュリ

ティの IC カード用 OS）の仕様制定、維持管理するコンソシアムである MAOSCO の有力メ

ンバーであり、MULTOS を中心とした IC システムの事業展開を行う（出典：三和総研の IC

カードビジネス最前線）。 

 

2.4.2 製品例 

取扱い事業部門は、i.e.ネットサービスグループ、システムソリューショングループ

である。接触型および非接触型の IC カードを使った各種システムを、プランニングから

業務システム構築・関連機器・IC カード発行・運用管理まで、トータルにソリューショ

ンとして、1997 年より提供している。現在は、「Solutionmax with SmartCard」の総称下

で、接触型および非接触型それぞれの特徴にあったシステムを提供している。非接触型を

使ったものとしては、交通カードソリューション、アミューズメントカードソリューショ

ン、物流タグソリューション等がある（出典：日立評論 1998 年 4 号）。 

 

表 2.4.2 日立製作所の製品例（出典：日立評論 1998 年 4 号） 
製品名 発売年 概要・特徴 

交通カードソリューション
（電子乗車券システム） 

記載なし ・改札時利用者は非接触型 IC カードを改札機にかざす
だけですむ。 

・電子乗車券発行システム、電子乗車券中継システ
ム、電子乗車券センタシステムのサブシステムから
構成。 

アミューズメントシステム 記載なし ・メンバーズカード、チケットとして IC カードを導入
することにより、顧客の囲い込みによるリピータの
確保が図れ、施設内決済等のキャッシュレス化をは
じめとしたパーク運営の効率化を実現します。 

・電子マネーシステム、ポイントカードシステム、チ
ケットシステムのサブシステムから構成。 

物流タグソリューション 記載なし ・産業および流通業向けに、ラベル状の標準的な RFID
タグ「ICODE」を利用した「物品管理システム」の導
入により、入庫・在庫・出庫等の単品管理を可能と
する。 

 

2.4 日立製作所 
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2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.4.3 に、非接触型 IC カードの日立製作所の出願件数と発明者数を示す。発明者数

は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

日立製作所の開発拠点：茨城県勝田市稲田 1410 番地 (株)日立製作所 

AV 機器事業部内 

            横浜市都筑区加賀原２丁目２番 (株)日立製作所 

                          システム開発本部内 

            横浜市戸塚区戸塚町 216 番地 (株)日立製作所 

                          情報通信事業部内 

            愛知県尾張旭市晴丘町池上１番地 (株)日立製作所 

                          オフイスシステム事業部内 

 

図 2.4.3 日立製作所の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.4.4 に、非接触型 IC カードの日立製作所の技術要素と課題の分布を示す。全体に

バランスのとれた出願である。その中でも、技術要素「電磁誘導（カード）」における課

題「電源供給」で、電源の安定供給のための各種解決手段の内容を保有しているという特

徴がみられる。「電磁誘導（リーダライタ）」においても、カードへの安定的な電源供給手

段の内容を保有している。技術要素「処理･発行」では、課題「応用」に出願が最も多い

が、内容は電子錠システムや入退出管理に関するものである。 
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図 2.4.4 日立製作所の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.4.4 に、日立製作所の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数

170 件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた

163 件を示す。その内、海外出願された７件は、図と概要入りで示す。 

 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。） 
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課  題

技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造 

改
ざ
ん 

破壊:回路 特開 2000-293656 非接触 IC ﾁｯﾌﾟ 
 

媒
体 

正
否 

識別:結晶欠陥 特開 2000-235636 欠陥情報を利用した情報媒体 
 

挟持:充填:接着剤 特開平 8-316411 半導体装置 
 

補強:金属板 特開 2000-148960 半導体装置 
 

剛
性
・
耐
性 補強:ｼｰﾙ 特開 2000-259804 IC ｶ-ﾄﾞ補強構造 

 

挟持:充填:導電性接着剤 特開平 10-95188 半導体装置 
 Ｉ

Ｃ 

飛
出
し 挟持:充填:導電性接着剤 特開平 10-95189 半導体装置の製造方法 

 

補強:枠 特開平 11-40705 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

異方性ｴｯﾁﾝｸﾞ:ﾁｯﾌﾟ分離 特開 2000-183025 半導体装置の製造方法 
 

封止:曲面形状 特開 2000-339427 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:枠 特開 2000-200333 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

基材:弾性率 特開 2000-231621 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品
破
壊 

補強:硬質材 特開 2000-276567 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
熱
・ 

放
熱 

放熱部材:金属箔 特開 2000-163543 無線 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

隠蔽層:明度 特開平 11-99781 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ｶｰﾄﾞ:ｴﾝﾎﾞｽ 特開平 11-129660 

日立化成工業 

半導体装置 
 

印
字
特
性 ｶｰﾄﾞ:記入欄 特開 2000-321984 RF-ID ﾀｸﾞ付きﾗﾍﾞﾙ 

 

薄
型
化 

ACF:異融点結合 特開平 11-175683 非接触式の IC ｶ-ﾄﾞ並びに回路基板及びその製造方法
並びに電子部品の実装構造体及びその製造方法 

 
 

接続:並列 特開平 10-79471 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾘﾝｸﾞ 

半導体装置､その製造方法及びﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｶ-ﾄﾞ 
 
 

接続:側面:薄膜ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 特開平 10-242477 半導体装置およびその製造方法 
 
 

接続:熱圧着:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起 特開 2000-114314 半導体素子実装構造体およびその製造方法並びに IC
ｶ-ﾄﾞ 

 

接
続
強
化 

基材:接続:分岐回路 特開 2001-53395 

日立化成工業 

電子回路基板 
 
 

カ
ー
ド
実
装 

接
着

強
化 

積層:ﾌｨﾙﾑ:厚さ 特開 2001-47586 ﾌｨﾙﾑ積層装置及び方法 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

工
程
短
縮 

熱加圧溶融:仮止め 特開平 11-161760 

97.11.26 

G06K19/077 

薄型電子回路部品及びその製造方法及びその製造装
置 

ｱﾝﾃﾅｺｲﾙを含む導体ﾊﾟﾀｰﾝは､ﾌｨﾙﾑの一面に形成され
ている｡電子部品は､仮固定液によりﾌｨﾙﾑに固定され
る｡導体ﾊﾟﾀｰﾝおよび電子部品を覆うように､ﾌｨﾙﾑに対
してｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾑをﾗﾐﾈｰﾄすると同時に､電子部品は､導体
ﾊﾟﾀｰﾝに接続される 

 
PH09-324174 

コ
ス
ト 

低
減 

絶縁材:介在 特開平 11-167612 無線 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

容
量 

増
大 

ﾒﾓﾘ:薄膜ｷｬﾊﾟｼﾀ 特開 2000-124411 半導体素子 
 

部
品 

配
置 

取付:貼着 特開 2000-293648 IC ｼ-ﾙ 
 

静
電 

破
壊 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:導電部材:配線 特開平 11-306302 携帯移動端末 
 

取付:衣料 特開平 11-15377 商品ﾀｸﾞおよびその利用装置 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 点字:ｷｰﾄｯﾌﾟ 特開 2000-271163 物品位置報知ｼｽﾃﾑ 

 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:端末:種別 特開 2000-231608 移動体識別装置及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

処
理

時
間 

送受信:並列 特開平 8-287199 

日立ﾏｸｾﾙ 

雑音低減非接触並列ﾃﾞ-ﾀ転送装置およびその方法 
 

書換:退避 特開平 10-105659 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾒﾓﾘ電圧:昇圧:電位成分 特開平 11-73481 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

分離:記憶部 特開 2000-322528 非接触ﾃﾞ-ﾀ供給ｼｽﾃﾑ及びこれに用いる送受信器 
 

メ
モ
リ
制
御 

書換:1 ﾋﾞｯﾄ毎 特開 2001-22911 移動体識別装置 
 

書
込
・
読
取 

雑
音 

読取:挿入:ﾃﾞｯﾄﾞﾀｲﾑ 特開 2000-11106 

日立ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
 

破壊:情報 特開 2000-311231 ｶ-ﾄﾞ部材 
 
 

偽
造
改
ざ
ん 

破壊:情報 特開 2000-339436 半導体装置 
 

回
路
・
機
能 

本
人

照
合 

認証:分離:決済 特開平 11-259616 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞによる処理方法 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

暗
号化 

暗号化:ﾏﾄﾘｸｽ回路 特開平 10-105669 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開平 11-167615 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

分
類 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開 2000-182015 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

使用/未使用判別可能な IC ｶ-ﾄﾞ 
 

多
機

能
化 

車載器:初期:課金 特開 2000-222609 料金徴収ｼｽﾃﾑの車載機及びｶ-ﾄﾞ型記憶媒体 
 

表示:感応:強度 特開 2000-137783 ｶ-ﾄﾞ型電子回路基板及び入出力装置 
表
示 表示 特開 2001-67444 IC ｶ-ﾄﾞ 

書換:商品情報 特開平 11-133860 IC ﾁｯﾌﾟを有する商品ﾀｸﾞ及び商品ﾀｸﾞを利用する商品
管理ｼｽﾃﾑ 

 

デ
ー
タ
編
集 

集計 特開 2000-357214 集計機能を備えた IC ｶ-ﾄﾞ及び集計処理方式 
 

試
験

診
断 

検出:抵抗値:ﾁｯﾌﾟ割れ 特開 2000-208709 半導体集積回路装置及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

応
用 

食器:注文 特開平 10-240821 ﾚｽﾄﾗﾝ注文処理ｼｽﾃﾑ 
 

回
路
・
機
能 

ゲ
ー
ト 

ﾁｹｯﾄ:搭乗情報 特開平 10-188056 

全日本空輸 

空港内総合 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

本
人

照
合 

比較照合:指紋 特開平 10-222633 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

光
学 

表
示 

光通信:表示 特開平 10-63807 ｶ-ﾄﾞ型情報制御装置 
 

エ
リ
ア 

一
様
化 

ｱﾝﾃﾅ:配置:両面 特開平 11-261456 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

マ
イ
ク
ロ
波 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｱﾝﾃﾅ:接地導体:ﾊﾟｯﾁ相似 特開平 11-261330 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｱﾝﾃﾅ 
 

電
源

供
給 

ｺｲﾙ:複数方式 特開平 10-91736 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:切換:ﾘｾｯﾄ 特開 2000-322149 半導体装置 
 

併用:光通信 特開平 8-77317 IC ｶ-ﾄﾞ 
 多

機 

能
化 通信:ｶｰﾄﾞ間 特開 2000-348144 携帯型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 

 

併
用 

静
電

破
壊 

短絡:侠持:配線 特開 2000-353227 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

接
続

強
化 

ｺｲﾙ:印刷:積層 特開 2000-348153 電子回路基板及びその製造方法 
 

コ
ス
ト

低
減 

ｺｲﾙ:印刷:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開 2000-105809 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞとそのｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀ-ﾝの製造方法 
 

複
数
識
別 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-137777 

98.10.30 

G06K19/07 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞをその外形を合わせて重ねた場合､一方の

IC ｶｰﾄﾞの有するｱﾝﾃﾅの他方の IC ｶｰﾄﾞのｱﾝﾃﾅ面への投
影図が､投影面上で他方のｱﾝﾃﾅ面に重複せざる領域を
有し IC ｶｰﾄﾞの出力が動作可能なるもの 

 
PH10-309964 
 
 
 
 
 
 
 
 

給電:調整:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開平 10-145987 

97.9.8 

H02J17/00 

電力伝送ｼｽﾃﾑおよびIC ｶ-ﾄﾞ並びにIC ｶ-ﾄﾞを用いた情
報通信ｼｽﾃﾑ 

伝送された誘起電力または誘起電力に応じた電圧
を検出し､この検出された誘起電圧または誘起電力に
応じた電圧に基づいてｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽを制御して所望の直
流電圧を得て内部回路に供給する 

 
PH09-242565 
 
 
 
 
 
 

検出:電圧:比較 特開平 10-49643 電子ｶ-ﾄﾞおよび情報機器 

電池:通知:電圧 特開平 11-144014 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

出力:基準電圧:ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾀ 特開平 10-201088 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

定電圧電源回路および半導体集積回路並びに IC ｶ-ﾄﾞ 

整流:FET:ｺｲﾙ中間端子 特開平 10-210751 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

整流回路および半導体集積回路並びに IC ｶ-ﾄﾞ 

電
源
供
給 

整流:ｽｲｯﾁ:変調同期 特開 2000-194809 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 

電
池

充
電 

給電:ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子 特開平 8-55198 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:停止 特開平 11-308079 半導体集積回路装置､およびそれを用いた IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 

回路:ｸﾗﾝﾌﾟ:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平 10-209782 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

電圧制限回路および半導体集積回路並びに IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

省
電
力
化 整流:ﾊﾞｲｱｽ:逆流 特開 2001-78461 IC ｶ-ﾄﾞ用整流回路 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

リ
ー
ド

ラ
イ
ト 

ｱﾝﾃﾅ:配置:接地導体 特開 2000-332523 無線ﾀｸﾞ､その製造方法及びその配置方法 
 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 10-203066 

97.1.28 

B42D15/10,521 

日立化成工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
定められた大きさの中で､部分的にｺｲﾙのﾊﾟﾀｰﾝ線幅

を広くするとともに､表側のｺｲﾙと裏側のｺｲﾙの位置が
重ならないように配線ﾊﾟﾀｰﾝを構成する 

 
PH09-13650 
 
 
 
 
 

誤
使用 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開平 11-110507 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及び非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置 
 

同
期 

電源:ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ:受信搬送

波 

特開平 10-209929 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

ｸﾛｯｸ発生回路および半導体集積回路並びに IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

妨
害波 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-222542 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

検出:位置:電力ｺｲﾙ 特開 2001-143034 情報処理ｼｽﾃﾑ 
 

信
号

処
理 

復調:切換:ASK 特開 2000-172806 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

復調:PSK:位相比較 特開平 10-215288 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

同
期 復調:PSK:位相変化点 特開平 10-210096 

日立超ｴﾙ ｴｽ ｱｲ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

復調回路および半導体集積回路並びに IC ｶ-ﾄﾞ 

変
復調 

変調:充放電:倍圧整流 特開平 10-322250 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび送受信回路 
 

通
信

維
持 

変調:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ:ｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱ 特開平 11-261339 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの変調信号入力回路 
 

多
重化 

選択:通信方法 特開平 11-154207 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

エ
リ
ア

拡
大 

受信強度:制御:自己消費 特開 2000-348152 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

デ
ー
タ

保
護 

交信:順番:特定 特開 2001-134724 ﾃﾞ-ﾀ読み出し/書き込み方法及びその実施装置並びに
その処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 

 

省
電

力
化 

変調:切換:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 10-107710 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

機
能

切
換 

併用:遠隔/近接 特開平 10-312445 近接･遠隔型非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

共振回路:配置:複数 特開平 9-319841 検品方法とその装置 
 

信
号
処
理 

共振周波数:搬送周波数:ず

らし 

特開 2000-148932 ﾘ-ﾀﾞまたは/およびﾗｲﾀ装置およびそれを用いた IC ｶ-
ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

ﾘｾｯﾄ:CPU:電圧検出 特開平 10-269327 

日立画像情報ｼｽﾃﾑ 

制御回路 
 

ｱﾝﾃﾅ:配置:隣接 特開平 11-345294 ﾘ-ﾀﾞまたは/およびﾗｲﾀｼｽﾃﾑおよびこれを用いた通信ｼ
ｽﾃﾑ 

不
要
信
号 

ﾘｾｯﾄ:内部:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平 11-272813 半導体集積回路及びｺﾝﾀｸﾄﾚｽｶ-ﾄﾞ 
 

整形:ｱﾅﾛｸﾞ信号:ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ 特開平 10-215209 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用送受信装置 
 

同期:状態遷移:中央部 特開平 11-355365 非接触ｶ-ﾄﾞの通信方法及び該通信に用いる集積回路 
 

同
期 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 11-328330 非接触ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ 
 

変調:位相:規定式 特開平 10-145443 

97.9.11 

H04L27/18 

ﾃﾞ-ﾀ通信方式､無線 IC ｶ-ﾄﾞおよび無線 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
周波数fpの信号を用いた電力伝送と周波数fsの搬

送波を用いたﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ通信を無線で行うｼｽﾃﾑにお
いて､fs=fp/N なる関係とし､位相変位 P を P=(M×
360 )/N なる PSK 変調する 

 
PH09-246426 
 
 
 
 
 
 
 

変調:位相:正弦波変換 特開平 11-112383 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置 
 

変
復
調 

変調:制御:ｵﾝｵﾌ 特開平 11-306299 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑとその制御方法 
 

通
信

維
持 

比較:位相:反転 特開平 10-307897 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア

拡
大 

ｴﾘｱ:制限:発砲樹脂 特開平 11-261331 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑの質問器ｱﾝﾃﾅ 
 

耐
環境 

ｹｰｽ:ID:表示 特開平 8-16737 ﾜｲﾔﾚｽｶ-ﾄﾞ情報の表示ｹ-ｽ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

電
源
供
給 

給電:調整ｺｲﾙ:受信強度 特開平 11-32452 

98.5.11 

H02J17/00 

ﾘ-ﾀﾞまたは/およびﾗｲﾀ装置 
ｶｰﾄﾞとの間で､ｶｰﾄﾞへの動作電力供給と通信用信号

の送信または送受信との両方を行うﾘｰﾀﾞﾗｲﾀであっ
て､両方の電磁界を発生する主ｺｲﾙまたはｽﾊﾟｲﾗﾙｱﾝﾃﾅ
を備えた｡さらに主ｺｲﾙまたはｽﾊﾟｲﾗﾙｱﾝﾃﾅによって発
生する磁界に対して逆位相の磁界を発生させて遠方
での電磁界強度を抑制する補助ｺｲﾙまたはｽﾊﾟｲﾗﾙｱﾝﾃﾅ
を備えた 

 
PH10-127526 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ｺｲﾙ:埋込み:磁性体 特開平 10-207998 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用送受信装置 
 

給電:設定:Q 値 特開平 11-75329 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

給電:調整:受信時間 特開平 11-32451 電力伝送ｼｽﾃﾑ及び電力伝送･通信ｼｽﾃﾑ並びにﾘ-ﾀﾞまた
は/およびﾗｲﾀ装置 

電
源
供
給 

電源:ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ:受信搬送

波 

特開 2000-163523 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 
 

機
能

切
換 

併用:切換 特開 2000-90215 ﾘ-ﾀﾞ及びﾗｲﾀ装置並びに非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 

ｺｲﾙ:配置:対称 特開平 11-88036 

98.6.19 

H01Q7/00 

日立国際電気 

ﾘ-ﾀﾞまたは/およびﾗｲﾀ装置､電力伝送ｼｽﾃﾑ並びに通信
ｼｽﾃﾑ 

ｶｰﾄﾞへの電力の供給を行うための磁界を発生するｽ
ﾊﾟｲﾗﾙ状またはｺｲﾙ状のｱﾝﾃﾅと､ｱﾝﾃﾅの鏡像を形成する
導体部材とを備えた 
 

PH10-172477 
 
 
 
 
 
 
 

光
学(R/W) 

単
一
識
別 

光通信:配置:受光素子 特開平 11-184986 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑとそのｱｸｾｽ方法 
 

認証:比較:親子ｶｰﾄﾞ 特開 2000-322529 正規使用者認証装置及び正規使用者認証ｼｽﾃﾑ 
 不

正
使
用 

通知:携帯電話:ｶｰﾄﾞ 特開 2000-268104 

日立ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｼｽﾃﾑｽﾞ 

ｴﾇﾃｨﾃｨ ﾄﾞｺﾓ 

ｾｷｭﾘﾃｨﾁｪｯｸ方法､ｶ-ﾄﾞ顧客管理装置､無線発信機能付ｶ
-ﾄﾞ､および､移動体交換機 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 9-319843 

日立旭ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

ｶ-ﾄﾞ不正使用防止方式およびそのｶ-ﾄﾞ 
 

暗
証

照
合 

比較照合:電子署名 特開 2000-11114 製品認証ｼｽﾃﾑおよびそれに用いる商品ﾀｸﾞ 
 

デ
ー
タ

保
護 

読取:ｷｬｯｼｭ:ﾃｰﾌﾞﾙ 特開 2000-222610 料金徴収ｼｽﾃﾑのｶ-ﾄﾞ処理装置及びｶ-ﾄﾞ型記憶媒体 
 

処
理

時
間 

送受信:並列 特開平 7-271928 

日立ﾏｸｾﾙ 

非接触並列ﾃﾞ-ﾀ転送装置およびﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 
 

カ
ー
ド

識
別 

識別:ID:特定番号 特開平 8-123918 非接触式媒体のｱｸｾｽ方式 

識別:ID:特定番号 特開平 10-312444 現金自動取引装置 

処
理
・
発
行 

単
一
識
別 

識別:論理ｱﾄﾞﾚｽ 特開平 11-203427 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ制御ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ制御方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

複
数

識
別 

取付:配置:ずらし 特開 2000-172791 情報通信ｼｽﾃﾑおよびそのｼｽﾃﾑに用いる非接触型ﾃﾞ-ﾀｷ
ｬﾘｱの配置方法 

 

衝
突
回
避 

選択:衝突回避方式 特開平 11-203428 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ通信方法 
 

作
成 

書換:退避 特開 2000-268137 記録媒体ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ方法及びその実施装置 
 

IF:通信機器 特開平 10-91866 電子ﾏﾈ-取り引きｼｽﾃﾑ 

併用:ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 特開平 11-96463 商品管理ｼｽﾃﾑ及びその方法 

通知:携帯電話:ｶｰﾄﾞ 特開平 11-102420 携帯情報端末およびｶ-ﾄﾞ 

IF:通信機器 特開平 11-154180 IC ｶ-ﾄﾞを利用した旅行支援ｼｽﾃﾑ､旅行支援方法およ
びそれを記録した記録媒体 

多
機
能
化 

ﾊﾞｽ:転送 特開 2001-126000 

日立画像情報ｼｽﾃﾑ 

ﾎ-ﾑﾊﾞｽｼｽﾃﾑの情報制御方法 
 

伝票:書込み:発送先 特開平 11-213105 受付装置および受付方法 
 デ

ー
タ 

出
力 印刷:電子印鑑 特開 2000-231626 電子筆記具および電子記載方法 

 

表
示 

表示:動作 特開平 10-11555 情報 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

誤
り

検
出 

診断:ｾﾙﾌﾃｽﾄ 特開 2000-11073 非接触 IC ｶ-ﾄﾞを利用した伝票処理工程管理方法 
 

診断:ﾃﾞｰﾀ抽出 特開平 11-203426 ｱﾝﾃﾅの診断方法および料金収受ｼｽﾃﾑ 
 試

験
診
断 

検査:電圧:比較 特開 2000-242746 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞの検査装置およびその方法 
 

雑
音 

符号化:一部分 特開 2000-207596 有料道路の自動料金収受ｼｽﾃﾑの通信機能設定方法 
 

通知:携帯電話:ｶｰﾄﾞ 特開平 8-115391 金銭価値と等価に扱われるﾃﾞ-ﾀの取扱装置 
 

ｼｽﾃﾑ:電子ﾏﾈｰ 特開平 8-115389 IC ｶ-ﾄﾞ､IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置及び電子財布ｼｽﾃﾑ 
 

管理:貨物輸送 特開平 11-85855 商品受注･納品ｼｽﾃﾑ 
 

書込:情報:作業手順 特開平 11-221727 物品管理ｼｽﾃﾑ 
 

ﾁｹｯﾄ 特開 2000-163485 施設利用管理方法 
 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:限度額 特開平 11-203374 電子ﾏﾈ-取扱装置およびそれに用いられる電子ﾏﾈ-記
録媒体 

管理:貨物輸送 特開平 11-296581 電子ﾀｸﾞを用いた貨物情報管理方法および貨物管理ｼｽ
ﾃﾑ 

DB:登録 特開 2001-67439 記憶媒体への書き込み情報の管理方法および管理ｼｽﾃ
ﾑ 

処
理
・
発
行 

応
用 

管理:廃棄物 特開 2000-235610 廃棄物適正処理管理ｼｽﾃﾑ､電子ｼ-ﾄ型廃棄物管理票､一
覧表及び電子ｼ-ﾄ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

投棄:解錠:利用条件 特開平 9-285774 廃棄物の処理装置 
 
 

電子錠:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 11-141204 電子錠ｼｽﾃﾑ 
 

電子錠:照合済:認証省略 特開平 11-141205 電子錠ｼｽﾃﾑ 
 
 

電
子
錠 

電子錠:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開 2000-76572 ﾎ-ﾑｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 
 

識別:ID:特定番号 特開平 11-259606 Passive 型遠隔非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

管理:所在:部屋 特開 2000-222478 

日立中国ｿﾌﾄｳｴｱ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ等を活用した商品捜索及び発注ｼｽﾃﾑ 
 

識
別 

書換:状況情報 特開 2001-139111 物体の処理方法 
 

識別:物品 特開平 8-263714 

日立ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

入出監視ｼｽﾃﾑ 
 

管理:所在:部屋 特開平 9-325989 

日立東北ｿﾌﾄｳｴｱ 

ｴﾘｱ滞在情報の管理方法 
 

管理:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 特開平 11-16051 

日立情報ｼｽﾃﾑｽﾞ 

顧客情報管理ｼｽﾃﾑ 
 

ｼｽﾃﾑ:旅費 特開平 11-328451 旅費関連情報提供ｼｽﾃﾑ,このｼｽﾃﾑに用いる乗車券ｶ-ﾄﾞ
及びこのｼｽﾃﾑに用いる改札装置 

 

案
内 

書込:訪問先 特開 2001-34640 非接触型 IC ﾀｸﾞを用いた到達確認ｼｽﾃﾑ 
 

ETC:案内:登録先 特開平 11-16011 IC ｶ-ﾄﾞ入退場券における入退場ｹﾞ-ﾄ通過情報通知方
法 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

管理:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ:ﾄｰｸﾝ 特開 2000-20773 不特定利用者ｻ-ﾋﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ 
 
 

載置部:ｶﾞｲﾄﾞ 特開平 11-3406 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞ-/ﾗｲﾀ- 
 

収納:ｽﾛｯﾄ:検出 特開平 11-144004 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

載置部:ｶﾞｲﾄﾞ 特開平 11-154204 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞ-/ﾗｲﾀ- 
 

収納:ｽﾛｯﾄ:傾斜 特開平 11-282985 ｶ-ﾄﾞ読み書き装置 
 

機
構 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2000-207614 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ 
  

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.5.1 2.5.1 2.5.1 2.5.1 企業の概要企業の概要企業の概要企業の概要    

表 2.5.1 凸版印刷の企業概要 
商号 凸版印刷 株式会社 
本社所在地 東京都千代田区 
設立年 1900 年（明治 33 年） 
資本金 1,049 億円（2001 年 3 月末） 
売上高 9,693 億 87 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 13,026 名（2001 年 3 月） 
事業内容 ・証券・カード（売上構成比 5%）（証券・債権、各種カードの印刷製造） 

・商業印刷（売上構成比 34%） （カタログ、パンフレット等の企画制作） 
・出版印刷（売上構成比 18%）   (雑誌、書籍等の企画制作、DVD、CD-ROM 等の企

画・制作･製造、各種映像制作） 
・パッケージ（売上構成比 22%） (包装材、プラスチックボトル等の印刷製造） 
・産業資材（売上構成比 4%）  （床材、壁紙、インテリア部材等の製造） 
・エレクトロニクス（売上構成比 17%） 
（フォトマスク、カラーフィルタ等のエレクトロニクス関連部品製造、IC・LSI、
プリント配線板等の設計） 

 

凸版印刷は、IC カードを 1983 年に国内で初めて開発し、クレジット分野では最高水準

のセキュリティレベルの製品認定を取得し、さらに交通分野、公共分野、認証分野、放送

通信分野等に幅広く製品、システムを提供している。また、ジェムプリュス社（フランス）

と合弁でカード発行会社を設立し、発行業務体制を整えている。非接触型 IC カードは、企

業内 ID／学校内 ID や交通用途等の非接触による利便性が求められる用途へ、各種製品を

提供している。特に、接触・非接触共用のデュアルインタフェース型 IC カードを国内で最

も早く製品化し、社員証への導入等のアプリケーション開発も推進している。また、最新

の非接触型 IC カード製造設備を導入したカード専用工場（東洋最大規模）を設立している

（出典：凸版印刷のホームページ（HP）等、http://www.toppan.co.jp）。 

 

2.5.2 2.5.2 2.5.2 2.5.2 製品例製品例製品例製品例    

取扱い事業部門は、金融証券事業本部である。 

表 2.5.2 凸版印刷の製品例（出典：凸版印刷の HP、パンフレット）（1/2） 

製品名 発売年 概要 
ハイブリッド IC カード 1998 年 

開発・販売 
・金融市場等の接触式 IC カードと、交通・情報・流通
市場等の非接触 IC カードのそれぞれのアプリケーシ
ョンを融合、併用し、1 枚のカードで実現できるカー
ドを開発した。 

・接触式・非接触式を 1 チップで実現したデュアルイン
タフェースカードと、2 つのチップを搭載した統合カ
ードがある。 

デュアルインタフェース IC

カード 

1998 年 

開発・販売 

 

・世界で初めてハイブリット IC カードを 1 チップで実

現したデュアルインタフェース IC カードを開発し、

幅広い市場からの需要に答える。 

・非接触コイルと MCU の接続における、技術面・量産技

術において、独自の方法を開発した。高い利便性とセ

キュリティ性を備えている。 

2.52.52.52.5 凸版印刷凸版印刷凸版印刷凸版印刷     
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表 2.5.2 凸版印刷の製品例（出典：凸版印刷の HP、パンフレット）（2/2） 

 

各製品ニュースに、2000 年の売上目標が書かれている。 

 

 

2.5.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.5.3 に、非接触型 IC カードの凸版印刷の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

凸版印刷の開発拠点：東京都台東区台東１丁目５番１号 凸版印刷(株)内 

 

図 2.5.3 凸版印刷の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品名 発売年 概要 
社員証 IC カードシステム 
 

2000 年 
開発・販売 

・世界で始めて 1 チップタイプのデュアルインタフェー
ス IC カードによる最先端社員証カードシステムを開
発。 

・高度なセキュリティシステムと利便性の高いキャッシ
ュレスシステムを中心とする IC カードシステムを構
築した。 

複合型非接触 IC カード 2000 年 

開発・販売 
 

・非接触カードへの磁気情報追加のニーズに対応するカ
ード。 

・非接触カードに磁気ストライプ化工を実現し、販売を
開始した。加えて、エンボス加工、ホログラム加工を
可能にした。また、環境に配慮し、基材に非塩ビ材料
を使用している。 

リ ー ダ ラ イ タ (SMARTICS-J
シリーズ) 

1999 年 
開発・販売 

・低価格の IC カードシリーズに対応した周辺機器として
販売。 

・接触型 IC カード対応に始まり、非接触型 IC カードに
も対応していく。 

非接触 IC タグﾞ 1998 年 
開発・販売 

・各種の非接触型タグの製造・供給。さらに、ハードウ
エアの供給、アプリケーション開発まで、システムを
パッケージ化して販売。 

・図書館の貸出・返却システムや食堂用自動精算システ
ム等。 

カードプリンタ 2002 年 
開発・販売 

・非接触 IC カードに対応した新型カードプリンタを開発
し、販売を開始した。 

・米国のパスポートセンタ等に採用されているパスポー
トプリンタのテクノロジーを採用しており、高耐性品
質のカード発行が可能。 
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2.5.4 2.5.4 2.5.4 2.5.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.5.4 に、非接触型 IC カードの凸版印刷の技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「カード実装」に、出願が集中しているのが特徴である。その内、課題「剛性･耐性、外観

向上、製造性」に出願が多い。また、技術要素「併用」では、課題「接続・接着」にも出

願が多い。内容は、技術要素「カード実装」のほとんどの課題で、ホットメルトに関する

出願である。技術要素「併用」では、課題「接続･接着」における接続強化の解決手段が多

く、また雑音防止の海外出願が３件なされている。 

 

図 2.5.4 凸版印刷の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.5.4 に、凸版印刷の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 167

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 154 件を

示す。その内登録になった特許４件と海外出願された３件を、図と概要入りで示す。 
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カ
ー
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リ
ー
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ラ
イ
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

媒
体

正
否 

識別:模様 特開平 11-139054 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

コ
ピ
ー

防
止 

貼着:一体化 特開 2000-322536 画像入り非接触IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触IC ｶ-ﾄﾞ上への画
像形成方法 

 

剛
性･

耐
性 

補強:枠 特開 2000-48151 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

絶縁材:基材 特開平 8-87583 非接触ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

成形:単体:型 特開平 8-300861 非接触型ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙｺｱの製造方法 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 10-129163 磁気可視記録媒体及びこの製造方法 
 

凹部:突起 特開平 10-272872 IC ｶ-ﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
 

Ｉ
Ｃ
飛
出
し 

仮止め:未硬化 特開 2000-155822 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:嵌合 特開平 9-286187 IC ｶ-ﾄﾞ､IC ｶ-ﾄﾞ製造用中間体および IC ｶ-ﾄﾞの製造方
法 

 

補強:枠 特開平 10-35161 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

仮止め:接着剤 特開平 11-296644 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ製造装置 
 

ｶｰﾄﾞ:厚さ:規定値 特開 2000-11122 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

基材:可撓性 特開平 11-224318 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:金属板 特開 2000-311225 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:脆弱部 特開 2000-322538 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:仮封止 特開 2001-34727 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

補強:硬質材 特開 2001-110947 IC 封止材､非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ｲﾝﾚｯﾄの製造方法及びこの
方法で作製された IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品
破
壊 

補強:硬質材 特開 2000-251037 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:封止:加圧 特開平 8-22520 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 11-34548 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:樹脂ﾌｨﾙﾑ 特開平 11-99776 情報記録媒体 
 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:配置:傾斜 特開平 11-328354 樹脂ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

耐
水
・
磨
耗 

凹部:封止 特開 2000-322547 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

基材:生分解 特開平 9-240174 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

カ
ー
ド
実
装 

耐
環
境 基材:加熱流動性 特開 2001-126042 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

充填材:低収縮率 特開平 11-1082 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 
 

隠蔽層:絶縁性 特開平 11-161758 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

封入:貴金属 特開平 10-258596 貴金属入りｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

外
観
向
上 

被覆:透明樹脂 特開 2000-331142 ﾃﾞｻﾞｲﾝｱﾝﾃﾅを設けた非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

印刷面:隠蔽:地紋 特開平 10-305676 ｶ-ﾄﾞ 
 印

字 

特
性 表面ｼｰﾄ:剥離紙 特開 2000-311230 磁気可視記録媒体の製造方法及び磁気可視記録媒体 

 

面一:ﾀﾞﾐﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 7-3 特開 20016 非接触ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:突起 特開平 8-300860 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙｺｱの製造方法 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 10-147087 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及び製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:樹脂 特開平 10-157354 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びこの製造装置 
 

面一:ﾌﾟﾚｽ:加圧 特開平 11-348468 磁気可視記録媒体の製造方法及び磁気可視記録媒体 
 

表
面
平
滑 

充填材:低温硬化 特開 2000-172801 情報記録媒体の製造方法及びそれを用いた情報記録
媒体 

 

薄
型化 

成形:含有:無機質粒子 特開 2001-109869 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用の IC 封止樹脂材及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:ﾁｯﾌﾟ露出部 特開平 8-16746 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起:熱圧着 特開平 11-345302 IC ﾁｯﾌﾟの実装方法､IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､ｲﾝﾚｯﾄおよび IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:ばね介在 特開平 11-219419 
ｼﾁｽﾞﾝ時計 

IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

接
続
強
化 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開 2000-200331 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びこれを用いた IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接
着

強
化 

接着:強度:規定 特開平 11-345299 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

保護部材 特開平 8-310171 
日本製鋼所 

IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ製造方法 
 

支持体 特開平 9-109581 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および製造装置 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 11-338996 樹脂ｶ-ﾄﾞの製造方法及びそれに用いる製造装置 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 11-338997 樹脂ｶ-ﾄﾞの製造方法及びそれに用いる製造装置 
 

熱加圧溶融:挟持:離型ﾌｨ
ﾙﾑ 

特開平 11-345298 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 
 

製
造
性 

接続:熱圧着:ﾃﾌﾛﾝﾃｰﾌﾟ介
在 

特開 2001-24032 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用 IC ﾁｯﾌﾟ実装方法及びその実装装置 
 

カ
ー
ド
実
装 

品
質
向
上 

凹部:切削 特開平 11-328347 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び製造装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ｺｱ:穴 特開平 9-109577 非接触記憶媒体を有するｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

ｺｲﾙ:形状:非直線 特開平 9-118085 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

補強:ｽﾍﾟｰｻ:ｷｬﾋﾞﾃｨ 特開平 9-123650 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

補強:ｽﾍﾟｰｻ:ｷｬﾋﾞﾃｨ 特開平 9-123653 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

補強:ｽﾍﾟｰｻ:突起 特開平 9-315056 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

表面ｼｰﾄ:異熱収縮率 特開平 9-315057 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

そ
り
防
止 

補強:ｽﾍﾟｰｻ 特開平 10-44655 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

凹部:不織布 特開平 10-157355 情報記録媒体 
 コ

ス
ト 

低
減 絶縁材:介在 特開平 10-334203 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 

 

メ
モ
リ

制
御 

外部端子:EEPROM 特開平 11-31207 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとその非常時読出方法 
 

部
品
配
置 

取付:ｽﾄﾗｯﾌﾟ 実登 2553785 
90.7.16 
B42D15/10,551 

情報ｶ-ﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀに挿入する情報ｶｰﾄﾞの挿入方向に対して

情報ｶｰﾄﾞの後端部に位置する一辺に突起部を形成
し､突起部にｶｰﾄﾞの幅方向に貫通孔を設け､貫通孔に
ひもまたはﾁｪｲﾝを通した 

 
UH02-75299 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 10-287072 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:絶縁
性金属層 

特開平 11-353442 可逆性感熱記録層付き非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2000-30014 IC ｶ-ﾄﾞ用ｹ-ｽ 
 
 
 

取付:有価証券 特開 2001-58486 証券 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 ｺｲﾝ 特開 2001-148047 電子ｺｲﾝ 

 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:残容量制御:書込ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ 

特開平 11-212857 IC ｶ-ﾄﾞ設定装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

比較照合:符号 特開平 8-58224 情報担持体 
 

比較照合:符号 特開平 8-96098 情報記録媒体およびその情報記録･再生装置 
 

回
路
・
機
能 

偽
造
改
ざ
ん 比較照合:符号 特開平 8-96105 情報記録媒体および情報記録方法 

 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:符号 特開平 8-106671 情報記録媒体および情報記録･読取り装置 
 

真
偽

判
定 

比較照合:色相 特開平 11-34546 情報記録媒体 
 

媒
体

正
否 

比較照合:波形 特開平 9-102024 情報記録媒体およびそのﾃﾞ-ﾀ読取装置ならびにﾃﾞ-ﾀ
読取方法 

 

暗
号化 

暗号化:選択:暗号関数 特開平 11-15940 情報記録用ｶ-ﾄﾞ 
 

単
一

識
別 

識別:ID:2 送信 特開平 8-315097 情報媒体および情報媒体処理装置 
 

機
能

切
換 

切換:制御:SW/HW 特開平 10-289296 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

ｶｰﾄﾞ:反転 特開 2000-231616 IC ｶ-ﾄﾞ作成装置 
 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特開平 8-95882 ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
 

表示:液晶:強誘電性 特開平 11-120312 IC ｶ-ﾄﾞ 
 表

示 表示:感応:刺激 特開 2001-105772 可逆性記録表示媒体及びそれを用いたｶ-ﾄﾞ媒体 
 

回
路
・
機
能 

識
別 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特開 2000-315250 識別ﾀｸﾞ及び識別ｼｽﾃﾑ 
 

剛
性･

耐
性 

裁断:外形:ﾏｰｸ 特開 2000-207520 複合 IC ｶ-ﾄﾞと複合 IC ｶ-ﾄﾞ製造装置ならびに複合 IC
ｶ-ﾄﾞ製造方法 

 

Ｉ
Ｃ
飛

出
し 

凹部:半抜き 特開 2000-306068 
ﾏｸｾﾙ精器 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

表
面

平
滑 

埋込み:磁気記録層 特開 2000-353228 磁気記録層を有する IC ｶ-ﾄﾞ及びこの製造方法 
 

小
型化 

配置:反対面 特開 2000-163540 複合 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙおよび複合 IC ｶ-ﾄﾞ並びに複合 IC ｶ-ﾄﾞ
ｼｽﾃﾑ 

 

接続:凹部内 特開平 11-115355 複合 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

併
用 

接
続 

強
化 接続:ｺｲﾙ露出 特開 2000-20667 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

接続:貫通穴 特開平 11-216974 複合型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 11-224316 複合型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:ﾓｼﾞｭｰﾙ:外部端子 特開 2000-172814 複合 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及び複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:貫通穴 特開平 11-250213 複合型 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

接続:端子 特開平 11-282996 複合型 IC ｶ-ﾄﾞとそのﾓｼﾞｭ-ﾙの固着方法 
 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 11-288449 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ﾁｯﾌﾟの樹脂封止方法 
 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起:接着ｼｰ
ﾄ 

特開 2001-84350 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びそれを用いた複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:圧入:接続針 特開 2000-227954 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

接
続
強
化 

接続:導電性:柔軟 特開 2000-207521 複合 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
 

接
着

強
化 

接着:導電性 特開平 11-213119 複合型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:基板:枠 特開平 11-115354 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙとそのﾓｼﾞｭ-ﾙを用いた複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 製

造
性 ﾌﾟﾚｽ:治具:位置決め 特開平 10-250272 IC ｶ-ﾄﾞ製造用金型および IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

品
質

向
上 

凹部:封止:加圧 特開 2000-90227 複合型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

構
造 

ｺｲﾙ:導線:ｴﾅﾒﾙ被覆 特開 2000-99674 非接触伝達機構付 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

配
線 

封止:樹脂 特開平 11-144017 複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

多
機

能
化 

IF:接触ｶｰﾄﾞ 特開平 11-219418 接触型･非接触型併用 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

機
能

切
換 

併用:切換:受信状態 特開平 10-124626 情報記録媒体及び情報記録媒体用 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

信
号

処
理 

共振周波数:ｺﾝﾃﾞﾝｻ 特開平 10-69533 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

併
用 

雑
音 

ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-149536 
97.11.14 
G06K19/077 

複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
接触型と非接触型との両通信機能を内蔵した IC を

実装した IC ﾓｼﾞｭｰﾙと､非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとを備え､IC
ﾓｼﾞｭｰﾙと非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとの各信号伝達用ｺｲﾙを互
いに密結合するよう配設し､IC ﾓｼﾞｭｰﾙと非接触伝達用
ｱﾝﾃﾅとがﾄﾗﾝｽ結合によって非接触に結合させる 

 
PH09-313944 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-149537 
97.11.14 
G06K19/077 

複合 IC ｶ-ﾄﾞおよび複合 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
ICのﾓｼﾞｭｰﾙのﾄﾗﾝｽ結合素子を巻線ｺｲﾙとし､非接触

伝達用ｱﾝﾃﾅ側の IC ﾓｼﾞｭｰﾙとの結合ｺｲﾙの内径を IC ﾓ
ｼﾞｭｰﾙの嵌合孔より大きくかつ巻線ｺｲﾙと同一面に配
置する 

 
PH09-313945 
 
 
 
 
 
 

ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-149538 
97.11.14 
G06K19/077 

複合 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙおよび複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ﾓｼﾞｭｰﾙと非接触伝達用ｱﾝﾃﾅとが､ﾄﾗﾝｽ結合によ

って非接触に結合するように構成した複合 IC ｶｰﾄﾞの
IC ﾓｼﾞｭｰﾙのﾄﾗﾝｽ結合素子を巻線ｺｲﾙとした｡ 

 
PH09-313946 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑
音 

ﾄﾗﾝｽ結合:ｺｲﾙ:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特開平 11-328341 複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

回
込

信
号 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2001-5935 複合 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

併
用 

多
重化 

併用:反射波/電磁結合 特開平 10-261984 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

比較照合:情報 特開平 9-97317 情報記録媒体およびそのﾃﾞ-ﾀ読取装置ならびにﾃﾞ-ﾀ
読取方法 偽

造
改
ざ

ん 

振動子:ｱﾓﾙﾌｧｽﾘﾎﾞﾝ:磁界
遮断 

特開平 9-223212 情報記録媒体 
 

接
続

強
化 

接続:端子:直付け 特開平 11-338991 ｲﾝﾚｯﾄおよび IC ｶ-ﾄﾞ 
 

製
造性 

ｺｱ:2 層跨り 特開平 10-278458 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

積層:接着層:ｽﾄﾗｲﾌﾟ印刷 特開平 10-128932 磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟ付ｶ-ﾄﾞ製造用ﾗﾍﾞﾙ 
 品

質
向
上 

ｺｲﾙ:保持部 特開平 10-264564 IC ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅｺｲﾙ支持体､IC ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅｺｲﾙ内蔵ﾓｼﾞｭ-
ﾙ及び IC ｶ-ﾄﾞ 

電
源

供
給 

電源:補助:処理用 特開 2001-67446 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

省
電

力
化 

電池:製造中:遮蔽 特開平 9-118086 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特登 2842160 
93.6.15 
G06K19/07 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀとの間でﾃﾞｰﾀ通信を行う第1の送受信手段

と､ICｶｰﾄﾞとの間でﾃﾞｰﾀの送受信を行う第2の送受信
手段とを有すること 

 
PH05-169554 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
機
能
化 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特登 2845095 
93.6.29 
G06K17/00 

IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
IC ｶｰﾄﾞ間の通信を行う 
 
PH05-187388 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共振周波数:ﾋﾟｰｸ:着磁 特開平 8-96100 磁気記録媒体およびその情報読み取り方法 
 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ:ﾊﾟﾀｰﾝ:導電層 特開平 11-306303 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

共振回路:配置:複数 特開 2001-109861 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

信
号
処
理 

共振回路:配置:複数 特開 2001-109862 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 8-293012 情報記録媒体 
 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 10-233717 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

回
込
信
号 調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-331137 非接触IC ｶ-ﾄﾞの同調調整方法とそれに用いる同調調

整装置､､非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用部材､並びに非接触IC ｶ-ﾄﾞ 
 

交信:時間設定:選択 特開平 8-69511 情報ｼｽﾃﾑ 
 衝

突 

回
避 交信:時間設定:選択 特開平 8-69512 情報ｼｽﾃﾑ 

 

検波:異位相搬送波:乗算 特開平 10-75197 移動体識別装置用質問器 
 信

号
処
理 

受信:周波数:ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ 特開 2000-259788 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよび非接触 IC ｶ-ﾄﾞの外部読み
書き装置 

同
期 

検証:比較:情報 特開平 10-240878 非接触 IC ｶ-ﾄﾞにおけるﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

変
復調 

変調:ﾐｷｻ:位相切換 特開平 8-242193 移動体識別装置用質問器 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

容
量

増
大 

変動:ｽﾍﾟｰｻ 特開平 10-143618 ﾃﾞ-ﾀﾀｸﾞ装置 
 

電
池

充
電 

切換:搬送波:電力消費 特開平 10-307898 充電式非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

収
納 

ｱﾝﾃﾅ:切換:複数 特開平 10-334198 図書類の保管管理ｼｽﾃﾑ 
 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特開平 8-339428 移動体識別装置の応答器 
 

多
機
能
化 

併用:切換 特開平 10-105662 IC ｶ-ﾄﾞの記録印画装置およびその記録印画方法 
 

選択:機能 特開平 6-150076 携帯用 IC ｶ-ﾄﾞ利用端末 
 

機
能
切
換 

選択:機能 特開平 11-296629 書換え型非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

検査:半製品 特開平 11-353433 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用検査装置および検査方法 
 

試
験
診
断 

検査:端子:入力 特開 2000-90207 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用検査装置および検査方法 
 

符号化:角度 特開平 9-231301 
笹田 一郎 

磁気ﾏ-ｶおよびその読取方法 
 

雑
音 符号化:角度 特開平 9-231302 

笹田 一郎 
磁気ﾏ-ｶおよびその読取方法 

 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2000-132643 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用の検査装置および検査方法 
 

ｾﾝｻ:振動:建設機械 特登 2953137 
91.9.11 
G06K17/00 

建設作業管理装置 
建設機械の作業時における振動のﾚﾍﾞﾙを検出する

ことにより､建設機械を運転中の建設作業者の就労状
況を管理する 

 
PH03-259793 
 
 
 
 
 
 
 
 

取付:電子機器 特開平 8-87576 ﾏｲｺﾝｶ-ﾄﾞ及びｵﾌﾗｲﾝ情報処理ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ:携帯型 特開 2000-48137 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの携帯型読取装置 

管理:所在:書庫 特開平 10-273208 図書保管管理ｼｽﾃﾑ 

取付:書籍 特開平 10-275183 図書館ｼｽﾃﾑ 

処
理
・
発
行 

識
別 

管理:追跡:貨物 特開 2000-233808 追跡機能搭載ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ及び物流追跡ｼｽﾃﾑ並びに方法 

排出:ｽﾀｯｶ 特開 2001-34712 IC ｶ-ﾄﾞ発行装置 
機
構 

作
成 

搬送:書込場所:最大磁
場 

特開 2001-143022 IC ｶ-ﾄﾞ発行装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.6.1 企業の概要 

表 2.6.1 三菱電機の企業概要 

商号 三菱電機 株式会社 
本社所在地 東京都千代田区 
設立年 1921 年（大正 10 年） 
資本金 1,758 億 20 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 2 兆 9,326 億 82 百万円（2001 年 3 月期） （連結：4 兆 1,294 億 93 百万円） 
従業員数 40,906 名（2001 年 3 月末） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・重電システム（売上構成比 20%） 
・産業メカトロニクス（売上構成比 15%） 
・情報通信システム（売上構成比 21%） 
・電子デバイス（売上構成比 16%）（等） 
・家庭電器（売上構成比 16%） 
・その他（売上構成比 12%）（等） 

 

2.6.2 製品例 

取扱い事業部門は、ビルシステム事業とＦＡシステム事業で、接触および非接触型の IC

カードやタグを使用した各種システムを提供している。電子デバイス事業で、カード関連

部品を提供している（出典：三菱電機のホームページ（HP）、http://www.melco.co.jp）。 

 

表 2.6.2 三菱電機の製品例（出典：三菱電機の HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
ID システム（電磁誘導方式
D-2N シリーズ） 

記載なし ・製品・パレット・人に取り付けたデータキャリアから
情報を非接触で読み書きすることにより、物と情報を
一体化するシステム。情報の読み書きを、シーケンサ
ー・パソコン等の上位コントローラから ID インタフ
ェースユニット・リーダライタを介してデータキャリ
アの半導体メモリに実行する。 

・物流・配送センター、組み立て・製造ライン、ビルセ
キュリティシステム等に使用 

統合ビルセキュリティシス
テ ム ・ メ ル セ ー フ テ ィ
MELSAFETYS10・S30 

記載なし ・非接触型カードリーダ等の端末機器およびシステム。 

低消費電力 SRAM 1996 年 ・スタンバイ時・動作時の消費電力が少ない。低電圧・
広温度範囲での使用が可能。 

・256K ビット、512K ビット、1M ビット、4M ビット等の
ラインアップをそろえている。 

16 ビットマイコン 
（M16C/61 グループ） 

1996 年 ・C 言語で高効率、低消費電力のマイコン 
・欧州 GSM 必須となるスマートカードシステムに対応 

 

2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.6.3 に、非接触型 IC カードの三菱電機の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

三菱電機の開発拠点：伊丹市瑞原４丁目１番地 三菱電機(株)北伊丹製作所内 

                  ：尼崎市塚口本町８丁目１番１号 三菱電機(株)デバイス材料研

究所内 (半導体) 

2.6 三菱電機 
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図 2.6.3 三菱電機の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
2.6.4 2.6.4 2.6.4 2.6.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.6.4 に、非接触型 IC カードの三菱電機の技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「電磁誘導（カード）」における課題「電源供給」に、出願が多い。技術要素「インタフェ

ース」における課題「信号処理」にも出願が多く、その内容は共振回路の減衰の解決手段

に関するものである。 

図 2.6.4 三菱電機の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
表 2.6.4 に、三菱電機の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 160

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 97 件を示

す。その内、登録になった特許 30 件と海外出願された 23 件（ただし登録とのダブリ６件）

を、図と概要入りで示す。 
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光学
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併用
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光学
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カ
ー
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リ
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ダ
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イ
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インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。） 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

剛
性
・ 

耐
性 

配置:周辺 特開平 6-340192 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

Ｉ
Ｃ
飛
出
し 

補強:枠 特登 2774906 

92.9.17 

B42D15/10,521 

薄形半導体装置及びその製造方法 
切欠部を薄板と機能部品がのった回路基板ででき

る枠体に発砲樹脂を充填し､樹脂の発砲で機能部品が
強固に包み込まれる 

 
PH04-248368 

逃がし部:過剰充填 特登 3142398 

92.11.6 

B42D15/10,521 

携帯用半導体装置及びその製造方法 
電子部品収納部の過剰充填樹脂は連結溝より発砲

樹脂収容部に収容されるので簡単な工程で強靭なｶｰ
ﾄﾞが作成できる 

 
PH04-297360 

逃がし部:過剰充填 特開平 08-258470 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

被覆:高吸水性ﾎﾟﾘﾏ 特開平 09-220891 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
水
・
磨
耗 保護部材 特登 2042607 

89.11.10 

B42D15/10,521 

耐熱･耐水 ID ｶ-ﾄﾞ装置 
ｶｰﾄﾞ全体を被覆すると共に被覆されたｶｰﾄﾞの取り

出しが可能に成された耐熱性及び耐水性を有する材
料から成る包装体とを備えた 

 
PH01-293281 

カ
ー
ド
実
装 

薄
型
化 

ACF:材料成分 特開平 11-195095 

98.1.6 

G06K19/07 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
Pb-Sn 系半田材料に代えて､ｴﾎﾟｼｷ系樹脂を母材とす

る導電性接着剤､特に､銀粒子を含むｴﾎﾟｷｼ系導電性ﾍﾟ
ｰｽﾄ､またはｴﾎﾟｼｷ系異方性導電樹脂を接着剤に用いる 

 
PH10-730 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

薄
型化 

成形:熱可塑性 特開平 8-230367 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞならびにその製造方法および装置 

凹部:接着剤 特開平 9-58162 IC ｶ-ﾄﾞとその製造法 
 

接
着
強
化 

表面ｼｰﾄ:接着:傾斜突合せ 特開平 9-315058 

96.5.30 

B42D15/10,521 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞの第 1 および第 2 のｶﾊﾞｰに夫々設けた第 1

および第 2 の立ち上がり部を､すり合わせ接合または
傾斜突合せ接合により接着する 

 
PH08-136599 

試
験 

診
断 

検査:ﾊﾞｰﾝｲﾝ 特開平 11-176894 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾊﾞ-ﾝｲﾝ装置 
 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 11-203436 

98.1.12 

G06K19/07 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用保護ｼ-ﾄ 
ﾃﾞｰﾀを入力した非接触 IC ｶｰﾄﾞに､取り外し可能な

導電体薄膜を取り付けて､非接触型 IC ｶｰﾄﾞへの透過
磁場を遮断または減衰させることにより､かかる透過
磁場により誘導ｺｲﾙに発生する誘導電圧を IC ﾁｯﾌﾟの
動作電圧より低くする 

 
PH10-3818 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:衣料 特開 2000-325700 無塵衣管理装置,ｴｱｼｬﾜ室及びｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な
記録媒体 

 

プ
ラ
イ 

バ
シ 

分離:記憶部:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 8-272924 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

書込:ﾊﾞｯﾌｧｰ 特開平 10-312443 

97.5.13 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
受信したﾃﾞｰﾀは直ちに処理を行わず､ﾊﾞｯﾌｧに格納

し､あらかじめ設定された所定のﾃﾞｰﾀ受信時間を超え
るﾃﾞｰﾀの受信がなかった場合､ﾊﾞｯﾌｧに格納されたﾃﾞｰ
ﾀの処理を行う｡所定のﾃﾞｰﾀ受信時間を超えるﾃﾞｰﾀ受
信が有った場合､ﾊﾞｯﾌｧに格納されたﾃﾞｰﾀを消去する 

 
PH09-122331 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

メ
モ
リ
制
御 

判別:書込電圧 特開平 11-66248 

97.8.12 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
制御回路部は､受信した電波の電界強度の変動によ

って生じる､整流回路部から供給される電源電圧の変
動を基準電圧発生回路部および比較回路部を用いて
監視し､電源電圧が所定値未満になると､制御回路部
はﾒﾓﾘ部へのﾃﾞｰﾀの書き込みを禁止すると共に､ﾎｽﾄｼｽ
ﾃﾑ装置へﾃﾞｰﾀの書き込みが不可能であることを示す
信号を出力する 

 
PH09-217386 

書
込
・
読
取 

試
験
診
断 

検査:端子:切断 特登 2672924 

92.7.30 

B42D15/10,521 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法及びﾃｽﾄ方法 
ﾃｽﾄﾊﾟｯﾄﾞを外部露出させて樹脂封止し､ﾃｽﾄ終了後

ﾊﾟｯﾄﾞを切断する 
 
PH04-203724 

本
人 

照
合 

比較照合:指紋 特開平 11-134302 端末のｱｸｾｽ制御装置および認証ｶ-ﾄﾞ 
 

不
正
ア
ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:端末:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 8-272925 

95.3.29 

G06K19/10 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの照合が必要であることを示す第 1 の

情報が格納されている場合にはﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ照合の結果､
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが一致しているときだけ外部装置からのｼｽﾃﾑ
ｴﾘｱのｱｸｾｽを許可する｡ｼｽﾃﾑｴﾘｱに第 1 の情報が格納さ
れていない場合にはﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの照合なしに外部装置か
らのｱｸｾｽを許可する 

 
PH07-71778 

メ
モ
リ

制
御 

比較照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 9-204361 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

通信装置 
 

回
路
・
機
能 

単
一
識
別 

識別:ID 特登 2935471 

90.9.10 

G06K19/07 

非接触型情報ｶ-ﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀの識別情報と処理の識別情報を比較し､内

容が一致したら処理を停止し､内容が一致しないなら
記憶手段を更新することにより多数のｶｰﾄﾞの連続処
理速度の低下を防ぐ 

 
PH02-239396 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.6.4 三菱電機の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（4/13） 

123 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御 

選択:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特登 2543440 

90.12.17 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
複数種類の外部機器に各対応するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納す

る複数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ格納部と､CPU を起動すべく外部機器
から与えられたﾄﾘｶﾞ信号を判別し､その判別結果に応
じて外部機器に対応するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択する手段とを
備えている 

 
PH02-402879 

表
示 

表示:ｷｰ入力 特登 2579827 

90.4.20 

G06K19/07 

ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
入力のｷｰと出力の表示と､ｶｰﾄﾞ間の通信機能を持つ 
 
PH02-106020 

回
路
・
機
能 

誤
り
検
出 

ｳｵｯﾁﾄﾞｯｸﾀｲﾏ 特登 2527251 

90.4.20 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ｳｵｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏと信号によるﾘｾｯﾄを判別できるよう

にしてﾄﾗﾌﾞﾙ発生原因を明確化する 
 
PH02-102989 

顔
・ 

指
紋 

比較 

照合:画像 

特開 2000-259820 

中部科学技術ｾﾝﾀｰ 

中部電力 

ﾃﾞﾝｿｰ 

東海理化電機製作所 

ﾄﾖﾀ自動車 

ﾒﾙｺ 

ﾘｺｰｴﾚﾒｯｸｽ 

指紋入力装置及び同装置を用いた個人識別ｼｽﾃﾑ 

光
学 

単
一 

識
別 

識別:ID:赤外線 特開平 11-53497 光通信機能を有する情報ｶ-ﾄﾞ､その読み書き装置なら
びにこれらを用いた生産ｼｽﾃﾑ 

省
電
力
化 

割込:低消費ﾓｰﾄﾞ 特登 3011693 

98.9.11 

G07B15/00,510 

ETC 用車載器 
制御ﾏｲｺﾝは､割込信号に応じて､低消費電力ﾓｰﾄﾞか

ら起動し､ﾃﾞｰﾀ割込信号のみに応じて送信部､ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
処理部の起動信号を出力し､各割込信号の対処処理の
終了時点で､送信部およびﾌﾟﾛｺﾄﾙ処理部とともに低消
費電力ﾓｰﾄﾞに復帰する 

 
PH10-257958 

機
能 

切
換 

併用:遠隔/近接 特開 2000-11105 ﾜｲﾔﾚｽｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

ETC:車両判別:距離測定 特開 2000-298747 自動料金収受ｼｽﾃﾑ 

マ
イ
ク
ロ
波 

相
互

干
渉 切換:搬送周波数 特開 2000-4183 ﾊﾟｯｼﾌﾞ変調方式ﾏｲｸﾛ波ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

併
用 

接
続 

強
化 

接続:端子:直付け 特開平 11-296633 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

小
型化 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開平 7-220036 非接触形の半導体ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

回路:定電圧:起動 特登 2502407 

90.9.12 

G06K19/07 

非接触型情報ｶ-ﾄﾞ 
定電圧回路の電圧検出回路で出力を検出し､それを

ﾚｼﾞｽﾀに入れ CPU が読み出し可能とし､検出回路の出
力を定電圧への起動電流を注入する起動素子に与え
ることにより､受信回路を一度起動すれば確実に定電
圧回路の起動がかかる 

 
PH02-241894 

電力ｺｲﾙ:ﾃﾞｰﾀｺｲﾙ 特登 2041772 

90.10.17 

H04B5/00 

非接触型可搬担体 
受電用ｺｲﾙの交流電圧を送受信用ｺｲﾙに与えるので

直流電圧が変動せず､安定した送受信ができる 
 
PH02-279864 

電
源
供
給 

比較:基準周波数:共振ｺﾝﾃﾞ

ﾝｻ 

特開平 10-271050 

97.3.26 

H04B5/00 

送受信ｼｽﾃﾑ用 2 次側回路装置 
基準周波数によって信号に基づいて処理をすると

共に､動作電源の一端が接地されたｺﾝﾄﾛｰﾗと､信号誘
導ｺｲﾙに並列接続されると共に､信号の角周波数ω2で
並列共振させるように一端を接地した信号用共振ｺﾝ
ﾃﾞﾝｻと､信号用共振ｺﾝﾃﾞﾝｻの両端電圧を入力する比較
と､この比較器の出力により得た角周波数ω1 を基準
周波数とする 

 
PH09-73492 
 
 
 
 
 

電
磁
誘
導 

電
池
充
電 

給電:関連回路 特登 2549192 

90.9.19 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその使用方法 
選択されていない復調回路への電流を遮断する 
 
PH02-247239 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ｸﾛｯｸ:切換 特開平 8-30749 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ｸﾛｯｸ:発生 特開平 4-127291 非接触型IC ｶ-ﾄﾞ及び非接触型ICｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ並びに端末
装置と非接触型 IC ｶ-ﾄﾞとの間の信号伝送方法 

ク
ロ
ッ
ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:発生:充電電位 特開平 9-331236 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

電圧制御発振器および電圧制御発振器を有する非接
触 IC ｶ-ﾄﾞ 

待機状態:ｸﾛｯｸ:停止 特登 2822624 

90.7.3 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
外部装置とﾃﾞｰﾀの授受を行っていない待機状態で

は CPU の命令によりﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路へのｸﾛｯｸの供給を禁
止し､ｱﾅﾛｸﾞ回路が外部装置からのﾃﾞｰﾀを受信すると､
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路へのｸﾛｯｸの供給を開始するように動作す
る内部ｸﾛｯｸ停止回路が設けられている 

 
PH02-178003 

待機状態:ｸﾛｯｸ:停止 特登 2645163 

90.3.13 

G06K19/07 

 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
通信が終了するとｸﾛｯｸを停止し通信中でも所定時

間応答がないとｸﾛｯｸを停止する 
 
PH02-59928 

省
電
力
化 

待機状態:電池:ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 特開平 8-69513 

94.8.30 

G06K19/07 

三菱電機ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾌﾄｳｴｱ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
受信する電波が強い場合は､第 2 の電源部を使用

し､内蔵されている一次電池はｽﾀﾝﾊﾞｲ時の RAM のﾃﾞｰﾀ
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ以外では使用しないようにして一次電池の
消耗を抑え､受信する電磁波が弱くなった場合､一次
電池によりｶｰﾄﾞを動作させる 

 
PH06-205350 

電
磁
誘
導 

リ
ー
ド
ラ
イ
ト 

ｺｲﾙ:並列:ｺｱﾎﾟｯﾄ 特登 2529436 

90.4.12 

H01F38/14 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ｺｱを N 個並べてﾊﾟﾗﾚﾙ転送を可能にし､ｺｲﾙにはﾎﾟｯ

ﾄ･ｺｱを設ける 
 
PH02-94948 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

構
造 

ｺｲﾙ:突起:基板保持 特開平 11-329875 非接触移動体識別装置の質問器 
 

電
磁
誘
導 

相
互
干
渉 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特登 2713529 

92.8.21 

H01F38/14 

信号受信用ｺｲﾙおよびこれを使用した非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
所定の巻回方向を有する第 1 のｽﾊﾟｲﾗﾙｺｲﾙと､この

第 1 のｽﾊﾟｲﾗﾙｺｲﾙの近傍に互いに重なることのないよ
うに設けられ､第 1 のｽﾊﾟｲﾗﾙｺｲﾙに直列に接続され､か
つ巻回方向が反対で､同一の交流磁界を受けたときに
第 1 のｽﾊﾟｲﾗﾙｺｲﾙとほぼ同じ大きさの反対方向の誘導
起電力を発生する第 2 のｽﾊﾟｲﾗﾙｺｲﾙと､からなる電磁
波を利用して信号の受信を行う信号受信用ｺｲﾙ 

 
PH04-221862 

共振回路:減衰:自由振動 特登 2037312 

89.12.21 

G06K19/07 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ及びこれを用いた非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
CPU からの出力信号がｵﾝ状態からｵﾌ状態に変化した

ときに共振回路に発生する自由振動を減滅させる手
段とを備えた 

 
PH01-329464 

共振回路:減衰:負帰還 特登 2569194 

90.3.13 

G06K19/07 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ及びこれを用いた非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾃﾞｰﾀの送信間隔が短くなると､共振回路には電圧が

残るので､電気振動を減衰させるﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ回路を設
けて送受信のｴﾗｰを防ぐ 

 
PH02-59929 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

信
号
処
理 

識別:ｼｽﾃﾑ ID 特登 2690229 

91.11.26 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
要求信号に含まれるｼｽﾃﾑ識別ｺｰﾄﾞとｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ情報

格納領域に格納されているｼｽﾃﾑ識別ｺｰﾄﾞとの一致を
判定すると共にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ情報格納領域に格納されて
いる使用許可ﾋﾞｯﾄの内容を判定し､双方のｼｽﾃﾑ識別ｺｰ
ﾄﾞが一致しないと判定されたときあるいは使用許可
ﾋﾞｯﾄは使用不可を示していると判定された場合に次
の要求信号の受信までｸﾛｯｸ発生回路を停止し､これに
より CPU の動作も停止状態となる 

 
PH03-310801 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.6.4 三菱電機の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（8/13） 

127 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

設定:通信情報:送信幅 特登 2747395 

92.7.20 

G06K19/07 

非接触IC ｶ-ﾄﾞ､非接触IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及びﾃﾞ-ﾀ伝送方
法 

送信幅設定回路がﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ幅に満たない送信幅を
設定して､変調回路は分周器からの搬送波ｸﾛｯｸ信号を
UART からのｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀで変調することにより送信幅設
定回路で設定された送信幅の変調信号を形成し､電力
増幅回路を介して通信ｱﾝﾃﾅから送信させる 

 
PH04-192093 

信
号
処
理 待機状態:停止 特登 2086544 

90.9.10 

G06K19/07 

非接触型情報ｶ-ﾄﾞ 
入出力制御回路に､中央処理装置のｽﾀﾝﾊﾞｲ状態を解

除するためのﾄﾘｶﾞ信号が入力されてから終了するま
でのﾀｲﾐﾝｸﾞを検知するためのﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路を設け､
このﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路の出力により中央処理装置への
ﾃﾞｰﾀ受信許可を行う 

 
PH02-239395 

ﾄﾘｶﾞ:検波信号 特開平 8-30751 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
 

雑
音 

検出:電圧:起動 特登 2501384 

91.12.12 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ 
連続誤起動の回数を計数し､設定値に達したら高い

閾値を有しﾊﾞｲｱｽ不要の受信回路､ないし高い閾値受
信回路に切り換え､外部ﾉｲｽﾞの影響を除去する 

 
PH03-329095 

レ
ベ
ル
補
正 

検出:電圧:抵抗値 特開平 9-62816 

95.9.22 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびこれを含む非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ﾃﾞｰﾀ送信用のｱﾝﾃﾅ共振回路の受信信号ﾚﾍﾞﾙを比較

器により検出し､検出されたﾚﾍﾞﾙに従って可変抵抗素
子によりｱﾝﾃﾅ共振回路のｸｵﾘﾃｨﾌｧｸﾀを変え､入力され
る受信信号ﾚﾍﾞﾙを好ましい値に調整する 

 
PH07-244738 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

通
信
維
持 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 7-271939 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ,ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及びｶ-ﾄﾞ装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

通
信
維
持 

復調:選択:共振出力 特登 2085489 

90.11.14 

G06K19/07 

非接触型情報ｶ-ﾄﾞにおける制御方式 
各々異なる受信特性で受信した受信信号をｾﾚｸﾀで

選択して復調させることにより､さまざまな使用環境
や動作条件に対応する 

PH02-308250 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

エ
リ
ア
拡
大 

受信強度:制御:自己消費 特登 2527267 

90.9.14 

G06K19/07 

非接触型可搬担体 
供給電力が高い場合､電力自己消費量を変えること

により､素子の破壊防止をする 
PH02-242604 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:選択:応答 特開平 11-205334 

98.1.16 

H04L12/28 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞの認識ｼｽﾃﾑ及び認識方法 
ｶｰﾄﾞは､1 回目のﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに対してﾀｲﾑｽﾛｯﾄで直ちに

ﾚｽﾎﾟﾝｽ信号を送信する手段と､2回目以降のﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに
対して所定数のﾀｲﾑｽﾛｯﾄの中から不規則に選択した 1
つのｽﾛｯﾄでﾚｽﾎﾟﾝｽ信号を送信する手段とを備える 

 
PH10-6463 

衝
突
回
避 

識別:ID:順次 特開平 11-15932 非接触移動体識別装置およびその質問器-応答器間交
信方法 

リ
ー
ド
ラ
イ
ト 

選択:増幅率 特登 2896031 

92.12.28 

G06K17/00 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞの端末機および非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ｾﾚｸﾄ回路は CPU の制御に従い､起動信号を受ける起

動ｽﾃｯﾌﾟでは増幅率の小さい受信側増幅器を選択し､
ﾃﾞｰﾀ信号の授受を行うﾃﾞｰﾀ通信ｽﾃｯﾌﾟでは増幅率の大
きい受信側増幅器を選択するようにｽｲｯﾁﾝｸﾞを行い､
ﾃﾞｰﾀ信号を受信する際の受信感度を起動信号を受信
する際に受信感度より高くしている 

 
PH04-349171 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

検出:位置:電流 特開平 10-322247 ﾜｲﾔﾚｽ伝送装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

デ
ー
タ

エ
ラ
ー 

判別:ﾚﾍﾞﾙ:ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ 特開平 11-15933 受信信号検出装置及びそれを用いたﾃﾞ-ﾀ受信装置 
 

不
要
信
号 

ﾘｾｯﾄ:CPU:電圧検出 特開平 9-62808 

95.8.25 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
電源電圧が所定動作電圧に達するまでおよび内部

回路の正常動作を保証する電圧以下になったとき内
部回路をﾘｾｯﾄするﾘｾｯﾄ発生回路を設けた 

 
PH07-217189 

受信:非整合:送信ｺｲﾙ 特開 2000-251032 送受信回路､送受信回路ｼｽﾃﾑ 
 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 11-39441 電磁誘導型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

回
込
信
号 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-3419 ﾎﾙﾀﾞ-差し込み式非接触ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

レ
ベ
ル 

補
正 

選択:増幅率 特開平 9-35014 移動体識別装置 
 

変
復
調 

変調:切換:PSK/FSK 特開平 8-241383 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびこれを含む非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ
およびそのﾃﾞ-ﾀ伝送方法 

 

エ
リ
ア
拡
大 

ｹﾞｰﾄ:配置:ｱﾝﾃﾅ 特開平 8-138006 

94.11.15 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよびそのｱﾝﾃﾅ機構 
互いに隣接する 2 つのｹﾞｰﾄ間､すなわちｹﾞｰﾄの内側

に送信ｱﾝﾃﾅを設け､各ｹﾞｰﾄ外側にそれぞれ受信ｱﾝﾃﾅを
設けることにより､ｹﾞｰﾄ間に不感帯を設ける必要がな
く､かつｹﾞｰﾄの外側に不要な通信ｴﾘｱが発生しないよ
うにした 

 
PH06-280544 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

 

受信強度:制御 特登 2787168 

90.9.20 

G06K17/00 

非接触ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
機器が送受信開始信号を送信する場合は､電圧制御

回路により変復調回路へ供給する電圧を制御して電
波の電界強度を低下させる 

 
PH02-252568 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.6.4 三菱電機の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（11/13） 

130 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

エ
リ
ア

拡
大 

受信強度:制御 特開平 10-51352 非接触通信ｼｽﾃﾑ 
 イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2000-3418 電磁誘導型非接触ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

電
源 

供
給 

回路:定電流:ｾﾙﾌﾊﾞｲｱｽ 特開平 9-128075 電流制御回路､及び､電流制御回路を用いた非接触型
IC ｶ-ﾄﾞ及びﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 

 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:周期:変調電流 特開平 11-296627 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触ｶ-ﾄﾞ,非接触ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及び非接触ｶ-ﾄﾞの
制御方法 

 

省
電
力
化 

検出:電圧:比較 特登 2009326 

89.10/17 

G06F15/78,510 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ及びこれを用いた非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
入力信号を電源電圧の範囲外に設定された検出ﾚﾍﾞ

ﾙで検出して CPU へ入力させる入力回路と､CPU からの
出力信号を外部へ出力させるための出力回路とを備
えた 

 
PH01-268159 

構
造 

ｺｲﾙ:形状:L 字 特開平 8-44833 

94.8.3 

G06K17/00 

三菱電機ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾌﾄｳｴｱ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲ
ﾀｼｽﾃﾑ 

電磁波による信号をｶｰﾄﾞとの間で送受信するため
のｱﾝﾃﾅ部とを備え､ｱﾝﾃﾅ部が L 次型形状に形成され
ている 

 
PH06-182434 

電
磁
誘
導(R/W) 

雑
音 

整流:閾値信号:加算 特開平 9-161029 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 
 

不
正
使
用 

比較照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 10-307896 

97.5.8 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀから送出されたﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと､ﾒﾓﾘに格納され

ているﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを比較し一致しなければﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ読取
り信号を出力しない 

 
PH09-118094 処

理
・
発
行 

暗
号化 

暗号化:乱数 特開 2000-222176 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

乱数生成回路､当該乱数生成回路を内蔵する非接触
IC ｶ-ﾄﾞ及びﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ､並びに､当該乱数生成回路を
内蔵する装置のﾃｽﾄ方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

複
数
識
別 

併用:挿入口:ｱﾝﾃﾅ内側 特登 2744741 

92.10.27 

G06K17/00 

ﾃﾞ-ﾀ処理装置およびそのｶ-ﾄﾞ挿入部 
非接触ｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀの送受信を行うﾙｰﾌﾟ状のｱﾝﾃﾅ

の内側に接触式ｶｰﾄﾞ用のｶｰﾄﾞ挿入口を設けて､各種ｶ
ｰﾄﾞがﾗﾝﾀﾞﾑにｱｸｾｽしても､ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ順とｶｰﾄﾞのﾃﾞｰ
ﾀ処理の順番を取り違えないようにした 

 
PH04-289014 

衝
突 

回
避 

識別:応答:変更 特開平 8-123919 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよびその通信方法 
 

多
機
能
化 

IF:電子機器 特開平 7-282210 

94.4.8 

G06K17/00 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ装置及びそれを用いた通信ｼｽ
ﾃﾑ 

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ装置は､外部のﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀに対する双方
向信号を制御するためのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｺﾝﾄﾛｰﾗと､非接触
IC ｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀ通信を制御するための通信ｺﾝﾄﾛｰﾗ
と､ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｺﾝﾄﾛｰﾗおよび通信ｺﾝﾄﾛｰﾗとの双方からｱ
ｸｾｽされるﾒﾓﾘとを備えている 

 
PH06-70913 

IF:電子機器 特開平 7-296125 

94.4.28 

G06K17/00 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀが､外部ﾎｽﾄ装置との双方向信号を入出力

するための入出力手段と､ｶｰﾄﾞとの双方向電磁波信
号を送受信するための送受信手段と､入出力手段と
送受信手段に電気的に接続され､両者間の信号の伝
達を行うための制御手段を備え､外部ﾎｽﾄ装置と非接
触 IC ｶｰﾄﾞとの間の信号の伝達を行う 

 
PH06-92702 

多
機
能
化 

併用 特開平 9-223205 入退室管理装置 

機
能 

切
換 

切換:補助回路 特開平 9-259233 

三菱電機ｼｽﾃﾑｴﾙ ｴｽ ｱｲ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

誤
り 

検
出 

誤り検出:ECC 特開平 11-120305 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

試
験 

診
断 

診断:ﾃｽﾄｶｰﾄﾞ 特開平 11-242723 非接触ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞのﾃｽﾄ装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

応
用 

ｼｽﾃﾑ:乗車率:表示 特開 2000-344105 乗車率情報提示ｼｽﾃﾑ 
 

特開平 9-297865 入退室管理装置 
 

特開平 10-124724 入退室管理装置 
 

電子錠:解錠中止:所定時

間 

特開平 10-280756 入退室管理装置 
 

電子錠:入力:携帯電話 特開 2000-356058 通行制御装置 
 

電
子
錠 

電子錠:比較認識:音声 特開平 8-42210 入退室管理装置 
 

取付:ﾎﾞﾄﾙ 特開 2001-34670 

三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

回収樽用の移動体識別装置及びこれを用いた回収
樽の管理装置 

識
別 表示:情報 特開平 8-30689 

三菱電機ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾌﾄ 

ｳｴｱ 

工程間作業遅延監視ｼｽﾃﾑ及びこれに用いるﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 

ETC:交信:減速 特登 3088413 

99.4.12 

G08G1/017 

料金収受ｼｽﾃﾑ用車載器 
車載器が料金収受通信区間内にあるときに､IC ｶｰ

ﾄﾞが車載器に正常に装着されているかの確認中､ま
たは IC ｶｰﾄﾞの料金収受適合性の確認中の場合に､車
両速度制御装置に対して､車両を減速させるための
ﾃﾞｰﾀを送出する 

 
PH11-104372 

ETC:入口 ID 特登 3033284 

91.10.14 

G07B15/00,510 

有料道路の料金収受装置 
高速道路料金所ｹﾞｰﾄにおいて､車両搭載ｱﾝﾃﾅにより

料金所入口 ID 信号を受信し､車両がどこから高速道
路に乗ったかを車両側で一旦記憶し､料金所出口で送
信し料金を算出し電子決済する 

 
PH03-264688 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

管理:出退勤 特開平 11-25302 出退勤管理装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



133 

 

 

 
2.7.1 企業の概要 

表 2.7.1 ソニーの企業概要 

商号 ソニー 株式会社 
本社所在地 東京都品川区 
設立年 1946 年（昭和 21 年） 
資本金 4,720 億 2 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 3 兆 75 億 84 百万円（2001 年 3 月期） （連結：7 兆 3,148 億 24 百万円） 
従業員数 18,845 名（2001 年 3 月末）（連結：181,800 名） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・エレクトロニクス（売上構成比 68%） 
（オーディオ機器、ビデオ、テレビ、情報・通信機器、電子デバイス等） 

・ゲーム（売上構成比 9%）（ゲーム機、ソフトウエア） 
・音楽（売上構成比 8%） 
・映画（売上構成比 7%） 
・保険（売上構成比 6%） 
・その他（売上構成比 2%） 

 

併用型 IC カードを、インフィニオン社（ドイツ）と共同開発。2002 年からインフィニ

オンが半導体を製造して、ソニーが IC カードを作成し、本人認証から定期券までの利用範

囲の広い併用型の IC カードを展開する（出典：2001 年 11 月 14 日の日経）。 

1988 年から非接触型 IC カード開発を手がけている。当初は、宅配便の自動仕分け目的

の非接触型 IC タグを開発したが、経済性の面で断念し、その後、入退室管理用の非接触型

IC カード、次いで、電子乗車券向けの非接触型 IC カードへと開発・事業の重点を変えた。 

現在は、FeliCa（フェリカ）の総称で、独自開発の非接触型 IC カードとリーダライタ

から構成されるシステムを、電子乗車券システム等として、国内外で提供している。 

Felica を使ったプリペイド電子マネーサービス事業（Edy 事業）を推進していく合弁会

社「ビットワレット㈱」を、2001 年 1 月、NTT ドコモ、三井住友銀行、トヨタ自動車等 11

社と共同で設立した。2001 年 10 月より本格的サービス開始予定である。 

非接触型 ICカードと携帯情報端末を利用したモバイル e-コマースのフィールド実験を、

NTT ドコモと NTT データの２社が共同で、札幌で行っている（出典：2001 年６月号のエレ

クトロニクス）。 

非接触型 IC カードシステム Felica は、2001 年６月の株主懇談会でもトピックとして紹

介される等、ソニー全体でも重視されている（出典：ソニーのホームページ（HP）、

http://www.sony.co.jp）。 

 

 

2.7.2 製品例 

取扱い事業部門は、ブロードネットワークセンターの i－カードシステムソリューショ

ン事業部（非接触型 IC カードビジネスの立上げと強化のため 1999 年 12 月新設）である。 

 

 

2.7 ソニー 
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表 2.7.2 ソニーの製品例（出典：ソニーの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
FeliCa（フェリカ） 記載なし ・独自開発の非接触型 IC カードとリーダライタから構成

されるシステム 
・国外では、香港で「オクトパスカード」の名前で電車・

バス・フェリー等で出改札システムとして使用されて
いる（1997 年から本格的な運用を開始し、出荷枚数実
績は 2000 年 3 月末時点で約 970 万枚）。シンガポール
でも現在パイロットテストが行われており、2002 年か
ら本格稼動予定（予定カード発行枚数は 700 万枚）。 

・国内では、ゲートシティ大崎（東京）で 1999 年から、
電子マネー・入退室キー・社員用 IDカードとして使用）、
そのほか、メディアージュ（東京お台場：入場、施設
内支払に使用）、交通機関（渋谷～代官山間の循環バス、
広島新交通システム）等で使用 

・JR 東日本の SUICA（スイカ）カードのテストに、2001
年 4 月から採用されている。 

Tele-File（テレファイル） 1999 年 ・図書館での書籍管理、ビデオ/CD/DVD レンタル店での
在庫管理等に使う、非接触データキャリアシステム。 

・非接触型 IC タグ・カード、ハンディリーダライタと
専用ターミナルで構成される。 

非接触 IC カード用 LSI：
XD9678 

2001 年 
7 月開発 

・PKI（Public Key Infrastructure:公開鍵基盤）に対
応。 

・独自開発の楕円曲線暗号回路を搭載することで、暗号
回路や演算器の小型化や低消費電力化を実現。 

 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.7.3 に、非接触型 IC カードのソニーの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、明

細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

ソニーの開発拠点：東京都品川区北品川６丁目７番３５号 ソニー(株)内 

 

図 2.7.3 ソニーの出願件数と発明者数 
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2.7.4 2.7.4 2.7.4 2.7.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.7.4 に、非接触型 IC カードのソニーの技術要素と課題の分布を示す。全体にバラ

ンスのとれた出願である。その中でも、最も多い出願は、技術要素「インタフェース（カ

ード）」における課題「通信維持」である。内容は、共振回路および共振周波数による信号

処理に関するものである。また、技術要素「インタフェース（リーダライタ）」では、変復

調処理に関するものである。 

 

図 2.7.4 ソニーの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.7.4 に、ソニーの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 140 件の

内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 123 件を示す。

その内、登録になった特許 10 件と海外出願された 6 件を、図と概要入りで示す。 

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）

1
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

凹部:ｶﾊﾞｰ 特開 2000-200334 非接触型 IC ﾗﾍﾞﾙおよびその製造方法 

被覆:低吸収率 特開 2000-91154 ｺﾝﾃﾞﾝｻ 
耐
水
・ 

磨
耗 

被覆:低吸収率 特開 2000-90219 ｶ-ﾄﾞ型非接触記録再生装置 

保護部材:PET 特開 2000-148948 非接触型 IC ﾗﾍﾞﾙおよびその製造方法 
耐
熱
・ 

放
熱 

保護部材:PET 特開 2001-24568 電子装置 

接続:ﾁｯﾌﾟ露出部 特開平 11-161763 ｱﾝﾃﾅ回路を具備した非接触型ｶ-ﾄﾞ媒体および製造方
法 

接
続
強
化 

接続:導電性接着剤:突起 特登 2785846 

95.4.10 

H05K1/18 

ﾌﾟﾘﾝﾄ基板回路 
導電性ﾍﾟｰｽﾄによって突起電極を形成し､突起電極

を介して配線ﾊﾟﾀｰﾝと電子部品とを接続する 
 

PH07-109014 

接着:ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 特開 2000-57288 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
接
着 

強
化 接着:硬化:同時加熱 特開 2000-132655 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 

品
質 

向
上 

樹脂:流れ 特開 2001-14438 情報ﾀｸﾞ及びその情報ﾀｸﾞの製造方法 

コ
ス
ト 

低
減 

ﾏｽｸ取り:入込み 特開 2000-67196 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 

メ
モ
リ 

 

制
御 

外部端子:書込用 特開平 8-16748 ID ｶ-ﾄﾞ 

部
品 

配
置 

取付:粘着剤 特開 2000-57294 記憶装置､情報記録再生装置および方法､並びに提供
媒体 

配
線 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:一体 特開 2000-48153 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 10-208003 ｶｾｯﾄﾗﾍﾞﾙ､および､ﾋﾞﾃﾞｵｶｾｯﾄﾃ-ﾌﾟ デ
ー
タ 

出
力 取付:印画紙 特開 2000-66350 ｶﾒﾗ用印画ｼ-ﾄ及びｶﾒﾗ 

取付:記録媒体 特登 2591409 

92.9.4 

G11B23/30 

ｶｾｯﾄ 
ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱをｶｾｯﾄに貼り､その内容をﾁｪｯｸできる 
 

PH04-263132 

取付:記録媒体 特開平 10-214478 ﾃﾞｨｽｸｶ-ﾄﾘｯｼﾞﾗﾍﾞﾙおよびｶ-ﾄﾘｯｼﾞ型ﾃﾞｨｽｸ状記録媒体 

取付:記録媒体 特開 2000-90637 ｶｾｯﾄﾗﾍﾞﾙ､ﾋﾞﾃﾞｵﾃ-ﾌﾟｶｾｯﾄ及び IC ｶ-ﾄﾞ 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:記録媒体 特開 2001-148182 情報記録ﾃﾞｨｽｸ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

貼着:写真 特開 2000-148946 

99.9.9 

G06K19/07 

情報再生ｼｽﾃﾑ､情報記録媒体及び情報記録ｼｽﾃﾑ 
IC ｶｰﾄﾞに写真ｼｰﾙを貼る｡その情報をIC ｶｰﾄﾞに入れ

ておく 
 

PH11-255329 

プ
ラ
イ

バ
シ 

分離:記憶部 特開 2000-155815 履歴情報記録装置及びこれを備えた製品機器 

ﾒﾓﾘ:ｱﾄﾞﾚｽ変換:ﾃｰﾌﾞﾙ 特開平 10-240631 

97.2.28 

G06F12/16,310 

情報処理方法および情報処理装置 
第 1 の領域はﾃﾞｰﾀ領域を構成する物理ﾌﾞﾛｯｸの物理

ﾌﾞﾛｯｸ番号を､論理ﾌﾞﾛｯｸ番号と対応付けて記憶してい
る｡例えば､論理ﾌﾞﾛｯｸへのﾃﾞｰﾀの書き込み要求がある
と､そのﾃﾞｰﾀは､ﾃﾞｰﾀ領域を構成する物理ﾌﾞﾛｯｸのうち
のﾃﾞｰﾀ更新用のための更新ﾌﾞﾛｯｸである｡例えば物理
ﾌﾞﾛｯｸにそれぞれ書き込まれ､第 2 の領域に､その物理
ﾌﾞﾛｯｸのﾌﾞﾛｯｸ番号が､論理ﾌﾞﾛｯｸと対応付けられて記
憶される 

 

PH09-62542 

ﾒﾓﾘ:領域管理 特開 2000-36021 ﾃﾞ-ﾀ記憶装置およびﾃﾞ-ﾀ記憶方法 

メ
モ
リ
制
御 

消去:情報 特開平 11-25003 情報処理方法および情報処理装置 

書
込
・
読
取 

デ
ー
タ
エ
ラ
ー 

送信:順次:ﾌﾞﾛｯｸ単位 特登 3109074 

89.11.30 

G06K19/07 

情報ｶ-ﾄﾞ 
情報ﾃﾞｰﾀの一部が伝送できない状態になっても残

る他のﾃﾞｰﾀを複数のﾌﾞﾛｯｸ単位ごとに順次送出可能と
する 

 

PH01-311693 

本
人 

照
合 

比較照合:指紋 特開 2000-123144 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 

表
示 

表示 特開 2000-57293 ﾀｸﾞ 

書換:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ:ｹﾞｰﾑ 特開 2000-218044 携帯用電子ｹﾞ-ﾑ機器 

書込:情報:履歴 特開平 11-120308 履歴情報記録装置及びこれを備えた製品機器 

郵便 特開 2000-67195 情報ｶ-ﾄﾞ 

回
路
・
機
能 

応
用 

郵便:葉書 特開平 11-120314 ﾒ-ﾙｼｽﾃﾑ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

光
学 

容
量 

増
大 

ﾒﾓﾘ:無限ﾙｰﾌﾟ 特開平 7-175901 

鉄道総合技術研究所 
情報記憶ｶ-ﾄﾞおよびその処理方法 

ア
ン
テ
ナ 

と
線
路 

ｱﾝﾃﾅ:半波長:FET 特開平 5-299927 情報ｶ-ﾄﾞ 

静
電
破
壊 

導電部材:ﾓｼﾞｭｰﾙ 特登 3141389 

90.8.31 

G06K19/07 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
電波を反射させるｱﾝﾃﾅの配置部を除く電子回路部

を含む領域にｼｰﾙﾄﾞ材を設け静電ﾁｬｰｼﾞやｽﾊﾟｰｸによる
破壊を防ぐ 

 

PH02-231353 

回
込 

信
号 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-28508 ｱﾝﾃﾅ及びその形成方法 

回
込
信
号 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:情報 実登 2516179 

89.12.30 

G06K19/07 

情報ｶ-ﾄﾞ装置 
ﾒﾓﾘに記憶されているｶｰﾄﾞ情報を読み出してｶｰﾄﾞ情

報に応じて電極ﾊﾟﾀｰﾝの電磁界に対する結合ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝ
ｽを変更することによりｶｰﾄﾞ情報を読み取り手段に伝
送するｶｰﾄﾞ情報伝送手段を有する 

 
UH01-150736 

マ
イ
ク
ロ
波 

変
復
調 

変調:制御:ｵﾝｵﾌ 実登 2137036 

89.12.19 

B42D15/10,521 

情報ｶ-ﾄﾞ装置 
ｺｲﾙ手段に接続され電極ﾊﾟﾀｰﾝがｽｲｯﾁ手段によって

短絡状態または開放状態になった時､ｺｲﾙ手段との接
続点からｺｲﾙ手段を見た時のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの変化に基づ
いて情報発生手段から発生されているｶｰﾄﾞ情報を判
別するｶｰﾄﾞ情報判別手段を有する 

 
UH01-146578 

電

源

供
給 

整流:逆流阻止 特開 2000-184587 電源装置及びｶ-ﾄﾞ状記憶媒体 

多

機

能
化 

併用:ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 特開 2000-90228 情報記憶媒体 
併
用 

応
用 

取付:電子機器 特開 2001-143040 半導体記憶装置及び電子機器 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

小
型

化 

回路:保護:ﾊﾞｲﾊﾟｽ 特開平 8-185497 IC ｶ-ﾄﾞ 

薄

型

化 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開 2000-57290 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

ｺｲﾙ端部:固定:支承部 特開 2000-57289 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

接続:ｺﾝﾃﾞﾝｻ電極 特開 2001-118040 非接触式情報伝送媒体及びｺﾝﾃﾞﾝｻ 

接続:ばね介在 特開平 11-328343 ﾘﾓ-ﾄｶ-ﾄﾞ 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 11-184995 ｱﾝﾃﾅ装置およびそれを用いた非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

接続:導電性接着剤 特開 2000-57291 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 

接
続
強
化 

誘電体:両面 特開 2000-57287 非接触式ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 

積層:熱硬化性樹脂 特開 2000-137785 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 

コ
ス
ト
低
減 

誘電体:重なり:ﾌﾟﾚｰﾄ 特登 3064840 

94.12.22 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ 
表裏に設けた導電性ﾊﾟﾀｰﾝにより容量結合して接

続する 
 

PH06-320966 

電
源 

供
給 

回路:ｸﾗﾝﾌﾟ:ﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝ結合 特開平 9-148869 ｸﾗﾝﾌﾟ回路及び非接触型情報ｶ-ﾄﾞ 

電
源
供
給 

給電:変換:負荷抵抗 特開 2000-165132 

98.11.30 

H01Q7/00 

ｱﾝﾃﾅ装置及びｶ-ﾄﾞ状記憶媒体 
ｱﾝﾃﾅ側からみた電子回路の負荷抵抗を所定値に変

換する負荷抵抗変換手段とを具え､負荷抵抗手段に
よって最大の起電力を電子回路に供給するようにす
る 

 

PH10-356981 

部
品 

配
置 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開 2000-113142 情報記憶装置 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開 2000-67192 記憶装置 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開 2000-295024 非接触ﾀｸﾞ 

ｺｲﾙ:巻回:傾斜角 特開 2001-7629 電子装置､並びに情報書き込み読み出し装置および
方法 

ｺｲﾙ:複数方式 特開 2000-67194 記憶装置 

配
線 

ｺｲﾙ:複数方式 特開 2001-148607 非接触伝送記録装置 

電
磁
誘
導 

エ
リ
ア 

一
様
化 

ｺｲﾙ:印刷:積層 特開 2001-143029 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

同
期 

ｸﾛｯｸ:発生:搬送波周波数 特開平 11-234163 

98.2.10 

H04B1/59 

IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
送信信号の搬送波と同一周波数でかつ位相同期し

た基準信号を生成し､または応答ﾃﾞｰﾀに応じて電源
回路の負荷を変化させる 

 

PH10-28293 

ｺｱ:ｺｲﾙ内面 特開 2000-57282 記憶装置 

ｺｱ:ｺｲﾙ内面 特開 2000-59260 記憶装置 

ｺｲﾙ:巻回:螺旋 特開平 11-272826 無線受信装置 

電
磁
誘
導 

エ
リ
ア
拡
大 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-57283 記憶装置 

多
機

能
化 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特開 2000-155824 履歴情報記録装置 

PLL:ｴﾗｰ量:ﾊﾟﾙｽ選択 特登 2876661 

89.11.30 

H03L7/06 

情報読取装置及び方法 
位相ｴﾗｰ量に基づき､分周ﾊﾟﾙｽ信号を選択し､その

ﾊﾟﾙｽの周波数にべき乗係数を乗算したと同様の周波
数を有する出力ﾊﾟﾙｽを送出するﾌｪｰｽﾞﾛｯｸﾙｰﾌﾟ 

 

PH01-311692 

ｺﾝﾃﾞﾝｻ:ﾊﾟﾀｰﾝ:導電層 特開 2000-67197 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特登 2550931 

95.4.25 

G06K19/07 

情報ｶ-ﾄﾞ 
情報ｶｰﾄﾞから伝送される伝送ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀの開始

位置を表す特殊ﾊﾟﾀｰﾝ部とこれに続く情報ﾃﾞｰﾀ部と
によって構成する｡これにより受信装置は特殊ﾊﾟﾀｰﾝ
の識別に続いて真に必要とするﾃﾞｰﾀ部分を先頭から
確実に読み出すことができる 

 

PH07-124211 

共振回路:ｺｲﾙ:重なり 特開 2000-293649 非接触ﾀｸﾞ 

共振周波数:ｺﾝﾃﾞﾝｻ:ﾙｰﾌﾟｺ

ｲﾙ 

特開 2000-269725 ｱﾝﾃﾅ装置及びｶ-ﾄﾞ状記憶媒体 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

信
号
処
理 

共振周波数:搬送周波数:

ずらし 

特開 2000-174539 ｱﾝﾃﾅ装置及びｶ-ﾄﾞ状記憶媒体 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.7.4 ソニーの非接触型 IC カードの課題対応保有特許（6/8） 

141 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

回
込 

信
号 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:FET 特開平 7-271937 情報ｶ-ﾄﾞ 

PLL:検出:位相ずれ 特開平 11-274919 PLL 回路､復調回路､IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 

同
期 同期:ずれ:ｼﾌﾄ 特開 2000-151569 ﾃﾞ-ﾀ同期装置､ﾃﾞ-ﾀ同期方法､およびﾃﾞ-ﾀ同期装置

を有する非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

信
号 

分
離 

検波:電流値:MOSFET 特開平 6-314931 検波回路 

変
復
調 

変調:側波体:重なり 特開平 11-234164 

98.2.10 

H04B1/59 

IC ｶ-ﾄﾞ､IC ｶ-ﾄﾞ処理装置及び IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
同一周波数の主搬送波を用いて､周波数軸上で互

いの側波帯が重なり合わないようにﾃﾞｰﾀ列を変調し
て送受することにより､周波数帯域を有効に利用し
て全二重方式によりﾃﾞｰﾀ交換することができる 

 

PH10-28393 

エ
リ
ア 

拡
大 

非接触:接触ﾃﾞｰﾀ 特開 2001-109864 情報の送出方法および遠隔情報送出装置およびﾜﾝﾁ
ｯﾌﾟ型の情報送出装置および遠隔情報授受ｼｽﾃﾑ 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

妨
害波 

動作停止:不要部分 特開平 10-64248 ﾒﾓﾘ付きｶｾｯﾄのﾃﾞ-ﾀ記録再生方式 

複
数
識
別 

識別:応答:同時処理 特開 2001-36545 

99.8.27 

H04L12/28 

情報処理装置および方法､情報処理ｼｽﾃﾑ､並びに媒
体 

複数の装置に対してｺﾏﾝﾄﾞを出力する出力手段
と､複数の装置から出力されたｺﾏﾝﾄﾞに対するﾚｽﾎﾟﾝｽ
を入力する手段と､複数の装置を識別する識別手段
とを含むことを特徴とする情報処理装置 

 

PH11-240669 

信
号 

処
理 

共振周波数:調整 特開平 9-147070 非接触型情報ｶ-ﾄﾞ 

不
要 

信
号 

変調:信号:演算 特開平 11-355367 増幅回路､変調回路､復調回路､送信装置及び受信装
置 

回
込 

信
号 

調整:同調周波数 特開 2000-99653 記憶装置および方法､情報処理装置および方法､並
びに提供媒体 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

同
期 

PLL:駆動:AD 変換回路 特開平 3-171384 情報読取装置 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

変調:PSK:ASK 特開平 10-13312 ﾃﾞ-ﾀ処理装置および方法､並びに､送受信装置およ
び方法 

変調:ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ拡散:てい倍

周波数 

特開平 6-231314 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ 変
復
調 

変調:振幅:増福送信 特開 2000-82118 ﾃﾞ-ﾀ書込装置及びﾃﾞ-ﾀ読取/書込装置 

通
信 

維
持 

識別:応答:通信速度 特開 2000-134140 情報処理装置､ﾀｸﾞ､情報処理方法､並びに提供媒体 

ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:異位相 特開平 9-212606 非接触ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア 

拡
大 ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:同時駆動 特開平 8-194785 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ 

ｺｲﾙ:補強 特開 2000-242740 ﾗﾍﾞﾙ形記憶装置 
剛
性
・ 

耐
性 基材:可撓性 特開 2000-99660 ﾄﾗﾝｽﾌｫ-ﾏ及びこれを備えたｶｾｯﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘｼｽﾃﾑ 

リ
ー
ド

ラ
イ
ト 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開平 8-330840 ｱﾝﾃﾅおよびﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 8-129624 ﾃﾞ-ﾀ処理端末装置 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

ｱﾝﾃﾅ:ｲﾔﾎﾝ 特開平 9-44615 携帯型電子機器 

誤
使用 

ｺｲﾙ:配置:複数 特開平 11-120304 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用受信装置及び非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ用
受信方法 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

妨
害波 

ｱﾝﾃﾅ:変換部配置:中央部 

 

特開 2000-332518 送受信装置 

光
学(R/W) 

多
機
能
化 

IF:電子機器:ｶｰﾄﾞ挿入 特開 2000-108561 情報記憶装置および情報再生装置 

暗
号化 

比較照合:暗号ｷｰ 特開 2000-36014 情報処理装置および情報処理方法 

不
正 

ア
ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:電子機器 特開平 10-240368 ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｼｽﾃﾑ 

メ
モ
リ 

制
御 

書込:読取:ﾗﾝﾀﾞﾑｱｸｾｽ 特開平 10-105661 情報処理方法および情報処理装置､並びに伝送媒体 

併用:ﾌｫｰﾏｯﾄ:同一 特開平 9-161028 IC ｶ-ﾄﾞ及び料金徴収方法 

処
理
・
発
行 

多
機
能
化 

併用:光通信 特開 2000-113126 情報読取書込装置 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

機
能 

切
換 

判別:管理:受信契約 特開平 11-196400 受信契約情報の管理装置及び管理方法､並びに受信
装置 

表示:情報 特開 2000-76393 情報処理装置､情報処理方法､および提供媒体､並び
に情報処理ｼｽﾃﾑ 表

示 表示:動作 特開 2000-57275 情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

集計:使用時間 特開 2000-182004 履歴情報記憶装置及びこれを備えた機器 

書込:情報:履歴 特開 2000-48129 情報処理装置および方法､並びに提供媒体 
デ
ー
タ

編
集 

編集 特開 2000-57274 情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

デ
ー
タ

エ
ラ
ー 

表示:代用ﾃﾞｰﾀ 特開 2000-11102 情報処理装置および方法､並びに提供媒体 

検証:比較:情報 特開 2000-194802 非接触型ﾒﾓﾘﾗﾍﾞﾙｼｽﾃﾑおよび非接触型ﾒﾓﾘﾗﾍﾞﾙ装置
への記録方法と記録内容の検証方法および､非接触
型のﾒﾓﾘﾗﾍﾞﾙ装置とﾒﾓﾘﾗﾍﾞﾙ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置および､
記録媒体および､ｼｽﾃﾑ･ｵﾝ･ﾁｯﾌﾟ型集積装置 

誤
り
検
出 

誤り検出:順次:ﾌﾞﾛｯｸ 特登 3179463 

89.11.30 

G06K17/00 

情報ｶ-ﾄﾞ読取装置 
ｶｰﾄﾞは複数の単位ﾌﾞﾛｯｸﾃﾞｰﾀを単位として順次1 つ

ずつ送出し､単位ﾌﾞﾛｯｸﾃﾞｰﾀを受信するごとに誤り検
出符号ﾃﾞｰﾀによって誤りがないことを確認し､複数の
単位ﾌﾞﾛｯｸﾃﾞｰﾀの全てのﾃﾞｰﾀが書き込まれたとき､ｶｰ
ﾄﾞから伝送された情報ﾃﾞｰﾀとして処理する 

 

PH01-311694 

試
験 

診
断 

診断:ﾃｽﾄｶｰﾄﾞ 特開平 11-25231 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ装置およびﾒﾝﾃﾅﾝｽ方法 

ｾﾝｻ:近接 特開 2000-57276 情報ﾀｸﾞ検知装置 

取付:ｶﾒﾗ:認証 特開平 10-215394 ｶﾒﾗ装置 応
用 取付:電子機器 特開 2000-59717 記録再生装置および方法､情報表示制御装置および方

法 

処
理
・
発
行 

識
別 

取付:記録媒体 特開平 10-177779 ｶｾｯﾄ管理ｼｽﾃﾑ 

接
続 

強
化 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起:ﾊﾝﾀﾞ 特開平 10-149600 ｶｾｯﾄﾃ-ﾌﾟ記録･再生装置 

ｹｰｽ:ｽﾗｲﾀﾞ:ﾛｯｸ 特開平 8-16741 ID ｶ-ﾄﾞへの情報書き込み用ﾗｲﾀ-ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 
作
成 書込:入力端子 特開平 8-16735 ID ｶ-ﾄﾞへの情報書き込み用ﾗｲﾀ-ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 

禁止:取出し 特開平 8-16733 ID ｶ-ﾄﾞへの情報書き込み用ﾗｲﾀ-ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 
誤
動
作 載置部:駆動 特開平 8-16734 ID ｶ-ﾄﾞへの情報書き込み用ﾗｲﾀ-ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 

機
構 

電
子 

錠 

電子錠:ｺｲﾙ:鍵穴 特開 2001-109922 入退出管理ｼｽﾃﾑ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.8.1 企業の概要 

表 2.8.1 日立マクセルの企業概要 

商号 日立マクセル 株式会社 
本社所在地 東京都渋谷区 
設立年 1960 年（昭和 35 年） 
資本金 122 億 3 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 1,279 億 9 百万円（2001 年 3 月期） （連結：2,095 億 24 百万円） 
従業員数 2,252 名（2001 年 3 月末） 
事業内容 
（売上構成比は連
結ベース） 

・情報メディア（売上構成比 48%） 
（コンピュータ用テープ、放送用ビデオテープ、CD、DVD、メモリカード、IC

カード等） 
・オーディオ・ビデオ（売上構成比 23%） 

（ミニディスク、オーディオテープ、ビデオテープ等） 
・電池・電器（売上構成比 29%） 

（リチウムイオン電池、乾電池、小型電気機器等） 

 

1999 年 10 月に、低消費電力設計技術を有する(株)鷹山と IC カードやタグのチップの

共同開発を行い、コイルオンチップの LSI の開発を行った。チップ上にコイルを形成す

る技術開発では、37 件の特許を出願した（出典：日立マクセルのホームページ（HP）、

http://www.maxell.co.jp）。 

1997 年 12 月に、米国シングルチップシステムズ社と薄型非接触型 IC タグ（Ｓラベル）

の製造・販売権取得の契約を締結した（出典：日立マクセルの HP）。 

 

2.8.2 製品例 

取り扱い事業部門は、情報メディア部門である。 

接触および非接触型の IC カードリーダライタ、タグ、RFID システムを開発・販売し

ている。従来は、他社製のチップを用いて IC カードやタグを製造してきたが、1999 年

より、独自開発したコイルオンチップ形成技術をもとに、自社製のチップ製造に乗り出

した。同チップは、従来の外付けコイル方式より小型、低コストである。また、同チッ

プを使った独自の低価格 RFID システムおよび対応機器も、提供し始めている。薄型・小

型・低価格のカードやチップの開発に、力点を置いている（出典：日立マクセルの HP）。 

 

表 2.8.2 日立マクセルの製品例（1/2）（出典：日立マクセルの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
非接触型 IC カード 
（FC シリーズ） 
 

記載なし ・最大通信距離 10cm で財布やケースにいれたまま、
リードライトが可能。 

・薄型 IC カードシートを内蔵することにより、カー
ド表面に凹凸がなく全面印刷が可能。 

・ISO/IEC14,443（近接型）ﾀｲﾌﾟ 
ライトワンス型磁気ストラ
イプ非接触 IC カード 

1998 年 3 月 
サンプル 

・非接触型 IC カードに１度書込みの磁気ストライプ
を搭載し、高セキュリティを有する。 

2.8 日立マクセル 
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表 2.8.2 日立マクセルの製品例（2/2）（出典：日立マクセルの HP） 
製品名 発売年 概要・特徴 

薄型非接触型 IC 
カードシート 
（FT シリーズ） 

1997 年 9 月 ・厚さ 0.3ｍｍの薄型 IC チップとアンテナコイルが組
み込まれたフレキシブルシート。 

・薄型でフレキシブルなため、多彩な実装形態に対応
可能。薄型チップ内蔵のため、表面に凹凸のないカ
ードが容易に作製可能。 

・ ISO/IEC14,443（近接型）ﾀｲﾌﾟ 
薄型非接触型 IC 
カードシート 

1997 年 10 月 
サンプル 

・厚さ 0.15mm の薄型 IC チップとアンテナコイルが組
み込まれたフレキシブルシート。 

・PET シートに不織物を内臓 IC の保護材として、単
純化した接続方法を開発して薄型に対処。 

薄型非接触型 IC タグ 1997 年 12 月 
サンプル 

・同上のモジュールをダグに実装してこがたなため、
各種形状に対処させる。 

密着非接触型 RFID チップ
（MY1007） 

1999 年 10 月 ・コイルオンチップ技術を用いて、小型・低価格の RFID
チップ。 

・非接触通信のためのアンテナコイルを 2.3ｍｍ角の
IC チップ表面に一体形成。 

・外付けコイル方式に比べ実装面積を非常に小さくで
き、各用途に応じてプラスチックや紙等最適なパッ
ケージでの供給や商品への埋め込みが可能。コスト
面や信頼性でも、外付けコイル方式に優る。 

パーソナル・リーダライタ
（PRW-1000） 

2000 年 
発売 

・密着非接触型 RFID チップと専用のリーダライタ LSI
チップセットを用いることで低価格を実現したリー
ダライタ。低価格により、個人がパソコン周辺機器
として手軽に利用できるようにした。 

コイル・オン・チップRFID シ
ステム(Coil-on-Chip RFID 
System) 

記載なし ・密着非接触型 RFID チップと、専用のリーダライタモ
ジュール、パーソナル・リーダライタ、ブースター
コイル、制御ソフトウエア等から構成されるシステ
ム。 

・例えば、広告用トークン（URL を記憶させた密着非
接触型 RFID チップが埋め込まれたトークン）をリー
ダライタに差し込むだけで自社のホームページに簡
単にアクセスしてもらう等新しい広告・宣伝ツール
としての使途が考えられる。低価格なトークンを使
用できるので、大量配布が可能。 

 

2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.8.3 に、非接触型 IC カードの日立マクセルの出願件数と発明者数を示す。発明者

数は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 
 

日立マクセルの開発拠点：東京都渋谷区渋谷 2 丁目 12 番 24 号 日立マクセル(株)内 
 

図 2.8.3 日立マクセルの出願件数と発明者数 
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2.8.4 2.8.4 2.8.4 2.8.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.8.4 に、非接触型 IC カードの日立マクセルの技術要素と課題の分布を示す。技術

要素「カード実装」では、大部分の課題に出願がある。その内、課題「接続･接着の強化」

の出願が多く、内容は各種解決方法に関する出願である。 

 

 

図 2.8.4 日立マクセルの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.8.4 に、日立マクセルの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数

131 件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 110

件を示す。その内、登録になった特許５件は、図と概要入りで示す。 
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技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

破壊:回路 特開 2001-109866 非接触通信式半導体装置 
 

補強:金属板 特開平 11-59036 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

剛
性
・
耐
性 

配置:中央部 特登 3117682 

99.3.11 

G06K19/077 

非接触型半導体ｶ-ﾄﾞ 
基板がｶｰﾄﾞ基体の厚さ方向のほぼ中央位置に埋没

されている 
 
PH11-65048 
 
 
 
 

 
 

封止:樹脂 特登 3117455 

90.10.23 

G06K19/077 

電池内蔵型一体成形ｶ-ﾄﾞ 
ﾌﾟﾘﾝﾄ基板に搭載した電池部をｹｰｽ部で封止する 
PH02-283479 
 
 
 
 
 

 

成形:注入口:辺と平行 特開平 10-247719 半導体装置 
 

配置:電極:長て垂直 特開 2000-200328 半導体装置 
 

部
品
破
壊 

基材:PET 特開平 11-232416 非接触式情報担体及びその製造方法 
 

封止:樹脂ﾌｨﾙﾑ 特開平 11-48661 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 耐

水
・ 

磨
耗 凹部:封止:硬化性樹脂 特開 2000-293651 半導体装置 

 

外
観

向
上 

逃がし部:過剰充填 特開平 8-79100 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 
 

封止:凹部 特開平 9-275184 情報担体及びその製造方法 
 

基材:圧縮性 特開平 10-129165 情報担体及びその製造方法 
 

挟持:充填:接着剤 特開 2000-57295 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

表
面
平
滑 

成形:一体 特開 2001-52137 半導体ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ及びその製造方法並びに半導体ﾊﾟｯｹ-
ｼﾞを搭載した半導体装置 

薄
型化 

成形:圧縮 特開平 11-263091 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びその製造方法並びにﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ
IC ﾓｼﾞｭ-ﾙを用いた情報担体の製造方法 

接続:ﾜｲﾔ 特開平 10-151883 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:端子 特開平 10-171954 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

カ
ー
ド
実
装 

接
続
強
化 接続:凹部内 特開平 11-5384 薄型電子機器ならびにその製造方法 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

接続:ﾜｲﾔ 特開 2000-30023 IC ｶ-ﾄﾞ及びそれに用いられるｱﾝﾃﾅｺｲﾙ用線材 
 

接続:抵抗発熱体 特開平 11-333561 微細接合装置 
 

接続:ｺｲﾙ内方 特開 2001-34725 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びその製造方法､並びに､非接触情
報媒体 

 

接
続
強
化 

接続:ﾁｯﾌﾟ露出部 特開 2000-323626 半導体ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びこれを搭載した半導体装置並びに
当該半導体装置の製造方法 

 
接着:異融点 特開 2001-5933 半導体装置 

 

接
着
強
化 

封止:貫通穴 特登 3117683 

99.3.11 

G06K19/077 

非接触型半導体ｶ-ﾄﾞ 
基板の電子部品が搭載されていない個所に連結用ｽ

ﾙｰﾎｰﾙが形成され､そのｽﾙｰﾎｰﾙを貫通するようにｶｰﾄﾞ
を構成する樹脂の一部が充填されている 

 
PH11-65049 
 
 
 
 
 

 

挟持:ｼｰﾄ:感圧接着 特開 2001-126044 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びその製造方法並びにﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ IC
ﾓｼﾞｭ-ﾙを用いた情報担体の製造方法 

 

印刷:染料 特開平 8-123926 情報記憶担体及びその製造方法 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 11-115360 

ﾜｶ製作所 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

ACF:易転写 特開平 11-175675 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

凹部:突起 特開 2001-143039 半導体装置及びその製造方法 
 

封止:熱硬化樹脂 特開 2000-299411 ﾁｯﾌﾟ実装体及びその製造方法 
 

製
造
性 

ｺｲﾙ:卷回:調整 特開 2000-293657 半導体ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造装置及び製造方法 
 

品
質

向
上 

凹部:封止 特開平 10-217657 電子部品の密封構造および密封方法 

カ
ー
ド
実
装 

品
質
向
上 

成形:一体 特登 3122651 

99.3.11 

G06K19/077 

非接触型半導体ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
ｶｰﾄﾞ基体が少なくとも第1の成形部と第2の成形部

を有し､第 2 の成形部が､基板を保持すると共に､半導
体ｶｰﾄﾞの少なくとも厚さを規定するための成形部で
あり､第1の成形部が､第2の成形部に隣接するように
設けられて､第 2 の成形部と共に半導体ｶｰﾄﾞの外形を
形成することにより､基板と電子部品とをｶｰﾄﾞ基体内
に埋設する 

 
PH11-65047 
 
 
 
 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

そ
り

防
止 

補強:ｽﾍﾟｰｻ:ｷｬﾋﾞﾃｨ 特開平 10-287069 ﾌﾟﾘﾝﾄ配線基板の密封構造および密封方法 
 

コ
ス
ト

低
減 

保護部材 特開平 8-118862 情報記憶担体及びその製造方法 
 

作
成 

包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 11-39444 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品

配
置 

取付:貼着 特開 2000-251046 非接触 IC ﾀｸﾞ 
 

ｺｲﾙ:配置:外部 特開平 9-35027 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及び非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
 

ｺｱ:ｺｲﾙ大 特開平 8-241384 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及びこれに搭載可能な電磁結合装置 
 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開平 8-241385 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及びこれに搭載可能な電磁結合装置 
 

ｺｲﾙ:複数方式:電磁結合 特開平 8-241386 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及びこれに搭載可能な電磁結合装置 
 

構
造 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:配置:角部 特開 2001-148000 IC ｼ-ﾄ装置並びにそれを用いるﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

収
納 

収納:球状 IC 特開 2000-223692 無線ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

配
線 

配線:被覆線:重なり 特開平 10-114180 半導体ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

誤
動作 

ｶｰﾄﾞ:外形:V 字切欠 特開平 11-34556 公衆電話機用ｶ-ﾄﾞ 
 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 10-154211 ｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置 
 

測定:環境情報 特開 2001-5937 非接触情報媒体､収納容器及び IC 素子 
 

封入:DNA 基板 特開 2001-147231 DNA ﾁｯﾌﾟ 
 

測定:温度 特開 2000-258254 温度記録ﾃﾞﾊﾞｲｽ 
 

封入:魚貝 特開 2000-201565 電子標識内蔵養殖真珠 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:記録媒体 特開 2000-285636 光ﾃﾞｨｽｸｼｽﾃﾑ 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

分離:記憶部 特開 2000-200472 記録媒体､記録媒体ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｽﾃﾑおよび記録媒体収納保
存ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｽﾃﾑ 書

込
・
読
取 処

理
時
間 

送受信:並列 特開平 8-287199 

日立製作所 

雑音低減非接触並列ﾃﾞ-ﾀ転送装置およびその方法 
 

暗
号化 

暗号化:ﾏﾄﾘｸｽ回路 特開平 10-105669 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 回

路
・
機
能 

多
機

能
化 

ﾊﾞｲﾝﾀﾞ:異種ｶｰﾄﾞ 特開平 8-129630 携帯型情報記憶装置及びそのﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

表示:情報 特開 2000-172811 収納装置 
 表

示 表示 特開 2000-194299 表示板 
 

回
路
・
機
能 識

別 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特開 2000-207657 物品探索装置 
 

光
学 

剛
性･

耐
性 

補強:硬質材 特開平 10-247232 半導体装置及びその製造方法 
 

マ
イ
ク
ロ
波 

製
造
性 

ｱﾝﾃﾅ:支持体 特開 2000-222540 非接触型半導体ﾀｸﾞ 
 

処
理

時
間 

ｱｸｾｽ:同時 特開平 6-243306 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

併
用 磁

気
ス
ト

ラ
イ
プ 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:上部:磁気層 特開 2000-113152 非接触ﾒﾓﾘ素子を内蔵した磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟﾃ-ﾌﾟ及びそれ
を利用して製造された IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ﾀｸﾞ 

 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ:蒸着 特開 2000-323643 IC 素子及びその製造方法並びに IC 素子を搭載した
情報担体及びその製造方法 

 
小
型
化 ｱﾝﾃﾅ:形状:立体 特開 2000-155827 非接触通信式半導体装置 

 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 11-175676 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接
続
強
化 

接続:並列 特開 2001-28037 非接触情報媒体およびこれを用いた通信ｼｽﾃﾑ 
 

製
造性 

ｺｲﾙ:印刷:2 基板 特開平 7-335443 ｺｲﾙ装置およびそれを用いた IC ﾒﾓﾘ装置 
 

電
源
供
給 

整流:脈流:除去 特登 2968817 

90.4.19 

B42D15/10,521 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
整流回路の脈流成分をﾂｴﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞと抵抗の直列

回路で熱変換して除去するので平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻを不要と
する 

 
PH02-101653 
 
 
 
 
 
 

充電:電池 特開 2000-90220 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 電

池 

充
電 充電:電池 特開 2000-90221 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

配
線 

ｺｲﾙ:複数方式:平行 特開平 7-200765 非接触 IC ﾒﾓﾘ-ｶ-ﾄﾞ及びそれを用いた情報伝送ｼｽﾃﾑ 
 

電
磁
誘
導 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

ｺｲﾙ:複数方式 特開 2001-5926 非接触情報媒体及びこれを用いた通信ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ﾘｾｯﾄ:所要時間 特開平 6-337737 ﾃﾞ-ﾀ送受信ｼｽﾃﾑ 
 

ｶｰﾄﾞ:厚さ:重なり:ｱﾅﾛｸﾞ回

路 

特開 2000-99673 半導体装置 
 雑

音 書込:ﾌﾞﾛｯｸ間:ｱﾄﾞﾚｽ変換 特開 2000-339426 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

同
期 

復調:PSK:位相比較 特開平 10-215288 

日立製作所 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾌﾞｰｽﾀ 特開 2000-137779 非接触情報媒体とその製造方法 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

エ
リ
ア
拡

大 

ﾌﾞｰｽﾀ 特開 2000-172812 非接触情報媒体 
 

送受信:並列 特開平 7-105328 ﾃﾞ-ﾀ伝送装置 
 

デ
ー
タ
保
護 

送受信:伝送速度 特開平 8-69509 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

カ
ー
ド

識
別 

ﾌﾞｰｽﾀ:共振周波数 特開 2000-138621 

ｽﾏｰﾄｶｰﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 

非接触情報媒体を利用する通信ｼｽﾃﾑ及びかかる通信
ｼｽﾃﾑに使用される通信補助装置 

 

省
電 

力
化 

変調:切換:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 10-107710 

日立製作所 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 
 

ア
ン
テ
ナ
と

線
路 

検出:電圧:比較 特開平 8-30741 信号伝送装置 
 
 
 
 

雑
音 

IF:ｺｲﾙｺﾈｸﾀ:ｼﾞｸﾞｻﾞｸﾞ 特開平 7-192101 非接触式ﾊﾟﾗﾚﾙﾃﾞ-ﾀ伝送ｼｽﾃﾑ 
 

同
期 

同期:ｸﾛｯｸ移相:位相判定 特開平 7-123120 ﾃﾞ-ﾀ送受信ｼｽﾃﾑ 
 

通
信

維
持 

比較:位相:反転 特開平 10-307897 

日立製作所 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 
 

ｴﾘｱ:拡大:ｴﾘｱ:拡大:中継器 特開 2000-216715 非接触情報媒体を利用する通信ｼｽﾃﾑ及びかかる通信
ｼｽﾃﾑに使用される通信補助装置 

 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 

ｴﾘｱ:拡大:中継器 特開 2001-22905 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
 
 

ｺｲﾙ:埋込み:磁性体 特開平 10-207998 

日立製作所 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用送受信装置 
 

電
源
供
給 

ｺｲﾙ:複数方式 特開 2000-332664 非接触情報媒体を利用した通信ｼｽﾃﾑ 

給電:手動 特開平 8-77306 管理用端末 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

省
電 

力
化 待機状態:停止 特開 2000-163524 非接触型情報記憶媒体情報処理ｼｽﾃﾑ 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2000-172794 非接触ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞおよび非接触ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 電

磁
誘
導(R/W) 

妨
害
波 

ｺｲﾙ:ｺﾈｸﾀ:外部導出 特開 2000-163170 情報処理装置 
 
 
 

処
理

時
間 

送受信:並列 特開平 7-271928 

日立製作所 

非接触並列ﾃﾞ-ﾀ転送装置およびﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 
 

作
成 

電子写真:不可視ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 特開 2001-92255 電子写真式記録装置､情報媒体及び印刷方法 
 

表
示 

表示:動作 特開 2000-172793 非接触型情報記憶媒体用ﾘ-ﾀﾞおよび非接触型情報記
憶媒体ｼｽﾃﾑ 

 

収納:ｽﾛｯﾄ:検出 特開平 10-222619 電磁結合型半導体ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

ｹｰｽ:収納 特開平 10-177627 電子ﾃﾞ-ﾀ処理ｱﾀﾞﾌﾟﾀ-ならびにそれを用いた電子ﾃﾞ-
ﾀ処理ｼｽﾃﾑ 

ｹｰｽ:収納 特開平 11-184982 

ﾕｰ ｴﾑ ｼｰ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

電子ﾃﾞ-ﾀ処理ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 
 

ｹｰｽ:収納 特開平 11-184983 

ﾕｰ ｴﾑ ｼｰ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

電子ﾃﾞ-ﾀ処理ｱﾀﾞﾌﾟﾀ- 
 

ｾﾝｻ:環境情報 特開 2001-14504 管理ｼｽﾃﾑ 
 

取付:有価証券 特開 2001-22866 取り引き情報保持方法および装置 
 

処
理
・
発
行 

応
用 

食器:洗浄:属性 特開 2000-279362 食器洗浄機､処理装置及び処理ｼｽﾃﾑ 
 

部
品 

配
置 

取付:嵌込み 特開 2000-331132 IC ﾄ-ｸﾝおよびﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

収
納 

ｺｲﾙ:対向配置:電子機器 特開平 7-192102 可搬情報記録媒体及びそれを用いたﾃﾞ-ﾀ伝送装置 
 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

保持:付勢:V 字切欠 特開平 10-21350 非接触ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及びｶ-ﾄﾞ利用端末並びにｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置 
 

併用 特開平 8-315093 非接触ｺﾈｸﾀ 
 

機
構 

多
機
能
化 

収納:ｽﾛｯﾄ:位置決め 特開平 8-339427 ｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.9.1 企業の概要 

表 2.9.1 松下電器産業の企業概要 

商号 松下電気産業 株式会社 
本社所在地 大阪府門真市 
設立年 1935 年（昭和 10 年） 
資本金 2,109 億 94 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 4 兆 8,318 億 66 百万円（2001 年 3 月期） （連結：7 兆 6,815 億 61 百万円） 
従業員数 44,951 名（2001 年 3 月末）（連結：292,790 名） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・映像・音響機器（売上構成比 23%） 
・家庭電化・住宅設備機器（売上構成比 17%） 
・情報・通信機器（売上構成比 28%） 
・産業機器（売上構成比 11%） 
・部品（売上構成比 21%） 

 

 

2.9.2 製品例 

非接触型 IC カード中心に開発をしており、高速処理タイプと高機能タイプをターゲッ

トとしている。高速処理は、FeRAM を使用する。高機能は暗号処理用コプロセッサを組込

み、OS はμITRON で、アプリケーションは Java のアプレットをダウンロードする（出典：

2001 年 6 月号のエレクトロニクス）。 

 

表 2.9.2 松下電器産業の製品例 

（出典：松下電器産業のホームページ（HP）、http://www.matsushita.co.jp） 

製品名 発売年 概要・特徴 
ケア情報システム・徘徊コー
ル 

2000 年 ・高齢者福祉施設で、徘徊行動を伴う入居者の介護を
行うスタッフのサポートシステム。 

・「小型タグ発信器」を高齢者の靴やズボンの裾にセッ
トしておくと、「検知マット」上を通過した高齢者
を検知し、「徘徊コール受信ユニット」が通過した
高齢者を特定して知らせるシステム。 

 

 

2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.9.3 に、非接触型 IC カードの松下電器産業の出願件数と発明者数を示す。発明者数

は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

松下電器産業の開発拠点：大阪府門真市大字門真 1,006 番地 松下電器産業(株)内 

 

2.9 松下電器産業 
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図 2.9.3 松下電器産業の出願件数と発明者数 
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図 2.9.4 に、非接触型 IC カードの松下電器産業の技術要素と課題の分布を示す。全体

的にバランスのとれた出願である。技術要素「電磁誘導（リ－ダライタ）」における、課題

「電源供給」に願が多く、内容は電池への充電、省電力化に関する出願である。 

 

図 2.9.4 松下電器産業の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.9.4 に、松下電器産業の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数

107 件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 92 件

を示す。その内登録になった特許３件と海外出願された２件は図と概要入りで示す。    
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カ
ー
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リ
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ダ
ラ
イ
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

剛
性･

耐
性 

配置:編心 特開平 10-315670 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

封止:貫通穴 特開平 11-161761 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品
破
壊 

ｺｲﾙ:蒸着 特開平 11-272820 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾓｼﾞｭ-ﾙとその製造方法 
 

耐
水
・

磨
耗 

開口部:実装 特開平 9-109580 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

薄
型
化 

封止:熱可塑性樹脂 特開 2001-93926 半導体素子ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ製造方法及びそれにより製造され
た半導体素子ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ 

接続:押圧:金属ﾎﾞｰﾙ 特開 2000-132653 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ製造方法 
 接

続
強
化 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開 2000-285211 非接触 IC ｶ-ﾄﾞにおけるｺｲﾙ終端接続方法 
 

接着:糊しろ 特開平 10-193852 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

熱加圧溶融:接着層 特開 2000-315249 接触･非接触兼用 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 
接
着
強
化 ｼｰﾄ:ｶﾞﾗｽ:転移点 特開 2000-227953 IC ｶ-ﾄﾞとその製造方法 

 
ﾓｼﾞｭｰﾙ:一括実装 特開平 10-138670 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 

 製
造
性 挟持:ｼｰﾄ:熱可塑性 特開 2000-227952 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

工
程

短
縮 

接続:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開平 11-250214 部品の実装方法と IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 

凹部:封止 特開平 10-193850 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
品
質
向
上 

熱加圧溶融:ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 特開 2000-200332 非接触 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

そ
り

防
止 

印刷:矯正:ﾛｰﾗ 特開 2000-143068 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:熱 特開平 11-120313 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ:伝票 特開 2001-101367 電子ﾒﾃﾞｨｱとその関連装置およびその使用方法 

雑
音 

基材:接地層 特開 2001-101365 非接触 IC ｶ-ﾄﾞと移動体識別ｼｽﾃﾑ 
 

ｺｲﾙ:配置:交差 特開平 10-3527 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 妨

害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 10-201517 

ﾄｷﾒｯｸ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ｶ-ﾄﾞｹ-ｽ 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

腕時計 特開平 9-311920 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ﾒﾓﾘ電圧:比較:基準値 特開平 10-154216 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾒﾓﾘ電圧:給電:電池 特開平 10-162108 

ﾄｷﾒｯｸ 

ﾃﾞ-ﾀ記憶体 
 

書換:退避 特開 2001-22653 不揮発性半導体記憶装置 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ:ｷｬﾊﾟｼﾀ 特開平 7-161198 ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀ及びそれを使用した情報ｶ-ﾄﾞ 
 

衝
突
回
避 

識別:ID:特定番号 特開 2001-134729 識別無線ﾀｸﾞとその関連装置およびそれらを用いたｼｽ
ﾃﾑ 

 

表
示 

表示:情報 特開平 11-16013 情報伝達ｼｽﾃﾑ 
 

回
路
・
機
能 

応
用 

書込:情報:ﾏﾆｭｱﾙ 特開 2001-142966 生産管理方法及びｼｽﾃﾑ 
 

耐
水
・
磨
耗 

光通信:電極 特開平 8-212606 光ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 
 

光
学 

試
験

診
断 

診断:ﾃｽﾄｶｰﾄﾞ 特開 2001-67631 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ､ｶ-ﾄﾞ種別判定方法､並びにｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞのｸﾘ-ﾆﾝ
ｸﾞ方法 

 

真
偽 

判
定 

分離:異種:記憶部 特開平 10-198779 情報ｶ-ﾄﾞ 
 

マ
イ
ク
ロ
波 

コ
ス
ト 

低
減 

給電点:接続:検波回路 特開 2000-209790 移動体識別装置 
 

受信ｺｲﾙ:六角稠密状 特開平 10-208005 

ﾄｷﾒｯｸ 

ﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 
 複

数
識
別 

ｺｲﾙ:配置:複数 特開 2001-101369 RF ﾀｸﾞ 
 

整流:増幅:FET 特開平 9-181543 

ﾄｷﾒｯｸ 

増幅器 
 

電
源
供
給 

検出:電圧:比較 特開平 11-232418 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
池 

充
電 

発電:磁石:転動 特開平 11-91271 発電装置を備えたｶ-ﾄﾞと電子機器 
 

電
磁
誘
導 

磁
気
ス
ト 

ラ
イ
プ 

ｺｲﾙ:配置:交差 特開平 10-291391 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

試
験

診
断 

調整:ｱﾝﾃﾅ時定数 特開 2000-331139 非接触ﾒﾓﾘ装置 
 

PLL:基準信号 特開平 11-328342 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

復調:ｹﾞｰﾄ:ﾉｰｽﾞ 特開 2001-92938 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよびそのﾃﾞ-ﾀ処理方法 
 

信
号
処
理 復調:PSK:位相比較 特開平 9-181783 

ﾄｷﾒｯｸ 

PSK 信号の復調回路およびﾃﾞ-ﾀ送受信ｼｽﾃﾑ 

同
期 

復調:PSK:位相変化点 特開平 9-181784 

ﾄｷﾒｯｸ 

PSK 信号の復調回路 
 

変
復調 

変調:振幅変動:電圧調整 特開 2001-125653 半導体集積回路､当該半導体集積回路を搭載した非接
触型情報媒体､及び半導体集積回路の駆動方法 

通
信 

維
持 

検出:ｴﾘｱ:起動 特開平 8-36625 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

多
重
化 

選択:通信方法 特開 2000-268145 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

カ
ー
ド
識
別 

応答識別:第 2 搬送波:第 1

搬送波断続 

特登 3022106 

93.12.3 

G01S13/76 

無線周波符号識別方法 
ﾘｰﾀﾞｰから第1の搬送波を断続して送出し､第 1の搬

送波送出期間に､ﾀｸﾞに内臓される直流電源を充電し､
第 1の搬送波が中断されている期間に第2の搬送波を
送出し､第 2 の搬送波送出期間に受信された第 2 の搬
送波をﾀｸﾞに内臓されるﾒﾓﾘの読み出しｸﾛｯｸとﾀｸﾞから
ﾘｰﾀﾞｰに認識符号を送出するために使用するﾀｸﾞ搬送
波を作成するときの基準信号とする 

 
PH05-304008 
 
 
 
 
 
 
 

複
数 

識
別 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:変更:数量 特開 2000-209121 移動体識別装置 
 

誤
動作 

判別:方向:ﾄﾞﾌﾟﾗｰ 特開 2001-22977 路側ｱﾝﾃﾅ装置 

検出:電圧:比較 特開平 10-63795 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 信

号
処
理 

ﾌｨﾙﾀ:増幅:特定周波数 特開 2000-222532 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ受信用増幅装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

雑
音 

交信:ﾀﾞﾐｰﾃﾞｰﾀ 特開平 11-120306 

ﾄｷﾒｯｸ 

ﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ方法およびその装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

回
込 

信
号 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-94326 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ用ｱﾝﾃﾅ 
 

変調:直流平衡 特開平 10-93640 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑのﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置および非接触 IC ｶ-
ﾄﾞ 

 

変調:ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ拡散 特開平 11-8608 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑのﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

変調:切換:ASK/FSK 特開平 11-127088 

ﾄｷﾒｯｸ 

送信機 
 

変
復
調 

変調:切換:PSK/FSK 特開平 11-232406 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

通
信 

維
持 

復調:ﾊﾟﾙｽ数 特開平 9-294148 

ﾄｷﾒｯｸ 

受信機 
 

複
数 

識
別 

ｺｲﾙ:配置:複数 特開平 10-21351 ID ﾀｸﾞ識別ｼｽﾃﾑ 
 

電
源
供
給 

給電:ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子 特開平 10-302028 

97.4.30 

G06K17/00 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
電池に電源供給能力が有るときは､電池から電源供

給を行うことで長距離通信が可能とし､万一電池切れ
になった場合､非接触 IC ｶｰﾄﾞを質問器に近づけ､電源
手段から電圧供給され､ｶｰﾄﾞの機能を持ち続ける作用
を有する 

 
PH09-112202 
 
 
 
 
 
 
 

検出:強度:間欠 特開平 11-25237 非接触型情報媒体およびﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置 
 

電池:間欠動作 特開平 11-338984 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ､非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びそれらを用いたｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

電
池
充
電 

充電:電池 特開平 11-345292 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ク
ロ
ッ
ク

供
給 

ｸﾛｯｸ:送信時:PLL 停止 特開平 11-45314 非接触型情報媒体および非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

切換:ﾓｰﾄﾞ 特開 2001-101351 ﾘ-ﾀﾞ装置 
 省

電
力
化 

ｾﾝｻ:近接 特開 2000-259790 非接触式読み取り書き込み機 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

構
造 

ｺｲﾙ:大きさ 特開平 9-270742 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ通信装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-68892 質問器ｱﾝﾃﾅ､ｶ-ﾄﾞｱﾝﾃﾅ及びそれらを用いた質問器､非
接触 IC ｶ-ﾄﾞ 電

磁
誘
導(R/W) 

収
納 

ｱﾝﾃﾅ:着脱自在 特開 2001-101353 RF ﾀｸﾞ用情報端末装置 
 

不
正 

使
用 

認証:別伝送方法 特開平 11-120307 

ﾄｷﾒｯｸ 

通信機 
 

顔
・ 

指
紋 

比較照合:身体特徴 特開平 11-53494 個人識別ｼｽﾃﾑ 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

認証:重複 特開 2000-137774 2 つの用途で用いられる可搬体､通信ｼｽﾃﾑ､通信方式､
端末装置､ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録したｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ読み取り可能な
記録媒体 

ｱｸｾｽ:端末 特開平 9-326014 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

ｱｸｾｽ:BS 特開 2000-151526 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送の受信ｼｽﾃﾑと受信方法 
 

不
正
ア
ク
セ
ス 

認証:車載器:路側器 特登 3091450 

99.4.9 

G07B15/00 

認証ｼｽﾃﾑ及び認証方法 
車載器の暗号と一致しない IC ｶｰﾄﾞが車載器に挿入

されたとしても､車載器と路側器との間のﾃﾞｰﾀ送信に
よって車載器が IC ｶｰﾄﾞをｵｰｿﾗｲｽﾞされた IC ｶｰﾄﾞであ
ることを認証できるようにする 
 

PH11-102898 
 
 
 
 
 
 
 
 

識別:応答:時間 特開平 10-207996 

ﾄｷﾒｯｸ 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 複

数
識
別 

識別:応答:時間 特開 2001-101350 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ 
 

作
成 

検札器:携帯型 特開平 9-259307 電子型自動車運転免許証ｼｽﾃﾑ 
 

IF:電子機器 特開平 10-69532 IC ｶ-ﾄﾞ端末および IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

IF:通信機器 特開 2001-5920 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

多
機
能
化 併用:同位置:垂直磁界 特開 2001-92929 IC ｶ-ﾄﾞ読取装置 

 

処
理
・
発
行 

表
示 

表示:動作 特開平 9-114945 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

誤
使用 

判別:表裏:電界強度 特開 2000-306047 情報ｶ-ﾄﾞの表裏判別方法及び表裏判別装置 
 

エ
リ
ア 

拡
大 

検出:電圧:比較 特開 2000-242739 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 
 

識
別 

管理:所在:部屋 特開 2001-134647 通過物判別ｼｽﾃﾑ､通過物判別装置､およびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ記録
媒体 

書込:情報:履歴 特登 2924422 

92.3.6 

G07B15/00,510 

自動課金方法 
情報の記憶と情報の送受信機能を有する非接触ICｶ

ｰﾄﾞと､このｶｰﾄﾞに対する情報の読取りおよび書き込
みの送受信機能を有し､課金処理を実行するｶｰﾄﾞ処理
装置とを用い､ｶｰﾄﾞ処理装置より料金所を通過するご
との課金履歴情報を送信し､ｶｰﾄﾞ内に記憶蓄積する 

 
PH04-49275 
 
 
 
 
 
 
 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

改札:乗車:区間外 特開平 9-62882 

95.8.30 

G07B15/00,501 

ﾁｹｯﾄ発行､利用ｼｽﾃﾑ 
非接触端末に､券売機から発信された利用者の利用

区間に応じた乗車区間許可情報を組み込んだ非接触
信号を記憶させ､非接触端末と改札ｹﾞｰﾄとの間で乗車
区間許可情報の交換を行う 

 
PH07-221378 
 
 
 
 
 
 

複
数 

識
別 

識別:応答:時間 特開 2001-60901 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及びｺﾝﾄﾛ-ﾗ 
 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2001-101354 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

保持:ｽﾗｲﾀﾞ 特開平 8-171619 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ用携帯端末 
 

機
構 

応
用 

ｹｰｽ:収納 特開平 11-161751 ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.10.1 企業の概要 

表 2.10.1 日本信号の企業概要 
商号 日本信号 株式会社 
本社所在地 東京都豊島区 
設立年 1928 年（昭和 3 年） 
資本金 68 億 46 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 768 億 96 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 1,792 名（2,001 年 3 月） 
事業内容 ・信号  （売上構成比 45%）（鉄道信号システム） 

・情報制御（売上構成比 55%）（交通情報システム、出入管理システム、料金精算シ
ステム等） 

非接触 IC カードを鉄道の乗車券システムに使う研究・開発を推進している TRAMET（汎

用電子乗車券技術研究組合、1996 年～、約 50 社参加）で、中心的役割を果たした（出典：

日本信号のホームページ（HP）、http://www.signal.co.jp）。 

 

2.10.2 製品例 

取扱い事業部門は、すべての事業分野で、非接触型 IC カードやタグを使ったシステム

事業を展開している。 

表 2.10.2 日本信号の製品例（出典：日本信号の HP） 

製品名 発売年 概要 
ＣＬキャッシュカード及び
対応システム 

1996 年開発 ・非接触型のキャッシュカード。CL は、Contact-Less の
略。 

・対応する精算機器やゲート等も供給。 
リライト機能付き非接触型
IC カード及び対応リーダラ
イタ 

1999 年開発 ・カード自体に利用者情報、有効期限、獲得ポイント等
を表示できる。 

・対応するリーダライタで、目視情報を印字・書き換え
できる。 

・非接触 IC カードでは業界初。 
特定車両優先信号システム 
 
 

記載なし ・ID タグ、スマートパス、交通信号制御機から構成され
るシステム。ID タグには車両識別情報等が書き込まれ、
スマートパスはマイクロ波を出力しタグの情報を読み
込む。 

・これにより、構内等で特定車両を交差点で停止させる
ことなく、優先的かつ安全的に通過させることができ
る。 

非接触型 ID タグ自動料金精
算機 

記載なし ・レジャー施設等でのリストバンドによるキャシュレス
システムでの料金精算業務は、従来、人手により行わ
れていたが、これを自動精算できる機械。 

物品管理用無線 IC タグ（同
時識別技術） 

2000 年開発 
2001 年販売 

・従来不可能とされてきた、多数の無線 IC タグが積層状
態でどのような方向を向いていても、正確に読み取
り・書き込みができるシステム。 

通過型非接触 IC カードリー
ダライタ 

記載なし ・IC カードを内部に取り込んでメモリ部に供給し、それ
と同時にデータの受信（リード）・送信（ライト）を行
うリーダライタ。かざし型と異なり、IC カードを搬送
して内部に取り込むことにより、課金・ポイント等の
データを確実にライトし返却できる。アンテナ/データ
処理部はかざし型としても使用できる。 

 

2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.10.3 に、非接触型 IC カードの日本信号の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

2.10 日本信号 



162 

日本信号の開発拠点：埼玉県浦和市上木崎１丁目 13 番 8 号日本信号(株)与野事業所内 

栃木県宇都宮市平出工業団地 11 番地日本信号(株)宇都宮事業所内 
 

図 2.10.3 日本信号の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10.4 2.10.4 2.10.4 2.10.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.10.4 に、非接触型 IC カードの日本信号の技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「処理・発行」に出願が多く、内容は改札機に関する出願が多い。 
 

図 2.10.4 日本信号の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.10.4 に、日本信号の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 98

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 86 件を示

す。その内登録になった特許 22 件を、図と概要入りで示す。 
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課  題

技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。） 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

耐
水
・

磨
耗 

基材:弾性率 特開 2000-36064 非接触式ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
環境 

回収:ﾁｹｯﾄ:再使用 特開 2000-331198 改札処理ｼｽﾃﾑ 
 

外
観

向
上 

表面ｼｰﾄ:透明 特開平 11-73529 非接触式自動改札機 
 

接
続

強
化 

接続:ﾘﾌﾛｰ 特開平 7-52592 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

誤
動作 

ｹｰｽ:2 枚重ね 特開 2001-76104 非接触式情報記録媒体収納ｹ-ｽ 
 

誤
使用 

判別:方向:ﾏｰｸ 特開 2000-311227 施設管理ｼｽﾃﾑに用いる非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

貼着:葉書 特開 2000-259798 情報記録媒体及びその処理機 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ電圧:給電:外部 特開平 8-212396 非接触式ｶ-ﾄﾞ及びその非接触式ｶ-ﾄﾞを用いた非接触
式自動改札機 

 

不
正
使
用 

遊技:景品:純金回路 特登 2994785 

91.4.1 

A63F7/02,354 

商品内蔵ｶ-ﾄﾞ 
商品の純金を電気回路の一部として使用する商品

内蔵ｶｰﾄﾞ 
 
PH03-94706 
 
 
 
 
 
 
 
 

偽
造
改

ざ
ん 

回路:ﾛｯｸ 特開平 11-338999 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

顔
・
指
紋 

比較照合:指紋 特開 2000-36027 IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 
 

処
理
時
間 

受信拒否:無効機能 特開平 7-78229 非接触式ｶ-ﾄﾞ 
 
 
 
 

回
路
・
機
能 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ:AV 特開 2000-250596 ｵ-ﾃﾞｨｵ装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

取付:荷物:発送先 特開 2000-113135 情報記録媒体及びそれを用いた伝票発行機 
 

デ
ー
タ
出
力 

郵便:切手 特開 2000-123127 郵便切手及び郵便ｼｽﾃﾑ 
 

表示 特開平 6-344693 IC ｶ-ﾄﾞ及びその発行機 
 

表示:動作 特開 2001-109857 非接触式情報記録媒体用付属器 
 

表
示 

表示 特開 2000-251036 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

誤
り

検
出 

通知:電圧:電池 特開平 8-249437 非接触式ｶ-ﾄﾞ 
 

案内:外国語 特開平 7-134762 非接触式ｶ-ﾄﾞ及びその処理装置 
 案

内 取付:書籍:音声 特開 2000-247074 音響書籍及びその読取機 
 

ﾁｹｯﾄ:入出場 特登 3083122 

92.9.11 

G07B15/00 

自動改札機 
遊園地の有料ｿﾞｰﾝの入場に使用するｶｰﾄﾞ 
 
PH04-269600 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SF:禁止:無効 特開平 7-282306 非接触型自動改札機及びそれで用いられるｶ-ﾄﾞ 
 

回
路
・
機
能 

ゲ
ー
ト 

SF:禁止:無効 特開 2000-200373 非接触式定期券及びそれを用いる自動改札機 
 

マ
イ
ク
ロ
波 

構
造 

ｱﾝﾃﾅ:形状:L 字 特開平 7-221538 

ｱﾝﾃﾅ技研 

ｽﾛｯﾄｱﾝﾃﾅ装置 
 

機
能
切
換 

併用:非接触処理:優先 特登 2666168 

92.9.30 

G07B15/00 

ｹﾞ-ﾄｼｽﾃﾑ 
搬送式情報記録物に対応した第一情報読み取り部

から信号が入力されてから所定時間内に非搬送式情
報記録物に対応した第二情報読取部から信号が入力
された場合には､第二情報読み取り部からの信号に対
応する所定処理を第一情報読み取り部からの信号よ
り優先して行う 

 
PH04-285374 
 
 
 
 
 

併
用 

誤
使用 

併用:磁気口挿入:厚さ検出 特開 2000-90309 情報記録媒体及びその処理装置 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

充電:電池 特開平 8-87581 非接触式ｶ-ﾄﾞ 
 

電
池
充
電 

充電:太陽電池 特開平 8-315098 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 エ

リ
ア

拡
大 

ｺｲﾙ:巻回:共振回路 特開平 11-282990 ｱﾝﾃﾅ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

メ
モ
リ
制
御 

書込:ﾊﾟｹｯﾄﾃﾞｰﾀ 特開 2000-276568 IC ｶ-ﾄﾞ及びその処理ｼｽﾃﾑ 
 

複
数
ヘ
ッ
ド 

改札:検出:通過位置 特登 2695719 

91.10.1 

G07B11/02 

自動改札機 
自動改札機の本体に設けられた複数の通信ｴﾘｱと､

改札通路を通過する利用者の通過位置を検出する人
間検知器と､複数の通信ｴﾘｱの稼動状態を人間検出器
が検出したその利用者の通過位置と対応させる 

 
PH03-280398 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
ー
タ

エ
ラ
ー 

検出:ｴﾗｰ:通知 特開平 9-7004 非接触式自動改札機 
 

改札:検出:ｴﾘｱ 特登 2705862 

91.9.17 

G07B15/00,501 

自動改札ｼｽﾃﾑ 
ｶｰﾄﾞに自動改札機の本体の通信ｴﾘｱの通信可能範

囲を監視する監視手段を設けるとともに､その監視手
段が通信可能範囲外を検出したときはそのｶｰﾄﾞの改
札処理を禁止する 

 
PH03-265196 
 
 
 
 
 
 
 

検出:ｴﾘｱ:起動 特開平 11-66398 自動販売機 
 

検出:位置:電力ｺｲﾙ 特開 2000-149072 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

通
信
維
持 

ｾﾝｻ:近接 特開 2000-311218 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

多
重化 

選択:通信方法 特開平 11-219413 非接触式情報記録媒体処理装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

改札:ｴﾗｰ:ｴﾘｱ拡大 特登 2680491 

91.7.23 

G07B15/00,501 

自動改札機 
通信範囲による交信でそのｶｰﾄﾞをｴﾗｰｶｰﾄﾞと判定し

たときに､その通信ｴﾘｱの通信範囲を広げて通信する
通信制御手段と､ｴﾘｱを広げてのｶｰﾄﾞとの交信が終了
したときに改札機の本体をﾘｾｯﾄ状態にする 

 
PH03-206477 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 

改札:ｴﾘｱ:表示 特開平 9-7008 非接触式自動改札機 
 

電
磁
誘
導

(R/W) 

電
池
充
電 

検出:電圧:起動 特開平 8-315092 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

不
正

使
用 

入力ｷｰ:回路:ﾛｯｸ 特開平 10-171940 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

顔
・ 

指
紋 

比較照合:画像 特開 2000-67188 情報記録媒体処理装置 
 

暗
号
化 

改札:判定結果:暗号化 実登 2543333 

91.2.19 

G07B11/00 

非接触ｶ-ﾄﾞ式自動改札装置 
IC ｶｰﾄﾞから判定結果を送信する際､自動改札機から

受信したﾃﾞｰﾀをｷｰとしてその判定結果を暗号化する
手段を設け､自動改札機では受信した判定結果を送信
した際のﾃﾞｰﾀを用いて解読する 

 
UH03-23403 
 
 
 
 
 
 
 
 

処
理･

発
行 

カ
ー
ド
識
別 

改札:無札:異常処理 特登 2695718 

91.9.27 

G07B15/00 

自動改札機 
無札者検出手段が無礼者を検出したときに､自動

改札機の本体からｶｰﾄﾞに向けて異常終了信号を送出
する送出手段と異常終了信号を受信したときに､その
ｶｰﾄﾞの改札処理を中断して異常終了させる異常終了
手段とを有する 

 
PH03-276770 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

カ
ー
ド
識
別 

改札:無効:後方退出 特登 2801480 

92.9.30 

G07B15/00 

ｹﾞ-ﾄｼｽﾃﾑ 
非接触ｶｰﾄﾞと磁気ｶｰﾄﾞ併用の改札機で非接触ｶｰﾄﾞ

が無効で磁気ｶｰﾄﾞが有効の場合､非接触ｶｰﾄﾞ層の後方
退出を検出したのち磁気ｶｰﾄﾞ層の進入処理をする 

 
PH04-285375 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入出許可:ｸﾚｼﾞｯﾄ処理 特登 2641610 

90.10.18 

G07B15/00,501 

非接触型自動改集札機及び非接触型ｶ-ﾄﾞ 
読み込まれたｶｰﾄﾞ識別ﾃﾞｰﾀに対比した単一のｸﾚｼﾞｯ

ﾄを生成させるｸﾚｼﾞｯﾄ生成手段と､生成されたｸﾚｼﾞｯﾄｶ
ｰﾄﾞから通過処理を行う通過制御手段を有する 

 
PH02-280038 
 
 
 
 
 
 
 

改札:無効:後方退出 特登 2641615 

90.11.19 

G07B15/00,501 

非接触型自動改札機 
一つのｶｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀに基づいた改札処理が終了する

まで他のｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀ授受を禁止し､または無札者が
札機本体から退去するまですべてのｶｰﾄﾞとのﾃﾞｰﾀの
授受を禁止する 

 
PH02-313176 
 
 
 
 
 
 

処
理･

発
行 

単
一
識
別 

ﾁｹｯﾄ:確認:他社線 特登 2695715 

91.9.17 

G07B11/02 

自動改札機 
自社線と他社線とを識別するための識別通信手段

と､自動改札のための改札通信手段と､識別通信手段
が自社線を識別したときに､その識別に係るｶｰﾄﾞと本
体との間の改札通信手段の動作を開始させる 

 
PH03-265195 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

複
数

識
別 

識別:ID:順次 特開 2001-143023 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

改札:厚み:排出 特開平 11-45354 自動改札機 
 

搬送:検出:ﾀﾞｸﾞ 特開 2000-163528 ID ﾀｸﾞ回収装置 
 

分
類 

判別:流通:管理ｶｰﾄﾞ 特開 2000-344309 物品管理装置 
 

廃
棄 

改札:拒否:限度額 特登 2659489 

92.1.7 

G07B15/00 

自動改札ｼｽﾃﾑ 
ｶｰﾄﾞにおける貸し越し高が所定の貸出限度額を超

過するか否かを判定する判定手段と､その判定手段が
超過を判定したときに､そのｶｰﾄﾞに自動改札機本体に
よる自動改札を拒否するﾃﾞｰﾀを書込む拒否ﾃﾞｰﾀ書き
込み手段とから成る 

 
PH04-18554 
 
 
 
 
 
 
 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御 

改札:不足:表示 特登 2839393 

91.7.23 

G07B15/00 

自動精算機 
交信部を介して入力した非接触型定期券に記録さ

れているﾃﾞｰﾀを基に演算処理して不足料金を算出す
る不足料金算出部と､不足料金算出手段で算出された
不足料金を表示する表示部と､その表示部に表示され
た料金が投入されたときに交信部を介して非接触型
定期券に精算済ﾃﾞｰﾀを書き込む書き込み部とから成
る｡ 

 
PH03-206478 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷 特開 2000-194804 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

デ
ー
タ
出

力 

印刷:住民票 特開 2000-250995 情報記録媒体及びその処理装置 
 

表示:情報 特開平 6-119502 非接触式ｶ-ﾄﾞ用ﾃﾞ-ﾀ確認装置 
 

表示:情報 特開平 7-78225 携帯型ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

案内 特開 2000-67184 案内装置 
 

表示:情報 特開 2000-132310 入力処理装置 
 

処
理･

発
行 

表
示 

表示:情報 特開 2000-268217 非接触式ｶ-ﾄﾞ処理機 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

誤
り

検
出 

改札:無札:異常処理 特開平 8-16856 自動改札機 
 

改札:取消:状態復帰 特登 2659468 

91.2.7 

G07B15/00 

非接触ｶ-ﾄﾞ式自動改札装置 
ｴﾗｰ判定結果受信と進入検知の時または無礼者検知

の時等の判定禁止状態にある場合にﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ禁止信号
を通信制御部に出力する手段を設けた｡自動改札機か
らｶｰﾄﾞへの判定用ﾃﾞｰﾀの送信直後に判定禁止状態に
なったときは､取消し要求信号を送信する手段を自動
改札機に設け､ｶｰﾄﾞが取消要求信号を受信したとき
は､判定処理前の状態に戻す手段を設けた 

 
PH03-75947 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改札:両方向型:交互交信 特登 2790578 

92.8.28 

G07B15/00 

自動改札機 
自動改札機本体が両方向型に設定されたときに､

両方向側にそれぞれ設けられたｱﾝﾃﾅに対して交互に
ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞをかけると共に､両ｱﾝﾃﾅのうち一方のｱﾝﾃﾅを
介してｶｰﾄﾞと交信が開始されたときは､他方のｱﾝﾃﾅへ
のﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを中止すると共に､その一方のｱﾝﾃﾅのﾎﾟｰﾘﾝ
ｸﾞ回数を増加する制御器を設ける 

 
PH04-253781 
 
 
 
 
 
 
 

改札:ｼｬｯﾀ:接触 特開平 7-200890 自動改札機及びその自動改札機で用いられる非接触
券 

 

処
理･

発
行 

誤
動
作 

改札:判定禁止:所定時間 実登 2549771 

91.2.7 

G07B11/00,501 

非接触ｶ-ﾄﾞ式自動改札装置 
ｶｰﾄﾞに有効判定結果を送出した時刻から一定時間､

自動改札機から受信するﾃﾞｰﾀを用いての有効性判定
を禁止する手段を備えたのでﾊﾟｽﾊﾞｯｸの防止ができる 

 
UH03-22952 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

誤
使
用 

改札:両方向:交互印加 特登 2680490 

91.7.12 

G07B15/00,501 

自動改札機 
両方向側にそれぞれ設けられたｱﾝﾃﾅに対して交互

にﾎﾟｰﾘﾝｸﾞをかけると共に､両ｱﾝﾃﾅのうち一方のｱﾝﾃﾅ
を介してｶｰﾄﾞと通信が開始されたときは､そのｶｰﾄﾞを
所持した利用者の改札が終了するまで他方のｱﾝﾃﾅへ
のﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを中止する 

 
PH03-198742 
 
 
 
 
 
 
 

管理:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ:割引率 特登 3068257 

91.7.12 

G07F7/08 

非接触式定期券発行装置 
ｶｰﾄﾞ使用来歴を検出する検出器と､使用来歴に基

づいて所定の規定料金から所定の割引率に応じて減
額する減額器と､減額された金額の条件が満たされた
ときに､挿入されたｶｰﾄﾞに所定の新たな事項のﾃﾞｰﾀを
記録して発行する 

 
PH03-198741 
 
 
 
 
 
 
 
 

SF:不足:表示 特登 2717055 

93.9.6 

G06K17/00 

非接触式ｶ-ﾄﾞ用処理装置 
抽出手段で抽出されたﾃﾞｰﾀ中から､１つの出場処理

において定期券ﾃﾞｰﾀと SF ﾃﾞｰﾀが併用されたことを示
す併用ﾃﾞｰﾀ､入場駅から定期券区間までの料金ﾃﾞｰﾀお
よびその定期区間から出場駅までの料金ﾃﾞｰﾀを選択
する選択手段と､その選択手段で選択されたﾃﾞｰﾀをも
とに演算処理し､その演算結果を表示両面に表示し､
叉はﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄする 

 
PH05-245977 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｼｽﾃﾑ:電子ﾏﾈｰ 特開平 10-116306 電子ﾏﾈ-ｼｽﾃﾑ用記憶媒体処理装置 
 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ 特開平 10-302123 電子ﾏﾈ-用記憶媒体処理装置 
 

書込:情報:旅行 特開平 10-269386 IC ｶ-ﾄﾞを利用した旅行者管理装置 
 

処
理･

発
行 

応
用 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特開 2000-123086 電子決済ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

電
子錠 

電子錠:ｷｰｶｰﾄﾞ 特開 2000-132722 入退出管理装置 
 

管理:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 特開 2000-99459 IC ｶ-ﾄﾞを用いたﾈｯﾄﾜ-ｸ接続ｼｽﾃﾑ 
 識

別 測定:重量:比較 特開 2000-283836 非接触式情報記録媒体処理装置 
 

改札:乗車:区間外 特登 2966174 

92.1.7 

G07B15/00 

自動改札ｼｽﾃﾑ 
ｶｰﾄﾞが所定の乗車区間外でその自動改札機本体に

接近または挿入されたときはそのｶｰﾄﾞの乗車券ﾃﾞｰﾀ
部のﾃﾞｰﾀに基づいて自動改札のための演算処理を行
う制御部から成る 

 
PH04-18553 
 
 
 
 
 
 
 
 

改札:検出:経由駅 特開平 7-37132 改札ｼｽﾃﾑ 
 

改札:変更:通路幅 特開平 8-221612 

道繁 敦美 

滝田 勤 

自動改札機 
 

処
理･

発
行 

ゲ
ー
ト 

取付:靴 特開 2001-93006 自動改札ｼｽﾃﾑ 

部
品

配
置 

ｱﾝﾃﾅ:着脱自在 特開 2000-132649 非接触式情報記録媒体処理装置 
 

載置部:ｶﾞｲﾄﾞ:ﾏｰｸ 特開 2000-276563 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

構
造 

改札:ｶｰﾄﾞ通路:凹溝 実登 2536579 

91.2.7 

G07B11/00 

非接触ｶ-ﾄﾞ式自動改札機 
ｶｰﾄﾞ通路は凹溝を持ち､改札通路側に開口され､上

壁は下壁より短く形成され､ｶｰﾄﾞ通路が斜め上方の開
口面を有し､互いに対向する面の一方にｱﾝﾃﾅが設けて
ある 

 
UH03-22953 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誤
使用 

判別:方向:ﾏｰｸ 特開 2000-251028 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 

機
構 

エ
リ
ア

拡
大 

改札:ｴﾘｱ:明確化 特開 2000-293720 非接触式自動改札機 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.11.1 企業の概要 

表 2.11.1 デンソーの企業概要 

商号 株式会社 デンソー（1996 年 10 月、日本電装株式会社から名称変更） 
本社所在地 愛知県刈谷市 
設立年 1949 年（昭和 24 年） 
資本金 1,730 億 97 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 1 兆 4,911 億 65 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 38,718 名（2001 年 3 月） 
事業内容 ・自動車部品・関連機器（売上構成比 93%） 

・新規事業その他（売上構成比 7%）（通信〈携帯電話・自動車電話等〉、住宅設備・
空調機器、ディスプレイ、電子応用〈バーコードスキャナー・非接触 IC カード
等〉、ファクトリーオートメーション〈ロボット等〉、コンポーネンツ＆デバイ
ス〈圧力センサ等〉） 

 
1980 年代後半から、工場内の生産管理を効率化するためのツールとして、マイクロ波を

使ったリモートカードの開発に着手し、91 年には米国 AT＆T 社と提携し、耐環境性に優れ

た非接触型 IC カードおよびリーダライタの事業に参入した。97 年に、NTT の次世代公衆電

話用非接触型 IC カードの調達先に選定されたことを契機に、IC カード事業を強化した（出

典：デンソーのニュースリリース）。 

1999 年 11 月、グローリー工業と IC カードと IC タグによる食堂自動精算システムを共

同開発し、販売開始した（出典：デンソーのホームページ（HP）、http://www.denso.co.jp）。 

 

2.11.2 製品例 

非接触型 IC カード、リーダライタ、アプリケーションシステム（食堂自動精算システム・

入室管理システム）を、提供する。カードおよびリーダライタを含めて非接触型のみで、

接触型がないのが特徴である。他の事業が大きく、売上金額の記載はない（出典：デンソ

ーの HP）。なお、取り扱い事業部門は、産業機器事業部であるが、2001 年 10 月に(株)デン

ソーウェーブとしてデンソーより分社化している。 
 

表 2.11.2 デンソーの製品例（出典：デンソーの HP） 

製品名 発売年 概要 
リモート IC カード 記載なし ・通信距離 20mm、多目的、アンチコリジョン機能 
リーダライタ 
（非接触型 IC カード用） 

記載なし ・置き場所を選ばない、コンパクト設計。 
・メンテナンスフリー（シンプル設計で可動部分を持た

ないので、定期的なメンテナンスが不要）。 
・高い耐環境性（粉塵の多い工場用途等、様々な場所で

の利用が可能）。  
食堂自動精算システム 1999 年 ・食器にタグを取付け、999 種類のメニューを選択可能。 
入室管理システム 1996 年 ・リモート IC カードを使用した不正入室管理システム。 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.11.3 に、非接触型 IC カードのデンソーの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 
 
デンソーウェーブの開発拠点：愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地 (株)デンソー内

2.11 デンソー 
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図 2.11.3 デンソーの出願件数と発明者数 
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図 2.11.4 に、非接触型 IC カードのデンソーの技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「カード実装」における課題「多機能化」に出願が多く、内容は電子荷札や電子伝票に関

する出願である。 
 

図 2.11.4 デンソーの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
表 2.11.4 に、デンソーの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 92

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 85 件を示

す。その内、登録になった特許 10 件と海外出願された２件を、図と概要入りで示す。    
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製
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カ
ー
ド
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デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

剛
性
・

耐
性 

補強:金属板 特開 2000-182016 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

Ｉ
Ｃ
飛

出
し 

補強:容器 特開 2001-101375 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

仮止め:未硬化 特開 2000-268152 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 部

品
破
壊 

補強:金属板 特開平 11-85938 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
水･

磨
耗 

成形:樹脂:ﾌｨﾗ 特開 2001-118041 ID ﾀｸﾞ 
 

薄
型化 

ACF 特開平 8-252995 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

接続:ｺｲﾙ露出 特開 2001-118043 ID ﾀｸﾞの製造方法 
 接

続
強
化 

接続:端子:直付け 特開平 10-337982 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

破壊:回路 特開 2000-235633 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

荷札:切取り部 特登 2830501 

91.5.10 

B65G47/49 

電子荷札 
荷物に取り付けられる荷札の紙片のうちで応答回

路の応答動作終了以降に切取られる紙片に応答回路
を形成した電子荷札 

 
PH03-105945 
 
 
 
 
 
 
 

カ
ー
ド
実
装 

デ
ー
タ
出
力 

荷札:切取り部 特登 2893995 

91.5.23 

B65G47/49 

電子伝票 
中入れ伝票片には応答回路に電源を供給する電池

が設けられる｡応答回路と電池とは中入れ伝票片によ
り絶縁されていて､宅配便伝票が荷物の配送に用いら
れる際に中入れ伝票が切り取られた時､応答回路に電
池から電源が供給される 

 
PH03-118718 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

荷札:取付:端部 特登 2998288 

91.6.6 

G01S13/75 

電子荷札 
ﾍﾞｰｽ部材は可撓性を有する材料からなり､応答器は

ﾍﾞｰｽ部材の端部に設けられている電子荷札 
 
PH03-135005 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荷札:切取り部 特登 2830885 

92.4.27 

B65G47/49 

電子荷札 
荷物に取り付けられる荷札と応答器とを一体的に

設けると共に､応答器の動作終了以降に切り取られる
荷札の薄片に応答器の一部を形成した電子荷札 

 
PH04-107607 
 
 
 
 

荷札:切取り部 特登 3052599 

92.9.7 

B65G47/49 

情報記憶媒体およびその発行機 
伝票起票前では応答回路は発行機の起動用ｺｲﾙと十

分に離れているため電源は供給されない｡起票時に発
行機の起動用ｺｲﾙとｺｲﾙとが十分近い位置状態となりｺ
ｲﾙに電力が生じる｡このためｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子が導通し電
源が供給される｡この状態は伝票の起票が終了し起動
用ｺｲﾙと十分に離れて電力が発生しなくなっても以後
変わることなく引き継がれる 

 
PH04-238517 
 
 
 
 
 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 9-104189 情報記録媒体､その作製方法および作製装置 
 
 

静
電
破
壊 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:分圧抵抗:不純物 特開 2000-76401 電子荷札 
 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 11-48662 IC ｶ-ﾄﾞの電磁波遮蔽装置 
 妨

害
波 裏面ｼｰﾄ:電磁遮蔽 特開平 9-330388 IC ｶ-ﾄﾞ 

 
食器:ﾘﾝｸﾞ:回転寿司 特開 2001-104137 皿用 ID ﾀｸﾞ 

 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 食器:ｺｲﾙ:垂直取付 特開 2000-137778 皿状物品用 ID ﾀｸﾞ 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾘｾｯﾄ:電池:通電 特登 3052608 

92.10.5 

B65G47/49 

電子荷札 
応答回路は電池からの電源供給状態を､通電状

態および実質的遮断状態に切換える手段と､この切
換手段の作動により電池から電源供給を受けた際､
内部記憶手段のﾃﾞｰﾀを所定の初期値にﾘｾｯﾄする手
段を備えた 

 
PH04-266124 
 
 
 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

許容:作動:ID ｶｰﾄﾞ 特開平 10-143624 情報記録媒体 
 

メ
モ
リ

制
御 

ｺﾏﾝﾄﾞ:ﾃﾞｰﾀ確認 特開 2001-92937 ID ﾀｸﾞおよびそのﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄｼｽﾃﾑ 

分
類 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開 2000-182015 

NTT 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

使用/未使用判別可能な IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表
示 

表示:動作 特開平 10-161541 電子荷札 

回
路･

機
能 

応
用 

書込:情報:証明書 特開平 6-180775 車両用電子標章 
 

光
学 

顔
・
指
紋 

比較照合:画像 特開 2000-259820 

中部科学技術ｾﾝﾀｰ 

中部電力 

東海理化電機製作所 

ﾄﾖﾀ自動車 

三菱電機 

ﾒﾙｺ 

ﾘｺｰｴﾚﾒｯｸｽ 

指紋入力装置及び同装置を用いた個人識別ｼｽﾃﾑ 
 

マ
イ
ク

ロ
波 

雑
音 

ｾﾝｻ:環境情報 特開 2000-331131 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

分離:記憶部 特開平 9-16737 情報記憶ｶ-ﾄﾞ 

併
用 

静
電

破
壊 

導電部材:ｶｰﾎﾞﾝﾍﾟｰｽﾄ:接続 特開 2001-60258 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

剛
性･

耐
性 

ｺｲﾙ:絶縁膜:ｽｸﾘｰﾝ印刷 特開 2000-200335 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

製
造
性 

ｺｲﾙ:巻回:ｺｱ垂直 特開 2001-34726 ID ﾀｸﾞ 
 

電
磁
誘
導 

品
質 

向
上 

ｺｲﾙ:印刷:積層 特開平 10-193851 非接触ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

複
数
識
別 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-137777 

98.10.30 

G06K19/07 

NTT 

日立製作所 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞをその外形を合わせて重ねた場合､一方の

IC ｶｰﾄﾞの有するｱﾝﾃﾅの他方のICｶｰﾄﾞのｱﾝﾃﾅ面への投
影図が､投影面上で他方のｱﾝﾃﾅ面に重複せざる領域
を有し IC ｶｰﾄﾞの出力が動作可能なるもの 

 
PH10-309964 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
源
供
給 

整流:ｺﾝﾃﾞﾝｻ:短絡防止 特開 2000-197365 

98.12.24 

H02M7/12 

直流電源回路 
ｸﾗﾝﾌﾟ回路に､ｺｲﾙの両端の電力差が所定値未満で

あるとき､ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀにより平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻの両端が短絡さ
れるのを防止する短絡防止回路を設けた 

 
PH10-367351 
 
 
 
 
 

電
磁
誘
導 

エ
リ
ア

拡
大 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特開 2000-215282 ID ﾀｸﾞ用送受信装置 
 

信
号

処
理 

共振周波数:調整 特開 2001-5938 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

雑
音 

符号化:抵抗:接続 特開 2001-119319 ID ﾀｸﾞ 
 

回
込

信
号 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-357218 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

エ
リ
ア

拡
大 

ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:逆磁界 特開平 11-272827 

吉川ｱｰﾙｴﾌｼｽﾃﾑ 

ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ用ｱﾝﾃﾅ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

相
互

干
渉 

変調:可変:搬送周波数 特開平 9-214366 ﾃﾞ-ﾀ通信装置 
 

識別:ID:特定番号 特開平 9-102789 ﾃﾞ-ﾀ通信装置 
衝
突 

回
避 ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:変更:数量 特開 2000-298712 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ 

共振周波数:搬送周波数:ず

らし 

特開 2000-222531 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

信
号
処
理 

共振回路:ｺｲﾙ:開路 特開平 11-53492 ID ﾀｸﾞ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 雑

音 

選択:増幅率 特開 2001-22902 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

識別:共振周波数:変化 特開 2000-227947 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

レ
ベ
ル
補
正 

変動:周波数 特開 2000-231609 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

通
信
維
持 

検出:ｴﾘｱ:車種順番 特登 3163936 

95.3.30 

G07B15/00,510 

料金収受装置 
車線制御装置は､車種ﾃﾞｰﾀが転送されてこなくな

った順､すなわち各車輌が通信ｴﾘｱを出た順に､各車
輌について車種判別ﾃﾞｰﾀとを比較し､この結果が同
じであれば車載機に不正はなく､逆に異なれば不正
とみなす 

 
PH07-74087 
 
 
 
 
 
 
 

送信:受信ｺｲﾙ:開路 特開 2000-348147 ID ﾀｸﾞ用送受信装置 
 

検出:ｴﾘｱ:ﾊﾟﾙｽ数 特開 2001-5923 ﾃﾞ-ﾀ通信装置 
 

通
信
維
持 検出:ｴﾘｱ:ｶｳﾝﾄ 特開平 11-258991 客情報収集ｼｽﾃﾑ 

 

ｴﾘｱ:表示 特開 2001-126035 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾄﾞ/ﾗｲﾄ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア 

拡
大 共振回路:ｽｲｯﾁﾝｸﾞ:所定時間 特開平 9-321652 無線通信装置 

 

分
類 

切換:ｺｲﾙ電流:向き 特開 2000-123124 ID ﾀｸﾞ用手持式ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

電
源

供
給 

設定:電圧:結合係数 特開 2001-34718 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

ク
ロ
ッ
ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:補正:ｽﾘｰﾌﾟ計時 特登 2885112 

95.1.27 

G07B15/00,510 

半導体集積回路 
ｽﾘｰﾌﾟ時間の計時は､LSI に内蔵された発振回路か

らの発振信号を分周ｶｳﾝﾀがﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾄすることにより
行うが､CR 発振回路の発振周期は､温度等の動作環境
に応じて変化するため､CPU は､ｽﾘｰﾌﾟ状態に入る直前
に自己の動作ｸﾛｯｸとなる水晶振動子からの基準ｸﾛｯｸ
に基づき､第 2のｸﾛｯｸの周期誤差を求め､ｽﾘｰﾌﾟ時間計
時用のｶｳﾝﾄ値を補正する 

 
PH07-11643 
 
 
 
 
 
 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

配
線 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2001-109854 ID ﾀｸﾞ用送受信装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｺｲﾙ:形状:半円形 特開平 11-55165 

日本自動車部品総合研究

所 

RF ﾀｸﾞ用送受信機 
 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

ｺｲﾙ:複数方式:切換 特開 2001-34720 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

通
信

維
持 

貼着:帯電防止ﾌｨﾙﾑ 特開平 10-124624 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾄﾞ/ﾗｲﾄ装置 
 

光
学

(R/W) 

複
数 

ヘ
ッ
ド 

軸:一致:ﾚﾝｽﾞ/ｺｲﾙ 特開 2000-348133 ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

不
正

使
用 

書換:有効期限:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 8-50639 IC ｶ-ﾄﾞ不正使用防止ｼｽﾃﾑ 
 

単
一
識
別 

識別:論理ｱﾄﾞﾚｽ 特開平 11-203427 

NTT 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ制御ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ制御方法 
 

複
数
識
別 

識別:時間:ずらし 特登 2894002 

91.6.6 

B65G47/49 

電子荷札の質問装置 
複数の質問器が送信する送信波の周波数および/

または送信波の送信時期を質問器ごとにずらす質問
機制御装置を備える 

 
PH3-135004 
 
 
 
 
 
 
 

衝
突
回
避 

選択:衝突回避方式 特開平 11-203428 

NTT 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ通信方法 
 

作
成 

書込:ﾃﾞｽﾄﾈｰｼｮﾝ 特開 2001-117978 ID ﾀｸﾞｼｽﾃﾑ 
 

分
類 

書込:不良:電池切れ 特開平 9-297826 移動体識別装置 
 

誤
動作 

判別:方向 特開 2000-137773 ID ﾀｸﾞ用手持式ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

食器:ﾘﾝｸﾞ:回転寿司 特開 2000-225049 食品管理ｼｽﾃﾑ 
 

取付:記録媒体:ﾚﾝﾀﾙ 特開 2001-118037 ID ﾀｸﾞｼｽﾃﾑ 
 

ｷｰ 特開平 11-39438 移動体用情報処理装置 
 

処
理
・
発
行 

応
用 

ｾﾝｻ:装着:ﾕﾆｯﾄ 特開平 8-287196 課金ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 

SUZUKI S.
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

食器:積重ね:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開 2000-331130 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

取付:衣料 特開 2001-800 洗濯回数記録装置 
 

取付:衣料:ﾚﾝﾀﾙ 特開 2001-22842 ﾚﾝﾀﾙ用衣類の管理ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

食器:積重ね:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開 2000-148930 手持式 ID ﾀｸﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

電
子
錠 

電子錠:照明:点滅 特開 2001-32584 非接触 IC ｶ-ﾄﾞを用いた施解錠制御装置 
 

取付:商品:値札 特開平 10-324405 商品配送ｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

識
別 

ｺﾝﾍﾞｱ:物品:所在 特登 2890886 

91.5.17 

B65G43/08 

配送ｼｽﾃﾑ 
物品を取り次ぐ施設と施設の間では､配送情報が互

いに情報伝達されて､物品の現在位置が管理される 
 
PH03-113149 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｹｰｽ:水抜き穴 特開平 8-153170 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾄﾞ/ﾗｲﾄ装置 
 

耐
水
・
磨
耗 

保護部材 特開平 9-311918 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾄﾞ/ﾗｲﾄ装置 
 

構
造 

載置部:ｶﾞｲﾄﾞ 特開平 7-282209 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾄﾞ/ﾗｲﾄ装置 
 

収
納 

ｹｰｽ:支持体 特開平 10-320514 移動体用通信装置 
 

機
構 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 11-238103 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.12.1 企業の概要 

表 2.12.1 トキメックの企業概要 

商号 株式会社 トキメック 
本社所在地 東京都大田区 
設立年 1948 年（昭和 23 年） 
資本金 72 億 17 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 432 億 34 百万円（2001 年 3 月期） （連結：504 億 77 百万円） 
従業員数 1,168 名（2001 年 3 月） 
事業内容 
（売上構成比は
単体ベース） 

・船舶・航空用の計器が主要事業。制御システム事業部と電子システム事業部が
ある。 

・制御システム事業部の製品 
船舶港湾機器（売上構成比 21%）（ジャイロコンパス、オートパイロット等） 
油空圧機器（売上構成比 28%） （ポンプ・モータ等） 
流体機器（売上構成比 6%）  （超音波流体計等） 
その他（売上構成比 8%）   （画像検査機器等） 

・電子システム事業部の製品 
防衛・通信機器（売上構成比 37%）（レーダ指示器等の航空・艦艇機器、マイ
クロ波デバイス等） 

 

2.12.2 製品例 

取扱い事業部門は、電子システム事業部の情報通信機器部門である。非接触型 IC カー

ドおよびシステム機器で、非接触型 IC カードを使った入退室システムを提供している。

いずれも、航空機搭載用電子機器の開発で培った技術を活かし、ノイズに強く、信頼性と

セキュリティ性の高いスペクトラム拡散方式を使っている（出典：トキメックのホームペ

ージ（HP）、 http://www.tokimec.co.jp）。 

 

表 2.12.2 トキメックの製品例（出典：トキメックの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
非接触型 SS カードシステム 記載なし ・ノイズに強く、信頼性とセキュリティ性の高い SS（ス

ペクトラム拡散）方式を用いた非接触 IC カード。 
・社員証、学生証、医療カード、アミューズメント利用

券等への適用を想定。 
Exenon 入退室システム 記載なし ・一般的なカード方式である MIFARE 方式。 

 

 

2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.12.3 に、非接触型 IC カードのトキメックの出願件数と発明者数を示す。発明者数

は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

トキメックの開発拠点：東京都大田区南蒲田２丁目 16 番 46 号 (株)トキメック内 

 

 

 

 

2.12 トキメック 
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図 2.12.3 トキメックの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.12.4 2.12.4 2.12.4 2.12.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.12.4 に、非接触型 IC カードのトキメックの技術要素と課題の分布を示す。技術要

素「処理･発行」に出願が多く、その内、課題「カード識別」では、識別、照合、検証の技

術による課題解決の内容に特徴がある。 

 

図 2.12.4 トキメックの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.12.4 に、トキメックの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 90

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 70 件を示

す。その内、登録になった特許５件を、図と概要入りで示す。    
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カ
ー
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リ
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ダ
ラ
イ
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）



表 2.12.4 トキメックの非接触型 IC カードの課題対応保有特許（1/5） 

183 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

外
観

向
上 

表面ｼｰﾄ:ｶﾗｰ:ﾁｹｯﾄ 特開平 8-187982 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ式入場券 
 

製
造性 

埋込み:軟質樹脂 特開平 10-264560 

ｾｲｺｰﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ 
IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

 

部
品
配
置 

封止:弾性体 実登 2546470 

91.10.25 

G06K19/077 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ電子回路を弾性材料で封止した本体部

と､本体部と一体に容器の口金または取手部に嵌着
される弾性材料で形成した取付け部から構成され､
本体の高さを口金や取手部の高さより低くした 

 
UH03-87284 
 

 

 

 

 

 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 10-201517 

松下電器産業 
非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ｶ-ﾄﾞｹ-ｽ 

 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:記録媒体 特開 2001-126442 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを備えた記憶媒体､記憶媒体のﾄﾞﾗｲﾌﾞ装
置及びﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを備えた記憶媒体の情報検索ｼｽﾃﾑ 

ﾒﾓﾘ:ﾌﾞﾛｯｸ制御 特開平 7-175720 ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 メ

モ
リ 

制
御 ﾒﾓﾘ電圧:給電:電池 特開平 10-162108 

松下電器産業 
ﾃﾞ-ﾀ記憶体 

 

書
込
・
読
取 デ

ー
タ

エ
ラ
ー 

多値化:ｽﾃｰﾀｽ 特開平 6-20112 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 
 

回
路
・
機
能 

プ
ラ
イ
バ
シ 

禁止:書込/読取:ｺﾏﾝﾄﾞ 特登 2733374 

90.11.1 

G06K19/073 

ﾒﾓﾘﾓｼﾞｭ-ﾙのﾃﾞ-ﾀ秘匿装置 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀの電源投入後に最初に送出されたﾘｰﾄﾞｺﾏ

ﾝﾄﾞ､ｱﾄﾞﾚｽおよびあらかじめ定めた第 1 の秘匿解除
ﾃﾞｰﾀでなる所定ﾋﾞｯﾄ長の秘匿解除要求情報を格納
する第 1 のｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀｰと､不揮発性ﾒﾓﾘから読み出し
た第 2 の秘匿ﾃﾞｰﾀを格納し､固定情報と読み出し情
報でなる秘匿解除応答情報を生成する第 2 のｼﾌﾄﾚ
ｼﾞｽﾀの秘匿解除応答除法との一致､不一致を判別す
る比較回路と､比較回路から一致出力が得られれば
不揮発性ﾒﾓﾘの読み出しﾃﾞｰﾀの送出禁止を電源がｵﾌ
されるまで解除し､不一致出力が得られた時には検
出ﾃﾞｰﾀの送出禁止を維持する 

 
PH02-296871 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

比較照合:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 7-73110 ﾃﾞ-ﾀ記憶ｼｽﾃﾑ 
 

比較照合:暗号化情報 特開平 5-204767 ﾃﾞ-ﾀ記憶ｼｽﾃﾑ 
 

メ
モ
リ
制
御 比較照合:暗号ｷｰ 特開平 10-133953 ﾃﾞ-ﾀ秘匿装置 

 

複
数

識
別 

識別:ID:上位ﾋﾞｯﾄ 特開平 10-135883 ﾃﾞ-ﾀ記憶体およびﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 
 

埋設:速度制御:道路 特開平 7-67202 

東日本旅客鉄道 
車両制御ｼｽﾃﾑ 

 

埋設:道路:車両運行 特開平 9-212614 ﾃﾞ-ﾀ標識 
 

埋設:林道 特開平 9-224499 森林内に固定されるﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

回
路
・
機
能 

応
用 

埋設:道路:車両運行 特開平 9-198480 

ｺﾉｴ 
ﾃﾞ-ﾀ標識 

 

複
数

識
別 

受信ｺｲﾙ:六角稠密状 特開平 10-208005 

松下電器産業 
ﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 

 

ｺｲﾙ:電流:向き制限 特開平 9-81709 ﾃﾞ-ﾀ記憶体 
 

電
源
供
給 

整流:増幅:FET 特開平 9-181543 

松下電器産業 
増幅器 

 

電
池

充
電 

電力:節約:関連回路 特開平 9-134239 非接触ﾃﾞ-ﾀ通信装置用電源制御装置 
 

電
磁
誘
導 

試
験

診
断 

検査:ﾃｽﾄｺｲﾙ 特開平 9-35970 ｺｲﾙの自己診断装置 
 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 6-20109 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

共振回路:ｺﾝﾃﾞﾝｻ:積分しﾌｨｰﾄﾞ

ﾊﾞｯｸ 

特開平 9-83381 送信機 
 

復調:PSK:位相比較 特開平 9-181783 

松下電器産業 
PSK 信号の復調回路およびﾃﾞ-ﾀ送受信ｼｽﾃﾑ 

 

信
号
処
理 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 9-218927 ﾃﾞ-ﾀ記憶体及びﾃﾞ-ﾀ読取装置並びにﾃﾞ-ﾀ読取方法 
 

復調:PSK:位相比較 特開平 9-83598 ﾃﾞ-ﾀ記憶体 
 

同
期 復調:PSK:位相変化点 特開平 9-181784 

松下電器産業 
PSK 信号の復調回路 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

変
復調 

変調:位相:自己相関値 特開平 9-83585 ﾃﾞ-ﾀ記憶体及びﾃﾞ-ﾀ読取装置並びにﾃﾞ-ﾀ読取方法 
 
 

多
機

能
化 

通信:ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ間 特開 2001-127673 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
 

デ
ー
タ

編
集 

誘起信号:合成 特開平 8-221505 ﾃﾞ-ﾀ読出装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 誤

り 

検
出 

ﾃﾞｰﾀ開始:特殊ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 9-231334 受信装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

誘起信号:合成:逆相 特開平 10-107708 ﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 
 

変調:符号多重化:非直交 特開平 10-135929 ﾃﾞ-ﾀ記憶体およびﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ装置 
 

雑
音 

交信:ﾀﾞﾐｰﾃﾞｰﾀ 特開平 11-120306 

松下電器産業 
ﾃﾞ-ﾀｱｸｾｽ方法およびその装置 

 

変調:制御:ｵﾝｵﾌ 特開平 8-202839 応答器及び電磁結合を用いた非接触ﾃﾞ-ﾀ伝送装置
並びに整流回路 変

復
調 変調:切換:ASK/FSK 特開平 11-127088 

松下電器産業 
送信機 

 

復調:ﾊﾟﾙｽ数 特開平 9-294148 

松下電器産業 
受信機 

 
通
信
維
持 

検出:ｴﾘｱ:自己相関値 特開平 9-190518 非接触ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:同時駆動 特開平 8-139652 電磁界発生装置 
 

ｴﾘｱ:複数ｺｲﾙ:順次切換 特開平 8-22514 非接触ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 ｴﾘｱ:拡大:中継器 特開 2001-127672 ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 

 

監視:電圧:切換 特開平 7-177064 信号処理装置 
 

整流:ﾊﾞｲｱｽ:平滑ｺﾝﾃﾞﾝｻ 特開平 8-171618 信号処理装置 
 

電
源
供
給 

検出:電圧:間欠 特開平 9-171542 通信装置 
 

雑
音 

ｺｲﾙ:配置:ﾁｮｰｸ 特開平 10-150391 通信機 
 

ｺｲﾙ:配置:直交 特開平 7-86994 電磁誘導結合を用いた通信装置 
 

ｺｲﾙ:大きさ 特開平 9-171541 通信装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 ｺｲﾙ:給電/ﾃﾞｰﾀ:電界/磁界 特開平 9-212602 ﾃﾞ-ﾀ通信装置 

 

不
正

使
用 

認証:別伝送方法 特開平 11-120307 

松下電器産業 
通信機 

 

処
理
・
発
行 

暗
証
照
合 

比較照合:符号 特登 3172269 

92.7.14 

G06K17/00 

非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱのｱｸｾｽ許可を獲得した際に得られた符

号ｺｰﾄﾞを記憶する符号記憶部と､その後に､ﾃﾞｰﾀｷｬﾘ
ｱに対するｱｸｾｽに失敗した時､ｱｸｾｽ獲得の再処理の
際に得られた符号ｺｰﾄﾞが符号記憶部に記憶した符
号ｺｰﾄﾞと異なる場合は､ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱに対する動作電力
生成のための送信信号を停止してｱｸｾｽ禁止状態に
戻すﾘｾｯﾄ手段を設けた 

 
PH04-186387 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.12.4 トキメックの非接触型 IC カードの課題対応保有特許（4/5） 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

処
理
時
間 

多値化:2 ﾋﾞｯﾄ 4 信号 特開平 7-152882 ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

 

 

カ
ー
ド
識
別 

識別:応答:時間 特開平 7-254053 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀとﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

比較照合:時刻 特開平 6-68324 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いた自動改札装置 
 

 
単
一
識
別 

識別:ID:上位ﾋﾞｯﾄ 特開平 7-182467 ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

 

識別:ID:上位ﾋﾞｯﾄ 特開平 8-16739 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀとﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

識別:応答:時間 特開平 10-207996 

松下電器産業 
ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 

 

複
数
識
別 

識別:ID:乱数 特開 2001-126037 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの多数識別方法及びﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑ 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 8-77309 

ｽﾀｰ精密 
ﾘﾗｲﾄ印字表示ﾀｸﾞ発行装置 

 

 

 

デ
ー
タ
エ
ラ
ー 

検証:比較:ﾌﾗｸﾞ 特登 3071958 

92.8.28 

G06K17/00 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いた情報処理装置 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀでﾌﾟﾗｸﾞｴﾘｱをﾘｰﾄﾞし､検査部で前回のﾌﾟﾗ

ｸﾞｴﾘｱの書き替えでｴﾗｰ有りと判定された場合､ﾃﾞｰﾀ
修復部がﾃﾞｰﾀｴﾘｱからﾃﾞｰﾀ A､B の両方を読み出して
有効なﾃﾞｰﾀを判定し､判定した有効ﾃﾞｰﾀに基づいて
ﾌﾟﾗｸﾞｴﾘｱのﾃﾞｰﾀを修復した後に､ﾃﾞｰﾀ読み書き手段
は有効ﾃﾞｰﾀとして通常の処理を行う 

 
PH04-229497 
 

 

 

 

 

 

 

誤り検出:自己相関:最小値 特開平 6-36080 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾔﾘｱを用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 誤

り 

検
出 検証:比較:情報 特開平 9-69141 伝送ﾃﾞ-ﾀ確認装置 

 

誤
使
用 

判別:表裏:自己相関値 特開平 8-161442 ﾃﾞ-ﾀ応答装置 
 

 

 

管理:所在:埋設物 特開平 7-192055 記憶ﾓｼﾞｭ-ﾙを用いた案内ｼｽﾃﾑ 
 

検出:速度:閾値 特開平 7-271885 非接触ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

処
理
・
発
行 

応
用 

食器:清算 特開平 9-54802 非接触ﾃﾞ-ﾀ記憶体を用いたﾃﾞ-ﾀ処理装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

応
用 

取付:円筒 実登 2535964 

91.10.31 

G06K17/00 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱを用いた容器管理ｼｽﾃﾑ 
円筒端部の中心より偏心した位置にﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱを

装着した容器と､容器の搬送路に沿って固定設置さ
れたﾘｰﾀﾞﾗｲﾀと､容器をﾘｰﾀﾞﾗｲﾀでﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱの読書き
が可能な通信可能位置に移動させる搬送手段を備
えた容器管理ｼｽﾃﾑ 

 
UH03-89678 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識
別 

封入:装身具 特開平 8-315247 商品管理方法 
 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

ﾘﾌﾄ:回数券 特開平 6-259629 ｹﾞ-ﾄｼｽﾃﾑの情報処理装置 
 
 

機
構 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:傾斜 特開平 9-171543 ﾃﾞ-ﾀ読取装置 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.13.1 企業の概要 

表 2.13.1 コニカの企業概要 

商号 コニカ 株式会社 
本社所在地 東京都新宿区 
設立年 1873 年（明治 6 年） 
資本金 375 億 19 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 3,452 億 84 百万円（2001 年 3 月期） （連結：5,437 億 19 百万円） 
従業員数 4,182 名（2001 年 3 月） 
事業内容 
（売上構成比は
単体ベース） 

・感光材料・感材機器部門、情報機器部門、カメラ・光学部門がある。 
・感光材料・感材機器部門（売上構成比 56%）の製品 

 コンシューマイメージングカンパニ（カラーフィルム、印画紙等） 
 メディカル＆グラフィックカンパニ（レーザイメージャ、デジタイザ等） 
 インクジエット事業グループ（インクジット光沢紙、インク等） 
 EM＆ID 事業グループ（液晶偏光板用 TAC フィルム等） 

・情報機器部門（売上構成比 26%）の製品 
 オフスドキュメントカンパニ（複写機、重合トナー等） 

・カメラ・光学部門（売上構成比 18%）の製品 
 オプトテクノロジーカンパニ（光ディスク用レンズ、レーザプリンタ光学系） 
 カメラ＆デジタルフォト事業グループ（デジタルカメラ等） 

 

2.13.2 製品例 

取扱い事業部門は、EM&ID 事業グループである（出典：コニカのホームページ（HP）、

http://www.konica.co.jp）。 

EM&ID 事業グループで ID カード機器を扱っていると記載されているが、製品情報は記載

されていない。 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.13.3 に、非接触型 IC カードのコニカの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 
 

コニカの開発拠点：東京都日野市さくら町１番地 コニカ(株)内 

埼玉県狭山市上広瀬 591-7 コニカ(株)内 
 

図 2.13.3 コニカの出願件数と発明者数 
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2.13.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.13.4 に、非接触型 IC カードのコニカの技術要素と課題の分布を示す。技術要素「カ

ード実装」における課題「表面実装」に、出願が多いことが特徴である。その内容は、ホ

ットメルトによる IC モジュールやコイルの狭持方法に関する出願である。 

 

 

図 2.13.4 コニカの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.1.4 に、コニカの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 80 件を

示す。 

122
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-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

課  題

技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

破壊:模様 特開 2001-96956 画像記録体､転写箔､転写箔ﾛ-ﾙ､画像記録体作成方法､
転写箔製造方法及び個人認証ｶ-ﾄﾞ 

 

偽
造
改
ざ
ん 

破壊:模様 特開 2001-30668 画像記録体及び画像記録体形成方法 
 

貼着:比較照合:画像 特開平 11-334265 個人識別材の作成方法､個人識別材及び個人識別材の
作成装置 

貼着:ﾊﾞｲﾝﾀﾞ:画像 特開平 11-348469 IC 冊子 
 

本
人
照
合 貼着:ﾊﾞｲﾝﾀﾞ:電磁遮蔽 特開平 11-348471 冊子及び IC ｶ-ﾄﾞﾎﾙﾀﾞ 

 

応力緩衝:ｹﾞﾙ状樹脂 特開平 11-151878 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

熱加圧溶融:接着層 特開 2001-22912 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

剛
性
・
耐
性 融着:凹凸 特開 2000-251049 ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 

 

Ｉ
Ｃ
飛

出
し 

支持体:多孔質 特開 2000-182013 電子部品保持体､その製造方法､電子ｶ-ﾄﾞ及びその製
造方法 

配置:傾斜 特開平 10-315669 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:枠 特開平 11-34559 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

裁断:ﾀｲﾐﾝｸﾞ:接着反応 特開平 10-250274 IC ｶ-ﾄﾞ製造方法､IC ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ 
 

部
品
破
壊 

凹部:軟支持 特開平 11-268461 ID ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
水･

磨
耗 

基材:耐薬品性 特開平 11-309969 電子ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

充填材:高熱伝導率 特開平 11-208168 認証識別用ｶ-ﾄﾞ及び認証識別ｶ-ﾄﾞ用ｹ-ｽ 
 

基材:PET 特開 2000-36026 IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

耐
熱
・
放
熱 熱加圧溶融:接着層 特開 2000-137786 受像層付きｶ-ﾄﾞ､その製造装置及びその製造方法 

 

ｼｰﾄ:ｼﾝｼﾞｵﾀｸﾁｯｸﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ系

樹脂 

特開平 10-240893 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
環
境 

印刷:転写:部品供給媒体 特開平 10-236041 IC ｶ-ﾄﾞ用電子部品供給装置､ｳｪﾌﾞ状部品供給媒体､ｳｪ
ﾌﾞ状部品供給媒体収容ｶ-ﾄﾘｯｼﾞ､IC ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ､第
2IC ｶ-ﾄﾞ用ｼ-ﾄ､第 2IC ｶ-ﾄﾞ用ｼ-ﾄ収容ｶ-ﾄﾘｯｼﾞ､IC ｶ-ﾄﾞ
製造方法 

表面ｼｰﾄ:艶消し 特開平 11-10681 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

位置決め:ﾊﾟｲﾛｯﾄ穴 特開平 11-34549 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

保護部材 特開平 11-78315 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

防塵 特開平 11-139052 画像記録済IC ｶ-ﾄﾞの生産方法及び画像記録済IC ｶ-ﾄﾞ
の生産ｼｽﾃﾑ 

印刷:2 方式 特開平 11-139055 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ､画像記録方法及び IC ｶ-ﾄﾞ発行装置 
 

カ
ー
ド
実
装 

印
字
特
性 

印刷面:ﾁｯﾌﾟ非搭載側 特開平 11-144021 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

凹部:硬化性樹脂封止 特開平 11-157264 ID ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

保護部材 特開平 10-250267 熱転写記録ｶ-ﾄﾞ､熱転写記録用ｶ-ﾄﾞ､受像面用ｼ-ﾄ､熱
転写記録ｶ-ﾄﾞ製造方法､熱転写記録ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ､熱
転写記録用ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ､熱転写記録装置 

防塵:ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 特開 2000-1069 ID ｶ-ﾄﾞの製造方法及び ID ｶ-ﾄﾞの製造装置 
 

印
字
特
性 

ｶｰﾄﾞ:厚さ:規定値 特開 2000-211278 受像層付きｶ-ﾄﾞ､その製造装置及びその製造方法 
 

印刷面:ﾁｯﾌﾟ非搭載面 特開平 9-323490 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ発行装置 
 

支持体:多孔質 特開平 11-11065 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

印刷面:再圧縮 特開平 11-78316 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

熱加圧溶融:接着層 特開平 11-134465 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表面ｼｰﾄ:粗面 特開平 11-139048 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

挟持:充填:接着剤 特開平 11-161762 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

挟持:充填:接着剤 特開平 11-157262 ID ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

凹部:封止 特開平 11-167614 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞの生産方法 
 

成形:一次/二次 特開平 11-184996 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

印刷面:ﾁｯﾌﾟ非搭載側 特開平 11-208167 認証識別ｶ-ﾄﾞの製造方法及びそれにより製造された
認証識別ｶ-ﾄﾞ審査異議申立人 

熱加圧溶融:接着層 特開 2000-6560 電子ｶ-ﾄﾞ用材料､電子ｶ-ﾄﾞ､その製造装置､その製造方
法及び反応性ﾎｯﾄﾒﾙﾄｳｪﾌﾞ 

表面ｼｰﾄ:透明 特開 2000-85278 ｾｷｭﾘﾃｨｶ-ﾄﾞ､その製造方法及びその製造装置 
 

表
面
平
滑 

成形:選択 特開平 11-221986 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

接
続

強
化 

保護部材:弾性ｴﾗｽﾄﾏｰ 特開平 10-315668 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接着:間欠充填 特開平 11-34547 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

接着:反応速度:促進剤 特開平 11-180080 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

接着:噴射 特開平 10-250271 IC ｶ-ﾄﾞ製造方法､IC ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ 
 

接着:2 混合 特開 2000-6561 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

接着:反応速度:促進剤 特開 2000-6562 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

熱加圧溶融:接着層 特開 2000-172817 電子部品保持体､その製造装置､その製造方法､電子ｶ-
ﾄﾞ､その製造方法及びその製造装置 

接
着
強
化 

接着:反応速度:凹凸 特開 2000-227955 接着方法､ｶ-ﾄﾞ製造方法及びｶ-ﾄﾞ製造装置 
 

成形:選択 特開平 11-105476 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 

印刷面:保護ｼｰﾄ 特開平 11-139051 IC ｶ-ﾄﾞの生産装置及び IC ｶ-ﾄﾞの生産方法 

カ
ー
ド
実
装 

製
造
性 

熱加圧:把持部分 特開平 11-314479 電子ｶ-ﾄﾞ製造装置 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

貼着:重ね合せ 特開平 11-314480 電子ｶ-ﾄﾞの製造装置及びその製造方法 
 

収納:2 つ折り 特開平 11-328348 電子ｶ-ﾄﾞ､その製造方法及び電子部品収納体の製造方
法 

裁断:炭酸ｶﾞｽ量 特開 2000-1067 ID ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

製
造
性 

成形:熱硬化:冷却 特開平 11-286193 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び IC ｶ-ﾄﾞの製造装置 
 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:載置:偏在 特開平 11-1084 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

ｼｰﾄ:伸長部 特開平 10-217656 ｶ-ﾄﾞ製造方法及び製造装置 
 

位置決め:ﾏｰｸ 特開平 11-139050 IC ｶ-ﾄﾞの生産装置及び IC ｶ-ﾄﾞの生産方法 
 

裁断:印刷済 特開平 11-139053 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

裁断:加熱 特開平 11-353448 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び IC ｶ-ﾄﾞの製造装置 
 

裁断:加湿 特開平 11-353449 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び IC ｶ-ﾄﾞの製造装置 
 

ｼｰﾄ:表面欠陥 特開 2000-20668 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

印刷面:保護ｼｰﾄ 特開 2000-301870 ｶ-ﾄﾞ製造方法 
 

品
質
向
上 

搬送:自動化 特開 2000-306071 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

デ
ー
タ
出
力 

印刷:昇華熱転写 特開平 11-144020 IC ｶ-ﾄﾞ及びそれを用いて作成された認証識別ｶ-ﾄﾞ 
 

 

 

静
電
破
壊 

防塵:ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 特開平 10-236040 IC ｶ-ﾄﾞ製造ｼｽﾃﾑ､IC ｶ-ﾄﾞ製造方法､熱転写記録ｶ-ﾄﾞ製
造ｼｽﾃﾑ､熱転写記録ｶ-ﾄﾞ製造方法 
 
 

試
験
診
断 

検査:半製品 特開 2000-20669 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

 

 

カ
ー
ド
実
装 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開平 11-296631 IC ｶ-ﾄﾞ収納ｶ-ﾄﾘｯｼﾞ及びﾌﾟﾘﾝﾀ 
 

書
込
・
読
取 

分離:回路 特開平 11-129659 ID ｶ-ﾄﾞ及び ID 冊子 
 

比較照合:符号 特開 2001-10263 画像記録体及び画像記録体形成方法 
 

 

回
路
・
機
能 

偽
造
改
ざ
ん 

比較照合:符号 特開 2001-130179 画像記録体及び画像記録体製造方法 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

真
偽
判
定 

比較照合:画像 特開平 11-11064 認証識別用 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 
 

 
回
路
・
機
能 

本
人
照
合 

比較照合:画像 特開平 11-348470 IC 冊子 
 
 

 

印刷:2 段加熱 特開平 11-139049 IC ｶ-ﾄﾞの生産装置及び IC ｶ-ﾄﾞの生産方法 
 
 
 印

字
特
性 

印刷:昇華熱転写 特開平 11-157263 画像記録済 IC ｶ-ﾄﾞの生産方法､画像記録済 IC ｶ-ﾄﾞの
生産ｼｽﾃﾑ､IC ｼ-ﾄ容器及び IC ｼ-ﾄ 
 
 

印刷:顔画像 特開平 11-321168 ID ｶ-ﾄﾞ生産ｼｽﾃﾑ及びﾌﾟﾘﾝﾀ 
 
 

 
作
成 作成:申請書 特開 2000-177283 ID ｶ-ﾄﾞの発行ｼｽﾃﾑ及びその発行方法 

 
 

 

処
理
・
発
行 

多
機
能
化 

併用 特開 2001-109839 読取装置及びｶ-ﾄﾞ状情報記録媒体 
 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.14.1 企業の概要 

表 2.14.1 日立国際電気の企業概要 

商号 株式会社 日立国際電気（2000 年 10 月、国際電気㈱、日立電子㈱、八木アンテナ
㈱の三社が合併） 

本社所在地 東京都中野区 
設立年 2000 年（平成 12 年）、（国際電気は 1949 年（昭和 24 年）） 
資本金 100 億 58 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 1,754 億 27 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 3,600 名（2001 年 3 月） 
事業内容 ・通信情報システム（売上構成比 31%） 

（デジタル携帯電話・同基地局装置、官公庁向け各種通信システム等） 
・放送・映像システム（売上構成比 14%） 

（各種産業用カメラ・モニター、デジタルテレビカメラ、テレビ放送機等） 
・半導体製造システム（売上構成比 22%）（縦型酸化・拡散/LPCVD 装置等） 
・電子部品（売上構成比 33%）（半導体集積回路等） 

 

有価証券報告書（平成 13 年度版）がホームページ（HP）で公開されており、「技術導入

契約、供与契約」の欄には、IC カード関係は記載されていない。 

 

2.14.2 製品例 

取扱い事業部門は、通信情報システム事業である。非接触型 IC カードリーダライタのみ

を扱っている（有価証券報告書にリーダライタを事業としてやっていると記述はあるが、

製品情報は、日立国際電気の（HP）の各種検索サイトに記載がない）。 

 

2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.14.3 に、非接触型 IC カードの日立国際電気の出願件数と発明者数を示す。発明者

数は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

日立国際電気の開発拠点：東京都中野区東中野３丁目 14 番 20 号 (株)日立国際電気内 

 

図 2.14.3 日立国際電気の出願件数と発明者数 
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2.142.142.142.14.4 .4 .4 .4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.14.4 に、非接触型 IC カードの日立国際電気の技術要素と課題の分布を示す。技術

要素「インタフェース（リーダライタ）」では、信号処理や変復調回路に関する出願が多い。 

 

図 2.14.4 日立国際電気の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.14.4 に、日立国際電気の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数

69 件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 64 件

を示す。その内、登録になった特許１件と海外出願された１件を、図と概要入りで示す。 
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課  題

技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

部
品

配
置 

取付:ねじ 特開 2000-36773 ｶ-ﾄﾞ型無線機 
 
 

カ
ー
ド
実
装 多

重化 

ｺｲﾙ:配置:3 次元 特開 2000-99672 非接触 ID ﾀｸﾞ 
 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

禁止:書込/読取:切替 特開平 11-120316 IC ｶ-ﾄﾞとその情報保護方法 
 
 書

込
・
読
取 メ

モ
リ

制
御 

ｺﾏﾝﾄﾞ:要求:ｱﾄﾞﾚｽ/ﾃﾞｰﾀ 特開 2000-285212 移動体通信ｼｽﾃﾑの応答器 
 
 

不
正

使
用 

認証:ID:登録位置 特開平 11-316812 移動情報通信体ｼｽﾃﾑ 
 
 

IF:通信機器 特開平 11-69398 ﾍﾟ-ｼﾞｬ-付きﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 
 多

機
能
化 

IF:通信機器 特開平 11-110500 書き換え型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及び対象物移動管理ｼｽﾃﾑ 
 

表
示 

表示:動作 特開平 11-219416 移動情報通信体 
 

試
験
診
断 

診断:高周波:ｽｲｯﾁ 特開平 11-186937 非接触 ID ﾀｸﾞｼｽﾃﾑの質問器 
 
 

応
用 

書込:情報:証明書 特開 2000-105808 非接触記憶媒体を用いた製品保証ｼｽﾃﾑ 
 

回
路
・
機
能 

ゲ
ー
ト 

入出:判別:ｺｲﾙ配置 特開平 11-110509 出入方向判定装置 
 

接
続

強
化 

接続:並列 特開平 11-66260 ｱﾝﾃﾅｺｲﾙを複数面に巻いた非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

構
造 

ｺｲﾙ:配置:重なり 特開平 10-290186 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

配
線 

ｺｲﾙ:配置:側面 特開 2000-276571 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

多
重化 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開 2001-102860 ﾙ-ﾌﾟｱﾝﾃﾅ 
 

省
電
力

化 

搬送波:共用 特開平 11-220424 移動体通信ｼｽﾃﾑ 
 
 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

信
号
処
理 

共振回路:配置:複数 特開 2001-76111 共振回路 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

信
号
処
理 

共振回路:配置:複数 特登 3115843 

97.4.7 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀでは､ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅのｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽを要素として構

成した､電力伝送周波数に共振する共振回路と､情報
通信周波数に共振する共振回路とを設けることによ
り､1 つのﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅを電力伝送用と情報通信用とに共
用してｶｰﾄﾞへ電力を送電する｡また､ｶｰﾄﾞにおいても
同様に､電力伝送周波数に共振する共振回路と､情報
通信周波数に共振する共振回路とを設け､このﾙｰﾌﾟｱﾝ
ﾃﾅを電力伝送用と情報通信用とに共用する 

 
PH09-103957 
 

 

 

 

 

 

 

受信強度:制御:ｽｲｯﾁﾝｸﾞ 特開平 10-240889 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

エ
リ
ア
拡

大 

受信強度:制御:自己消費 特開平 10-240890 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

衝
突

回
避 

交信:時間設定:選択 特開平 11-149532 移動情報通信体 
 

電
源

供
給 

送受信:ﾏｯﾁﾝｸﾞﾄﾗﾝｽ 特開平 11-203424 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑのﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ装置 
 

電
池

充
電 

交信:1 回:間欠動作 特開平 11-126240 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀｺﾝﾄﾛ-ﾗとその送信制御方法 
 

誤
動
作 

交信:時間監視 特開平 11-66249 入退室管理ｼｽﾃﾑ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞのｹﾞ-ﾄ通過処理方
法 
 
 

復調:乗算:位相変化 特開平 11-74823 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

復調:振幅差 特開 2001-103101 移動情報通信体ｼｽﾃﾑの非接触読取装置 
 

信
号
処
理 復調:合成:位相差搬送波 特開 2001-144647 非接触通信装置 

 

雑
音 

ﾄﾗﾝｽ結合:ﾙｰﾌﾟｱﾝﾃﾅ:送受信

ｺｲﾙ 

特開平 11-288447 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

信
号
分
離 

検出:搬送波:極性 特開平 11-242724 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

 

 

 

変調:ﾐｷｻ:後段 特開 2000-278171 移動体通信ｼｽﾃﾑの質問器 
 変

復
調 変調:位相:2 相 特開 2000-285206 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

通
信 

維
持 

測定:基準値:電界強度 特開 2000-339418 非接触識別ｼｽﾃﾑの読取器 
 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

受信強度:制御:防止ｶﾊﾞｰ 特開平 11-154203 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

エ
リ
ア
拡
大 

受信:ｱﾝﾌﾟ:切換 特開平 11-298366 非接触 ID ﾀｸﾞｼｽﾃﾑとその質問器に於けるﾃﾞ-ﾀ受信方
法 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

相
互
干
渉 

変調:可変:搬送周波数 特開 2000-20651 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

コ
ス
ト

低
減 

ｺｲﾙ:電力:共用 特開平 11-175669 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀｼｽﾃﾑ 
 

検出:電圧:比較 特開平 11-110501 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑとその伝送電力制御方法 
 

給電:調整:受信強度 特開平 11-146580 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

設定:電圧:結合係数 特開平 11-338983 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ装置とその出力電力制御方
法 

電
源
供
給 

ｾﾝｽｺｲﾙ:疎結合 特開 2000-235628 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑのﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ装置とそのｱﾝﾃﾅ回路 
 

切換:強度:電磁波 特開平 11-25238 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

省
電
力
化 

ﾒﾓﾘ:ｵﾝﾊﾟﾀｰﾝ 特開 2000-268140 非接触 ID ﾀｸﾞ識別ｼｽﾃﾑの質問器とその送信制御方法 
 

電力ｺｲﾙ:ﾃﾞｰﾀｺｲﾙ:直交 特開平 11-122146 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 構

造 電力ｺｲﾙ:ﾃﾞｰﾀｺｲﾙ 特開平 11-184988 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

ｺｲﾙ:対向配置:給電/ﾃﾞｰﾀ 特開平 10-322248 非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよび非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀﾕﾆ
ｯﾄ ア

ン
テ
ナ

と
線
路 ｺｲﾙ:配置:ﾄﾞｱ枠 特開平 11-41152 ｱﾝﾃﾅ 

 

雑
音 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特開平 11-122147 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

通
信
維
持 

ｺｲﾙ:配置:交差 特開 2000-172795 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

 

 

ｺｲﾙ:巻回:反対方向 特開平 11-282980 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

エ
リ
ア
拡
大 

ｺｲﾙ:配置:対称 特開平 11-88036 

98.6.19 

H01Q7/00 

日立製作所 

ﾘ-ﾀﾞまたは/およびﾗｲﾀ装置､電力伝送ｼｽﾃﾑ並びに通信
ｼｽﾃﾑ 

ｶｰﾄﾞへの電力の供給を行うための磁界を発生するｽ
ﾊﾟｲﾗﾙ状またはｺｲﾙ状のｱﾝﾃﾅと､ｱﾝﾃﾅの鏡像を形成する
導体部材とを備えた 

 
PH10-172477 
 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

光
学(R/W) 

複
数
ヘ
ッ
ド 

発光素子:配置:給電点 特開 2001-52123 ﾃﾞ-ﾀ読取装置 
 
 

不
正
使
用 

書込:画像 特開 2001-101359 認証管理ｼｽﾃﾑ 
 
 

多
機
能
化 

通信:ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ間 特開 2000-242742 質問器ｼｽﾃﾑ 
 
 

デ
ー
タ
出
力 

印刷:ｴﾗｰﾚｰﾄ 特開 2000-20652 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

表示:料金:残額 特開平 10-340357 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 
 

表示:情報 特開平 11-66251 通信ｼｽﾃﾑ 
 

表
示 

表示:情報 特開 2000-48135 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

誤
り
検
出 

通知:受信 特開 2000-82119 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

試
験
診
断 

診断:ﾃｽﾄｶｰﾄﾞ 特開 2000-285202 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置の検査治具 
 
 

相
互
干
渉 

変換:搬送周波数 特開平 11-102419 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 
 

監視:表示:電圧 特開平 11-161752 

松下電工 
移動体通信ｼｽﾃﾑ 

 

監視:表示:電圧 特開平 11-161753 

松下電工 
移動体通信ｼｽﾃﾑ 

 
応
用 

検出:位置:点灯 特開 2000-182002 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ装置 
 

処
理
・
発
行 

盗
難 

管理:所在:倉庫 特開 2001-101285 物品管理ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.15.1 企業の概要 

表 2.15.1 トーキンの企業概要 

商号 株式会社 トーキン 
本社所在地 仙台市太白区 
設立年 1938 年（昭和 13 年） 
資本金 105 億 6 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 774 億 57 百万円（2001 年 3 月期） 
従業員数 1,571 名（2001 年 3 月） 
事業内容 ・材料技術をベースに広範な市場で各種デバイス、システムを提供。 

・金属磁性部品（売上構成比 16%） 
（形状記憶合金、センサ、携帯電話用アンテナ等） 

・電子部品  （売上構成比 49%） 
（フェライト・ＥＭＣ、セラミック等） 

・記録メディア部品（売上構成比 28%） 
（カード、電源等） 

・通信ネットワーク部品（売上構成比 7%） 
（光ネットワークデバイス等） 

 

2.15.2 製品例 

取扱い事業部門は、記録メディア部品を扱う事業本部で、今後の主力製品の 1 つとして

注力している。各種 IC カード、タグ、リーダライタ、入退室管理システム等を提供してい

る（出典：トーキンのホームページ（HP）、http://www.tokin.co.jp）。 

 

表 2.15.2 トーキンの製品例（出典：トーキンの HP） 

製品名 発売年 概要 
非接触型 IC カード LCS102 

LCL シリーズ 
記載なし ・LCS102 は、周波数 125kHz、メモリ容量 148 バイト。 

・LCL シリーズは、周波数 13.56MHz、メモリ容量 256 バ
イト。 

IC タグ 
LCS シリーズ 
LME001-T 

記載なし ・LCS シリーズは、メモリ容量 115 バイト、通信距離 10cm
以上。 

・LME001-T は、メモリ容量 33 バイト、通信距離 3cm 以
上。 

非接触型 IC カードリーダ 記載なし ・壁取付型、組込型、卓上型等各種。 
非接触型 IC カード及びタ
グ・リーダライタ 

2000 年 ・複数のタグにマルチアクセスが可能なリーダライタ
（TWLY0-00-01）。 

・低コストで各種機器に組み込みできるリーダライタ
（TWLE1）。 

非接触型 IC カード入退室管
理システム 

1998 年 
・指紋照合による入退室管理システム。 

 

2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.15.3 に、非接触型 IC カードのトーキンの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

トーキンの開発拠点：宮城県仙台市太白区郡山６丁目７番１号 (株)トーキン内 

 

2.15 トーキン 
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図 2.15.3 トーキンの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.15.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.15.4 に、非接触型 IC カードのトーキンの技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「カード実装」における課題「接続･接着」に出願が多く、内容は、直付け等の各種接続の

解決手段に関する出願である。 
 

図 2.15.4 トーキンの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.15.4 に、トーキンの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 65

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 62 件を示

す。 
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発明者数

11214

1

12
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1
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3

11237342

-1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

課  題

技
術
要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー

ド
識
別

デ
ー

タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー

ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー

ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

破壊:回路 特開平 10-255013 情報記録ｶ-ﾄﾞ 
 

媒
体

正
否 

識別:模様 特開平 8-55207 ｶ-ﾄﾞ 
 

補強:枠 特開 2000-194822 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 剛

性
・ 

耐
性 補強:枠 特開 2000-207516 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:固定:撓み板 特開平 11-39451 IC 実装部品 
 部

品 

破
壊 挟持:充填:接着剤 特開平 11-34563 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 

 

成形:紫外線硬化 特開平 10-175388 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

隠蔽層:絶縁性 特開平 11-34561 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表
面
平
滑 熱加圧溶融:接着層 特開平 11-167613 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

封止:樹脂 特開平 9-277766 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

接続:端子:直付け 特開平 11-34560 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:端子:直付け 特開平 11-328352 ｱﾝﾃﾅと IC ﾁｯﾌﾟとの接続構造､及び IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ突起:ﾊﾝﾀﾞ 特開平 11-219417 ｱﾝﾃﾅｺｲﾙ付 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接続:ﾊﾞﾝﾌﾟ:溝 特開平 11-219420 IC ｶ-ﾄﾞﾓｼﾞｭ-ﾙ､IC ｶ-ﾄﾞ及びそれらの製造方法 
 

接続:溶着:超音波 特開 2000-339432 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びその製造方法 
 

接
続
強
化 

接続:位置:吸着 特開 2000-276574 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ製造装置 
 

製
造性 

挟持:ｼｰﾄ 特開平 10-287073 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

工
程

短
縮 

搬送:自動化 特開 2000-163545 IC ｶ-ﾄﾞ製造装置 
 

コ
ス
ト

低
減 

被覆:表面と同色 特開 2000-174172 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 11-144015 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞの偽造防止方法 
 作

成 包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 10-255014 IC ｶ-ﾄﾞ及びその使用方法 
 

部
品 

配
置 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開平 11-250205 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

 

カ
ー
ド
実
装 

デ
ー
タ

出
力 

ﾘﾗｲﾄ:ﾏｲｸﾛｶﾌﾟｾﾙ 特開平 10-171953 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

比較照合:符号 特開平 8-161452 ｾｷｭﾘﾃｨ-ｶ-ﾄﾞ及びその読み取り装置 
 

媒
体

正
否 

比較照合:ID 特開 2000-113156 ID 情報を有する IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞの正当性確認
方法 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:ﾒﾓﾘ 特開 2001-101368 集積半導体装置 
 

分
類 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開 2000-182015 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

日立製作所 

使用/未使用判別可能な IC ｶ-ﾄﾞ 
 

選択:機能 特開平 9-73525 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
機
能 

切
換 選択:機能 特開平 8-194800 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 

回
路
・
機
能 

応
用 

封入:装身具 特開平 10-155526 装身具 
 

光
学 

真
偽

判
定 

比較照合:符号 特開 2000-82121 情報ｶ-ﾄﾞ 
 

耐
水･

磨
耗 

振動子:密着:共鳴増幅媒体 特開平 7-129734 超音波方式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 
 

接続:治具:位置決め 特開平 11-328346 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 接

続 

強
化 ｺｲﾙ:導線:金属化合物被覆 特開 2000-76406 ｶ-ﾄﾞﾓｼﾞｭ-ﾙ及び IC ｶ-ﾄﾞ 

 

ｺｱ:軟磁性体ｼｰﾄ 特開平 11-16756 信号送受信ｺｲﾙ及びその製造方法 
 製

造
性 ｺｲﾙ:導線:埋込み 特開平 11-144018 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞのｱﾝﾃﾅｺｲﾙの作製方法 

 

工
程

短
縮 

ｺｲﾙ:巻回:冶具 特開平 11-156465 非接触 IC ｶ-ﾄﾞのｱﾝﾃﾅｺｲﾙの巻線治具及び製造方法 
 

ｺｱ:粉末焼成 特開平 11-176675 小型非接触伝送装置 
 

コ
ス
ト
低

減 

ｺｱ:粉末焼成 特開平 11-176676 小型非接触伝送装置 
 

電
源

供
給 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開 2000-194812 非接触 IC ｶ-ﾄﾞとその充電装置 
 

充電:電池 特開平 10-124637 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ､及び非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

 
電
池
充
電 

充電:電池 特開 2000-201442 非接触電力伝送を受ける非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

 

電
磁
誘
導 

ク
ロ
ッ
ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:発生:搬送波周波数 特開平 10-178372 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

省
電

力
化 

変調:変化:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開平 8-235334 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

信
号

処
理 

共振回路:残響:ｶｳﾝﾄ 特開平 9-135196 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 回

込
信
号 

調整:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開 2000-285214 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

カ
ー
ド

識
別 

識別:同調電圧 特開平 11-85922 IC ｶ-ﾄﾞ識別ｼｽﾃﾑ 
 

信
号

処
理 

共振周波数:搬送周波数:ず

らし 

特開平 9-204500 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

回
込

信
号 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開平 8-316895 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

通
信

維
持 

設定:通信情報 特開平 10-261052 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

電
源

供
給 

判別:変調信号:電力周波数 特開平 9-282429 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 電

磁
誘
導

(R/W) 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2001-76102 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ/ﾗｲﾀ 
 

光
学

(R/W) 

電
源

供
給 

給電:受光時 特開平 7-325896 超音波通信方式 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

本
人

照
合 

検出:速度 特開平 10-40347 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ､及びこれを用いたﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

媒
体

正
否 

比較照合:ID 特開平 10-91743 IC ｶ-ﾄﾞ認証装置及び IC ｶ-ﾄﾞの認証方法 

暗
号化 

比較照合:暗号化情報 特開平 9-134413 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

不
正
ア

ク
セ
ス 

比較照合:付加ｺｰﾄﾞ 特開 2000-207506 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

メ
モ
リ

制
御 

書込:多重 特開平 11-53487 IC ｶ-ﾄﾞにおける書き込みﾃﾞ-ﾀの有効性判定方法 
 

単
一
識

別 

識別:論理ｱﾄﾞﾚｽ 特開平 11-203427 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ制御ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ制御方法 
 

衝
突
回

避 

選択:衝突回避方式 特開平 11-203428 

NTT 

ﾃﾞﾝｿｰ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ通信方法 

機
能

切
換 

選択:機能 特開平 9-330383 非接触型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

応
用 

比較照合:指紋 特開 2000-306130 入退室管理方法 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.16.1 企業の概要 

表 2.16.1 NTT の企業概要 

商号 日本電信電話 株式会社 
本社所在地 東京都千代田区 
設立年 1985 年（昭和 60 年） 
資本金 9,379 億 50 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 3,228 億 65 百万円（2001 年 3 月期） （連結：11 兆 4,141 億 81 百万円） 
従業員数 3,314 名（2001 年 3 月末）           （連結：215,231 名） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・地域通信事業    （売上構成比 38%） 
・長距離・国際通信事業（売上構成比 10%） 
・移動通信事業    （売上構成比 41%） 
・データ通信事業   （売上構成比 6%） 
・その他の事業    （売上構成比 5%） 

 

 

2.16.2 製品例 

 NTT は、NTT 東日本、NTT 西日本や NTT コミュニケーションズ等の持株会社であり、電

気通信の基盤となる電気通信技術に関する研究を行っている。研究開発活動では、デジ

タルコンテンツの流通を促進するための著作権保護技術・不正使用追跡技術や、安心し

て商取引を行うことを可能にするため、世界初となる接触・非接触共用 IC カード上に公

開鍵暗号方式を搭載した高セキュリティな電子マネー技術等、情報流通プラットフォー

ムに関する研究開発を行った（出典：NTT のホームページ（HP）、http://www.ntt.co.jp）。 

 

2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.16.3 に、非接触型 IC カードの NTT の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、明

細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

NTT の研究開発拠点：東京都武蔵野市緑町 3-9-11 NTT 武蔵野研究開発センタ内 

 

図 2.16.3 NTT の出願件数と発明者数 
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2.16.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.16.4 に、非接触型 IC カードの NTT の技術要素と課題の分布を示す。技術要素「回

路･機能」における課題「多機能化」に出願が多く、内容は表示に関するものである。 

 

図 2.16.4 NTT の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.16.4 に、NTT の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 64 件の内、

審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 62 件を示す。その

内、登録になった特許３件と海外出願された１件を、図と概要入りで示す。 
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技
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要
素

電
源
供
給

接
続
・
接
着

不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

破壊:回路 特開平 11-250216 IC ｶ-ﾄﾞ 
 偽

造
改 

ざ
ん 破壊:衝撃:熱融解接着剤 特開 2001-143042 使用状況判別手段付 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

作
成 

包装:保護部材:電磁遮蔽 特開平 10-255011 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの保護方法およびその装置 
 

カ
ー
ド
実
装 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2001-34728 通信機能付 IC ｶ-ﾄﾞ及び仮死方法 
 

偽
造
改

ざ
ん 

消去:情報 特開平 11-306309 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

禁止:書込/読取:結晶欠陥 特開平 11-250215 IC ﾁｯﾌﾟおよび IC ｶ-ﾄﾞ 
 プ

ラ
イ 

バ
シ 分離:記憶部 特開平 8-167011 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:書換不可 特開 2000-215283 情報記憶媒体とｻ-ﾋﾞｽ情報記憶媒体とｻ-ﾋﾞｽ情報記憶
媒体対応端末及びｻ-ﾋﾞｽ情報記憶媒体設定方法とｻ-
ﾋﾞｽ情報記憶媒体識別制御方法並びに基本情報記憶
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと付随情報記憶ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとｻ-ﾋﾞｽ情報記憶媒
体識別制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをそれぞれ記録した記録媒体 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開平 11-328351 IC ｶ-ﾄﾞ使用/未使用判別方法及び IC ｶ-ﾄﾞ並びに IC ｶ
-ﾄﾞ使用開始装置 

分
類 

使用開始:導電ﾊﾟﾀｰﾝ:切取 特開 2000-182015 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

使用/未使用判別可能な IC ｶ-ﾄﾞ 
 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特開 2001-147962 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記憶媒体を利用した電子商取引ｻ-ﾋﾞｽのｵﾍﾟﾚ-
ｼｮﾝ方法とその装置､およびｵﾍﾟﾚ-ｼｮﾝ情報を記録した
記録媒体 

表示:電気化学反応 特開平 11-232412 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表示:動作 特開平 11-73483 使用状態表示機能付き IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

表示:EL 特開 2000-322549 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよび表示兼電解質材料 
 

表示:不可逆:使用度数 特開 2001-101377 使用状況表示 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表
示 

表示:ｷｰ入力 特開平 8-55201 多機能無線ｶ-ﾄﾞとそれを使用した無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

試
験 

診
断 

診断:ﾌﾞｰﾄ ROM 特開 2000-305799 

ｼｬｰﾌﾟ 
不揮発性ﾒﾓﾘ内蔵ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀおよびその検査ｼｽﾃﾑ､
ならびに不揮発性ﾒﾓﾘ内蔵ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭ-ﾀを搭載した IC
ｶ-ﾄﾞおよびその検査ｼｽﾃﾑ 
 

識
別 

埋設:道路:標識 特開平 9-304545 

日海ｴﾇｴｽ 
ｹ-ﾌﾞﾙ等の埋設物表示方法と装置 

 

回
路
・
機
能 

案
内 

管理:所在:埋設物 特開平 10-317410 

ｴﾎﾟ 

羽田ﾋｭｰﾑ管 

地下埋設物等の情報ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

媒
体 

正
否 

比較照合:情報 特開平 10-171945 IC ｶ-ﾄﾞ及びそのﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
 

電
源

供
給 

給電:ｽｲｯﾁﾝｸﾞ素子 特開平 10-320510 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
池

充
電 

充電:電力供給ﾗｲﾀ 特開平 8-140128 無線ｶ-ﾄﾞと無線ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

部
品

配
置 

併用:配置:重なり 特開平 8-329209 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

機
能

切
換 

ｹｰｽ:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-143025 IC ｶ-ﾄﾞ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置 
 

併
用 

多
重化 

併用:遠隔/近接 特開平 8-44831 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶ-ﾄﾞとそれを使用した無線通信ｼｽﾃﾑ 
 

複
数
識
別 

ｺｲﾙ:配置:中心ずらし 特開 2000-137777 

98.10.30 

G06K19/07 

ﾃﾞﾝｿｰ 

日立製作所 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞをその外形を合わせて重ねた場合､一方の

IC ｶｰﾄﾞの有するｱﾝﾃﾅの他方のICｶｰﾄﾞのｱﾝﾃﾅ面への投
影図が､投影面上で他方のｱﾝﾃﾅ面に重複せざる領域
を有し IC ｶｰﾄﾞの出力が動作可能なるもの 

 
PH10-309964 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

電
源
供
給 

給電:調整:共振周波数 特開 2000-270501 基地局通信装置､及び携帯無線通信装置への電力供
給方法 

 

 

 

電
磁
誘
導 

リ
ー
ド
ラ
イ
ト 

ｱﾝﾃﾅ:形状:8 字 特開平 10-4374 電磁誘導型ﾜｲﾔﾚｽ IC ﾀｸﾞ 
 

 

 

 

 

 

小
型
化 

変調:振幅:ｱﾝﾃﾅ印加 特開 2000-349838 

ｼｬｰﾌﾟ 
変調回路 

 
 イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

デ
ー
タ
保
護 

交信:電磁結合 特開 2001-52140 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

衝
突
回
避 

識別:存在 特登 2754930 

91.2.18 

G06K17/00 

無線式ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
督促電波を受信したのち､個人情報の周波数が他

のｶｰﾄﾞから無いことを確認した後､自ｶｰﾄﾞの個人情
報を送出するので混信を生ずることなく送信時間の
短縮ができる 

 
PH03-44020 
 

 

 

 

 

 

信
号 

処
理 

共振周波数:切換 特開 2001-60902 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

雑
音 

切換:ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ 特開 2000-306066 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびそのｼｽﾃﾑ 
 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:ID:ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 特開平 8-307412 自動ﾛｸﾞｲﾝ方法及びｼｽﾃﾑ 
 
 

多
機 

能
化 

通信:ｶｰﾄﾞ間 特開 2000-90208 複数携帯型小型装置拡張ｻ-ﾋﾞｽ提供方法及びｼｽﾃﾑ装
置 

測定:基準値:電界強度 特開 2000-57272 IC ｶ-ﾄﾞの試験方法および装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 通

信 

維
持 検出:位置:電圧 特開 2000-215278 画像表示装置 

 

電
源
供
給 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特登 2866844 

98.1.8 

G06K17/00 

ｴﾇﾃｨﾃｨ ﾃﾚｶ 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ及び IC ｶ-ﾄﾞ読取り表示装置 
円柱状ｺｱに巻装した電流供給用ｺｲﾙの一端面に対

向して配置した鉄片部材を備える 
 
PH10-2264 
 

 

電
池

充
電 

給電:ｱｸｾｽ時 特開 2000-353217 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ読み取り装置 
 

 

省
電 

力
化 

給電:ｱｸｾｽ時 特開 2000-40133 携帯用の非接触 IC ｶ-ﾄﾞ読み取り装置 
 

エ
リ
ア

一
様
化 

ｺｲﾙ:形状:半円形 特開 2000-231606 ﾜｲﾔﾚｽ ID ﾀｸﾞ読み取り書き込み装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｺｱ:棒状 特開平 11-39440 非接触IC ｶ-ﾄﾞ､IC ｶ-ﾄﾞｱｸｾｽ装置および非接触IC ｶ-ﾄﾞ
ｼｽﾃﾑ 

 

処
理

発
行 

不
正

使
用 

消去:情報 特開平 8-185487 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

暗
証
照
合 

比較照合:暗号化情報 特登 3119494 

91.4.3 

G06F15/00,330 

ｶ-ﾄﾞ類の所有者確認方法 
携帯物は､その出力帰還ﾃﾞｰﾀを暗号鍵ﾃﾞｰﾀで暗号

化して更新すると共に､更新ﾃﾞｰﾀをｶｰﾄﾞに送る｡ｶｰﾄﾞ
でも､その出力帰還ﾃﾞｰﾀを暗号鍵ﾃﾞｰﾀで暗号化して
更新ﾃﾞｰﾀとｶｰﾄﾞ類からの更新ﾃﾞｰﾀを比較し､一致し
たらｶｰﾄﾞ類を利用可能状態する 
 

PH03-98017 
 

 

 

単
一 

識
別 

識別:論理ｱﾄﾞﾚｽ 特開平 11-203427 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ制御ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ制御方法 
 

複
数

識
別 

識別:ID:特定番号 特開 2001-92930 ﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ及び非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

衝
突 

回
避 

選択:衝突回避方式 特開平 11-203428 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾄｰｷﾝ 

日立製作所 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑ及び IC ｶ-ﾄﾞ通信方法 
 

分
類 

通知:携帯電話:ｶｰﾄﾞ 特開平 8-214049 

ﾃｨｰﾃﾞｨｰｹｲ 
電話機用ｶ-ﾄﾞ､電話機及び電話ｼｽﾃﾑ 

 

デ
ー
タ

出
力 

印刷:伝票:配送先 特開 2000-7114 物流情報ｼｽﾃﾑ 
 

表示:ｷｰ入力 特開平 10-289343 ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑおよびその使用方法 
 表

示 表示:情報 特開平 9-128571 自動行き先表示ｼｽﾃﾑ 
 

試
験

診
断 

測定:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:故障 特開平 10-288643 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞの故障判定方法および装置 
 

ｾﾝｻ:歪 特開平 11-85925 ﾜｲﾔﾚｽ ID ﾀｸﾞとそのｼｽﾃﾑ 

書込:情報:位置 特開平 11-167592 建物内物体位置情報管理装置及び方法 応
用 

ｼｽﾃﾑ:共通ｶｰﾄﾞ 特開 2001-147969 共通 IC ｶ-ﾄﾞの分散ｻ-ﾋﾞｽ享受方法及びｼｽﾃﾑ装置 

処
理
・
発
行 

案
内 

管理:所在:道路 特開 2000-20874 誘導装置 
 

構
造 

取付:ﾏﾝﾎｰﾙ:貫通穴 特開平 9-331279 ﾜｲﾔﾚｽ IC ﾀｸﾞの設置構造 
 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195088 

田村電機製作所 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195089 

田村電機製作所 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 
収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195090 

田村電機製作所 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 

多
機

能
化 

IF:電子機器:ｶｰﾄﾞ挿入 特開 2000-30007 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ用読み取り書き込み装置 
 

機
構 

誤
動作 

載置部:駆動 特開 2000-299604 

田村電機製作所 
非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.17.1 企業の概要 

表 2.17.1 田村電機製作所の企業概要 

商号 株式会社 田村電機製作所 
本社所在地 東京都目黒区 
設立年 1946 年（昭和 21 年） 
資本金 76 億 45 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 331 億 18 百万円（2001 年 3 月期） （連結：407 億 38 百万円） 
従業員数 597 名（2001 年 3 月） 

事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・通信機器（売上構成比 38%） 
（カード式公衆電話、硬貨式公衆電話等） 

・情報システム機器（売上構成比 11%） 
（携帯型端末機器、カード関連機器等） 

・部品他（売上構成比 51%） 
（計数器、カードリーダユニット、制御ユニット等） 

 

IC カード、リーダライタとも、開発・販売は田村電機製作所で行い、製造は連結子会社

で行っている（出典：有価証券報告書）。 

インフィニオンテクノロジーズ社（ドイツ）と提携し、カード、タグを開発する（出典：

TN2 製品カタログより）。 

 

 

2.17.2 製品例 

取扱い事業部門は、全部門である。1998 年より、非接触型 IC カードと周辺機器の販売

を開始した。通信機器事業部門では、IC カード公衆電話機およびそれを利用したシステム

を提供している。IC カード公衆電話機は、海外への輸出体制も整備している。情報システ

ム機器事業部門では、各種リーダライタを提供している。部品事業部門では、カードリー

ダユニットを提供している。また、レジャー産業向けリーダライタの開発を進めている（出

典：有価証券報告書）。 

 

表 2.17.2 田村電機製作所の製品例（1/2） 

（出典：田村電機製作所の HP、http://www.tamra.co.jp） 
製品名 発売年 概要 

IC カード公衆電話機 1999 年  
 

TN2 カード 記載なし ・SLE55R シリーズ。 
・メモリ 2,048 バイト、通信距離 100mm、アンチコリジ

ョン。 
TN2 ミニラベル 記載なし ・切手サイズのタグ 

 
リーダライタ 
ポケットタイプ 

記載なし ・HR200、HR200A、HR300 に引き続き、2000 年には最新
型の HR400 を販売開始。複数同時認識。 

リーダライタ 
据置タイプ 

記載なし ・HR210 TN2 ラベル用、通信距離 2.5cm 

リーダライタ 2000 年 ・HR230 USB インターフェースタイプ 
 

2.17 田村電機製作所 
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表 2.17.2 田村電機製作所の製品例（2/2） 

（出典：田村電機製作所の HP、http://www.tamra.co.jp） 
製品名 発売年 概要 

リーダライタ 
ハンディタイプ 

2000 年 ・RT2600：非接触型 IC カードリーダライタとバーコード
リーダの機能を一本化。メモリ２MB。 

リーダライタ 
モジュール 

記載なし ・HW210、HW310 に引き続き、2000 年には最新型の HW400
を販売開始。 

社員証システム 2000 年 ・社員証に非接触型 IC カードを用い、会社内の勤務管理、
入退室管理、食堂・売店管理、PC 使用管理等に使用。 

キャンパスシステム 2000 年 ・学生・教職員の ID カードに非接触型 IC カードを用い、
キャンパス内の出席管理、入退室管理、食堂・売店管
理、PC 使用管理、図書貸出管理等に使用。 

タクシー配車システム 2001 年 ・IC 公衆電話機の IC カードメモリー通信機能を活用した
日本で初めてのタクシー配車システム。 

・IC 公衆電話機に専用のオートダイヤル機能付 IC 会員カ
ードを挿入するだけで、自動的に配車センターへ接続
されるうえ、配車センターのディスプレイには、瞬時
に会員情報と IC カード公衆電話機の位置情報が表示さ
れるため、迅速に配車が行えるサービス。 

 

 

2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.17.3 に、非接触型 IC カードの田村電機製作所の出願件数と発明者数を示す。発明

者数は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

田村電機製作所の開発拠点：東京都目黒区下目黒２丁目２番３号(株)田村電機製作所内 

 

 

図 2.17.3 田村電機製作所の出願件数と発明者数 
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2.17.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.17.4 に、非接触型 IC カードの田村電機製作所の技術要素と課題の分布を示す。技

術要素「機構」における課題「リードライトの確実化」に出願が多く、内容は IC カード公

衆電話におけるカード収容のスロットの構造に関する出願である。 

 

 

図 2.17.4 田村電機製作所の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.17.4 に、田村電機製作所の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件

数 60 件を示す。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

破壊:回路 特開 2000-194810 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造 

 

破壊:回路 特開 2000-194820 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造 

 

偽
造
改
ざ
ん 破壊:回路 特開 2001-14442 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造 

 

接
続

強
化 

接続:端子:交差 特開 2001-52138 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造およびその製造方法 

 

カ
ー
ド
実
装 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2000-268146 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾎﾙﾀﾞ- 
 

回
路･

機
能 

表
示 

表示:動作 特開平 11-205202 探知ｼｽﾃﾑ 
 
 

接
続

強
化 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-16021 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造及びその製造方法 

 

ｺｲﾙ:ﾎﾞﾋﾞﾝ 特開 2000-172815 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造およびその製造方法 

 製
造
性 ｺｲﾙ端部:固定:支承部 特開 2000-172816 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞ構造およびその製造方法 

 

電
源

供
給 

検出:ﾙｰﾌﾟ電流:遮断 特開 2001-143035 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

配
線 

ｺｲﾙ:印刷:両面 特開 2001-14437 

ﾐﾖﾀ 
IC ﾀｸﾞのｱﾝﾃﾅ構造 

 

変調:100%:10% 特開 2001-127812 変調回路 
 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

変
復
調 変調:ﾊﾞｯﾌｧ:ｹﾞｰﾄ 特開 2001-127814 変調回路 

 
 

複
数 

識
別 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:変更:時間 特開 2000-155813 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
 

衝
突

回
避 

識別:ID:特定番号 特開 2000-155810 IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ読取装置 
 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量 特開 2000-172792 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 回

込
信
号 

調整:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 特開 2000-251029 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

変調:100%:10% 特開 2001-127813 変調回路 
 

変調:100%:10% 特開 2001-127815 変調回路 
 

変調:100%:10% 特開 2001-127811 変調回路 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

変
復
調 

変調:100%:10% 特開 2001-127816 変調回路 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

検出:ｴﾘｱ:ﾊﾟﾙｽ数 特開 2001-5922 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

通
信
維
持 

検出:ｴﾘｱ:ﾙｰﾌﾟ開閉 特開 2001-24413 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 
 

電
源
供
給 

監視:電圧 特開 2000-353222 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

部
品

配
置 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開 2000-259785 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

信
号

処
理 

ｺｲﾙ:配置:強発振磁界 特開 2000-261231 ｱﾝﾃﾅ装置及び非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

レ
ベ
ル

補
正 

ｺｲﾙ:配置:外周 特開 2000-99658 無線装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

妨
害波 

ｹｰｽ:導電部材 特開 2000-353221 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:回数制限 特開 2000-40135 IC ｶ-ﾄﾞ 
 偽

造
改
ざ

ん 

ｺﾏﾝﾄﾞ:読取:2 種類 特開 2000-99659 IC ﾀｸﾞ識別装置 
 

媒
体

正
否 

比較照合:情報 特開 2000-251164 IC ﾀｸﾞ識別装置 
 

複
数

識
別 

検出:枚数:電圧 特開 2000-155812 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
 

多
機

能
化 

通信:ｶｰﾄﾞ間:ﾊﾞﾘｭｰ移転 特開 2000-259901 電子ﾏﾈ-ﾁｬ-ｼﾞ端末装置及び電子ﾏﾈ-ﾁｬ-ｼﾞｼｽﾃﾑ 
 

設定:処理手順 特開 2001-67226 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム

制
御 送信:ﾊﾟﾙｽ数 特開 2000-222530 IC ﾀｸﾞｶｳﾝﾀ 

 

表
示 

表示:情報 特開 2000-251027 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ端末装置 
 

誤
使用 

排出 特開 2000-113128 非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

応
用 

取付:商品 特開 2000-348148 IC ﾀｸﾞ読取装置 
 

書込:情報:ｴﾚﾍﾞｰﾀ 特開 2000-306050 警報ｼｽﾃﾑ 
 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト ｹｰｽ:収納 特開 2001-143024 ｶ-ﾄﾞﾎﾙﾀﾞ- 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

搬送:振分け通路 特開 2000-123123 非接触型 IC 媒体処理装置 
 

収納:付勢 特開 2000-148918 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ発行装置におけるｶ-ﾄﾞ保持構造 
 

小
型
化 

搬送:振分け通路 特開 2000-163518 非接触型 IC 媒体処理装置 
 

複
数

識
別 

ｹｰｽ:2 枚重ね 特開平 11-85931 非接触型ｶ-ﾄﾞ読取保持装置 
 

作
成 

搬送:ﾛｰﾄ筒:係止 特開 2000-231610 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ発行装置 
 

分
類 

搬送:付勢 特開 2000-187710 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ搬送装置 
 

廃
棄 

排出:無効ｶｰﾄﾞ 特開 2000-148917 ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

部
品

配
置 

搬送:爪 特開 2000-148919 非接触型ｶ-ﾄﾞ搬送装置 
 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195088 

NTT 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195089 

NTT 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開平 11-195090 

NTT 
非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置用ｶ-ﾄﾞ保持装置 

 

ｶﾊﾞｰ:載置部:合体 特開 2001-111252 筐体の構造 
 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2000-231607 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

ｺｲﾝ:形状 特開 2000-123122 非接触型 IC 媒体処理装置 
 

機
能

切
換 

収納:ｽﾛｯﾄ 特開 2000-242743 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

載置部:駆動 特開 2000-113129 非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 誤

動
作 載置部:駆動 特開 2000-299604 

NTT 
非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 

 

ｾﾝｻ:近接 特開 2000-163520 非接触型ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

収納:ｽﾛｯﾄ:位置決め 特開 2000-242736 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

機
構 

応
用 

収納:ｽﾛｯﾄ:位置決め 特開 2000-242737 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.18.1 企業の概要 

表 2.18.1 ロームの企業概要 

商号 ローム 株式会社 
本社所在地 京都市右京区 
設立年 1958 年（昭和 33 年） 
資本金 866 億 88 万円（2001 年 3 月末） 
売上高 3,397 億 41 百万円（2001 年 3 月期） （連結：4,093 億 35 百万円） 
従業員数 2,465 名（2001 年 3 月末） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・集積回路（売上構成比 43%） 
（システム LSI、パワーモジュール等） 

・半導体素子（売上構成比 39%） 
（トランジスタ、ダイオード、半導体レーザ等） 

・受動部品（売上構成比 10%） 
（抵抗器、コンデンサ等） 

・ディスプレイ（売上構成比 8%） 
（液晶、サーマルヘッド、LED ディスプレイ等） 

 

 

1993 年、ラムトロン社（米国）と FRAM メモリについて提携した。96 年、日本で初めて

強誘電体メモリ FRAM の量産体制を確立した。同年、FRAM 内蔵の非接触型 IC カード用 LSI

としては、世界で初めて「48 枚同時読み取り」を実現する。 

INTAG 社（オーストラリア）と共同開発。ローム独自の強誘電体メモリ技術と、INTAG

社の複数カード同時読み取り技術を、応用した（出典：ロームのホームページ（HP）、

http://www.rohm.co.jp）。 

 

2.18.2 製品例 

取り扱い事業部門は、集積回路部門でカードに使われるメモリを製造している。 

 

表 2.18.2 ロームの製品例（出典：ロームの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
FRAM BR24CF16F（16K ﾋﾞｯﾄ） 1996 年 

 
・日本で初めて強誘電体メモリ FRAM の量産体制を確立。 

FRAM BR63F64F 
BR63F256F（256K ﾋﾞｯﾄ） 

1997 年 ・BR24CF16F のラインアップ追加により、ユーザーの選
択幅広げる。 

航空手荷物非接触タグ用カ
スタム LSI 

1996 年 ・FARM 内蔵の非接触カード用 LSI としては、世界で初め
て「48 枚同読み取り」を実現。 

 

2.18.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.18.3 に、非接触型 IC カードのロームの出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

ロームの開発拠点：京都府京都市右京区西院溝崎町 21 番地 ローム(株)内 

2.18 ローム 
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図 2.18.3 ロームの出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18.4 技術開発課題対応保有特許の概要 

図 2.18.4 に、非接触型 IC カードのロームの技術要素と課題の分布を示す。技術要素「カ

ード実装」における課題「剛性･耐性」の出願が多い。その内容は、IC の飛出し、部品破

壊の課題の解決に関する出願である。 
 

図 2.18.4 ロームの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.18.4 に、ロームの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 57 件の

内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものは除いた 56 件を示す。

その内、登録になった特許４件と海外出願された 19 件（内登録１件）については、図と概

要入りで示す。 
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電
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・
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不
正
使
用

剛
性
・
耐
性

製
造
性

外
観
向
上

カ
ー
ド
識
別

デ
ー
タ
保
護

通
信
維
持

信
号
処
理

信
頼
性

リ
ー
ド
ラ
イ
ト

多
機
能
化

応
用

カード実装

書込･読取

処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース

電磁誘導

併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

インタフェース

1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

補強:枠 特開平 8-282167 

95.4.13 

B42D15/10,521 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾌｨﾙﾑ基板にICﾁｯﾌﾟを取り付けたICﾓｼﾞｭｰﾙを内部に

埋設した IC ｶｰﾄﾞにおいて､ﾌｨﾙﾑ基板に対する IC ﾁｯﾌﾟ
の取付け面側の IC ﾁｯﾌﾟの外周縁を取り巻くような補
強板を配備する 

 
PH07-87859 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補強:枠 特開平 10-193847 回路ﾁｯﾌﾟ搭載ｶ-ﾄﾞおよび回路ﾁｯﾌﾟﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

 

配置:周辺 特開平 11-34550 

97.7.17 

B42D15/10,521 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ﾁｯﾌﾟをｶｰﾄﾞ本体の周縁部に配置した 
 
PH09-192204 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

剛
性
・
耐
性 

応力緩衝:溝 特開平 11-296639 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

 

挟持:充填:接着剤 特開平 11-11057 

97.6.23 

B42D15/10,521 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ﾓｼﾞｭｰﾙをｶﾊﾞｰｼｰﾄにより挟み込む姿勢でｶｰﾄﾞ本体

に内蔵する IC ｶｰﾄﾞであって､IC ﾓｼﾞｭｰﾙｶﾊﾞｰｼｰﾄとの間
に熱硬化性樹脂の粘着性部材を介在させた 

 
PH09-166318 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ー
ド
実
装 

Ｉ
Ｃ
飛
出
し 

保護部材 特開平 11-11060 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ､これを備えた IC ｶ-ﾄﾞ､および IC ｶ-
ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

配置:周辺 特開平 8-90966 

94.9.22 

B42D15/10,521 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの構造 
非接触ICｶｰﾄﾞにおいて､集積回路ﾁｯﾌﾟを上面に実装

したﾓｼﾞｭｰﾙ基板を平面視におけるｱﾝﾃﾅｺｲﾙのﾙｰﾌﾟの外
側に配置する 

 
PH06-227703 
 

 

 

 

 

配置:方向:短辺交差 特開平 9-142067 半導体ﾁｯﾌﾟ内蔵ｶ-ﾄﾞおよび非接触型 ID ｶ-ﾄﾞ 
 

凹部:脆弱部 特開平 11-11059 

97.6.23 

B42D15/10,521 

IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､およびこれを備えた IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ﾁｯﾌﾟを包み込むようにして樹脂ﾊﾟｯｹｰｼﾞが形成

されたICﾓｼﾞｭｰﾙであって､基板および/または樹脂ﾊﾟｯ
ｹｰｼﾞの表面に形成された凹入部である脆弱部が設け
られている 

 
PH09-166320 
 

 

 

 

 

 

 

補強:硬質材 特開平 11-11061 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ､およびこれを備えた IC ｶ-ﾄﾞ 
 

部
品
破
壊 

基材:弾性率 特開平 11-34558 

97.7.24 

B42D15/10,521 

IC ｶ-ﾄﾞおよび IC ｶ-ﾄﾞ用の IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ 
IC ﾓｼﾞｭｰﾙの IC ﾁｯﾌﾟは､ｶｰﾄﾞ本体よりも弾性率の小

さい部材によって封止されている 
 
PH09-198037 
 

 

 

 

 

 

 

封止:貫通穴 特開平 11-134464 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法､およびこの製造方法により製造
された IC ﾓｼﾞｭ-ﾙを備えた IC ｶ-ﾄﾞ 

 

表
面
平
滑 

封止:樹脂 特開平 11-134462 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法 
 

接続:端子 特開平 10-193848 回路ﾁｯﾌﾟ搭載ｶ-ﾄﾞおよび回路ﾁｯﾌﾟﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

カ
ー
ド
実
装 

接
続
強
化 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開平 10-193849 回路ﾁｯﾌﾟ搭載ｶ-ﾄﾞおよび回路ﾁｯﾌﾟﾓｼﾞｭ-ﾙ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

接続:ｺｲﾙ内方 特開平 11-11058 

97.6.23 

B42D15/10,521 

IC ﾓｼﾞｭ-ﾙおよびこれを用いた IC ｶ-ﾄﾞ 
ｱﾝﾃﾅｺｲﾙは､基板の一面に渦巻き状導体線をﾊﾟﾀｰﾝ形

成して構成されているとともに､渦巻き状導体線の始
端に導通する第1のﾗﾝﾄﾞおよび終端に導通する第2の
ﾗﾝﾄﾞが基板におけるｱﾝﾃﾅｺｲﾙ形成領域の内方部に配置
されており､かつ､IC ﾁｯﾌﾟは､その主面に形成されたｱﾝ
ﾃﾅ接続電極が第1のﾗﾝﾄﾞおよび第2のﾗﾝﾄﾞに接続され
るようにして､基板上に搭載されている IC ﾓｼﾞｭｰﾙ 

 
PH09-166319 
 

 

 

 

 

 

 

 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開平 11-99782 

97.9.30 

B42D15/10,521 

IC ﾓｼﾞｭ-ﾙおよび IC ｶ-ﾄﾞ 
被覆部材とICﾁｯﾌﾟとの間に介装され､このICﾁｯﾌﾟ

を配線基板に対して弾性復元抵抗力により圧接させ
る弾性部材とを備えた 

 
PH09-265548 
 

 

 

 

 

接
続
強
化 

接続:ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 11-134461 

97.10.29 

G06K19/077 

IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙおよびこれを内蔵した IC ｶ-ﾄﾞ 
配線基材に IC ﾁｯﾌﾟを端子間導通させた状態で接合

させる接着層と､接着層によってICﾁｯﾌﾟが接合される
配線基材の接合面部に､その接着層との接着性が良好
な材質をもって表面形成された接合ﾊﾟﾀｰﾝと､を備え
た 

 
PH09-297427 
 

 

 

 

 

 

 

貼着:異方性導電膜:ﾁｯﾌﾟ裁

断 

特開平 11-40522 半導体ｳｴﾊの製造方法､この方法により作製された
半導体ｳｴﾊ､半導体ﾁｯﾌﾟの製造方法､およびこの方法
により製造された半導体ﾁｯﾌﾟ､ならびにこの半導体
ﾁｯﾌﾟを備えた IC ｶ-ﾄﾞ 

 
 

カ
ー
ド
実
装 

製
造
性 

凹部:ｶﾊﾞｰ 特開平 11-34557 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙの製造方法､およびその製造方法に用いら
れる IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ集合体の製造装置 

 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 I P C  

発明の名称 
概要 

保護部材:ﾌｨﾙﾑ 特登 3144455 

94.12.27 

B42D15/10,521 

非接触型 IC ｶ- ﾄﾞ 
電子部品およびｱﾝﾃﾅｺｲﾙの少なくとも一部が､絶縁

性を有する固定樹脂に埋め込まれていると共に､固
定樹脂は固定樹脂の少なくとも片面に樹脂性のﾌｨﾙﾑ
が圧接された状態で硬化し､固定樹脂およびﾌｨﾙﾑの
一部を一体的に打ち抜いていく 
 
PH06-325072 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏｽｸ取り:入込み 特開 2000-124364 IC ｶ- ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ- ﾙの構造及びその製造方法 
 

 

コ
ス
ト
低
減 

ﾏｽｸ取り:間隔:極小 特開 2000-124365 IC ｶ- ﾄ ﾞに使用する集積回路ﾁｯﾌ ﾟ付きﾓｼﾞ ｭ- ﾙの製造
方法 

 

カ
ー
ド
実
装 

静
電

破
壊 

導電部材:貼付 特開平10-198778 IC ｶ- ﾄﾞ 
 

ﾒﾓﾘ:予備領域 特開平10-187550 IC ｶ- ﾄﾞ 
 

待機状態:ｴﾗｰﾁｪｯｸ 特開平10-187551 IC ｶ- ﾄﾞ 
 

禁止:作動:開封検出 特開平10-320293 IC ｶ- ﾄﾞおよび I C ﾁｯﾌﾟﾓｼﾞｭ- ﾙ 
 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

ﾒﾓﾘ:禁止:書換 特開平10-214232 IC ｶ- ﾄﾞおよび I C ｶ- ﾄ ﾞの運用方法 
 

偽
造
改

ざ
ん 

書込:禁止:度数増加 特開平10-228527 可搬性を有する度数記憶部材およびその運用方法 
 

回
路･

機
能 

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御 

書換:用途:FPGA 特登 3145947 

97.3.28 

G06K19/07 

商品表示用ﾀｸﾞ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗから変更信号が送信された場合､制御部を

構成するﾘｺﾝﾌｨｷﾞｬﾗﾌﾞﾙ FPGA の内部に構築されたﾛｼﾞ
ｯｸと記憶部に記憶されたﾃﾞｰﾀ内容とが変更され IC ｶ
ｰﾄﾞの用途を変更する 
 
PH09-77049 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

ｾﾝｻ:接触:ｶｳﾝﾄ 特登 3145948 

97.3.28 

G06F17/40,340 

関心度収集用 IC ｶ-ﾄﾞ及びそれを使用した関心度収
集ｼｽﾃﾑ 

購買者が触れたことを検出すると､表示部の表示
度を変更するｾﾝｻと､ｾﾝｻが触れた回数をｶｳﾝﾄするｶｳﾝ
ﾀと､を備え､購買者の関心度を購買者がｾﾝｻに触れた
回数として収集する 

 
PH09-77050 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

回
路･

機
能 

応
用 

書込:情報:生産管理 特開 2000-76398 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法および IC ｶ-ﾄﾞ 
 

併
用 

部
品
配
置 

併用:配置:同一基板 特開平 10-320519 

97.5.19 

G06K19/07 

IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑにおける応答器 
接触端子とｱﾝﾃﾅを含む共振回路と､通信に関する

処理を行う処理部とを同一の基板に搭載した 
 
PH09-128295 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剛
性
・
耐
性 

ｺｲﾙ:凹凸 特開平 8-34185 非接触型 ID ｶ-ﾄﾞ､およびその製造方法 
 
 

電
磁
誘
導 

部
品
破
壊 

ｺｲﾙ:外形:ﾃｰﾊﾟ 特開平 11-34553 

97.7.18 

B42D15/10,521 

IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ､およびその製造方法､ならびにこれを備
えた IC ｶ-ﾄﾞ 

巻き線ｺｲﾙは､IC ﾁｯﾌﾟと導通接続されているとと
もに､巻き線ｺｲﾙの外周縁部の断面は､外周縁に向か
うほど厚みが小さくなるﾃｰﾊﾟ状で全体として扁平状
とされている 

 
PH09-193842 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



表 2.18.4 ロームの非接触型 IC カードの課題対応保有特許（6/8） 

224 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

製
造
性 

ｺｲﾙ:印刷:積層 特開平 10-166770 

96.12.17 

B42D15/10,521 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
ｺｲﾙが印刷された複数のｼｰﾄを重ね合わせることに

よってｱﾝﾃﾅｺｲﾙを形成する 
 
PH08-336485 
 

 

 

 

 

デ
ー
タ
保
護 

ｺｲﾙ:複数方式 特開平 9-1968 

95.6.16 

B42D15/10,521 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びこれを利用した情報交換ｼｽﾃﾑ 
電力を得るための第 1 のｱﾝﾃﾅとﾃﾞｰﾀを送受信する

ための第 2 のｱﾝﾃﾅとが独立して設けられている 
 
PH07-150605 
 

 

 

 

 

 

 

ク
ロ
ッ

ク
供
給 

ｸﾛｯｸ:発生:定電流 特開平 9-205348 半導体装置及びこれを用いた IC ｶ-ﾄﾞ装置 
 

静
電

破
壊 

電極:金属配線層:空隙 特開平 10-209379 半導体装置 
 

電
磁
誘
導 

エ
リ
ア

拡
大 

ｺｲﾙ:ｵﾝﾁｯﾌﾟ 特開 2000-163544 半導体装置 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

信
号
処
理 

共振周波数:切換 特開平 10-187916 

96.12.27 

G06K19/07 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ通信ｼｽﾃﾑにおける応答器 
ｽｲｯﾁ手段によって共振周波数が切換え可能である

共振回路と､切換態様における共振回路からの出力
信号を受けて､所望の出力信号が得られるようにｽｲｯ
ﾁ手段の切換態様を固定する手段を備えた 

 
PH08-349700 
 

 

 

 

 

 

 

不
正
ア

ク
セ
ス 

傍受:変調:切換 特開平 10-293823 ﾃﾞ-ﾀ通信装置､ﾃﾞ-ﾀ通信ｼｽﾃﾑおよびﾃﾞ-ﾀ通信方法 
 

多
機

能
化 

通信:ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀ間 特開 2000-49653 非接触通信ｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 機

能
切
換 

設定:処理手順 特開平 10-171939 非接触通信ｼｽﾃﾑ及びそれに使用する質問器 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

不
要
信
号 

ｱﾝﾃﾅ:接触:応動 特開平 10-240880 

97.2.26 

G06K17/00 

IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ及びそれを用いた搬送ｼｽﾃﾑ 
IC ｶｰﾄﾞは移動体に取り付けられており､ｱﾝﾃﾅ部は

移動体に接触したときに応動する応動部に取り付け
られている 

 
PH09-41756 
 

 

 

 

 

 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

変
復調 

変調:加算:異周波数 特開 2000-48138 非接触通信ｼｽﾃﾑ 
 

剛
性
・
耐
性 

基材:可撓性:折畳ｱﾝﾃﾅ 特開 2000-223930 

99.1.27 

H01Q7/02 

ｺｲﾙ装置 
ｺｲﾙは互いに分離したものであり､基体は可撓性部

材から成るものである 
 
PH11-19147 
 

 

 

 

 

 

 

 

電
源
供
給 

整流:寄生ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平 11-144007 

97.11.13 

G06K17/00 

情報通信装置 
受信した高周波信号を整流して電力を生成する

通信装置において､ｱﾝﾃﾅに MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを接続し､受
信した信号の整流を MOS ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの寄生ﾀﾞｲｵｰﾄﾞによ
って行う 

 
PH09-311642 
 

 

 

 

電
磁
誘
導(R/W) 

省
電
力
化 

設定:処理時間 特登 3078529 

98.10.5 

G06K17/00 

IC ﾀｸﾞ及びﾀｸﾞ検知ｼｽﾃﾑ 
所定の設定時刻ごとに送信を行うﾀｸﾞであって互

いに設定時刻の異なるものを複数個備えるととも
に､これらとの通信に基づいてそれぞれの有無を検
知する検知器も備えていて､検知器が通信回路を有
し､その受信の有無をﾀｸﾞそれぞれの設定時刻ごとに
逐次判別して検知を行う｡検知器からの問い合わせ
が無いのでﾀｸﾞは無駄な反応や電池の消耗を回避で
きる 

 
PH10-282152 
 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

偽
造
改
ざ
ん 

分離:記憶部 特開平 10-207995 

97.1.21 

G06K17/00 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾒﾓﾘは秘密保持が必要とされるﾃﾞｰﾀを記憶するﾃﾞｰﾀ

保護領域と､それ以外のﾃﾞｰﾀを記録する領域 B とを備
える｡ｱﾄﾞﾚｽ非選択回路は､状態設定回路の状態に応じ
て主制御回路が指定したﾃﾞｰﾀ保護領域の位置に､生成
されたﾃﾞｰﾀを書き込むか､否かを選択する 

 
PH09-8869 
 

 

 

 

 

 

暗
証
照
合 

比較照合:暗号ｷｰ 特開 2000-252854 通信用応答器及びこれを用いた通信ｼｽﾃﾑ 
 

暗
号
化 

比較照合:変動:ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 特開平 10-229392 認証ｼｽﾃﾑおよび認証方法 
 

表示:情報 特開平 7-271927 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
 

表
示 表示:動作 特開平 10-240873 IC ｶ-ﾄﾞ 

 

応
用 

取付:ｶﾒﾗ 特開 2000-227948 ﾀｸﾞ検知ｼｽﾃﾑ並びに検知機および IC ﾀｸﾞ 
 

処
理･

発
行 

識
別 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特開 2000-268239 商品選択装置 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.19.1 企業の概要 

表 2.19.1 松下電工の企業概要 

商号 松下電工 株式会社 
本社所在地 大阪府門真市 
設立年 1935 年（昭和 10 年） 
資本金 1,232 億 87 百万円（2000 年 11 月末） 
売上高 9,673 億円（2000 年 11 月期） （連結：1 兆 1,810 億 91 百万円） 
従業員数 16,870 名（2000 年 11 月末） 
事業内容 
（売上構成比は連
結ベース） 

電材（売上構成比 38%） 
（照明部門：各種照明器具／情報機器部門：配線器具、ビル管理システム機器等） 
電器（売上構成比 12%）  （美・理容商品、健康商品、快適生活商品等） 
住設建材（売上構成比 36%）（水まわり設備、内装・外装建材等） 
電子材料（売上構成比 7%）（電子基材、成形材料等） 
制御機器（売上構成比 7%）（制御部品、制御システム機器） 

 

 

2.19.2 製品例 

取り扱い事業部門は、電材部門、制御機器部門で、カードやタグを利用したシステムを

扱っている（出典：松下電工のホームページ（HP）、http://www.mew.co.jp）。 

 

表 2.19.2 松下電工の製品例（出典：松下電工の HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
ケア情報システム・徘徊コー
ル 

2000 年 ・高齢者福祉施設で、徘徊行動を伴う入居者の介護を行
うスタッフのサポートシステム。 

・「小型タグ発信器」を高齢者の靴やズボンの裾にセッ
トしておくと、「検知マット」上を通過した高齢者を
検知し、「徘徊コール受信ユニット」が通過した高齢
者を特定して知らせるシステム。 

非接触電磁誘導式 ID システ
ム FRC 

2002 年 ・施設の入り口等に取り付けられた 1 個用のスイッチボ
ックスに取り付け可能な配線器具形状を持ったリー
ダライタから、人間が持つタグ（カード、コイン等）
のデータを電磁誘導方式により、非接触で読み取りま
す。 

・小型で施工性に優れたリーダライタによって、オフィ
ス等のセキュリティシステムや入退室管理や社員食
堂のキャッシュレスシステム、コンピュータアクセス
等の機械操作者の限定等のシステムが構成できる。 

 

 

2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.19.3 に、非接触型 IC カードの松下電工の出願件数と発明者数を示す。発明者数は、

明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

松下電工の開発拠点：大阪府門真市大字門真 1,048 番地 松下電工(株)内 

 

 

2.19 松下電工 
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図 2.19.3 松下電工の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.19.4 2.19.4 2.19.4 2.19.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.19.4 に、非接触型 IC カードの松下電工の技術要素と課題の分布を示す。技術要素

「処理・発行」における課題「応用」に出願が多い。内容は、入退出管理の電子錠システ

ムに関する出願である。 
 

図 2.19.4 松下電工の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.19.4 に、松下電工の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 56

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 49 件を示

す。その内、登録になった特許１件については、図と概要入りで示す。 
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造
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カ
ー
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識
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デ
ー
タ
保
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通
信
維
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信
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処
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信
頼
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リ
ー
ド
ラ
イ
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多
機
能
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応
用
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処理・発行

機構

光学

電磁誘導

インタフェース
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併用

マイクロ波

光学

回路･機能

カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）



表 2.19.4 松下電工の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（1/3） 

229 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造
改

ざ
ん 

破壊:回路 特開 2001-13874 ID ﾗﾍﾞﾙ 
 

補強:導体ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 9-286188 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

剛
性
・
耐
性 

基材:可撓性 特開平 10-135587 ｶ-ﾄﾞ用ﾌﾟﾘﾝﾄ基板装置 
 

部
品

破
壊 

補強:ﾀﾞﾐｰﾊﾟﾀﾝ 特開平 10-203067 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

表
面

平
滑 

成形:熱硬化 特開平 10-272870 IC ｶ-ﾄﾞの製造方法 
 

挟持:ｼｰﾄ 特開平 8-118860 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及びその製造方法 
 製

造
性 収納 特開平 9-204506 ID ﾀｸﾞ 

 

取付:ねじ締結 特開 2000-304870 ID ﾀｸﾞ 
 

ｺｲﾙ:配置:磁性体 特開 2000-315051 ID ﾀｸﾞ 
 

部
品
配
置 

取付:貼着 特開 2000-339425 非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ及び質問器 
 

デ
ー
タ

出
力 

印刷:感熱 特開 2000-306063 非接触 ID ﾀｸﾞ 
 

妨
害波 

裏面ｼｰﾄ:電磁遮蔽 特開平 9-139698 移動体識別装置のﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:衣料 特開 2000-132102 非接触 ID ﾀｸﾞ 
 

偽
造
改

ざ
ん 

消去:情報 特開平 11-277953 電子証明証 
 

プ
ラ
イ

バ
シ 

分離:記憶部 特開 2000-306052 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱからの非接触 ID 情報読取り方法 
 

書
込
・
読
取 

多
機

能
化 

書込:情報:AV 特開 2000-163526 音/映像記録装置 
 

表
示 

識別:物品:表示 特開 2000-305458 銘板 
 

応
用 

取付:空隙:ﾗﾍﾞﾙ 特開平 11-240523 識別ﾗﾍﾞﾙの取り付け方法 
 

取付:記録媒体 特開 2000-306064 電子部品 
 

回
路
・
機
能 

識
別 荷札:照合:倉庫 特開 2001-2210 物流管理ｼｽﾃﾑ 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

製
造性 

ｺｲﾙ:複数方式 特開 2000-339422 ID ﾀｸﾞ 
 

品
質

向
上 

ｺｲﾙ:導線:低温融着 特開平 10-97602 ID ﾀｸﾞとその製造方法 
 

電
源

供
給 

回路:ﾎｰﾙ素子:受信 特開平 10-105668 電磁結合型認識装置の送受信ﾍｯﾄﾞ 
 

電
磁
誘
導 

妨
害波 

ｺｱ:端面 特開平 10-105670 電磁結合型 ID 装置の送信ﾍｯﾄﾞ 
 

不
正
ア

ク
セ
ス 

設定:通信情報 特開 2000-306129 個人識別ｼｽﾃﾑ 
 イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

雑
音 

ﾉｲｽﾞ:変更:周波数 特開 2000-306065 非接触識別ﾃﾞ-ﾀ通信用ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
 

電
源

供
給 

検出:過電流:電流制限 特開平 10-243546 ID ｼｽﾃﾑのﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 

信
号

処
理 

識別:位相差:量子化 特開平 11-161885 

ｾﾝｻｰﾃｸﾉｽ 
出入監視ｼｽﾃﾑ 

 

雑
音 

ﾉｲｽﾞ:変更:周波数 特開 2000-306053 非接触識別ﾃﾞ-ﾀ通信用ｽｷｬﾅ 
 

信
号

分
離 

検出:搬送波:共振周波数 特開平 8-172378 非接触識別ｼｽﾃﾑ 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

相
互

干
渉 

弁別:挟帯域:ﾉｯﾁﾌｨﾙﾀ 特開平 8-115392 非接触 ID ｼｽﾃﾑ 
 

給電点:設置:接地導体 特登 2905747 

96.12.2 

H01Q13/08 

非接触 ID ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
長方形の放射導体と､この放射導体の幅と等しく放

射導体の長さより長い寸法の接地導体と､放射導体の
一方の端面と接地導体との間に配置される短絡板と
を具備し､放射導体と接地導体とを誘電体を挟んで積
層してｱﾝﾃﾅ部を構成し､ｱﾝﾃﾅ部の放射導体に適宜な位
置に給電点を設けて成る 

 
PH08-321957 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ン
テ
ナ
と
線
路 

ｺｲﾙ:対向配置:同相 特開平 9-259236 電磁結合型 ID 装置 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

多
重化 

ｱﾝﾃﾅ:配置:複数 特開 2000-306054 非接触識別ﾃﾞ-ﾀ通信用ｽｷｬﾅ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

光
学(R/W) 

メ
モ
リ
制
御 

書込:ID 特開平 9-309286 入室管理用 ID 照合装置及び ID ﾃﾞ-ﾀ設定装置 
 
 

比較照合:ID 特開 2000-339420 ID 情報非接触通信ｼｽﾃﾑ 
 不

正
使
用 設定:ID 特開 2000-285209 ﾃﾞ-ﾀ識別装置及びその装置を用いたﾃﾞ-ﾀ識別方法 

 

本
人
照
合 

認証:制御ﾃﾞｰﾀ 特開平 8-263715 識別管理制御ｼｽﾃﾑのﾃﾞ-ﾀ構造 
 
 

プ
ラ
イ
バ
シ 

許容:作動:人体媒体 特開 2001-77735 ﾃﾞ-ﾀ通信装置 
 

廃
棄 

廃棄:特定信号:消去 特開平 11-161747 扉管理ｼｽﾃﾑ 
 

機
能
切
換 

切換:ﾓｰﾄﾞ 特開 2000-357212 非接触 ID ｼｽﾃﾑ及びそのﾃﾞ-ﾀ登録･抹消方法 
 

表示 特開平 8-147425 ﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄﾍｯﾄﾞ及びその製造方法 
 

表
示 

表示:識別:物品 特開 2000-306051 非接触 ID ﾀｸﾞ用可視記録装置､非接触 ID ﾀｸﾞへの可視
情報の記録方法及び非接触 ID ﾀｸﾞ用可視記録装置を
制御する制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを記録した記録媒体 
 

監視:表示:電圧 特開平 11-161752 

国際電気 
移動体通信ｼｽﾃﾑ 

 応
用 監視:表示:電圧 特開平 11-161753 

国際電気 
移動体通信ｼｽﾃﾑ 

 

電子錠 特開平 9-259237 移動体識別ｼｽﾃﾑ 
 電

子
錠 電子錠:消去:照合ﾃﾞｰﾀ 特開 2000-129976 電気錠装置及びそれを用いた電気錠ｼｽﾃﾑ 

 

識
別 

管理:貨物輸送:GPS 特開平 9-115096 配送管理ｼｽﾃﾑ 
 

処
理･

発
行 

案
内 

取付:ｽｷｬﾅ 特開 2000-339419 ID ｽｷｬﾅ-ｶ-ﾄﾞ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.20.1 企業の概要 

表 2.20.1 トッパン・フォームズの企業概要 

商号 トッパン・フォームズ 株式会社 
本社所在地 東京都千代田区 
設立年 1955 年（昭和 30 年） 
資本金 117 億 50 百万円（2001 年 11 月） 
売上高 1,759 億 28 百万円（2001 年 3 月期） （連結：1,894 億 65 百万円） 
従業員数 2,855 名（2001 年 9 月）（連結：6,294 名） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・印刷（売上構成比 80%） 
（ビジネスフォーム、データプリントサービス（DPS）） 

・その他（売上構成比 20%） 
（フォーム処理機・カード発行機等の機器、磁気テープ、システム設計等） 

 

1999 年に、非接触 IC ラベルやフォームについては、低価格・大量生産とディスポーザ

ブル（使い捨て可能）化を実現するため、ポリマー・フリップ・チップ社（米国）やモト

ローラ社（米国）から技術を導入した（出典：トッパン・フォームズのホームページ（ HP）、

http://www.toppan-f.co.jp）。 

 

 

2.20.2 製品例 

カード、タグ・ラベル、フォーム等の媒体の開発・製造・販売、カード発行機器等の開

発・製造・販売、IC フォームへの印字やデータエンコードの受託処理、アプリケーション

提案等、広く手がけている。全社で関係し、まだ売上は小さいが、今後の戦略的事業と位

置付けている（出典：トッパン・フォームズの HP）。 

 
表 2.20.2 トッパン・フォームズの製品例（1/2）（出典：トッパン・フォームズの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
ファインリライトカード 1999 年 ・カード全面に、文字や図形が 500 回以上書き換えられ

るもの。 
・非接触式 IC カードのほかに接触式や磁気ストライプ
等もラインナップ。 

コンビ型 
IC カード 

ハイブリッド型 IC カード 

1999 年 ・接触型 IC チップと非接触型 IC チップの機能を 1 枚に
搭載したカード。 

・コンビ型は、一つの IC チップで接触と非接触の二つ
のインターフェースを持ち、データの読み書きがどち
らからでも可能。キャンパス内 ID カードシステム等
に活用。 

・ハイブリッド型は、接触型と非接触型の二つの IC チ
ップを 1 枚のカードに搭載。 

IC タグ付き配送ラベル 2001 年 ・フィルムポケットを設けた配送ラベルに薄型の IC タ
グを収めたもの。タグはフィルムポケットから簡単に
取り出せ、使用後に IC タグを回収し、再利用するこ
とができる。これにより、コスト低減が可能になった。
（RFID 技術の配送伝票への応用は以前から検討され
ていたが、非接触モジュールのコスト高から実用化さ
れていなかった。） 

 

2.20 トッパン・フォームズ 
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表 2.20.2 トッパン・フォームズの製品例（2/2）（出典：トッパン・フォームズの HP） 

製品名 発売年 概要・特徴 
非接触 IC チケット 2001 年 ・チケット発行時、印字と同時に、IC チップの中に発券

番号、座席番号、偽造および複製対策のセキュリティ
コード等の情報を入力。入場時には、専用リーダーに
チケットをかざすだけで、チケットの真贋判定や入場
者管理が可能。また、会場内に座席案内スクリーンと
リーダライタを設置することにより、座席までの経路
表示サービスの実施が可能。さらに、ポイント入力に
よるサービス提供にも活用できる。 

IC メーリングフォームシリ
ーズ 

2001 年 ・フォーム印刷における加工技術を応用して、非接触型
IC モジュールとフォーム（宛名台紙）を一体化したも
の。IC カードと同様の機能をもった簡易 IC 紙カード
が、台紙からはがすことで簡単に取り出せる。 

・宛名台紙と一体化されているため、宛名印字と IC 紙
カードへの印字が通常のプリンターで同時に可能で、
事務処理が効率化。 

・通常の IC カードよりも安価。 
・葉書、巻き折り封書、窓開き封筒の 3 パターンのフォ

ームを提供。 
カラーカードプリントシス
テム 
 

2001 年 ・非接触 IC カードへのカラー印刷からデータ書き込み
までを一括処理できるシステム。カード作成発行のス
ピードアップとコストダウンが図れる。（従来は、非
接触型 IC カード型社員証へ顔写真印刷とデータ書き
込みを行う場合、それぞれ別の機械で処理する必要が
あった。） 

セミナー管理 
システム 

1999 年 ・セミナー受付の予約情報に基づき、非接触型 IC カード
受講票を発行。同カードをセミナー小間の入口に設置
したリーダライタで読み取ることにより、受講者の入
退出管理、受講者情報の分析等を行う。 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.20.3 に、非接触型 IC カードのトッパン・フォームズの出願件数と発明者数を示す。

発明者数は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

 凸版印刷の開発拠点：東京都台東区１丁目５番１号 凸版印刷(株)内 

 

図 2.20.3 トッパン・フォームズの出願件数と発明者数 
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2.20.4 2.20.4 2.20.4 2.20.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.20.4 に、非接触型 IC カードのトッパン・フォームズの技術要素と課題の分布を示

す。技術要素「カード実装」における課題「多機能化」の出願が多い。内容は、電子伝票

や荷札への出力で、リライトの技術に関する出願である。 

 

図 2.20.4 トッパン・フォームズの技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.20.4 に、トッパン・フォームズの非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。

出願件数 55 件を示す。    
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

貼着:一体化 特開平 11-277963 非接触式 IC を貼付した入場券 
 コ

ピ
ー
防
止 

貼着:一体化 特開平 11-277959 非接触式 IC を貼付した証明書 
 

耐
水
・

磨
耗 

印刷:耐熱ｲﾝｸ 特開平 11-78321 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ｶｰﾄﾞ:側面:ｺｲﾙ 特開 2000-339424 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 外

観
向
上 

ｶｰﾄﾞ:模様 特開 2000-339435 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

印
字

特
性 

配置:印字部外 特開平 11-78322 非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

侠持:ｼｰﾄ:剥離 特開 2000-19964 感熱記録用 IC ﾀｸﾞ 
 

侠持:ｼｰﾄ:剥離 特開 2000-19965 感熱記録用 IC ﾀｸﾞ 
 

表
面
平
滑 

凹部:ｶﾊﾞｰ 特開 2000-48157 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
 

ｺｲﾙ:ﾌﾟﾚｽ:ﾊｰﾌｶｯﾄ 特開 2000-113139 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:一括実装 特開 2001-127415 IC ﾁｯﾌﾟの実装方法 
 

製
造
性 

ﾓｼﾞｭｰﾙ:一括実装 特開 2001-127416 IC ﾁｯﾌﾟの実装方法 
 

コ
ス
ト

低
減 

分離:切取り部 特開 2001-126043 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの送付ﾌｫ-ﾑ 
 

部
品

配
置 

取付:貼着:剥離台紙 特開平 11-134460 非接触式 IC ﾗﾍﾞﾙ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:熱 特開 2000-141957 熱可逆性表示部を有するｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:熱 特開 2000-163534 熱可逆性表示部を有するｶ-ﾄﾞ 
 

印刷:感熱 特開平 11-231782 非接触式 IC ﾗﾍﾞﾙ 
 

ﾘﾗｲﾄ:ｽﾃﾙｽ感熱記録 特開平 11-245566 ﾘﾗｲﾄ型非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:熱 特開平 11-245567 ﾘﾗｲﾄ型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:可逆表示素子:熱 特開平 11-245568 ﾘﾗｲﾄ型 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

ﾘﾗｲﾄ:ﾏｲｸﾛｶﾌﾟｾﾙ 特開 2000-313185 ﾘﾗｲﾄ表示部を有した非接触 IC 証明書 
 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ 特開 2000-315253 ﾘﾗｲﾄ表示部を有した非接触 IC 合札 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:ｽﾄﾗｯﾌﾟ 特開 2001-92939 ｽﾄﾗｯﾌﾟ付きICﾕﾆｯﾄおよび該ICﾕﾆｯﾄを用いた顧客管理
方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

真
偽

判
定 

比較照合:印影 特開平 11-306308 非接触式 IC 付き通帳 
 

コ
ピ
ー

防
止 

比較照合:情報 特開平 11-250494 記録媒体 
 

デ
ー
タ

出
力 

伝票:ﾗﾍﾞﾙ:配送先 特開 2000-109036 IC 付き配送ﾗﾍﾞﾙの印字ｼｽﾃﾑ 
 

書込:情報:ｶﾗｵｹ 特開 2001-100767 ｶﾗｵｹIC会員ｶ-ﾄﾞおよび該会員ｶ-ﾄﾞを用いたｶﾗｵｹｼｽﾃﾑ 
 応

用 管理:ｲﾍﾞﾝﾄ:資料請求 特開 2001-101273 ｲﾍﾞﾝﾄ会場における資料請求ｼｽﾃﾑおよび方法 
 

回
路
・
機
能 

案
内 

取付:整理券 特開平 11-277961 非接触式 IC を貼付した合札 
 

剛
性･

耐
性 

ｺｲﾙ:印刷:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開 2001-127507 ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

接
続

強
化 

電極:大きさ 特開 2001-101374 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

接
着

強
化 

ｺｲﾙ:貼着:重ね合せ 特開 2000-339437 非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの薄形ｱﾝﾃﾅ 
 

製
造性 

ｺｲﾙ:印刷:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開 2000-113138 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

ｺｲﾙ:絶縁層:紫外線硬化 特開 2000-113140 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 工

程 
短
縮 ｺｲﾙ:絶縁層:紫外線硬化 特開 2000-172813 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 

 

ｺｲﾙ:ﾚｰｻﾞ加工 特開 2000-48154 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 特開 2000-48155 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 特開 2000-48156 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

ｺｲﾙ:貼着:折畳 特開 2000-339428 薄形ｱﾝﾃﾅの作成方法 
 

コ
ス
ト
低
減 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 特開 2001-34732 非接触 IC ﾓｼﾞｭ-ﾙ用ｱﾝﾃﾅの形成方法 
 

衝
突

回
避 

ｱﾝﾃﾅ:導電線路:端部接続 特開 2000-338874 IC ﾀｸﾞ 
 

電
磁
誘
導 

配
線 

ｺｲﾙ:印刷:導電ﾍﾟｰｽﾄ 特開平 11-345301 非接触式 IC ｼ-ﾄ及びこの非接触式 IC ｼ-ﾄの製造方法 
 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-102837 非接触型ﾃﾞ-ﾀ受送信体用ｱﾝﾃﾅ体 
 イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

回
込
信
号 

調整:ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量:ｱﾝﾃﾅ 特開 2001-102850 非接触型ﾃﾞ-ﾀ受送信体用ｱﾝﾃﾅ体とそのｱﾝﾃﾅ体のｷｬﾊﾟ
ｼﾀﾝｽ調整方法 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 
特許番号 
出願日 
主 IPC 

発明の名称 
概要 

伝票:書込み:発送先 特開平 11-126238 IC ｶ-ﾄﾞ発行ｼｽﾃﾑ 
 

 

伝票:ﾗﾍﾞﾙ:配送先 特開 2000-109037 IC 付き配送ﾗﾍﾞﾙの印字装置 
 

 

印刷:伝票:配送先 特開平 11-216975 IC ｶ-ﾄﾞ及びこの IC ｶ-ﾄﾞを用いた配送伝票印字装置 
 

 

デ
ー
タ
出
力 

ﾘﾗｲﾄ 特開平 11-250199 ﾘﾗｲﾄ型非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ処理装置 
 

 

管理:廃棄物 特開平 11-286302 IC ﾗﾍﾞﾙ及びこのIC ﾗﾍﾞﾙを利用した廃棄処理物管理ｼｽ
ﾃﾑ 
 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開平 11-353333 来場管理ｼｽﾃﾑ 
 

 

応
用 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ:資料請求 特開 2000-285269 入場管理ｼｽﾃﾑ 
 

 

取付:荷物:仕訳 特開平 11-19598 帳票仕分け処理ｼｽﾃﾑ 
 

 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開平 11-144111 来場者受付けｼｽﾃﾑ 
 

 

識
別 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開 2000-3395 来場管理ｼｽﾃﾑ 
 

 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

管理:ｲﾍﾞﾝﾄ 特開 2001-101466 ｲﾍﾞﾝﾄ会場における各ﾌﾞ-ｽでの滞在時間を算出するｼｽ
ﾃﾑおよび方法 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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2.21.1 企業の概要 

表 2.21.1 沖電気工業の企業概要 

商号 沖電気工業 株式会社 
本社所在地 東京都港区 
設立年 1949 年（昭和 24 年） 
資本金 678 億 62 百万円（2001 年 3 月末） 
売上高 5,344 億 52 百万円（2001 年 3 月期） （連結：7,402 億 50 百万円） 
従業員数 8,217 名（2001 年 3 月） 
事業内容 
（売上構成比は
連結ベース） 

・情報部門（売上構成比 48%） 
（クライアント・サーバシステム、金融ターミナルシステム等のデータ処理装

置、高度道路システム等の制御装置） 
・通信部門（売上構成比 22%）  

（ATM 交換装置、電子交換装置等の交換装置、ワンストップネットワークソリュ
ーション等のネットワークサービス等） 

・電子デバイス（売上構成比 25%）  
（ロジック LSI・システム LSI 等の集積回路、光ファイバーモジュール等の電子

部品） 
・その他（売上構成比 5%） 
※2000 年 4 月より、カンパニー制を導入している 

 

 

2.21.2 製品例 

取り扱い事業部門は、情報部門（システムソリューションカンパニー）で ATM や決済シ

ステム等を提供し、電子デバイス部門（シリコンソリューションカンパニー）で IC カード

向けチップ・メモリを提供している。これまでのところ、接触型カード対応のシステムや

リーダライタの提供である。1996 年には国内初の電子マネー関連機器を応用した商店街 IC

カードシステムを提供し、2001 年には全国銀行協会の仕様に準拠した IC キャッシュカー

ド対応 ATM 提供しているが、非接触型の製品情報はホームページ（HP）に記載がない（沖

電気工業の HP より、http://www.oki.co.jp）。 

 

2.21.3 技術開発拠点と研究者 

図 2.21.3 に、非接触型 IC カードの沖電気工業の出願件数と発明者数を示す。発明者数

は、明細書の発明者を年次ごとにカウントしたものである。 

 

沖電気工業の開発拠点：東京都港区虎ノ門１丁目７番 12 号 沖電気工業(株)内 

 

 

 

2.21 沖電気工業 



239 

図 2.21.3 沖電気工業の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.21.4 2.21.4 2.21.4 2.21.4 技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要技術開発課題対応保有特許の概要    

図 2.21.4 に、非接触型 IC カードの沖電気工業の技術要素と課題の分布を示す。比較的、

課題「応用」に出願が多い。その内容は、カードではナンバープレート認識、リーダライ

タでは無人搬送車のシステムに関する出願である。 

 

図 2.21.4 沖電気工業の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.21.4 に、沖電気工業の非接触型 IC カードの課題対応保有特許を示す。出願件数 54

件の内、審査取下げ、拒絶査定の確定、権利放棄、抹消、満了したものを除いた 44 件を示

す。その内、登録になった特許２件と海外出願された２件は、図と概要入りで示す。 
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ー
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1990 年から 2001 年 7 月公開の出願 
（図中の数字は、出願件数を示す。）



表 2.21.4 沖電気工業の非接触型 IC カードの課題対応保有特許（1/3） 

240 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

積層:包装材 特登 3150575 

95.7.18 

G06K19/07 

ﾀｸﾞ装置及びその製造方法 
集積回路と､これに備えられた電極板と､これを覆

う絶縁膜と､これを覆う誘電体層と､絶縁膜および誘
電体層を挟んで電極板に対向するｱﾝﾃﾅ端子と､これ
に接続されたｱﾝﾃﾅと､包装材とを有する 

 
PH07-181518 
 

 

 

 

 

 

 

製
造
性 

表面ｼｰﾄ:線膨張係数 特開平 9-58165 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

そ
り

防
止 

ｶｰﾄﾞ:湾曲 特開平 11-213118 IC ｶ-ﾄﾞおよびその製造方法 
 

部
品

配
置 

取付:ねじ 特開平 8-287310 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ内蔵ﾊﾞｯﾁとそれを用いた入退室管理ｼｽﾃﾑ 
 

ﾊﾞｲﾝﾀﾞ:異種ｶｰﾄﾞ 特開平 8-77109 ｶ-ﾄﾞ型情報処理装置および手帳型情報処理装置並び
に統合型情報処理装置 

腕時計 特開平 8-282164 ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ内蔵ｽﾎﾟ-ﾂ用ﾊﾟｽ及びその使用状態管理ｼｽﾃﾑ 
 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

取付:人体 特開平 11-232411 歩行者警報ｼｽﾃﾑ 
 

書
込
・
読
取 

デ
ー
タ 

編
集 

書込:情報:履歴 特開 2000-155811 電子取引ｼｽﾃﾑ 
 
 

多
機

能
化 

IF:通信機器 特開平 11-149534 

沖ﾌｧｰﾑｳｪｱ ｼｽﾃﾑｽﾞ 
PC ｶ-ﾄﾞおよびそのﾓ-ﾄﾞ切替装置 

 

プ
ロ
グ
ラ

ム
制
御 

書換:ﾎﾟｲﾝﾄ:ﾃｰﾌﾞﾙ 特開 2000-298772 電子ﾎﾟｲﾝﾄの更新方法､電子ﾎﾟｲﾝﾄ管理媒体及び電子
的価値管理媒体 

 

監視:表示:包装 特開平 8-314379 ﾀｸﾞ 
 

試
験
診
断 

監視:通知:包装 特開平 9-50501 ﾀｸﾞ 
 回

路･

機
能 

応
用 

取付:ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄ 特登 3124462 

95.4.12 

G01G19/02 

車両の過積載重量検知ｼｽﾃﾑ 
ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄにﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱを貼り､積載重量情報を読み

取り､実測重量と比較する 
 
PH07-86569 
 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

応
用 

取付:書籍 特開平 10-59507 図書管理ｼｽﾃﾑ 
 

案
内 

通知:音声 特開平 10-222630 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

回
路･

機
能 

ゲ
ー
ト 

取付:ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄ:駐車場 特開平 8-287396 車両入出庫管理ｼｽﾃﾑ 
 

光
学 

信
号

処
理 

発光素子:指向性 特開平 8-227446 IC ｶ-ﾄﾞ 
 

併
用 

機
能
切
換 

併用:切換:挿入 特開平 9-305736 

96.12.4 

G06K19/07 

接触式･非接触式兼用 IC ｶ-ﾄﾞ及び接触式･非接触式兼
用 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 

接触式ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀおよび非接触ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀのいずれに挿
入されたかを検出する検出手段と検出手段の検出結
果に基づいて端子部および変復調部とを接続するｾﾚｸ
ﾀとを有する 

 
PH08-323936 
 

 

 

 

 

 

整流:昇圧:ｺﾝﾃﾞﾝｻ 特開 2000-78777 

98.9.1 

H02J17/00 

電圧発生回路 
整流された信号に基づきｺﾝﾃﾞﾝｻによりｺｲﾙ両端の

電圧を昇圧することにより､整流された信号をも昇圧
する｡昇圧された信号をｺﾝﾃﾞﾝｻにより平滑して所望の
電圧を得る 

 
PH10-246614 
 

 

 

電
磁
誘
導 

電
源
供
給 

電源:切断:処理回路 特開 2001-76108 非接触 IC ｶ-ﾄﾞ通信装置 
 

 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

検出:位置:電圧 特開平 9-223204 情報記録ｼｽﾃﾑ 
 

多
機

能
化 

IF:通信機器 特開平 8-172655 ｶ-ﾄﾞ型ﾍﾟ-ｼﾞｬ装置及びﾍﾟ-ｼﾞｬｼｽﾃﾑ 
 

雑
音 

整形:閾値:FF 反応 特開平 8-51457 

ﾃｸﾉｺﾗｰｼﾞｭ 
電磁結合形ﾊﾟﾙｽ信号再生回路 

 

レ
ベ
ル

補
正 

交信:時間監視 特開平 11-345290 初期論理ﾚﾍﾞﾙ確定方法 
 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス(R/W) 

信
号

分
離 

検出:搬送波:ｻﾌﾞ 特開平 11-184987 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 

共同出願人 

発明の名称 
概要 

監視:電圧 特開平 11-41155 

国際技術開発 
非接触型通信端末装置 

 

検出:電圧:比較 特開平 11-191146 非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 

給電:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 特開平 11-196542 

ﾃｸﾉｺﾗｰｼﾞｭ 
非接触電力伝送装置 

 

電
源
供
給 

設定:増幅率:最大定格電圧 特開 2001-22906 近接型非接触 IC ｶ-ﾄﾞにおける送受信信号の自動利得
制御方法 

電
池

充
電 

ｱﾝﾃﾅ:印加:高電圧 特開平 10-224260 無線式非接触 ID 認識装置 
 

省
電

力
化 

ｾﾝｻ:近接 特開平 11-345291 ｷｬﾘｱ制御方法 
 

電
磁
誘
導(R/W) 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

検出:電圧:調整 特開平 10-240879 近接型非接触 IC ｶ-ﾄﾞの搬送制御方法 
 

顔･

指
紋 

比較照合:身体特徴 特開 2000-155863 入退室管理ｼｽﾃﾑ 
 

不
正
ア

ク
セ
ス 

ｱｸｾｽ:ID:ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 特開平 8-287013 ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ端末ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ 
 

多値化 特開平 11-154205 

ﾃｸﾉｺﾗｰｼﾞｭ 
非接触ﾃﾞ-ﾀ転送装置及びﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 

 
処
理
時
間 

多値化:変化:周波数 特開 2000-276562 

ﾃｸﾉｺﾗｰｼﾞｭ 
非接触ﾃﾞ-ﾀ転送装置及びﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ 

 

単
一
識
別 

識別:ｶｰﾄﾞ種類 特開平 10-269331 非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触 IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
 
 

作
成 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:更新 特開平 11-25194 電子通貨残高上限変更方法及び装置並びにそのﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑを記録した記録媒体 

 

埋設:道路:自動操縦 特開平 8-286742 無人搬送車経路誘導ｼｽﾃﾑ及びﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ内蔵杭 
 

埋設:道路:自動操縦 特開平 8-286749 搬送経路自動変更型無人搬送車誘導ｼｽﾃﾑ 
 

応
用 

埋設:道路:車両運行 特開 2000-99885 車両運行ｼｽﾃﾑのﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの情報書換方法及びそのた
めの装置 

取付:人体 特開平 11-232568 歩行者警報ｼｽﾃﾑ 
 盗

難 取付:人体 特開平 11-232569 歩行者警報ｼｽﾃﾑ 
 

処
理･
発
行 

識
別 

行先表示板 特開平 8-287148 在席認識表示ｼｽﾃﾑ 
 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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図 3.1 に非接触型 IC カードの主要企業の技術開発拠点を示す。また、表 3.1 に開発拠点の

住所一覧表を示す。この図や表は主要企業 21 社が保有している特許公報から発明者の住所・

居所を集計したものである。 

集計の結果は、出願上位 21 社の開発拠点を発明者の住所・居所でみると川崎市、新宿区、

勝田市等の関東地方に 17 拠点、京都市、伊丹市等の関西地方に 6 拠点、尾張市等の中部地方

に２拠点、東北地方に１拠点ある。 

技術開発の拠点は、関東地方と関西地方に集中している。 

 

 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 
 

関東地方と関西地方に技術開発の拠点は集中している。 

 

特許流通 

支援チャート 

3.1 非接触型 IC カードの技術開発拠点 
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図 3.1 技術開発拠点地図 

 

表 3.1 技術開発拠点一覧表 

№ 企業名 住   所 

○1  東芝 神奈川県川崎市幸区柳町70 株式会社東芝柳町工場内 

○2  オムロン 京都府京都市右京区花園土堂町10 オムロン株式会社内 

○3  大日本印刷 東京都新宿区榎町7 大日本印刷株式会社内 

○4  日立製作所 茨城県勝田市稲田1410 株式会社日立製作所AV機器事業部内 

○5  日立製作所 神奈川県横浜市都筑区加賀原2-2 株式会社日立製作所システム開発本部内 
○6  日立製作所 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町216 株式会社日立製作所情報通信事業部内 

○7  日立製作所 愛知県尾張旭市晴丘町池上1 株式会社日立製作所オフィスシステム事業部内 

○8  凸版印刷 東京都台東区台東1-5-1 凸版印刷株式会社内 

○9  三菱電機 兵庫県伊丹市瑞原4-1 三菱電機株式会社北伊丹製作所内 

○10  三菱電機 兵庫県尼崎市塚本町8-1-1 三菱電機株式会社材料デバイス研究所内 

○11  ソニー 東京都品川区北品川6-7-35 ソニー株式会社内 

○12  日立マクセル 東京都渋谷区渋谷2-12-24 日立マクセル株式会社内 

○13  松下電器産業 大阪府門真市大字門真1006 松下電器産業株式会社内 

○14  日本信号 栃木県宇都宮市平出工業団地11 日本信号株式会社宇都宮事業所内 

○15  日本信号 埼玉県浦和市上木崎1-13-8 日本信号株式会社与野事業所内 

○16  デンソー 愛知県刈谷市昭和町1-1 デンソー株式会社内 

○17  トキメック 東京都大田区南蒲田2-16-46 株式会社トキメック内 
○18  コニカ 東京都日野市さくら町1 コニカ株式会社内 

○19  コニカ 埼玉県狭山市上広瀬591-7 コニカ株式会社内 

○20  日立国際電気 東京都中野区東中野3-14-20 国際電気株式会社内 

○21  トーキン 宮城県仙台市太白区郡山6-7-1 株式会社トーキン内 

○22  日本電信電話 東京都武蔵野市緑町3-9-11 NTT武蔵野研究開発センタ内 

○23  田村電機製作所 東京都目黒区下目黒2-2-3 株式会社田村電機製作所内 

○24  ローム 京都府京都市右京区西院溝崎町21 ローム株式会社内 

○25  松下電工 大阪府門真市大字門真1048 松下電工株式会社内 

○26  沖電気工業 東京都港区虎ノ門1-7-12 沖電気工業株式会社内 

○21  

○14  

○4  

○15○19  

○3 ○8 ○11○12○17○18○20○22○23○26  

○1 ○5 ○6  

○2 ○24  

○13○25  

○9 ○10  

○7 ○16  
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資料１. 工業所有権総合情報館と特許流通促進事業 

 

特許庁工業所有権総合情報館は、明治 20 年に特許局官制が施行され、農商務省特許局庶

務部内に図書館を置き、図書等の保管・閲覧を開始したことにより、組織上のスタートを

切りました。 

その後、我が国が明治 32 年に「工業所有権の保護等に関するパリ同盟条約」に加入する

ことにより、同条約に基づく公報等の閲覧を行う中央資料館として、国際的な地位を獲得

しました。 

平成 9 年からは、工業所有権相談業務と情報流通業務を新たに加え、総合的な情報提供

機関として、その役割を果たしております。さらに平成 13 年 4 月以降は、独立行政法人工

業所有権総合情報館として生まれ変わり、より一層の利用者ニーズに機敏に対応する業務

運営を目指し、特許公報等の情報提供及び工業所有権に関する相談等による出願人支援、

審査審判協力のための図書等の提供、開放特許活用等の特許流通促進事業を推進しており

ます。 

 

１ 事業の概要 
(1) 内外国公報類の収集・閲覧 

下記の公報閲覧室でどなたでも内外国公報等の調査を行うことができる環境と体制を整

備しています。 

 
閲覧室 所在地 ＴＥＬ 

札幌閲覧室  北海道札幌市北区北 7 条西 2-8 北ビル 7Ｆ 011-747-3061 

仙台閲覧室  宮城県仙台市青葉区本町 3-4-18 太陽生命仙台本町ビル 7F 022-711-1339 

第一公報閲覧室  東京都千代田区霞が関 3-4-3 特許庁 2F 03-3580-7947 

第二公報閲覧室  東京都千代田区霞が関 1-3-1 経済産業省別館 1F 
03-3581-1101 
（内線 3819） 

名古屋閲覧室  愛知県名古屋市中区栄 2-10-19 名古屋商工会議所ビル B2F 052-223-5764 

大阪閲覧室  大阪府大阪市天王寺区伶人町 2-7 関西特許情報センター1F 06-4305-0211 

広島閲覧室  広島県広島市中区上八丁堀 6-30 広島合同庁舎 3 号館 082-222-4595 

高松閲覧室  香川県高松市林町 2217-15 香川産業頭脳化センタービル 2F 087-869-0661 

福岡閲覧室  福岡県福岡市博多区博多駅東 2-6-23 住友博多駅前第 2 ビル 2F 092-414-7101 

那覇閲覧室  沖縄県那覇市前島 3-1-15 大同生命那覇ビル 5F 098-867-9610 

 

 

(2) 審査審判用図書等の収集・閲覧 

審査に利用する図書等を収集・整理し、特許庁の審査に提供すると同時に、「図書閲覧室

（特許庁２Ｆ）」において、調査を希望する方々へ提供しています。【TEL：03-3592-2920】 

 

 

(3) 工業所有権に関する相談 

相談窓口（特許庁 2Ｆ）を開設し、工業所有権に関する一般的な相談に応じています。
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手紙、電話、e-mail 等による相談も受け付けています。 

【TEL：03-3581-1101(内線 2121～2123)】【FAX：03-3502-8916】 

【e-mail：PA8102@ncipi.jpo.go.jp】 

 

(4) 特許流通の促進 

特許権の活用を促進するための特許流通市場の整備に向け、各種事業を行っています。

（詳細は２項参照）【TEL：03-3580-6949】 

 

２ 特許流通促進事業 
先行き不透明な経済情勢の中、企業が生き残り、発展して行くためには、新しいビジネ

スの創造が重要であり、その際、知的資産の活用、とりわけ技術情報の宝庫である特許の

活用がキーポイントとなりつつあります。 

また、企業が技術開発を行う場合、まず自社で開発を行うことが考えられますが、商品

のライフサイクルの短縮化、技術開発のスピードアップ化が求められている今日、外部か

らの技術を積極的に導入することも必要になってきています。 

このような状況下、特許庁では、特許の流通を通じた技術移転・新規事業の創出を促進

するため、特許流通促進事業を展開していますが、2001 年 4 月から、これらの事業は、特

許庁から独立をした「独立行政法人 工業所有権総合情報館」が引き継いでいます。 

 

(1) 特許流通の促進 

① 特許流通アドバイザー 

全国の知的所有権センター・TLO 等からの要請に応じて、知的所有権や技術移転につい

ての豊富な知識・経験を有する専門家を特許流通アドバイザーとして派遣しています。 

知的所有権センターでは、地域の活用可能な特許の調査、当該特許の提供支援及び大学・

研究機関が保有する特許と地域企業との橋渡しを行っています。(資料２参照) 

 

② 特許流通促進説明会 

地域特性に合った特許情報の有効活用の普及・啓発を図るため、技術移転の実例を紹介

しながら特許流通のプロセスや特許電子図書館を利用した特許情報検索方法等を内容とし

た説明会を開催しています。 

 

(2) 開放特許情報等の提供 

① 特許流通データベース 

活用可能な開放特許を産業界、特に中小・ベンチャー企業に円滑に流通させ実用化を推

進していくため、企業や研究機関・大学等が保有する提供意思のある特許をデータベース

化し、インターネットを通じて公開しています。（http://www.ncipi.go.jp） 

 

 

② 開放特許活用例集 

特許流通データベースに登録されている開放特許の中から製品化ポテンシャルが高い案



 

251 

件を選定し、これら有用な開放特許を有効に使ってもらうためのビジネスアイデア集を作

成しています。 

 

③ 特許流通支援チャート 

企業が新規事業創出時の技術導入・技術移転を図る上で指標となりうる国内特許の動向

を技術テーマごとに、分析したものです。出願上位企業の特許取得状況、技術開発課題に

対応した特許保有状況、技術開発拠点等を紹介しています。 

 

④ 特許電子図書館情報検索指導アドバイザー 

知的財産権及びその情報に関する専門的知識を有するアドバイザーを全国の知的所有権

センターに派遣し、特許情報の検索に必要な基礎知識から特許情報の活用の仕方まで、無

料でアドバイス・相談を行っています。（資料３参照） 

 

(3) 知的財産権取引業の育成 

① 知的財産権取引業者データベース 

特許を始めとする知的財産権の取引や技術移転の促進には、欧米の技術移転先進国に見

られるように、民間の仲介事業者の存在が不可欠です。こうした民間ビジネスが質・量と

もに不足し、社会的認知度も低いことから、事業者の情報を収集してデータベース化し、

インターネットを通じて公開しています。 

 

② 国際セミナー・研修会等 

著名海外取引業者と我が国取引業者との情報交換、議論の場（国際セミナー）を開催し

ています。また、産学官の技術移転を促進して、企業の新商品開発や技術力向上を促進す

るために不可欠な、技術移転に携わる人材の育成を目的とした研修事業を開催しています。 

 



資料２． 特許流通アドバイザー一覧　（平成１４年３月１日現在）

○経済産業局特許室および知的所有権センターへの派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

北海道経済産業局特許室 杉谷 克彦 〒060-0807 札幌市北区北７条西２丁目８番地１北ビル７階 011-708-5783

北海道知的所有権センター 宮本　剛汎 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211
（北海道立工業試験場） 北海道立工業試験場内
東北経済産業局特許室 三澤　輝起 〒980-0014 仙台市青葉区本町３－４－１８　 022-223-9761

太陽生命仙台本町ビル７階
青森県知的所有権センター 内藤　規雄 〒030-0112 青森市大字八ﾂ役字芦谷２０２－４ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部） 青森県産業技術開発センター内
岩手県知的所有権センター 阿部　新喜司 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-635-8182
（岩手県工業技術センター） 岩手県工業技術センター内
宮城県知的所有権センター 小野　賢悟 〒98１-3206 仙台市泉区明通二丁目２番地 022-377-8725

（宮城県産業技術総合センター） 宮城県産業技術総合センター内
秋田県知的所有権センター 石川　順三 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター） 秋田県工業技術センター内
山形県知的所有権センター 冨樫　富雄 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター） 山形県産業創造支援センター内
福島県知的所有権センター 相澤　正彬 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-959-3351
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内

関東経済産業局特許室 村上　義英 〒330-9715 さいたま市上落合２－１１ 048-600-0501
さいたま新都心合同庁舎１号館

茨城県知的所有権センター 齋藤　幸一 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2077
（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル内

栃木県知的所有権センター 坂本　武 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-60-1811
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内
群馬県知的所有権センター 三田　隆志 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内

金井　澄雄 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-280-4416
群馬県工業試験場内

埼玉県知的所有権センター 野口 満 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108
（埼玉県工業技術センター） 埼玉県工業技術センター内

清水 修 〒333-0848 川口市芝下１－１－５６ 048-269-3108
埼玉県工業技術センター内

千葉県知的所有権センター 稲谷　稔宏 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎内

阿草　一男 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-6536
千葉県庁南庁舎内

東京都知的所有権センター 鷹見　紀彦 〒144-0035 大田区南蒲田１－２０－２０ 03-3737-1435
（東京都城南地域中小企業振興ｾﾝﾀｰ） 城南地域中小企業振興センター内

神奈川県知的所有権センター支部 小森　幹雄 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク内

新潟県知的所有権センター 小林　靖幸 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711
（（財）信濃川テクノポリス開発機構） 長岡地域技術開発振興センター内

山梨県知的所有権センター 廣川　幸生 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-220-2409
（山梨県工業技術センター） 山梨県工業技術センター内
長野県知的所有権センター 徳永　正明 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-229-7688
（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県知的所有権センター 神長　邦雄 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-276-1516
（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター内

山田 修寧 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-276-1516
静岡工業技術センター内

中部経済産業局特許室 原口　邦弘 〒460-0008 名古屋市中区栄２－１０－１９ 052-223-6549
名古屋商工会議所ビルB2F

富山県知的所有権センター 小坂　郁雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-2081
（富山県工業技術センター） 富山県工業技術センター内
石川県知的所有権センター 一丸　義次 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-8117

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター新館１階
岐阜県知的所有権センター 松永  孝義 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
木下　裕雄 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

テクノプラザ５F
愛知県知的所有権センター 森　孝和 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
（愛知県工業技術センター） 愛知県工業技術センター内

三浦　元久 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
愛知県工業技術センター内

所　在　地
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派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

三重県知的所有権センター 馬渡　建一 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150
（三重県工業技術総合研究所） 三重県科学振興センター工業研究部内

近畿経済産業局特許室 下田　英宣 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6776-8491
関西特許情報センター１階

福井県知的所有権センター 上坂　旭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-2100
（福井県工業技術センター） 福井県工業技術センター内
滋賀県知的所有権センター 新屋　正男 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040
（滋賀県工業技術センター） 滋賀県工業技術総合センター別館内
京都府知的所有権センター 衣川　清彦 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７番地 075-326-0066
（（社）発明協会京都支部） 京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ京都高度技術研究所ﾋﾞﾙ４階
大阪府知的所有権センター 大空　一博 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6772-0704

（大阪府立特許情報センター） 関西特許情報センター内
梶原　淳治 〒577-0809 東大阪市永和1-11-10 06-6722-1151

兵庫県知的所有権センター 園田　憲一 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808
（（財）新産業創造研究機構） 神戸キメックセンタービル６Ｆ

島田　一男 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6808
神戸キメックセンタービル６Ｆ

和歌山県知的所有権センター 北澤　宏造 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

中国経済産業局特許室 木村　郁男 〒730-8531 広島市中区上八丁堀６－３０ 082-502-6828
広島合同庁舎３号館１階

鳥取県知的所有権センター 五十嵐　善司 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階
島根県知的所有権センター 佐野  馨 〒690-0816 島根県松江市北陵町１ 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね内
岡山県知的所有権センター 横田　悦造 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9102
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内
広島県知的所有権センター 壹岐　正弘 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-2066
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館２階
山口県知的所有権センター 滝川　尚久 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部） （財）山口県産業技術開発機構内

四国経済産業局特許室 鶴野　弘章 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-3790
香川産業頭脳化センタービル２階

徳島県知的所有権センター 武岡　明夫 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-669-0117
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内
香川県知的所有権センター 谷田　吉成 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階

福家　康矩 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9004
香川産業頭脳化センタービル２階

愛媛県知的所有権センター 川野　辰己 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1489
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛
高知県知的所有権センター 吉本　忠男 〒781-5101 高知市布師田３９９２－２ 0888-46-7087

（（財）高知県産業振興センター） 高知県中小企業会館2階
九州経済産業局特許室 簗田　克志 〒812-8546 福岡市博多区博多駅東２－１１－１ 092-436-7260

福岡合同庁舎内
福岡県知的所有権センター 道津　毅 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-415-6777
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル１階

福岡県知的所有権センター北九州支部 沖  宏治 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター） （株）北九州テクノセンター内
佐賀県知的所有権センター 光武　章二 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター） 佐賀県工業技術センター内

村上　忠郎 〒849-0932 佐賀市鍋島町大字八戸溝１１４ 0952-30-8161
佐賀県工業技術センター内

長崎県知的所有権センター 嶋北　正俊 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1138
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内
熊本県知的所有権センター 深見　毅 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-331-7023
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内
大分県知的所有権センター 古崎　宣 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

（大分県産業科学技術センター） 大分県産業科学技術センター内
宮崎県知的所有権センター 久保田  英世 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内
鹿児島県知的所有権センター 山田　式典 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2056
（鹿児島県工業技術センター） 鹿児島県工業技術センター内

沖縄総合事務局特許室 下司　義雄 〒900-0016 那覇市前島３－１－１５ 098-867-3293
大同生命那覇ビル５階

沖縄県知的所有権センター 木村　薫 〒904-2234 具志川市州崎１２－２ 098-939-2372
（沖縄県工業技術センター） 沖縄県工業技術センター内１階

所　在　地
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○技術移転機関（ＴＬＯ）への派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ

北海道ティー・エル・オー（株） 山田　邦重 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633
北海道大学事務局分館２館

岩城　全紀 〒060-0808 札幌市北区北８条西５丁目 011-708-3633
北海道大学事務局分館２館

（株）東北テクノアーチ 井硲　弘 〒980-0845 仙台市青葉区荒巻字青葉４６８番地 022-222-3049
東北大学未来科学技術共同センター

(株)筑波リエゾン研究所 関　淳次 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195
筑波大学共同研究棟A303

綾　紀元 〒305-8577 茨城県つくば市天王台１－１－１ 0298-50-0195
筑波大学共同研究棟A303

（財）日本産業技術振興協会 坂　光 〒305-8568 茨城県つくば市梅園１－１－１ 0298-61-5210
産総研イノベーションズ つくば中央第二事業所D-７階
日本大学国際産業技術・ﾋﾞｼﾞﾈｽ育成ｾﾝﾀｰ斎藤　光史 〒102-8275 東京都千代田区九段南4-8-24 03-5275-8139

加根魯 和宏 〒102-8275 東京都千代田区九段南4-8-24 03-5275-8139

学校法人早稲田大学知的財産センター 菅野　淳 〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町５１３ 03-5286-9867
早稲田大学研究開発ｾﾝﾀｰ120-1号館1F

風間 孝彦 〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町５１３ 03-5286-9867
早稲田大学研究開発ｾﾝﾀｰ120-1号館1F

（財）理工学振興会 鷹巣 征行 〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259 045-921-4391
フロンティア創造共同研究センター内

北川 謙一 〒226-8503 横浜市緑区長津田町4259 045-921-4391
フロンティア創造共同研究センター内

よこはまティーエルオー（株） 小原　郁 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台７９－５ 045-339-4441
横浜国立大学共同研究推進センター内

学校法人慶応義塾大学知的資産センター 道井  敏 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678
三田川崎ビル３階

鈴木　泰 〒108-0073 港区三田２－１１－１５ 03-5427-1678
三田川崎ビル３階

学校法人東京電機大学産官学交流センター河村 幸夫 〒101-8457 千代田区神田錦町２－２ 03-5280-3640

タマティーエルオー（株） 古瀬　武弘 〒192-0083 八王子市旭町９－１ 0426-31-1325
八王子スクエアビル１１階

学校法人明治大学知的資産センター 竹田 幹男 〒101-8301 千代田区神田駿河台１－１ 03-3296-4327

（株）山梨ティー・エル・オー 田中 正男 〒400-8511 甲府市武田４－３－１１ 055-220-8760
山梨大学地域共同開発研究センター内

（財）浜松科学技術研究振興会 小野　義光 〒432-8561 浜松市城北３－５－１ 053-412-6703

（財）名古屋産業科学研究所 杉本　勝 〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目十番十九号 052-223-5691
名古屋商工会議所ビル

小西　富雅 〒460-0008 名古屋市中区栄二丁目十番十九号 052-223-5694
名古屋商工会議所ビル

関西ティー・エル・オー（株） 山田　富義 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町17 075-315-8250
京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ1号館2階

斎田　雄一 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町17 075-315-8250
京都ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ1号館2階

(財)新産業創造研究機構 井上　勝彦 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805
神戸キメックセンタービル６Ｆ

長冨 弘充 〒650-0047 神戸市中央区港島南町１－５－２ 078-306-6805
神戸キメックセンタービル６Ｆ

(財）大阪産業振興機構 有馬 秀平 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－１ 06-6879-4196
大阪大学先端科学技術共同研究センター４F

(有)山口ティー・エル・オー 松本　孝三 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768
山口大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ内

熊原　尋美 〒755-8611 山口県宇部市常盤台２－１６－１ 0836-22-9768
山口大学地域共同研究開発ｾﾝﾀｰ内

（株）テクノネットワーク四国 佐藤 博正 〒760-0033 香川県高松市丸の内２－５ 087-811-5039
ﾖﾝﾃﾞﾝﾋﾞﾙ別館4F

（株）北九州テクノセンター 乾    全 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２番１号 093-873-1448

（株）産学連携機構九州 堀　浩一 〒812-8581 福岡市東区箱崎６－１０－１ 092-642-4363
九州大学技術移転推進室内

（財）くまもとテクノ産業財団 桂　真郎 〒861-2202 熊本県上益城郡益城町田原２０８１－１０ 096-289-2340

所　在　地
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資料３． 特許電子図書館情報検索指導アドバイザー一覧　（平成１４年３月１日現在）

○知的所有権センターへの派遣

派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ
北海道知的所有権センター 平野　徹 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211

（北海道立工業試験場）
青森県知的所有権センター 佐々木　泰樹 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部）
岩手県知的所有権センター 中嶋　孝弘 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-634-0684
（岩手県工業技術センター）
宮城県知的所有権センター 小林　保 〒98１-3206 仙台市泉区明通２－２ 022-377-8725

（宮城県産業技術総合センター）
秋田県知的所有権センター 田嶋　正夫 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター）
山形県知的所有権センター 大澤　忠行 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター）
福島県知的所有権センター 栗田　広 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-963-0242
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内
茨城県知的所有権センター 猪野　正己 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2211

（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル１階
栃木県知的所有権センター 中里　浩 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-65-7550
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内
群馬県知的所有権センター 神林　賢蔵 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-254-0627
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内
埼玉県知的所有権センター 田中　庸雅 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806
（（社）発明協会埼玉県支部） ソニックシティ１０階
千葉県知的所有権センター 中原　照義 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-7748
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎Ｒ３階
東京都知的所有権センター 福澤　勝義 〒105-0001 港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521
（（社）発明協会東京支部）

神奈川県知的所有権センター 森　啓次 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500
（神奈川県産業技術総合研究所）
神奈川県知的所有権センター支部 大井　隆 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク西棟２０５
神奈川県知的所有権センター支部 蓮見　亮 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

（（社）発明協会神奈川県支部） 神奈川中小企業センター１０階
新潟県知的所有権センター 石谷　速夫 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

（（財）信濃川テクノポリス開発機構）
山梨県知的所有権センター 山下　知 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-243-6111
（山梨県工業技術センター）
長野県知的所有権センター 岡田　光正 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-228-5559
（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県知的所有権センター 吉井　和夫 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111
（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター資料館内
富山県知的所有権センター 齋藤　靖雄 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-1252
（富山県工業技術センター）
石川県知的所有権センター 辻　寛司 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-5918

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター
岐阜県知的所有権センター 林　邦明 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
愛知県知的所有権センター 加藤　英昭 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841
（愛知県工業技術センター）
三重県知的所有権センター 長峰　隆 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

（三重県工業技術総合研究所）
福井県知的所有権センター 川� 　好昭 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-1195
（福井県工業技術センター）
滋賀県知的所有権センター 森　久子 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040
（滋賀県工業技術センター）
京都府知的所有権センター 中野　剛 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７ 075-315-8686
（（社）発明協会京都支部） 京都リサーチパーク内　京都高度技研ビル４階
大阪府知的所有権センター 秋田　伸一 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6771-2646

（大阪府立特許情報センター）
大阪府知的所有権センター支部 戎　邦夫 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

（（社）発明協会大阪支部知的財産センター） シンプレス江坂ビル２階
兵庫県知的所有権センター 山口　克己 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 078-731-5847
（（社）発明協会兵庫県支部） 兵庫県立産業技術センター４階
奈良県知的所有権センター 北田　友彦 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863
（奈良県工業技術センター）

所　在　地
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派　遣　先 氏　名 ＴＥＬ
和歌山県知的所有権センター 木村　武司 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

鳥取県知的所有権センター 奥村　隆一 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階
島根県知的所有権センター 門脇　みどり 〒690-0816 島根県松江市北陵町１番地 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね１Ｆ内
岡山県知的所有権センター 佐藤　新吾 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9656
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内
広島県知的所有権センター 若木　幸蔵 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館内

広島県知的所有権センター支部 渡部　武徳 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 0849-21-2349
（（社）発明協会広島県支部備後支会）

広島県知的所有権センター支部 三上　達矢 〒737-0004 呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766
（呉地域産業振興センター）
山口県知的所有権センター 大段　恭二 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部）
徳島県知的所有権センター 平野　稔 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内
香川県知的所有権センター 中元　恒 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9005
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階
愛媛県知的所有権センター 片山　忠徳 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1118
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛
高知県知的所有権センター 柏井　富雄 〒781-5101 高知市布師田３９９２－３ 088-845-7664
（高知県工業技術センター）
福岡県知的所有権センター 浦井　正章 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-474-7255
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル２階

福岡県知的所有権センター北九州支部 重藤　務 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター）
佐賀県知的所有権センター 塚島　誠一郎 〒849-0932 佐賀市鍋島町八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター）
長崎県知的所有権センター 川添　早苗 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内
熊本県知的所有権センター 松山　彰雄 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内
大分県知的所有権センター 鎌田　正道 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121

（大分県産業科学技術センター）
宮崎県知的所有権センター 黒田　護 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内
鹿児島県知的所有権センター 大井　敏民 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2445
（鹿児島県工業技術センター）
沖縄県知的所有権センター 和田　修 〒904-2234 具志川市字州崎１２－２ 098-929-0111
（沖縄県工業技術センター） 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

所　在　地
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資料４． 知的所有権センター一覧　（平成１４年３月１日現在）
都道府県 名　　称 ＴＥＬ

北海道 北海道知的所有権センター 〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目 011-747-2211
（北海道立工業試験場）

青森県 青森県知的所有権センター 〒030-0112 青森市第二問屋町４－１１－６ 017-762-3912
（（社）発明協会青森県支部）

岩手県 岩手県知的所有権センター 〒020-0852 盛岡市飯岡新田３－３５－２ 019-634-0684
（岩手県工業技術センター）

宮城県 宮城県知的所有権センター 〒98１-3206 仙台市泉区明通２－２ 022-377-8725
（宮城県産業技術総合センター）

秋田県 秋田県知的所有権センター 〒010-1623 秋田市新屋町字砂奴寄４－１１ 018-862-3417
（秋田県工業技術センター）

山形県 山形県知的所有権センター 〒990-2473 山形市松栄１－３－８ 023-647-8130
（山形県工業技術センター）

福島県 福島県知的所有権センター 〒963-0215 郡山市待池台１－１２ 024-963-0242
（（社）発明協会福島県支部） 福島県ハイテクプラザ内

茨城県 茨城県知的所有権センター 〒312-0005 ひたちなか市新光町３８ 029-264-2211
（（財）茨城県中小企業振興公社） ひたちなかテクノセンタービル１階

栃木県 栃木県知的所有権センター 〒322-0011 鹿沼市白桑田５１６－１ 0289-65-7550
（（社）発明協会栃木県支部） 栃木県工業技術センター内

群馬県 群馬県知的所有権センター 〒371-0845 前橋市鳥羽町１９０ 027-254-0627
（（社）発明協会群馬県支部） 群馬県工業試験場内

埼玉県 埼玉県知的所有権センター 〒331-8669 さいたま市桜木町１－７－５ 048-644-4806
（（社）発明協会埼玉県支部） ソニックシティ１０階

千葉県 千葉県知的所有権センター 〒260-0854 千葉市中央区長洲１－９－１ 043-223-7748
（（社）発明協会千葉県支部） 千葉県庁南庁舎Ｒ３階

東京都 東京都知的所有権センター 〒105-0001 港区虎ノ門２－９－１４ 03-3502-5521
（（社）発明協会東京支部）

神奈川県 神奈川県知的所有権センター 〒243-0435 海老名市下今泉７０５－１ 046-236-1500
（神奈川県産業技術総合研究所）
神奈川県知的所有権センター支部 〒213-0012 川崎市高津区坂戸３－２－１ 044-819-2100
（（財）神奈川高度技術支援財団） かながわサイエンスパーク西棟２０５
神奈川県知的所有権センター支部 〒231-0015 横浜市中区尾上町５－８０ 045-633-5055

（（社）発明協会神奈川県支部） 神奈川中小企業センター１０階
新潟県 新潟県知的所有権センター 〒940-2127 長岡市新産４－１－９ 0258-46-9711

（（財）信濃川テクノポリス開発機構）
山梨県 山梨県知的所有権センター 〒400-0055 甲府市大津町２０９４ 055-243-6111

（山梨県工業技術センター）
長野県 長野県知的所有権センター 〒380-0928 長野市若里１－１８－１ 026-228-5559

（（社）発明協会長野県支部） 長野県工業試験場内
静岡県 静岡県知的所有権センター 〒421-1221 静岡市牧ヶ谷２０７８ 054-278-6111

（（社）発明協会静岡県支部） 静岡工業技術センター資料館内
富山県 富山県知的所有権センター 〒933-0981 高岡市二上町１５０ 0766-29-1252

（富山県工業技術センター）
石川県 石川県知的所有権センター 〒920-0223 金沢市戸水町イ６５番地 076-267-5918

（財）石川県産業創出支援機構 石川県地場産業振興センター
岐阜県 岐阜県知的所有権センター 〒509-0108 各務原市須衛町４－１７９－１ 0583-79-2250

（岐阜県科学技術振興センター） テクノプラザ５F
愛知県 愛知県知的所有権センター 〒448-0003 刈谷市一ツ木町西新割 0566-24-1841

（愛知県工業技術センター）
三重県 三重県知的所有権センター 〒514-0819 津市高茶屋５－５－４５ 059-234-4150

（三重県工業技術総合研究所）
福井県 福井県知的所有権センター 〒910-0102 福井市川合鷲塚町６１字北稲田１０ 0776-55-1195

（福井県工業技術センター）
滋賀県 滋賀県知的所有権センター 〒520-3004 栗東市上砥山２３２ 077-558-4040

（滋賀県工業技術センター）
京都府 京都府知的所有権センター 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町１７ 075-315-8686

（（社）発明協会京都支部） 京都リサーチパーク内　京都高度技研ビル４階
大阪府 大阪府知的所有権センター 〒543-0061 大阪市天王寺区伶人町２－７ 06-6771-2646

（大阪府立特許情報センター）
大阪府知的所有権センター支部 〒564-0062 吹田市垂水町３－２４－１ 06-6330-7725

（（社）発明協会大阪支部知的財産ｾﾝﾀｰ） シンプレス江坂ビル２階
兵庫県 兵庫県知的所有権センター 〒654-0037 神戸市須磨区行平町３－１－３１ 078-731-5847

（（社）発明協会兵庫県支部） 兵庫県立産業技術センター４階

所　在　地
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都道府県 名　　称 ＴＥＬ

奈良県 奈良県知的所有権センター 〒630-8031 奈良市柏木町１２９－１ 0742-33-0863
（奈良県工業技術センター）

和歌山県 和歌山県知的所有権センター 〒640-8214 和歌山県寄合町２５ 073-432-0087
（（社）発明協会和歌山県支部） 和歌山市発明館４階

鳥取県 鳥取県知的所有権センター 〒689-1112 鳥取市若葉台南７－５－１ 0857-52-6728
（（社）発明協会鳥取県支部） 新産業創造センター１階

島根県 島根県知的所有権センター 〒690-0816 島根県松江市北陵町１番地 0852-60-5146
（（社）発明協会島根県支部） テクノアークしまね１Ｆ内

岡山県 岡山県知的所有権センター 〒701-1221 岡山市芳賀５３０１ 086-286-9656
（（社）発明協会岡山県支部） テクノサポート岡山内

広島県 広島県知的所有権センター 〒730-0052 広島市中区千田町３－１３－１１ 082-544-0775
（（社）発明協会広島県支部） 広島発明会館内

広島県知的所有権センター支部 〒720-0067 福山市西町２－１０－１ 0849-21-2349
（（社）発明協会広島県支部備後支会）

広島県知的所有権センター支部 〒737-0004 呉市阿賀南２－１０－１ 0823-76-3766
（呉地域産業振興センター）

山口県 山口県知的所有権センター 〒753-0077 山口市熊野町1-10 NPYビル10階 083-922-9927
（（社）発明協会山口県支部）

徳島県 徳島県知的所有権センター 〒770-8021 徳島市雑賀町西開１１－２ 088-636-3388
（（社）発明協会徳島県支部） 徳島県立工業技術センター内

香川県 香川県知的所有権センター 〒761-0301 香川県高松市林町２２１７－１５ 087-869-9005
（（社）発明協会香川県支部） 香川産業頭脳化センタービル２階

愛媛県 愛媛県知的所有権センター 〒791-1101 松山市久米窪田町３３７－１ 089-960-1118
（（社）発明協会愛媛県支部） テクノプラザ愛媛

高知県 高知県知的所有権センター 〒781-5101 高知市布師田３９９２－３ 088-845-7664
（高知県工業技術センター）

福岡県 福岡県知的所有権センター 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２－６－２３ 092-474-7255
（（社）発明協会福岡県支部） 住友博多駅前第２ビル２階

福岡県知的所有権センター北九州支部 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２－１ 093-873-1432
（（株）北九州テクノセンター）

佐賀県 佐賀県知的所有権センター 〒849-0932 佐賀市鍋島町八戸溝１１４ 0952-30-8161
（佐賀県工業技術センター）

長崎県 長崎県知的所有権センター 〒856-0026 大村市池田２－１３０３－８ 0957-52-1144
（（社）発明協会長崎県支部） 長崎県工業技術センター内

熊本県 熊本県知的所有権センター 〒862-0901 熊本市東町３－１１－３８ 096-360-3291
（（社）発明協会熊本県支部） 熊本県工業技術センター内

大分県 大分県知的所有権センター 〒870-1117 大分市高江西１－４３６１－１０ 097-596-7121
（大分県産業科学技術センター）

宮崎県 宮崎県知的所有権センター 〒880-0303 宮崎県宮崎郡佐土原町東上那珂16500-2 0985-74-2953
（（社）発明協会宮崎県支部） 宮崎県工業技術センター内

鹿児島県 鹿児島県知的所有権センター 〒899-5105 鹿児島県姶良郡隼人町小田1445-1 0995-64-2445
（鹿児島県工業技術センター）

沖縄県 沖縄県知的所有権センター 〒904-2234 具志川市字州崎１２－２ 098-929-0111
（沖縄県工業技術センター） 中城湾港新港地区トロピカルテクノパーク内

所　在　地
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資料５．平成 13 年度 25 技術テーマの特許流通の概要 

 

5 . 1  アンケート送付先と回収率 

平成 13 年度は、25 の技術テーマにおいて「特許流通支援チャート」を作成し、その中

で特許流通に対する意識調査として各技術テーマの出願件数上位企業を対象としてアンケ

ート調査を行った。平成 13 年 12 月７日に郵送によりアンケートを送付し、平成 14 年１月

31 日までに回収されたものを対象に解析した。 

表 5.1-1 に、アンケート調査表の回収状況を示す。送付数 578 件、回収数 306 件、回収

率 52.9％であった。 

 

表 5.1-1 アンケートの回収状況 

送付数 回収数 未回収数 回収率 

578 306 272 52.9% 

 

表 5.1-2 に、業種別の回収状況を示す。各業種を一般系、機械系、化学系、電気系と大

きく４つに分類した。以下、「○○系」と表現する場合は、各企業の業種別に基づく分類を

示す。それぞれの回収率は、一般系 56.5％、機械系 63.5％、化学系 41.1％、電気系 51.6％

であった。 

 

 

表 5.1-2 アンケートの業種別回収件数と回収率 

業種と回収率 業種 回収件数 

建設 5 

窯業 12 

鉄鋼 6 

非鉄金属 17 

金属製品 2 

一般系 

48/85=56.5% 

その他製造業 6 

食品 1 

繊維 12 

紙・パルプ 3 

化学 22 

化学系 

39/95=41.1% 

石油・ゴム 1 

機械 23 

精密機器 28 
機械系 

73/115=63.5% 
輸送機器 22 

電気 144 電気系 

146/283=51.6% 通信 2 
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図 5.1 に、全回収件数を母数にして業種別に回収率を示す。全回収件数に占める業種別

の回収率は電気系 47.7％、機械系 23.9％、一般系 15.7％、化学系 12.7％である。 
 

図 5.1 回収件数の業種別比率 

 
 
 
 
 
 
 
 

一般系 化学系 機械系 電気系 合計 

48 39 73 146 306 

 

表 5.1-3 に、技術テーマ別の回収件数と回収率を示す。この表では、技術テーマを一般

分野、化学分野、機械分野、電気分野に分類した。以下、「○○分野」と表現する場合は、

技術テーマによる分類を示す。回収率の最も良かった技術テーマは焼却炉排ガス処理技術

の 71.4％で、最も悪かったのは有機 EL 素子の 34.6％である。 
 

表 5.1-3 テーマ別の回収件数と回収率 

技術テーマ名 送付数 回収数 回収率 

カーテンウォール 24 13 54.2% 

気体膜分離装置 25 12 48.0% 

半導体洗浄と環境適応技術 23 14 60.9% 

焼却炉排ガス処理技術 21 15 71.4% 

一
般
分
野 

はんだ付け鉛フリー技術 20 11 55.0% 

プラスティックリサイクル 25 15 60.0% 

バイオセンサ 24 16 66.7% 

セラミックスの接合 23 12 52.2% 

有機ＥＬ素子 26 9 34.6% 

生分解ポリエステル 23 12 52.2% 

有機導電性ポリマー 24 15 62.5% 

化
学
分
野 

リチウムポリマー電池 29 13 44.8% 

車いす 21 12 57.1% 

金属射出成形技術 28 14 50.0% 

微細レーザ加工 20 10 50.0% 

機
械
分
野 

ヒートパイプ 22 10 45.5% 

圧力センサ 22 13 59.1% 

個人照合 29 12 41.4% 

非接触型ＩＣカード 21 10 47.6% 

ビルドアップ多層プリント配線板 23 11 47.8% 

携帯電話表示技術 20 11 55.0% 

アクティブマトリックス液晶駆動技術 21 12 57.1% 

プログラム制御技術 21 12 57.1% 

半導体レーザの活性層 22 11 50.0% 

電
気
分
野 

無線ＬＡＮ 21 11 52.4% 

一般系
15.7%

化学系
12.7%

機械系
23.9%

電気系
47.7%
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5 . 2  アンケート結果 

5.2.1 開放特許に関して 

(1 )  開放特許と非開放特許 

他者にライセンスしてもよい特許を「開放特許」、ライセンスの可能性のない特許を「非

開放特許」と定義した。その上で、各技術テーマにおける保有特許のうち、自社での実施

状況と開放状況について質問を行った。 

306 件中 257 件の回答があった（回答率 84.0％）。保有特許件数に対する開放特許件数

の割合を開放比率とし、保有特許件数に対する非開放特許件数の割合を非開放比率と定義

した。 

図 5.2.1-1 に、業種別の特許の開放比率と非開放比率を示す。全体の開放比率は 58.3％

で、業種別では一般系が 37.1％、化学系が 20.6％、機械系が 39.4％、電気系が 77.4％で

ある。化学系（20.6％）の企業の開放比率は、化学分野における開放比率（図 5.2.1-2）

の最低値である「生分解ポリエステル」の 22.6％よりさらに低い値となっている。これは、

化学分野においても、機械系、電気系の企業であれば、保有特許について比較的開放的で

あることを示唆している。 

 

図 5.2.1-1 業種別の特許の開放比率と非開放比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.1-2 に、技術テーマ別の開放比率と非開放比率を示す。 

開放比率（実施開放比率と不実施開放比率を加算。）が高い技術テーマを見てみると、

最高値は「個人照合」の 84.7％で、次いで「はんだ付け鉛フリー技術」の 83.2％、「無線

LAN」の 82.4％、「携帯電話表示技術」の 80.0%となっている。一方、低い方から見ると、

「生分解ポリエステル」の 22.6％で、次いで「カーテンウォール」の 29.3％、「有機 EL」

の 30.5%である。 

実施 不実施 実施 不実施

一般系 346 732 910 918 2,906
化学系 90 323 1,017 576 2,006
機械系 494 821 1,058 964 3,337
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全  体 3,765 7,167 4,203 3,613 18,748
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図 5.2.1-2 技術テーマ別の開放比率と非開放比率 
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図 5.2.1-3 は、業種別に、各企業の特許の開放比率を示したものである。 

開放比率は、化学系で最も低く、電気系で最も高い。機械系と一般系はその中間に位置

する。推測するに、化学系の企業では、保有特許は「物質特許」である場合が多く、自社

の市場独占を確保するため、特許を開放しづらい状況にあるのではないかと思われる。逆

に、電気・機械系の企業は、商品のライフサイクルが短いため、せっかく取得した特許も

短期間で新技術と入れ替える必要があり、不実施となった特許を開放特許として供出やす

い環境にあるのではないかと考えられる。また、より効率性の高い技術開発を進めるべく

他社とのアライアンスを目的とした開放特許戦略を採るケースも、最近出てきているので

はないだろうか。 

図 5.2.1-3 特許の開放比率の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.1-4 に、業種別の自社実施比率と不実施比率を示す。全体の自社実施比率は 42.5％

で、業種別では化学系 55.2％、機械系 46.5％、一般系 43.2％、電気系 38.6％である。化

学系の企業は、自社実施比率が高く開放比率が低い。電気・機械系の企業は、その逆で自

社実施比率が低く開放比率は高い。自社実施比率と開放比率は、反比例の関係にあるとい

える。 

図 5.2.1-4 自社実施比率と無実施比率 
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( 2 )  非開放特許の理由 

開放可能性のない特許の理由について質問を行った（複数回答）。 
 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・独占的排他権の行使により、ライバル企業を排除す

るため(ライバル企業排除) 
36.3% 36.7% 36.4% 34.5% 36.0% 

・他社に対する技術の優位性の喪失(優位性喪失) 31.9% 31.6% 30.5% 29.9% 30.9% 

・技術の価値評価が困難なため(価値評価困難) 12.1% 16.5% 15.3% 13.8% 14.4% 

・企業秘密がもれるから(企業秘密) 5.5% 7.6% 3.4% 14.9% 7.5% 

・相手先を見つけるのが困難であるため(相手先探し) 7.7% 5.1% 8.5% 2.3% 6.1% 

・ライセンス経験不足等のため提供に不安があるから

（経験不足） 
4.4% 0.0% 0.8% 0.0% 1.3% 

・その他 2.1% 2.5% 5.1% 4.6% 3.8% 
 

図 5.2.1-5 は非開放特許の理由の内容を示す。 

「ライバル企業の排除」が最も多く 36.0％、次いで「優位性喪失」が 30.9％と高かっ

た。特許権を「技術の市場における排他的独占権」として充分に行使していることが伺え

る。「価値評価困難」は 14.4％となっているが、今回の「特許流通支援チャート」作成に

あたり分析対象とした特許は直近 10 年間だったため、登録前の特許が多く、権利範囲が未

確定なものが多かったためと思われる。 

電気系の企業で「企業秘密がもれるから」という理由が 14.9％と高いのは、技術のライ

フサイクルが短く新技術開発が激化しており、さらに、技術自体が模倣されやすいことが

原因であるのではないだろうか。 

化学系の企業で「企業秘密がもれるから」という理由が 7.6％と高いのは、物質特許の

ノウハウ漏洩に細心の注意を払う必要があるためと思われる。 

機械系や一般系の企業で「相手先探し」が、それぞれ 8.5％、7.7％と高いことは、これ

らの分野で技術移転を仲介する者の活躍できる潜在性が高いことを示している。 

なお、その他の理由としては、「共同出願先との調整」が 12 件と多かった。 
 

図 5.2.1-5 非開放特許の理由 
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5.2.2 ライセンス供与に関して 

(1 )  ライセンス活動 

ライセンス供与の活動姿勢について質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・特許ライセンス供与のための活動を積極的に行っている

（積極的） 
2.0% 15.8% 4.3% 8.9% 7.5% 

・特許ライセンス供与のための活動を行っている（普通） 36.7% 15.8% 25.7% 57.7% 41.2% 

・ 特許ライセンス供与のための活動はやや消極的である 

（消極的） 
24.5% 13.2% 14.3% 10.4% 14.0% 

・特許ライセンス供与のための活動を行っていない(しない) 36.8% 55.2% 55.7% 23.0% 37.3% 

 

その結果を、図 5.2.2-1 ライセンス活動に示す。306 件中 295 件の回答であった(回答率

96.4％)。 

何らかの形で特許ライセンス活動を行っている企業は 62.7％を占めた。そのうち、比較

的積極的に活動を行っている企業は 48.7％に上る（「積極的」＋「普通」）。これは、技術

移転を仲介する者の活躍できる潜在性がかなり高いことを示唆している。 

 

図 5.2.2-1 ライセンス活動 
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( 2 )  ライセンス実績 

ライセンス供与の実績について質問を行った。 

 

図 5.2.2-2 に、ライセンス実績を示す。306 件中 295 件の回答があった（回答率 96.4％）。

ライセンス実績有りとライセンス実績無しを分けて示す。 

「供与実績があり、今後も実施」は 73.5％と非常に高い割合であり、特許ライセンスの

有効性を認識した企業はさらにライセンス活動を活発化させる傾向にあるといえる。また、

「供与実績はないが、今後は実施」が 58.3％あり、ライセンスに対する関心の高まりが感

じられる。 

機械系や一般系の企業で「実績有り今後も実施」がそれぞれ 90％、70％を越えており、

他業種の企業よりもライセンスに対する関心が非常に高いことがわかる。 

 

図 5.2.2-2 ライセンス実績 

     実績有り                                   実績無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・供与実績はないが今後も行う方針(実績無し今後も実施) 54.5% 48.0% 43.6% 74.6% 58.3% 

・供与実績があり今後も行う方針(実績有り今後も実施) 72.2% 61.5% 95.5% 67.3% 73.5% 

・供与実績はなく今後は不明(実績無し今後は不明) 36.4% 24.0% 46.1% 20.3% 30.8% 

・供与実績はあるが今後は不明(実績有り今後は不明) 27.8% 38.5% 4.5% 30.7% 25.5% 

・供与実績はなく今後も行わない方針(実績無し今後も実施せ

ず) 
9.1% 28.0% 10.3% 5.1% 10.9% 

・供与実績はあるが今後は行わない方針(実績有り今後は実施

せず) 
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( 3 )  ライセンス先の見つけ方 

ライセンス供与の実績があると 5.2.2 項の(2)で回答したテーマ出願人にライセンス先

の見つけ方について質問を行った(複数回答)。 

 

 

その結果を、図 5.2.2-3 ライセンス先の見つけ方に示す。「申入れ」が 33.7％と最も多

く、次いで侵害警告を発した「侵害発」が 19.3％、「内部情報」によりものが 11.0％、「外

部情報」によるものが 8.3％であった。特許流通データベースなどの「DB」からは 1.7％で

あった。化学系において、「申入れ」が 40％を越えている。 
 

図 5.2.2-3 ライセンス先の見つけ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔その他の内容〕 

①関係団体（２件） 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・先方からの申し入れ(申入れ) 27.8% 43.2% 37.7% 32.0% 33.7% 

・権利侵害調査の結果(侵害発) 22.2% 10.8% 17.4% 21.3% 19.3% 

・系列企業の情報網（内部情報） 9.7% 10.8% 11.6% 11.5% 11.0% 

・系列企業を除く取引先企業（外部情報） 2.8% 10.8% 8.7% 10.7% 8.3% 
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( 4 )  ライセンス供与の不成功理由 

5.2.2 項の(1)でライセンス活動をしていると答えて、ライセンス実績の無いテーマ出願

人に、その不成功理由について質問を行った。 

 
その結果を、図 5.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由に示す。約 66.7％は「相手先探し」

と回答している。このことから、相手先を探す仲介者および仲介を行うデータベース等の

インフラの充実が必要と思われる。電気系の「相手先探し」は 73.0％を占めていて他の業

種より多い。 
 

図 5.2.2-4 ライセンス供与の不成功理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔その他の内容〕 

①単独での技術供与でない 
②活動を開始してから時間が経っていない 
③当該分野では未登録が多い（３件） 
④市場未熟 
⑤業界の動向（規格等） 
⑥コメントなし(６件) 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・相手先が見つからない（相手先探し） 58.8% 57.9% 68.0% 73.0% 66.7% 

・情勢（業績・経営方針・市場など）が変化した（情勢変化） 8.8% 10.5% 16.0% 0.0% 6.4% 

・ロイヤリティーの折り合いがつかなかった（ﾛｲﾔﾘﾃｨｰ） 11.8% 5.3% 4.0% 4.8% 6.4% 

・当該特許だけでは、製品化が困難と思われるから (製品化

困難) 
3.2% 5.0% 7.7% 1.6% 3.6% 

・供与に伴う技術移転（試作や実証試験等）に時間がかかっ

ており、まだ、供与までに至らない（時間浪費） 
0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 2.1% 

・ロイヤリティー以外の契約条件で折り合いがつかなかった

(契約条件) 
3.2% 5.0% 0.0% 0.0% 1.4% 

・相手先の技術消化力が低かった（技術消化力不足） 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 1.4% 

・新技術が出現した（新技術） 3.2% 5.3% 0.0% 0.0% 1.3% 

・相手先の秘密保持に信頼が置けなかった（機密漏洩） 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 

・相手先がグランド・バックを認めなかった（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・交渉過程で不信感が生まれた（不信感） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・競合技術に遅れをとった（競合技術） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

・その他 9.7% 0.0% 3.9% 15.8% 10.0% 
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5.2.3 技術移転の対応 

(1 )  申し入れ対応 

技術移転してもらいたいと申し入れがあった時、どのように対応するかについて質問を

行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・とりあえず、話を聞く(話を聞く) 44.3% 70.3% 54.9% 56.8% 55.8% 

・積積極的に交渉していく(積極交渉) 51.9% 27.0% 39.5% 40.7% 40.6% 

・他社への特許ライセンスの供与は考えていないので、断

る(断る) 
3.8% 2.7% 2.8% 2.5% 2.9% 

・その他 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.7% 

 

その結果を、図 5.2.3-1 ライセンス申し入れ対応に示す。「話を聞く」が 55.8％であっ

た。次いで「積極交渉」が 40.6％であった。「話を聞く」と「積極交渉」で 96.4％という

高率であり、中小企業側からみた場合は、ライセンス供与の申し入れを積極的に行っても

断られるのはわずか 2.9％しかないということを示している。一般系の「積極交渉」が他

の業種より高い。 

 

図 5.2.3-1 ライセンス申入れの対応 
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( 2 )  仲介の必要性 

ライセンスの仲介の必要性があるかについて質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・自社内にそれに相当する機能があるから不要(社内機能あ

るから不要) 
36.6% 48.7% 62.4% 53.8% 52.0% 

・現在はレベルが低いので不要(低レベル仲介で不要) 1.9% 0.0% 1.4% 1.7% 1.5% 

・適切な仲介者がいれば使っても良い(適切な仲介者で検

討) 
44.2% 45.9% 27.5% 40.2% 38.5% 

・公的支援機関に仲介等を必要とする(公的仲介が必要) 17.3% 5.4% 8.7% 3.4% 7.6% 

・民間仲介業者に仲介等を必要とする(民間仲介が必要) 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.4% 

 

図 5.2.3-2 に仲介の必要性の内訳を示す。「社内機能あるから不要」が 52.0％を占め、

最も多い。アンケートの配布先は大手企業が大部分であったため、自社において知財管理、

技術移転機能が整備されている企業が 50％以上を占めることを意味している。 

次いで「適切な仲介者で検討」が 38.5％、「公的仲介が必要」が 7.6％、「民間仲介が必

要」が 0.4％となっている。これらを加えると仲介の必要を感じている企業は 46.5％に上

る。 

自前で知財管理や知財戦略を立てることができない中小企業や一部の大企業では、技術

移転・仲介者の存在が必要であると推測される。 

 

図 5.2.3-2 仲介の必要性 
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5.2.4 具体的事例 

(1 )  テーマ特許の供与実績 

技術テーマの分析の対象となった特許一覧表を掲載し(テーマ特許)、具体的にどの特許

の供与実績があるかについて質問を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・有る 12.8% 12.9% 13.6% 18.8% 15.7% 

・無い 72.3% 48.4% 39.4% 34.2% 44.1% 

・回答できない(回答不可) 14.9% 38.7% 47.0% 47.0% 40.2% 

 

図 5.2.4-1 に、テーマ特許の供与実績を示す。 

「有る」と回答した企業が 15.7％であった。「無い」と回答した企業が 44.1％あった。

「回答不可」と回答した企業が 40.2％とかなり多かった。これは個別案件ごとにアンケー

トを行ったためと思われる。ライセンス自体、企業秘密であり、他者に情報を漏洩しない

場合が多い。 

 

図 5.2.4-1 テーマ特許の供与実績 
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( 2 )  テーマ特許を適用した製品 

「特許流通支援チャート」に収蔵した特許（出願）を適用した製品の有無について質問

を行った。 

 

質問内容 一般系 化学系 機械系 電気系 全体 

・回答できない(回答不可) 27.9% 34.4% 44.3% 53.2% 44.6% 

・有る。 51.2% 43.8% 39.3% 37.1% 40.8% 

・無い。 20.9% 21.8% 16.4% 9.7% 14.6% 

 

図 5.2.4-2 に、テーマ特許を適用した製品の有無について結果を示す。 

「有る」が 40.8％、「回答不可」が 44.6％、「無い」が 14.6％であった。一般系と化学

系で「有る」と回答した企業が多かった。 

 

 

図 5.2.4-2 テーマ特許を適用した製品 
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5 . 3  ヒアリング調査 

アンケートによる調査において、5.2.2 の(2)項でライセンス実績に関する質問を行った。

その結果、回収数 306 件中 295 件の回答を得、そのうち「供与実績あり、今後も積極的な

供与活動を実施したい」という回答が全テーマ合計で 25.4％(延べ 75 出願人)あった。こ

れから重複を排除すると 43 出願人となった。 

この 43 出願人を候補として、ライセンスの実態に関するヒアリング調査を行うことと

した。ヒアリングの目的は技術移転が成功した理由をできるだけ明らかにすることにある。 

表 5.3 にヒアリング出願人の件数を示す。43 出願人のうちヒアリングに応じてくれた出

願人は 11 出願人(26.5％)であった。テーマ別且つ出願人別では延べ 15 出願人であった。

ヒアリングは平成 14 年２月中旬から下旬にかけて行った。 
 

表 5.3 ヒアリング出願人の件数 

ヒアリング候補 
出願人数 

ヒアリング 
出願人数 

ヒアリング 
テーマ出願人数 

４３ １１ １５ 

 

5.3.1 ヒアリング総括 

表 5.3 に示したようにヒアリングに応じてくれた出願人が 43 出願人中わずか 11 出願人

（25.6％）と非常に少なかったのは、ライセンス状況およびその経緯に関する情報は企業

秘密に属し、通常は外部に公表しないためであろう。さらに、11 出願人に対するヒアリン

グ結果も、具体的なライセンス料やロイヤリティーなど核心部分については充分な回答を

もらうことができなかった。 

このため、今回のヒアリング調査は、対象母数が少なく、その結果も特許流通および技

術移転プロセスについて全体の傾向をあらわすまでには至っておらず、いくつかのライセ

ンス実績の事例を紹介するに留まらざるを得なかった。 

 

5.3.2 ヒアリング結果 

表 5.3.2-1 にヒアリング結果を示す。 

技術移転のライセンサーはすべて大企業であった。 

ライセンシーは、大企業が８件、中小企業が３件、子会社が１件、海外が１件、不明が

２件であった。 

技術移転の形態は、ライセンサーからの「申し出」によるものと、ライセンシーからの「申

し入れ」によるものの２つに大別される。「申し出」が３件、「申し入れ」が７件、「不明」

が２件であった。 

「申し出」の理由は、３件とも事業移管や事業中止に伴いライセンサーが技術を使わな

くなったことによるものであった。このうち１件は、中小企業に対するライセンスであっ

た。この中小企業は保有技術の水準が高かったため、スムーズにライセンスが行われたと

のことであった。 

「ノウハウを伴わない」技術移転は３件で、「ノウハウを伴う」技術移転は４件であった。 

「ノウハウを伴わない」場合のライセンシーは、３件のうち１件は海外の会社、１件が中

小企業、残り１件が同業種の大企業であった。 



274 

大手同士の技術移転だと、技術水準が似通っている場合が多いこと、特許性の評価やノ

ウハウの要・不要、ライセンス料やロイヤリティー額の決定などについて経験に基づき判

断できるため、スムーズに話が進むという意見があった。 

中小企業への移転は、ライセンサーもライセンシーも同業種で技術水準も似通っていた

ため、ノウハウの供与の必要はなかった。中小企業と技術移転を行う場合、ノウハウ供与

を伴う必要があることが、交渉の障害となるケースが多いとの意見があった。 

「ノウハウを伴う」場合の４件のライセンサーはすべて大企業であった。ライセンシー

は大企業が１件、中小企業が１件、不明が２件であった。 

「ノウハウを伴う」ことについて、ライセンサーは、時間や人員が避けないという理由

で難色を示すところが多い。このため、中小企業に技術移転を行う場合は、ライセンシー

側の技術水準を重視すると回答したところが多かった。 

ロイヤリティーは、イニシャルとランニングに分かれる。イニシャルだけの場合は４件、

ランニングだけの場合は６件、双方とも含んでいる場合は４件であった。ロイヤリティー

の形態は、双方の企業の合意に基づき決定されるため、技術移転の内容によりケースバイ

ケースであると回答した企業がほとんどであった。 

中小企業へ技術移転を行う場合には、イニシャルロイヤリティーを低く抑えており、ラ

ンニングロイヤリティーとセットしている。 

ランニングロイヤリティーのみと回答した６件の企業であっても、「ノウハウを伴う」

技術移転の場合にはイニシャルロイヤリティーを必ず要求するとすべての企業が回答して

いる。中小企業への技術移転を行う際に、このイニシャルロイヤリティーの額をどうする

か折り合いがつかず、不成功になった経験を持っていた。 

 

表 5.3.2-1 ヒアリング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 注)  

ヒアリングの結果に関する個別のお問い合わせについては、回答をいただいた企業との

お約束があるため、応じることはできません。予めご了承ください。 

導入企業 移転の申入れ ノウハウ込み イニシャル ランニング
― ライセンシー ○ 普通 ―
― ― ○ 普通 ―

中小 ライセンシー × 低 普通
海外 ライセンシー × 普通 ―
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ライセンシー ― ― 普通
大手 ― ― ― 普通
中小 ライセンサー ― ― 普通
大手 ― ― 普通 低
大手 ― ○ 普通 普通
大手 ライセンサー ― 普通 ―
子会社 ライセンサー ― ― ―
中小 ― ○ 低 高
大手 ライセンシー × ― 普通

　* 特許技術提供企業はすべて大手企業である。
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

偽
造 

改
ざ
ん 

破壊:回路 実登 2536360 

91.5.31 

B42D15/10,551 

島村 力 

ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶ-ﾄﾞの不正使用防止装置 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ IC を設置するための凹部の周りに保護壁

および保護壁の内側に爪が設置された電子ﾀｸﾞ構成部
品 

媒
体
正
否 

識別:模様 特開 2000-163626 

98.11.25 

G07D7/00 

財務省印刷局長 

印刷物及びその真偽判別方法並びにその真偽判別装
置 

ﾏｲｸﾛ波を反射させるｲﾝｸでﾊﾟﾀｰﾝを形成し､その反射
波から印刷物の真偽判定する 

成形:ｲﾝｻｰﾄ:保護部材 特登 3016473 

96.5.30 

B29C45/14 

ﾘﾋｬﾙﾄ ﾍﾙﾌﾞｽﾄ（ﾄﾞｲﾂ） 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸから物品を製造する方法､及びこの方法で使
用される半製品 

物品の少なくとも 2 つの側面を形成するﾌｨﾙﾑがﾌﾟﾗ
ｽﾁｯｸ射出成形用金属のｷｬﾋﾞﾃｨの表面に挿入され､次
に､残りのｷｬﾋﾞﾃｨにﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料が充填されるものに
おいて､挿入前にﾌｨﾙﾑが互いに結合されて､一緒にｷｬ
ﾋﾞﾃｨ内に挿入される 

剛
性
、
耐
性 

封入:可撓性ﾗﾍﾞﾙ:衣料 実登 3071033 

00.2.15 

D06F93/00 

ｼﾞｪｲﾃｨｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞ用 ID ﾀｸﾞおよびｸﾘ-ﾆﾝｸﾞ品 
可撓性ﾌｨﾙﾑにｱﾝﾃﾅを印刷形成してなり､このｱﾝﾃﾅを

介して ID 情報を通信する電子回路ﾁｯﾌﾟを可撓性ﾌｨﾙﾑ
に搭載して成る ID ﾗﾍﾞﾙ体と､可撓性を有し ID ﾗﾍﾞﾙ体
を両面から挟み込んでその周縁部が融着されて ID ﾗ
ﾍﾞﾙ体を液密に封入する上下一対のﾌｯｿ樹脂ﾌｨﾙﾑを具
備したｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用 ID ﾀｸﾞ 

支持体 特登 2702012 

91.10.9 

B42D15/10,521 

ｹﾞ- ｱ- ｵ- ﾌｭ-ﾙ ｱｳﾄﾏﾂｲｵ

-ﾝ ｳﾝﾄ ｵﾙｶﾞﾆｻﾞﾂｲｵ-ﾝ 

（ﾄﾞｲﾂ) 

IC ﾁｯﾌﾟ用支持体 
IC ﾁｯﾌﾟと支持層と導電体を囲み､支持層に平行な平

面と実質的に均一な厚さを有し､突出部のない固体構
造としての支持体を形成し､IC ﾁｯﾌﾟと支持層及び導電
体を保護し､硬化樹脂体から成るﾓｰﾙﾄﾞ部を備える｡ 

Ｉ
Ｃ
飛
出
し 凹部:突起 実登 3063368 

99.4.26 

G06K19/07 

東燃化学 

電子ﾀｸﾞ構成部品 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ IC を設置するための凹部の周りに保護壁

および保護壁の内側に爪が設置された電子ﾀｸﾞ構成部
品 

封止:樹脂 特登 2829494 

94.11.21 

B42D15/10,521 

新光ﾈ-ﾑﾌﾟﾚ-ﾄ 

ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
電子部品を合成樹脂により封止して､表面を樹脂ｼｰ

ﾄ部材で被覆する 

配置:中央部 特登 3085902 

96.3.29 

G06K19/07 

ﾘｽﾞﾑ時計工業 

ｺﾝﾀｸﾄﾚｽﾓｼﾞｭ-ﾙ 
ｺｲﾙの内周端部をｺｲﾙの内部空間に配置した IC 基板

に接続すると共にｺｲﾙの外周端部をｼｰﾄとｺｲﾙとの間に
位置させてｺｲﾙの内部空間に引き出して IC 基板に接
続し､ｺｲﾙの内部空間を封止樹脂で充填した 

部
品
破
壊 

保護部材 特登 3145081 

99.2.19 

G06K19/07 

ﾏ-ｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

非接触ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの製造方法 
IC ﾁｯﾌﾟの裏面に､封止樹脂膜または金属薄板若しく

は樹脂薄板からなる裏面保護層が形成された 

被覆:ﾎﾞﾃｨﾝｸﾞ材 特登 2857601 

95.6.14 

G06K19/07 

横河電機 

防爆型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
ｱﾝﾃﾅの反対側のﾌﾟﾘﾝﾄ板面に変調用および復調用の

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを配置し､この変調用及び復調用のﾀﾞｲｵｰﾄﾞを
ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ材で覆うように構成した防爆型ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ 

カ
ー
ド
実
装 

耐
水
・
磨
耗 

融着:凹凸 実登 2584117 

92.11.12 

B42D15/10,521 

共同印刷 

ID ｶ-ﾄﾞ 
表基材と裏基材との接合面に IC ﾓｼﾞｭｰﾙを収納する

環状凹部を設けｶｰﾄﾞ外周縁近傍を囲僥して互いに係
合する凹凸部を設け､ﾓｼﾞｭｰﾙの素子部および環状凹部
に沿うように巻回されたｺｲﾙ部を環状凹部に収納する
とともに､表基材と裏基材とを凹凸部で接合した ID ｶ
ｰﾄﾞ 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 

資料６. 特許番号一覧 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

被覆:ｶﾞﾗｽ 実登 3065559 

99.7.8 

G06K19/077 

飾一 

ｶﾞﾗｽｺ-ﾃｨﾝｸﾞｶ-ﾄﾞ 
表面にｶﾞﾗｽ化に必要な触媒としてﾎｳｿｲｵﾝおよびﾊﾛ

ｹﾞﾝｲｵﾝを含み､ｱﾙｺｰﾙに溶融した加水分解可能な有機
金属化合物の単一組成又は複合組成の液剤を用いて
常温ｶﾞﾗｽｺｰﾃｨﾝｸﾞ層を形成した紙製ｶｰﾄﾞ材を少なくと
も 2 枚以上積層するとともに､積層された紙製ｶｰﾄﾞ材
の間に IC ﾁｯﾌﾟを実装してなるｶﾞﾗｽｺｰﾃｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ 

耐
水
・
磨
耗 

被覆:ｶﾞﾗｽ 実登 3066278 

99.8.2 

G06K19/077 

飾一 

ｺ-ﾃｨﾝｸﾞｶ-ﾄﾞ 
表面にｶﾞﾗｽ化に必要な触媒としてﾎｳｿｲｵﾝ及びﾊﾛｹﾞﾝ

ｲｵﾝを含み､ｱﾙｺｰﾙに溶融した加水分解可能な有機金属
化合物の単一組成または複合組成の液剤を用いて常
温ｶﾞﾗｽｺｰﾃｨﾝｸﾞ層を形成した紙製ｶｰﾄﾞ材を少なくとも
2 枚以上積層するとともに､積層された紙製ｶｰﾄﾞ材の
間に IC ﾁｯﾌﾟを実装してなるｶﾞﾗｽｺｰﾃｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ 

耐
環
境 

基材:生分解 実登 3075400 

00.8.3 

B42D15/10,521 

昌栄印刷 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
基板は生分解可能な材料で形成され､ｱﾝﾃﾅは腐食可

能な金属材で形成されている｡ｶｰﾄﾞを構成する全ての
素材が生分解性を有するので､廃棄しても時間の経過
と共に分解して自然に還元する 

ｶｰﾄﾞ:模様 特登 2623235 

95.3.8 

B42D15/10,521 

ｵ-ﾃｯｸ電子 

非接触 ID ｶ-ﾄﾞ 
中空ｺｲﾙ導体の中空部周辺をｺｲﾙ導体の厚さより薄

くする溝を外周部に形成することにより見てくれを
よくする 

外
観
向
上 

表面ｼｰﾄ:剥離紙 特登 2912902 

98.3.17 

B42D15/10,521 

ﾀｯｸ工芸 

表装手段付き IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞの表裏両面又は片面に接着剤又は粘着材を

塗着し､接着剤又は粘着材からなる表装手段を剥離紙
で覆った状態で販売又は頒布する｡剥離紙を剥がし､
好みに応じた絵や写真その他の宣伝文等の表装具を
IC ｶｰﾄﾞに貼付して使用できる 

表面ｼｰﾄ:艶消し 特登 3058835 

96.12.25 

G06K19/077 

ﾅﾋﾞﾀｽ 

ｶ-ﾄﾞ製品 
IC ﾁｯﾌﾟの埋め込みに伴い基板の肉厚が局部的に薄

くなる側の外側面に､ABS 樹脂がﾍﾞｰｽ材料とされ､これ
にﾀﾙｸが添加物として混入されて表面がつや消しの状
態とされ､かつ全体が柔らかいﾏｯﾄ状のﾌｨﾙﾑを被覆し
た 

熱加圧溶融:接着層 特登 3038178 

98.2.27 

G06K19/077 

ﾅﾋﾞﾀｽ 

ｶ-ﾄﾞ状のﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの製造装置 
電気回路側の面が､ﾎｯﾄﾒﾙﾄﾀｲﾌﾟの接着剤層で覆われ

ており､電気回路側と反対側の面がｶﾊﾞｰｼｰﾄで被覆さ
れている 

凹部:ｶﾊﾞｰ 特開 2000-331138 

99.5.21 

G06K19/07 

新光電気工業 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ及びｺｱｼ-ﾄ 
樹脂材からなり､貫通穴を有するｺｱｼｰﾄと､ｺｱｼｰﾄの

一方の面に形成され､両端子部が貫通穴内に位置する
平面ｺｲﾙと､ｺｱｼｰﾄに他方の面側から貫通穴に､電極端
子形成面が平面ｺｲﾙ側に向くように収容され､電極端
子が平面ｺｲﾙの両端子部と電気的に接続された半導体
素子と､樹脂材からなり､半導体素子が貫通穴内に収
容されたｺｱｼｰﾄの両方の面をそれぞれ覆うｵｰﾊﾞｰｼｰﾄと
を具備する 

カ
ー
ド
実
装 

表
面
平
滑 

封止:発砲性樹脂 特開 2000-99680 

99.9.8 

G06K19/077 

ｸﾝﾂ（ｵｰｽﾄﾘｱ） 

無接点型ﾁｯﾌﾟｶ-ﾄﾞを製造する方法 
無接点型ﾁｯﾌﾟｶｰﾄﾞ製造するためにﾁｯﾌﾟﾓｼﾞｭｰﾙおよ

びｱﾝﾃﾅｺｲﾙを受容するためのﾘｾｽを有する内層と内層
の両側の被覆層とで構成される層構造が加圧および
加熱下で薄層化される｡空洞の形成およびその結果と
して被覆層の印刷中に発生するｴﾗｰを防止するため､ﾘ
ｾｽには薄層化の過程で発泡する発泡性のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料
が組み込まれる 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

表
面
平
滑 

面一:ﾀﾞﾐｰﾊﾟﾀﾝ 実登 2531242 

90.5.22 

B42D15/10,521 

ﾃｨｰﾃﾞｨｰｹｲ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
表面の導電ﾊﾟﾀｰﾝを形成していない部分に､導電ﾊﾟﾀ

ｰﾝと同じ厚みを有するﾀﾞﾐｰﾊﾟﾀｰﾝを形成し､ﾀﾞﾐｰﾊﾟﾀｰﾝ
によって化粧ｼｰﾄを支持することにより化粧ｼｰﾄの凹
凸を小とする 

接
続
強
化 

接続:ﾌﾞﾘｯｼﾞ部材 特開 2000-48158 

99.7.2 

G06K19/07 

ﾄﾞ ﾗ ﾙ ｶﾙﾃ ｴ ｼｽﾃﾑ SAS 

（ﾌﾗﾝｽ） 

ｱﾝﾃﾅを含むﾏｲｸﾛ回路ｶ-ﾄﾞ及びその製法 
ｱﾝﾃﾅが設置される支持体のｿﾞｰﾝに形成された側方

延長部を有する凹凸部にﾏｲｸﾛ回路を取り付ける。凹部
とその延長部に絶縁材を充填すると共に､延長部内に
延設された 1 本の導電ﾄﾗｯｸを含む複数の導電ﾄﾗｯｸを
介して､ｱﾝﾃﾅとﾏｲｸﾛ回路を接続する 

製
造
性 

成形:ｲﾝｻｰﾄ:注入口 特登 2918197 

96.5.30 

B29C45/14 

ﾘﾋｬﾙﾄ ﾍﾙﾌﾞｽﾄ（ﾄﾞｲﾂ） 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸから物品を製造する方法､及びこの方法で使
用される半製品 

平らな表面範囲に注ぐ通路を介してﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料が
射出され､射出の間は通路を開放し､射出終了後に再
び閉鎖するように､移動可能に構成されている 

工
程
短
縮 

凹部:封止 特開平 11-195096 

98.10.7 

G06K19/07 

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

非接触電子ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
ｶｰﾄﾞ支持体が､構造形成面上に凹凸を有し､この凹

凸の壁部および底部に捲線のﾄﾗｯｸが存在し､このﾄﾗｯｸ
は構造形成面上にも形成され､凹部捲線の端部を収納
し､凹部は集積回路を収容すると共にﾎﾟﾘﾏｰ化された
保護樹脂が充填され､絶縁体材料の膜が造形成面を覆
う 

品
質
向
上 

位置決め:ﾊﾟｲﾛｯﾄ穴 特開平 8-52968 

95.2.14 

B42D15/10,521 

ｼﾞｪﾑﾌﾟﾘｭｽ（ﾌﾗﾝｽ） 

非接触ｶ-ﾄﾞの製造方法および非接触ｶ-ﾄﾞ 
美観に優れたｶｰﾄﾞを低ｺｽﾄで設置精度の低下を極限

する｡ｶｰﾄﾞ本体の層をｱﾝﾃﾅの上部で雌型成形し､ｶｰﾄﾞ
本体に空洞を形成してｱﾝﾃﾅのｺﾝﾀｸﾄ端子を露出させる
工程と､続いてｶｰﾄﾞ本体の空洞に電子ﾓｼﾞｭｰﾙを設置す
る工程とを含む 

コ
ス
ト
低

減 

基材:ﾎﾟﾘﾏ肉厚ﾌｨﾙﾑ 特登 2633441 

92.6.15 

B42D15/10,521 

ｴｲ ﾃｨ ｱﾝﾄﾞ ﾃｨ（米国） 

個人用ﾃﾞ-ﾀｶ-ﾄﾞとその製造方法 
FR-4 やﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾚﾝｼﾞの代わりに､ﾎﾟﾘﾏ肉厚ﾌｨﾙﾑ回路

を用いた､より低価格の信頼性の高い無接点型個人用
ﾃﾞｰﾀｶｰﾄﾞとその製造方法 

作
成 

包装:保護部材:電磁遮蔽 特登 2843804 

97.5.26 

G06K19/077 

ｴﾇ ﾃｨ ﾃｨ ﾃﾚｶ 

IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ 
ｶｰﾄﾞ本体の両面を含む全体を保護部材でﾗｯﾋﾟﾝｸﾞす

るとともに一方の面の保護部材にﾙｰﾌﾟ状ｺｲﾙの一部を
覆うように第 1 の電磁ｼｰﾙﾄﾞを施し､他方の面の保護
部材にﾙｰﾌﾟ状ｺｲﾙの残り部を覆うように第 2 の電磁ｼｰ
ﾙﾄﾞを施す 

部
品
配
置 

取付:ねじ 特登 2946038 

98.4.21 

G06K19/07 

新生化学工業 

ﾋﾟｲﾋﾟｲﾋﾟｲﾃﾞｻﾞｲﾝ 

構造体 
非接触ﾀｸﾞは円板形状を有し､その側壁にはねじ山

が形成され､取付け穴の内面は対応する円板形状を有
し､その側壁にねじ山が契合するねじ溝が形成され､
非接触ﾀｸﾞは取付け穴に着脱自在にかん入され､非接
触ﾀｸﾞの上面には､これを回転させるための用いる溝
又は開口が複数形成されており､非接触ﾀｸﾞが取付け
穴に取り付けられた後､溝又は開口を覆う銘盤をさら
に備えた 

部
品
配
置 

基材:ﾏｲｶﾌｨﾙﾑ 特開 2001-43336 

99.7.29 

G06K19/07 

ｿﾆ-ｹﾐｶﾙ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞに､ﾏｲｶﾌｨﾙﾑとその両面に形成された電極か

らなるﾏｲｶｺﾝﾃﾞﾝｻｰを設け､ｱﾝﾃﾅｺｲﾙおよび IC ﾁｯﾌﾟの実
装基板としてﾏｲｶﾌｨﾙﾑを使用する｡ 

カ
ー
ド
実
装 

構
造 

2 つ折り 特開平 8-267974 

95.3.31 

B42D15/10,521 

東海理化電機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞは､2 つ折りになった場合には､片部の制御

部は､片部の送受信手段及び通信制御部と､ｺﾝﾀｸﾄ及
び､送受信用ｺﾝﾀｸﾄを介して接続される 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

収納:携帯電話 特登 2917658 

92.4.6 

H04B1/38 

日本電気 

携帯無線機の IC ｶ-ﾄﾞ装着方法および装着機構 
携帯電話に実装するためのﾛｯｸ機構とﾘﾘｰｽﾊﾞﾈ機構

を持つ 

収納:ｽﾛｯﾄ:折畳 特登 2723059 

94.10.31 

G06K19/077 

日本電気 

折り畳み式ﾃﾞ-ﾀ通信装置 
装置本体の表面に､ｽﾛｯﾄ挿入部を装置に回動させて

折り畳んだときに､ｽﾛｯﾄ挿入部が嵌合する収納部を設
けた 

ｹｰｽ:付勢 実登 2501182 

91.11.5 

G06K19/00 

ﾀﾞｲﾌｸ 

無線通信式記憶媒体の保持具 
収納部の開口の存在側とは反対側に位置して､記憶

媒体の収納部への挿脱を許容する状態で記憶媒体を
開口側に押圧する付勢手段が設けられている 

ｹｰｽ:収納 実登 2598460 

93.11.16 

G06K19/07 

美和ﾛｯｸ 

ｷ-収納用非接触ｱｸｾｽｶ-ﾄﾞの構造 
ｶｰﾄﾞ本体は厚さ方向に 2 分割された一対のｹｰｽで構

成され､ｱﾝﾃﾅ線がｶｰﾄﾞ本体の周縁に沿って内部に設け
られ､ｶｰﾄﾞ本体板面の中央部に保持手段を介して旋解
錠装置に対して機械的動作にて旋解錠を行うｽﾍﾟｱｷｰ
を着脱自在に保持させるｷｰ収納用ｶｰﾄﾞ構造 

 

収
納 

収納:ﾊﾞｲﾝﾀﾞ 実登 3026430 

95.12.28 

B42F13/06 

ｱｻﾋ電子研究所 

ﾌｧｲﾙ等の個別検索管理装置に用いられる用紙収納ﾌｧｲ
ﾙ 

相互が検索可能に区別され､見開き自在な左右一対
のｶﾊﾞｰ面を有し､見開き時はﾘﾝｸﾞﾌｧｲﾙ機能を有し､閉
じた際にはﾌﾗｯﾄﾌｧｲﾙ機能を有する用紙収納ﾌｧｲﾙで､検
索子機は用紙収納ﾌｧｲﾙ本体に設けられた検索子機収
納部に着脱自在に収容されている 

 

妨
害
波 

ｹｰｽ:導電部材 特登 2983984 

99.1.14 

G06K19/00 

ｶｽﾐｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞのための介装用保持ｹ-ｽ 
ｹｰｽ本体の水平板部の内側面との間に非接触型 IC ｶ

ｰﾄﾞを収納してｹｰｽ本体に対して出入を自在に差し込
まれる板とで形成した 

 

取付:流体容器 特登 2990461 

91.10.24 

B65D25/20 

ｲﾝﾁｹ-ﾌﾟﾏ-ｹﾃｨﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 

流体容器 
流体容器本体に有するｽｶｰﾄに開口部を形成し､外部

より無線手段により情報の読出しが可能なﾃﾞｰﾀ記憶
担体を内部に収納して電波が通過可能なﾃﾞｰﾀ記憶担
体収納部材をｽｶｰﾄの開口部に取り付けた流体容器 

 

取付:記録媒体ｹｰｽ 実登 3075988 

00.8.30 

A63F1/02 

電興社 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞと発光機能を持つﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾚ-ﾃﾞｨﾝｸﾞｶ-
ﾄﾞ 

CD または DVD 等のﾃﾞｼﾞﾀﾙ記憶媒体を収納するﾎﾙﾀﾞ
であり､ﾎﾙﾀﾞに非接触 IC ｶｰﾄﾞ機能を持たせたﾕﾆｰｸな
ID ｺｰﾄﾞにより管理するﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶｰﾄﾞ 

 

カ
ー
ド
実
装 

応
用 

腕時計 実登 3064358 

99.5.28 

G06K19/00 

新生化学工業 

情報記憶媒体の携帯具 
ﾀｸﾞは腕時計の時刻表示面を覆う透明ｶﾊﾞｰに対して

その表面側から止着されるとともに､その止着位置は
時刻表示手段による表示時刻が認識可能となる位置
に設定されている 

 

書
込
・
読
取 

プ
ラ
イ
バ
シ 

ﾒﾓﾘ:監視:同調回路 特登 3126758 

91.9.3 

G06K19/07 

ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

情報担体と読取･書込ﾕﾆｯﾄを具えた情報交換用ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾓﾘ内に記憶されるべきﾃﾞｰﾀは監視される｡この監

視は切換ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを通してﾒﾓﾘの入出力端子へ接続さ
れた同調回路によって達成される｡ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのﾍﾞｰｽ上
の論理｢高｣により同調回路が短絡されもはや共振し
ない｡この同調回路の共振するかしないかが検出器に
より検出されﾌﾟﾛｾｯｻへ伝達される 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

判別:ｺﾏﾝﾄﾞ:書込/読取 特登 3003043 

90.4.18 

G07B15/00 

横河電機 

携帯可能記憶媒体装置 
ﾒﾓﾘへのﾃﾞｰﾀ書込みｺﾏﾝﾄﾞであるか料金処理ｺﾏﾝﾄﾞで

あるかを解読する手段と､ﾃﾞｰﾀ書込みｺﾏﾝﾄﾞであるこ
とを示す場合､ｺﾏﾝﾄﾞに続くﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘに書き込むﾃﾞｰﾀ
書込手段と､料金処理ｺﾏﾝﾄﾞであることを示す場合､ﾒﾓ
ﾘに書込まれているﾃﾞｰﾀを読出すﾃﾞｰﾀ読出手段と､ﾒﾓﾘ
に書き込まれたﾃﾞｰﾀを表示する表示手段とを備えた 

切換:高電圧:ﾒﾓﾘ 特登 2119653 

91.2.14 

G06K19/07 

高圧ｶﾞｽ工業 

日本ｴﾙｴｽｱｲｶ-ﾄﾞ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
整流回路とﾒﾓﾘとの間に設けられ､直流 12 ﾎﾞﾙﾄのﾒﾓ

ﾘへの供給､停止を行うｽｲｯﾁ回路と､切換指令回路の判
定を行ってｽｲｯﾁ回路に開閉を指令する論理回路を備
える 

読取:選択:ｱﾄﾞﾚｽ 特登 2612797 

92.7.29 

H04B1/59 

ﾊﾞｲｵ ﾒﾃﾞｨｯｸ ﾃﾞ-ﾀ ｼｽﾃﾑ

ｽﾞ（米国） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ応答器 
第 1の通信信号を受信しかつ第1の通信信号に応答

して第 2 の通信信号を送信する送信ｱﾝﾃﾅ手段を備え、
第 1 および第 2 の各通信信号はﾃﾞｰﾀと指示を含み、更
に、複数のﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽを有し、応答器により受信される
ﾃﾞｰﾀを記憶する再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾒﾓﾘ手段と、第 1 の通信
信号に応答して第 2 の通信信号を形成する情報発生
手段とを備え、情報発生手段は第 1 の通信手段に応答
して再ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾒﾓﾘのｱﾄﾞﾚｽを選択的にｱﾄﾞﾚｽ処理す
るとともに第 1 の通信信号に応答して選択的にｱﾄﾞﾚｽ
処理されたﾒﾓﾘｱﾄﾞﾚｽに動作を行うﾒﾓﾘｲﾝﾀ 

書
込
・
読
取 

メ
モ
リ
制
御 

分離:記憶部:関連ﾃﾞｰﾀ 特登 2812923 

96.10.11 

G06K19/07 

日本電気ﾃﾚｺﾑｼｽﾃﾑ 

非接触ｶ-ﾄﾞ及びその保持情報の格納方式 
複数の記憶領域を備え､記憶領域管理領域にはｻｰﾋﾞ

ｽに対応した 2 つ以上の記憶領域を連結して使用する
管理情報を保持する 

不
正
使

用 

回路:ﾛｯｸ 特登 2761169 

93.6.22 

G06K19/07 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
IC ｶｰﾄﾞを抜くと以後､正常に動作をさせない 
 

真
偽
判
定 

比較照合:波形 特登 2922474 

96.12.2 

G06K19/06 

ｺﾞ-ﾃﾞｨｱﾝ ﾎ-ﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 

（米国） 

物の真正を証明するﾀ-ｹﾞｯﾄおよびそのｼｽﾃﾑ 
薄双極子が無線周波数ｴﾈﾙｷﾞｰによって照射される

とき､ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄに関連した複合無線周波数波形を発生
する 

本
人
照

合 

比較照合:情報 特登 2597044 

90.10.16 

G06K19/10 

ｼｬｰﾌﾟ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾒﾓﾘは､外部機器がﾗﾝﾀﾞﾑに発信する複数の乱数ｺｰﾄﾞ

に対応する各識別ｺｰﾄﾞを記憶している 
 

顔
・
指
紋 

比較照合:指紋 特登 2967764 

97.6.30 

G06K19/07 

日本電気 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞおよびそれを用いたﾛｸﾞｲﾝ方法 
非接触 IC ｶｰﾄﾞに使用者の指紋を照合する指紋照合

ｷｯﾄﾞを付加してなるｶｰﾄﾞ 
 

比較照合:波形 特登 3006734 

92.2.14 

G11B11/03 

共同印刷 

個別情報の記録･読取り方法およびこの方法に使用さ
れる記録媒体 

基材に金属薄膜層を設け､この層の一部を除去しﾏｲ
ｸﾛ波を照射し反射波で個別情報を読取る 

媒
体
正
否 

通知:音声 特登 2555929 

93.5.13 

G06K19/07 

日本電気 

発話機能付非接触型 ID ｶ-ﾄﾞ 
ｶｰﾄﾞに音声合成回路とｽﾋﾟｰｶを持ち､ｹﾞｰﾄがなくて

も不正のﾁｪｯｸを行う 
 

回
路
・
機
能 

プ
ラ
イ
バ
シ 

比較照合:暗号ｷｰ 実登 3071327 

00.2.28 

G06K19/073 

船井電機 

船井電機研究所 

ｶ-ﾄﾞ型ﾃﾞﾊﾞｲｽ､及び､販売促進用広告ｼｽﾃﾑ 
ﾏｲｺﾝは受信部によって受信された信号に所定の鍵

情報が含まれる場合にのみ､ｽｲｯﾁを ON に切換えて､記
憶装置へのｱｸｾｽを可能にする 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

単
一
識
別 

通知:使用期限 特登 2705661 

95.9.6 

G06K19/07 

日本電気 

ｶ-ﾄﾞおよびそれを用いたｶ-ﾄﾞ式通行監視ｼｽﾃﾑ 
使用期限情報が記録される記憶手段と､計時手段､

報知を行う報知手段､記憶手段より読み出された使用
期限情報､計時手段で計時された現在の計時情報とが
所定の関係となったときに報知手段を駆動する制御
手段とを含む 

分
類 

識別:応答:時間 特登 3072339 

92.3.18 

G06K19/07 

富士通 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑにおける ID の識別方式および IC
ｶ-ﾄﾞ 

制御手段とは､外部装置から一斉呼出信号を受信手
段において受信したときに､乱時間発生手段を起動し
て乱時間を計数し､乱時間が経過した後に送信手段を
通じて一斉呼出の応答 ID 信号を外部装置に送信する 

IF:通信機器 特登 3180086 

98.8.31 

G06K19/07 

伊藤忠商事 

ｼ-ﾒﾁﾃﾞｨｱ 

携帯通信装置､情報伝達ｼｽﾃﾑ及び方法､携帯通信装置
で利用可能な非接触 IC ﾒﾃﾞｨｱ 

非接触 IC ﾒﾃﾞｨｱをｺｲﾝ状に成形し､これを携帯電話
無線に交換自在に担持させる｡携帯電話無線機には､ﾒ
ﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞと､ｱﾝﾃﾅを含む無線送受信回路と､この無線
送受信回路を通じてﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞ内の非接触 IC ﾒﾃﾞｨｱと
外部非接触 IC ﾒﾃﾞｨｱの記録領域に対するﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ情報
読出制御および書込制御を行う制御回路とを設ける 

多
機
能
化 

IF:通信機器 実登 3064207 

99.5.24 

G06K19/07 

大沢 敏雄 

携帯電話一体型の改札用携帯装置 
携帯電話本体は携帯電話として機能し､それに搭載

された IC ﾁｯﾌﾟは改札口で通過可能な情報が記録され
た記憶部と､記憶情報を発信可能な発信部を備え､汎
用乗車券として機能する非接触型 IC ﾁｯﾌﾟである 

表
示 

表示:情報 実登 3052800 

98.3.31 

G06K19/07 

山岡 敬章 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾊﾟｯｹｰｼﾞの表面に表示器と太陽電池を設け､内部の

回路部のﾒﾓﾘのﾃﾞｰﾀを表示器に表示する｡また太陽電
池より回路部及び表示器に電源電圧を供給する 

部
品
交

換 

通知:残容量 特登 2600601 

93.12.28 

H04B7/26 

日本電気 

IC ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞﾓﾃﾞﾑにおける情報表示方式 
電池残容量度数が端末へｲﾝﾀﾌｪｰｽを介して送られ､

端末において各ﾃﾞｰﾀの送信時間､電池利用度数､転送
可否を算出､判断しﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示する 

検出:持出 特登 2666047 

95.2.14 

G08B15/00 

ｵ-ﾃｯｸ電子 

重要物持ち出し未然防止ｼｽﾃﾑ 
重要物持ち出し未然防止ｼｽﾃﾑ 
 

盗
難 検出:持出 特登 2666048 

95.2.14 

G08B15/00 

ｵ-ﾃｯｸ電子 

重要物持ち出し未然防止ｼｽﾃﾑ 
重要物持ち出し未然防止ｼｽﾃﾑ 
 

取付:流体容器 実登 3027988 

96.2.15 

B65D25/20 

中央産業 

ﾏｲｸﾛ ﾄ-ｸ ｼｽﾃﾑｽﾞ 

ﾄﾞﾗﾑ缶及びその管理装置 
ﾄﾞﾗﾑ缶に書き込む識別番号を表す信号とそこから

読取られた識別番号を表す信号とを外部と交信するﾄ
ﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞ装置をﾄﾞﾗﾑ缶に装着する 

 識
別 

遊戯:景品 実登 3028702 

96.3.4 

A63F7/02,355 

第一精密 

遊技場用景品 
ﾎﾙﾀﾞ本体にはﾘｰﾀﾞﾗｲﾀにより読書き可能な記憶素子

を備え､この記憶素子に記憶されたﾃﾞｰﾀの読取により
景品の新古状態等の識別ができる遊技場用景品 

回
路
・
機
能 

案
内 

通知:音声 特登 3165601 

94.11.29 

G07G1/00,311 

ｼｬｰﾌﾟ 

商品判別ｼｽﾃﾑ 
電力受信回路によって電力が供給され､発振回路

と､ｺｰﾄﾞの出力を合成回路によって合成し､ｽﾋﾟｰｶｰよ
り音声を発生させる 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

耐
水
・ 

磨
耗 

光通信 特登 2797207 

89.11.30 

B42D15/10,521 

日本電気ﾎ-ﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

IC ﾒﾓﾘ-ｶ-ﾄﾞ 
外部接続を光信号を介して行う IC ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ 
 

省
電
力
化 

給電:受光時 特登 2013648 

89.8.29 

G06K19/07 

日工 

日工電子工業 

 

光 ID ｾﾝｻ 
情報読取り装置の光信号を受信した時のみ投光素

子発光回路を駆動して所定時間のみ投光素子から光
信号を送信することができ､電力消費を押さえる 

 

部
品
配

置 

光通信:配置:受光素子 特登 2698677 

90.1.18 

G06K19/07 

ｼｬｰﾌﾟ 

IC ｶ-ﾄﾞ及び電子機器 
光変調素子の受光領域の内部に受光素子を設けた 
 

表
示 

表示:液晶:ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 特登 2774583 

89.7.5 

G07F7/08 

ﾀﾞｲｺｸ電機 

IC ｶ-ﾄﾞを利用したﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙの表示内容を光学的に読み取る

ﾃﾞｰﾀ読み取り手段 
 

不
要
信
号 

受光素子:発光素子:同方向 実登 2574417 

89.8.28 

B42D15/10,521 

ｼｬｰﾌﾟ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
発光素子と受光素子を備え､制御部は受光素子が受

光した光信号が正規の信号であるか否かを判定する
ようになっており､発光素子はﾒﾓﾘに格納された遠隔
制御情報に従って光信号が正規の信号である場合遠
隔制御するための光信号を出力し､受光素子は､その
方向が発光素子の方向と同方向になるように配置さ
れた IC ｶｰﾄﾞ 

雑
音 

入力ｷｰ:ﾀｯﾁｾﾝｻ 実登 2124847 

89.8.28 

G06K19/00 

ｼｬｰﾌﾟ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
制御部の制御の下に外部機器をﾏﾆｭｱﾙ遠隔制御する

際における遠隔制御開始及び遠隔制御内容を指示す
るｽｲｯﾁであって､指の導電性による両電極間の抵抗変
化を利用したﾀｯﾁｾﾝｻでなる遠隔制御指示ｽｲｯﾁを備え
た IC ｶｰﾄﾞ 

変
復
調 

変調:弾性表面波 特登 2695664 

89.8.17 

B42D15/10,501 

三菱重工業 

山之内 和彦 

 

ID ｶ-ﾄﾞ 
圧電基板上に弾性表面波を励振させる励振電極を

設けた弾性表面波励振型変調器をｶｰﾄﾞに持つ 
 

光
学 

電
子
錠 

ﾒﾓﾘ:錠ｺｰﾄﾞ 特登 2777478 

90.11.30 

G06K19/00 

ｱﾙﾌｧ 

ｺ-ﾄﾞ符号記憶用電子部品及び電子部品のｺ-ﾄﾞ符号記
憶方法 

複数の端子からｺｰﾄﾞ符号の書込みと読出しが可能
な電子錠用基板 

 

デ
ー
タ
保
護 

通信:時分割多重:周波数分

割多重 

特登 3089170 

94.11.30 

G07B15/00,501 

三菱重工業 

無線式料金収受ｼｽﾃﾑ 
地上局から動体に設けられたｶｰﾄﾞへの通信を時分

割多元接続通信方式により行う時分割多元接続通信
手段と､移動体に設けられたｶｰﾄﾞから地上局への通信
を周波数分割多元接続通信方式により行う周波数分
割多元接続通信手段とを具備した 

 

マ
イ
ク
ロ
波 

容
量
増
大 

変動:組合せ 特登 2983185 

97.4.24 

G06K17/00 

ｾﾝｻ-ﾃｸﾉｽ 

識別ｼｽﾃﾑ 
1 個の共振ﾀｸﾞには 2 個の LC 共振回路をもち､共振

ﾀｸﾞからのｴｺｰ波をﾏﾄﾘｯｸｽ状に配列した受信ｱﾝﾃﾅで受
ける 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

省
電
力
化 

電源:投入:特定ﾊﾟﾀｰﾝ 特開平 9-282430 

96.4.15 

G06K17/00 

坪内 和夫 

無線 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
あらかじめ決められた特定ﾊﾟﾀｰﾝのﾃﾞｰﾀが受信され

た時ｵﾝとなる無線ｽｲｯﾁ手段と､無線ｽｲｯﾁ手段がｵﾝとさ
れたことによって電源が投入され､特定ﾊﾟﾀｰﾝのﾃﾞｰﾀ
を送信した無線ﾃﾞｰﾀ送受信装置との間でﾃﾞｰﾀの送受
信を行うと共に､ﾃﾞｰﾀの処理を行い､ﾃﾞｰﾀの送受信お
よび処理の終了後､電源をｵﾌとする 

検出:速度:移相制御 特登 2955049 

91.4.12 

G07B15/00 

三菱重工業 

料金収受ｼｽﾃﾑ 
車輌の進入路に沿って､踏み板の後方にｱﾚｲｱﾝﾃﾅを

設け､踏坂の接点信号からの車輌の走行速度を求め
て､車輌の速度に応じたｱﾚｲｱﾝﾃﾅの移相制御回路を走
査する 

検出:速度:移相制御 特登 2955050 

91.4.12 

G07B15/00 

三菱重工業 

料金収受ｼｽﾃﾑ 
複数個のｱﾝﾃﾅと､このｱﾝﾃﾅ前方に設けた車輌顕著装

置および踏み板とを有し､車輌検知装置と踏み板によ
り車輌の通過位置を検知して､ｱﾝﾃﾅを切り換え､無線ｶ
ｰﾄﾞの情報を読み取る 

ア
ン
テ
ナ
と
線
路 

ｱﾝﾃﾅ:受信:直線偏波 特登 3009587 

94.4.15 

G06K17/00 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ式送受信装置 
地上局に付設され放射する内偏波が互いに逆方向

に回転するｱﾝﾃﾅと､その内偏波を直線偏波で受信する
平面ｱﾝﾃﾅを持つ 

誤
り
検
出 

誤り検出:ｼﾝｸﾜｰﾄﾞ 特登 3105647 

92.6.23 

H04B1/59 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
IC ｶｰﾄﾞに､同一ｶｰﾄﾞから本体側ｱﾝﾃﾅに対して送信さ

れたﾊﾞｹｯﾄのｼﾝｸﾜｰﾄﾞに誤り訂正ﾋﾞｯﾄを持たせる手段
を設けるとともに､本体側に､ｱﾝﾃﾅで受信された非接
触 IC ｶｰﾄﾞからの送信ﾊﾟｹｯﾄを受けて誤り訂正を行い､
しかる後にｼﾝｸﾜｰﾄﾞを検知する受信機を設けた 

信
号
分
離 

検出:反射波:負荷 特開平 11-120303 

97.10.7 

G06K17/00 

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝ

ｽﾞ（米国） 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ､IC ｶ-ﾄﾞ用のｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ 
ｶｰﾄﾞ側からﾘｰﾀﾞ側に送信される送信ﾃﾞｰﾀの内容に

応じて､ｶｰﾄﾞ側の交流特性を変化させるようにｽｲｯﾁﾝ
ｸﾞ手段を制御し､それによりｶｰﾄﾞおよびﾘｰﾀﾞ間の伝送
系の負荷を第1の状態または第2の状態に選択的に変
化させる､ｶｰﾄﾞ側に設けられた制御手段と､ﾘｰﾄﾞ側に
設けられ､伝送系の負荷の状態に応じて伝送系上に生
じる反射波を検出する反射波検出手段と､ﾘｰﾀﾞ側に設
けられ､検出された反射波に応じて､送信ﾃﾞｰﾀを特定
するﾃﾞｰﾀ特定手段とを有する 

マ
イ
ク
ロ
波 

通
信
維
持 

検出:ｴﾘｱ:起動 特登 2934550 

92.4.14 

G06K19/07 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞおよび非接触 IC ｶ-ﾄﾞ利用の料金収受ｼ
ｽﾃﾑ 

ｶｰﾄﾞが励起状態にある期間だけ､発振制御回路に出
力して､発振回路の発振動作を許可する構成とする｡
また､通信可能領域進入検出用の搬送波検出回路の受
信ﾚﾍﾞﾙを搬送波ﾚﾍﾞﾙﾓﾆﾀにて常時ﾓﾆﾀし､同ﾚﾍﾞﾙが所定
値以上ない状態では､通信を抑止する構成とする 

プ
ラ
イ
バ
シ 

分離:記憶部:ﾁｹｯﾄ 特開平 11-139056 

97.11.12 

B42D15/10,541 

汎用電子乗車券技術研究

組合 

磁気ｶ-ﾄﾞと非接触型 IC ｶ-ﾄﾞの使用方法､定期乗車券
及び定期乗車券の記録内容変更装置 

非接触型 IC ｶｰﾄﾞに､全有効乗車区間の内､一部の乗
車区間を有効乗車区間とする情報を記録し､磁気ｶｰﾄﾞ
には､全有効乗車区間のうち非接触 IC ｶｰﾄﾞで有効乗
車区間とされなかった残りの区間を有効乗車区間と
する情報を記録して､これらを対とした定期乗車券と
して使用する 

併
用 

接
続
強
化 

接続:ｺｲﾙ露出 特開 2001-109865 

99.10.12 

G06K19/07 

富士通 

ｺﾝﾋﾞﾈ-ｼｮﾝｶ-ﾄﾞ､IC ｶ-ﾄﾞ用ﾓｼﾞｭ-ﾙ及びｺﾝﾋﾞﾈ-ｼｮﾝｶ-ﾄﾞ
の製造方法 

ﾓｼﾞｭｰﾙはｱﾝﾃﾅに接続されるｱﾝﾃﾅ接続端子を実装面
側に有しており､ｱﾝﾃﾅ接続端子の少なくとも一部が端
子面に露出していること 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

製
造
性 

成形樹脂:流れ 特開平 8-90971 

95.9.13 

B42D15/10,521 

ｼﾞｪﾑﾌﾟﾘｭｽ（ﾌﾗﾝｽ） 

非接触ｶ-ﾄﾞの製造方法 
ｱﾝﾃﾅを金型の凹部に配置しその表面上に液体ﾌﾟﾗｽﾁ

ｯｸ材料を流し込みこの液体ﾌﾟﾗｽﾁｯｸをｶｰﾄﾞ本体の第 1
の層を形成するようにｱﾝﾃﾅによって誘導されるよう
に分配する 

多
機
能
化 

給電:接触端子 特登 2755809 

90.10.24 

G06K19/07 

ｺﾝﾋﾞｶ-ﾄﾞ ﾗｲｾﾝｽ ﾏ-ｹﾃｨﾝ

ｸﾞ（ﾄﾞｲﾂ） 

ﾁｯﾌﾟｶ-ﾄﾞ 
接触端子から電力が供給されるとその電力はその

ままﾁｯﾌﾟに通過接続される 
 

表
示 

表示:ｷｰ入力 特開 2000-200319 

99.8.11 

G06F19/00 

ｼﾃｨﾊﾞﾝｸ ｴﾇ ｴ-（米国） 

金融取引および情報取引のための最新式ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶ-ﾄﾞ 
ｶｰﾄﾞはﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙを持った非接触型ｶｰﾄﾞで種々のﾜｲﾔﾚ

ｽｻｰﾋﾞｽに利用される 
 

併
用 

応
用 

腕時計 特開 2001-142567 

00.8.14 

G06F1/16 

ｴﾇ ｼ- ｱ-ﾙ（米国） 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ･ﾃﾞ-ﾀ記憶装置 
ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄﾞ型のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ IC ｶｰﾄﾞ 
 

剛
性
、
耐
性 

ｱﾝﾃﾅ:溝:応力緩衝 特開 2000-298715 

99.4.13 

G06K19/07 

日本圧着端子製造 

ｱﾝﾃﾅ付き IC ｶ-ﾄﾞ 
ｱﾝﾃﾅ本体収容溝が､後端面に沿って形成されてい

る｡ｱﾝﾃﾅ取付け溝はｱﾝﾃﾅ本体収容溝から内方へと向か
って形成されており､ｱﾝﾃﾅ本体収容溝の長手方向に沿
って間隔を開けて配置されている｡ｱﾝﾃﾅ本体の長手方
向に沿って形成された複数の抜き止め片が､ｱﾝﾃﾅ取付
け溝に圧入されて､ｱﾝﾃﾅが後端杆に取付けられている 

部
品
破
壊 

ｺｲﾙ:導線:曲折 特開 2000-105810 

98.9.28 

G06K19/077 

新光電気工業 

IC ｶ-ﾄﾞ及び IC ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅ並びに IC ｶ-ﾄﾞ用ｱﾝﾃﾅﾌﾚ-ﾑ 
平面ｺｲﾙの直線部を構成する各周の導線が､実質的

に同一箇所でかつ同一方向に曲折されて形成された
曲折部から成る屈曲部が､平面ｺｲﾙの各直線部に形成
されている 

電極:ACF 特開 2001-76115 

00.1.14 

G06K19/077 

ｿﾆ-ｹﾐｶﾙ 

IC ｶ-ﾄﾞ 
ﾏｲｶﾌｨﾙﾑとその両面に形成された電極からなるﾏｲｶｺ

ﾝﾃﾞﾝｻｰ､ｱﾝﾃﾅｺｲﾙおよび IC ﾁｯﾌﾟを絶縁基板上に有する
IC ｶｰﾄﾞにおいて､ﾏｲｶｺﾝﾃﾞﾝｻｰの片面の電極の端子を他
面に形成し､端子と他面の電極の端子とをそれぞれ異
方導電性接着剤により絶縁基板上で接続する 

接続:ACF 特登 2814477 

95.4.13 

G06K19/07 

ｿﾆ-ｹﾐｶﾙ 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞ及びその製造方法 
ｱﾝﾃﾅｺｲﾙの接続用端子と IC ﾁｯﾌﾟの接続用ﾊﾞﾝﾌﾟと

を､異方性導電接着剤層を介してﾌｪｲｽﾀﾞｳﾝ式に直接接
続する 

接
続
強
化 

ｱﾝﾃﾅ:回転 特登 3045228 

97.8.8 

G06K19/07 

日本電気 

ｱﾝﾃﾅ装置 
固定ｱﾝﾃﾅを可動ﾘﾌﾚｸﾀと協働させる｡平面ｱﾝﾃﾅを備

えさらに回転ﾘﾌﾚｸﾀが付加されて､この回転ﾘﾌﾚｸﾀがﾏﾙ
ﾁﾊﾟｽ抑制器または加算器として動作する｡この回転ﾘﾌ
ﾚｸﾀはﾊﾟｯｹｰｼﾞを取り囲む構成を有している 

ｺｲﾙ:巻回:複数溝 特登 2876180 

94.4.26 

G06K19/077 

ｿﾌﾄ工学研究所 

線材を渦巻状に巻回したｺｲﾙを内蔵したｶ-ﾄﾞ 
等角度の円の接線から溝を切り､この溝に互い違い

に挿通してｺｲﾙを作成するので､巻回する線材が重合
しないようにしてｺｲﾙを構成できる 

電
磁
誘
導 

製
造
性 

誘電体:重なり:ﾌﾟﾚｰﾄ 特登 2969426 

94.7.26 

G08B13/24 

ｻﾆ- ｼ-ﾘﾝｸﾞ 

ｾﾝｻ-ﾃｸﾉｽ 

 

共振ﾗﾍﾞﾙ及びその製造方法 
ｱﾙﾐ箔をﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾃｰﾌﾟに再剥離型接着剤により接着

し､誘電体であるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ薄膜を積層､ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ薄膜とｱ
ﾙﾐ箔をﾊｰﾌｶｯﾄし､一対の渦巻きﾊﾟﾀｰﾝを形成し､台紙を
折り曲げ渦巻きﾊﾟﾀｰﾝを対面重合させ加熱圧着し共振
ﾗﾍﾞﾙとする 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

製
造
性 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 実登 3058339 

98.10.9 

G06K19/077 

大阪真空化学 

ﾅﾋﾞﾀｽ 

 

IC ﾀｸﾞ 
IC ﾀｸﾞは熱可塑性樹脂を用いて成形された平板状の

ﾍﾞｰｽ部材上に IC ﾁｯﾌﾟとｱﾝﾃﾅ部とを含む電気回路が設
けられ､電気回路側の面を熱可塑性樹脂層で被覆され
た構成とされるとともに､ｱﾝﾃﾅ部はﾎｯﾄｽﾀﾝﾌﾟにより金
属箔が打ち抜かれてﾍﾞｰｽ部材に接着されている 

容
量
増
大 

ｺｱ:選択:共振周波数 実登 2563459 

92.3.31 

G06K19/07 

長野日本無線 

記憶ｶ-ﾄﾞ 
各ｺｲﾙの内方に同一または異なる磁性体ｺｱを選択的

に配して各共振回路の共振周波数を異ならせてなる 
 

検出:電圧:消費 特登 2839956 

90.12.14 

G06K19/07 

ｽﾀ-精密 

電磁結合を用いた近接型ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
受信信号ﾚﾍﾞﾙを検出し､ﾚﾍﾞﾙに応じて搬送波電力を

消費する手段を設けて､過大信号を抑制する 
 

電
源
供
給 

電源:調整:分圧抵抗 特開 2001-101364 

99.10.1 

G06K19/07 

富士通 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用 LSI 
電源電圧の供給路と接地との間に接続され､ｼｬﾝﾄ抵

抗値を制御可能とされたｼｬﾝﾄ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀと､電源電圧が
基準電圧範囲の上限値より高くなった時は､ｼｬﾝﾄ抵抗
値が徐々に小さくなり､電源電圧が基準電圧範囲の下
限値より低くなった時は､ｼｬﾝﾄ抵抗値が徐々に大きく
なり､電源電圧が基準電圧範囲にある時は､ｼｬﾝﾄ抵抗
値を変化させないようにｼｬﾝﾄ･ﾚｷﾞｭﾚｰﾀを制御する 

ク
ロ
ッ
ク
供

給 

ｸﾛｯｸ:発生:整流回路 特登 2882506 

92.7.24 

H04B1/59 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触伝送装置 
整流器にﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用いその一辺をﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

でｼｮｰﾄすることにより変調を与えるとともに､変調器
の接続されていないｱﾝﾃﾅ端子からｸﾛｯｸ信号を取り出
す 

省
電
力
化 

検出:電圧:起動 特登 3062962 

91.4.5 

G06F1/26 

ﾊﾞﾚｵ ｾｷｭﾘﾃ ｱﾋﾞﾀ-ｸﾙ 

（ﾌﾗﾝｽ） 

自動車の遠隔制御ｼｽﾃﾑの ID ｶ-ﾄﾞ用ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻ電源起
動回路 

入力ﾊﾟﾙｽを受けて所定の電圧増分により増加させ､
次のﾊﾟﾙｽを検知するまで減じるようにした変換手段
とﾚﾍﾞﾙが閾値に到達し､ﾊﾟﾙｽ数が所定の最小値に達
し､かつ周波数が所定の周波数より大きいことにより
起動信号を作りﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻを休止状態から作動状態
にする 

配
線 

ｱﾝﾃﾅ:空隙:導電層 特登 3085507 

94.3.25 

H01Q1/36 

ﾎ-ﾁｷ 

ｱﾝﾃﾅ装置 
平板状ｱﾝﾃﾅとその背後に配置された比透磁率が 1

に近くかつ導電率が十分に低い空気層等の第 1 領域
と､それに続いて配置された非透磁率μが 1 に近くか
つ導電率が十分に高いｱﾙﾐﾆｳﾑ板､銅板､鉄板等の第 2
領域を備えたｱﾝﾃﾅ構造とする 

 

エ
リ
ア
一
様

化 

回路:ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ:ｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱ 特登 3065169 

92.3.31 

G06K19/07 

共同印刷 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
ｶｰﾄﾞはｱﾝﾃﾅとそれに接続されたｼｮｯﾄｷﾊﾞﾘｱﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

を有し､そのﾀﾞｲｵｰﾄﾞは受信用の復調手段および送信
用の変調手段として使用される 

 

複
数
ヘ
ッ
ド 

ｺｲﾙ:複数方式 特登 2711288 

89.7.5 

B42D15/10,521 

高圧ｶﾞｽ工業 

日本ｴﾙｴｽｱｲｶ-ﾄﾞ 

次世代 IC ｶ-ﾄﾞ 
送受信回路と制御回路とﾒﾓﾘを単一ﾁｯﾌﾟとして､複

数のｼｰﾄ状電磁ｺｲﾙでﾃﾞｰﾀの送受信を行う 
 

電
磁
誘
導 

妨
害
波 

ｺｲﾙ:被覆:金属 特登 3065171 

92.4.6 

G06K19/07 

共同印刷 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞおよびその識別ｼｽﾃﾑ 
第 1 のｺｲﾙ手段はｼｰﾙﾄﾞ手段により被覆され､ｼｰﾙﾄﾞ

手段が第 1 ｺｲﾙ手段によるｱﾝﾃﾅのﾃﾞｰﾀ送受信への影響
を防止する 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 



21 社以外の非接触型 IC カードの登録、海外出願等の課題対応特許一覧（11/21） 

285 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

識別:時分割多重:仮 ID 特登 3034991 

91.6.10 

H04J3/00 

富士通 

非接触ｶ-ﾄﾞのﾏﾙﾁｱｸｾｽ方法 
読み取りｺﾏﾝﾄﾞを受信したｶｰﾄﾞが読取りｺﾏﾝﾄﾞ中の

時分割されたｴﾘｱについてﾁｪｯｸし､自己の仮 ID が存在
しない場合に乱数を発生して決定した空ｴﾘｱの位置に
自局の仮 ID を送信する 

衝
突
回
避 

交信:許諾:ﾌﾗｸﾞ 実登 2567809 

92.2.24 

G06K19/07 

神鋼電機 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ式ｹﾞ-ﾄ装置 
交信を終了したのち一定時間が経過するまで送受

信処理を停止する機能を持ったｹﾞｰﾄ装置において､局
は入場呼掛け信号と出場呼掛け信号の何れか一方を
受信し､非接触ｶｰﾄﾞは交信終了時に状態反転されるﾌﾗ
ｸﾞを有し､ﾌﾗｸﾞの状態に応じて入場呼掛けもしくは出
場呼掛け信号に応答する 

ク
ロ
ッ
ク
供
給 

判別:変化:周波数 特登 3179335 

96.4.15 

H04B1/59 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触ﾃﾞ-ﾀ送受信方法およびその装置 
質問器は 1 ﾋﾞｯﾄごとの搬送波の数を固定とした FSK

方式にてｺﾏﾝﾄﾞやﾃﾞｰﾀを送信し､応答器は 1 ﾋﾞｯﾄを構
成する搬送波数の半分の搬送波数をｶｳﾝﾄして時間に
変換するとともに､その時間をｶｳﾝﾀにて計数してｶｳﾝﾄ
数に置き換え､今回計測したｶｳﾝﾄ数と前々回計測した
ｶｳﾝﾄ数とを比較し､ｶｳﾝﾄ数の推移を用いるとともに､ｶ
ｳﾝﾄ数の差が所定のしきい値以上あるときに､質問器
から応答器に対して送信された搬送波の周波数が変
わったことを判定することにより質問器からのｺﾏﾝﾄﾞ
やﾃﾞｰﾀを復調する 

多
機
能
化 

通信:ｶｰﾄﾞ間 実登 2539081 

92.12.9 

G07C5/00 

小糸工業 

運行情報検出装置 
ｽﾀｯﾌｶｰﾄﾞに運行情報が記憶される系統ｶｰﾄﾞが埋め

込まれ､乗務員ｶｰﾄﾞがｽﾀｯﾌｶｰﾄﾞに着脱自在に取付けら
れ､ｶｰﾄﾞ収容部にｽﾀｯﾌｶｰﾄﾞを落とし込むと､系統ｶｰﾄﾞ
と乗務員ｶｰﾄﾞとの交信をする 

デ
ー
タ
エ
ラ
ー 

交信:再度:時間監視 特登 2942809 

91.6.14 

G06K19/07 

共同印刷 

非接触型 IC ｶ-ﾄﾞ 
再ｱｸｾｽ禁止時間設定回路は､主回路の動作終了後､

一定時間内は､ｶｰﾄﾞが再びﾘｰﾀﾞﾗｲﾀに近づけられ電源
回路から電力が供給された場合にも再ｱｸｾｽを許可し
ない 

 

共振周波数:調整 特登 3135838 

96.4.15 

H04B1/59 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触ﾃﾞ-ﾀ送受信方法およびその装置 
送信を許可された特定の応答器が質問器に対して

送信している間､特定の応答器以外の応答器はその共
振回路の共振周波数を質問器の送信するｺﾏﾝﾄﾞの送信
周波数から自らずらせ､また特定の応答器は送信を終
了した後､または送信を許可されていないﾀｲﾐﾝｸﾞにお
いて､その共振周波数を質問器の送信するｺﾏﾝﾄﾞの送
信周波数からずらせ､この特定の応答器に代わって他
の応答器がその共振周波数を質問器の送信周波数に
合わせる 

 

ﾌｨﾙﾀ:低周波:高周波 特登 3177502 

98.9.24 

H04B5/02 

ｴｽ ﾃ- ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

（ﾌﾗﾝｽ） 

非接触ﾁｯﾌﾟｶ-ﾄﾞ用復調器 
帯域通過ﾌｨﾙﾀは 2 つの比較器用の基準として用い

られる低周波数信号と､低周波数信号と共に変化する
基準との比較に供される高周波信号とを与える｡結果
として､復調は､受信された信号の平均ﾚﾍﾞﾙに影響さ
れない 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

信
号
処
理 

復調:ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ 実登 2577157 

93.10.26 

G06K19/07 

ｼﾁｽﾞﾝ時計 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ 
ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄされた受信信号に対する振幅抑制手段を設

けるとともに､ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ回路を構成する整流素子とｺﾝ
ﾃﾞﾝｻとの間に抵抗を挿入し､ｺﾝﾃﾞﾝｻ､抵抗間より受信
復調回路の入力信号を得る構成にした 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

回
込
信
号 

整合:ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ:誘電部材 特登 2984462 

92.5.8 

G06K19/07 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞの取付装置 
車両ﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽの内側に非接触 IC ｶｰﾄﾞを取り付ける

装置のうち､ﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽとｱﾝﾃﾅの間に入る部分を誘電体
部材とし､誘電体部材の誘電率と厚さの設定により､ｱ
ﾝﾃﾅのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽにﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを整合させる 

信
号
分
離 

検出:搬送波:信号 特登 3065586 

98.9.24 

H04B5/02 

ｴｽ ﾃ- ﾐｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

（ﾌﾗﾝｽ） 

非接触ﾁｯﾌﾟｶ-ﾄﾞ用の無線周波数信号検出器 
ﾁｯﾌﾟｶｰﾄﾞのﾕｰｻﾞ装置によって伝送されるｷｬﾘｱ周波

数の信号を検出する受信ｱﾝﾃﾅｺｲﾙと､ｷｬﾘｱ周波数の信
号の存在を検出する少なくとも 1 つの検出回路とを
備え､この検出回路の入力端子がｱﾝﾃﾅｺｲﾙの一端に接
続されている 

変調:PPM 特登 2968351 

91.2.5 

G06F17/40 

ｱﾅﾄ-ﾘ ｽﾄ-ﾍﾞ（ﾄﾞｲﾂ） 

持ち運びの可能なﾌｨ-ﾙﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ検出用ﾌﾟﾚ-ﾄ 
検出用ﾌﾟﾚｰﾄはｴﾈﾙｷﾞ供給､ﾃﾞｰﾀの送信およびﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの為に唯一のｺｲﾙを用いる｡ﾌｨｰﾙﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞに必要なﾃﾞｰﾀを読む場合はﾊﾟﾙｽ休止変調(PPM)に
より検出用ﾌﾟﾚｰﾄに送信されかつこの中でﾃﾞｼﾞﾀﾙ化さ
れる｡ﾃﾞｰﾀ通信はﾌｨｰﾙﾄﾞと同期的には行われない｡検
出ﾌﾟﾚｰﾀの中に用いられる発信器は時間軸として用い
られる｡同様に検出ﾌﾟﾚｰﾄ上のﾊﾞｯﾌｧｺﾝﾃﾞﾝｻは PPM 変調
の際にﾊﾟﾙｽ休止中のｴﾈﾙｷﾞを補給する 

変調:周波数:他変調併用 特登 2992728 

93.5.12 

H04B5/00 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触通信ｼｽﾃﾑ 
搬送信号 400kHz の 64 ﾋﾞｯﾄﾀｲﾐﾝｸﾞを 1 ﾋﾞｯﾄとし､そ

の 1 ﾋﾞｯﾄの中の搬送信号の振幅の片側のみを ASK変調
を加えながら FSK 変調し｢0｣ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｰﾀを周波数
12.5kHz とし､｢1｣ﾚﾍﾞﾙのﾃﾞｰﾀを周波数 25kHz として､
IC ｶｰﾄﾞからﾘｰﾀﾞへ送信する 

変
復
調 

変調:制御:ｵﾝｵﾌ 実登 2571490 

92.1.10 

G06K19/07 

ｼﾁｽﾞﾝ時計 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱの変調回路 
電力を受取るｺｲﾙと等価的並列に共振ｺﾝﾃﾞﾝｻと抵抗

の直列回路および電圧制限回路を接続するとともに､
ｽｲｯﾁﾝｸﾞ手段を設けて抵抗の両端を短絡乃至開放して
ｺｲﾙに流れる電流を変調し､電流の変化によって応答
信号を発するようにした 

通
信
維
持 

交信:時間監視 実登 2538905 

91.7.10 

G06F17/60 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ 
料金所との間の通信が可能になった場合に､その際

の時刻を示す情報と記憶手段に記憶されている情報
とを比較し､その差が所定時間以内の場合には､料金
収受のための通信ｼｰｹﾝｽに入らないように制御する手
段をも具備する 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス 

多
重
化 

設定:通信情報 特登 2735011 

94.12.14 

G06F13/00,353 

日本電気 

IC ｶ-ﾄﾞ無線ﾓﾃﾞﾑ及びそれを用いた通信ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾓﾘ部にｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ種別情報を格納した IC ｶｰﾄﾞﾕﾆｯ

ﾄと､IC ｶｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ部を介してIC ｶｰﾄﾞﾕﾆｯﾄにﾏﾙﾁﾎﾟｲ
ﾝﾄ接続された複数個のｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ対応部と､指定され
た外部のｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬに対して情報を発信するためのｱ
ﾝﾃﾅとを具備する 

 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス (R/W) 

複
数
識
別 

検出:SN:ｹﾞｲﾝ調整 特登 3051561 

92.5.8 

G06K17/00 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
ｶｰﾄﾞから返送されてくる電波を受信し､受信信号の

振幅を振幅検出回路で検出するか､受信信号の SN 比
を SN 比検出回路で検出し､検出値が一定となるよう
に送信系の可変増幅回路のｹﾞｲﾝを送信電力制御器で
制御することにより､移動体が無線局に近づくほど送
信電力を低下させて交信可能領域を狭くし､1 つの移
動体のみが交信可能領域に入るようにする 

 
 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

衝
突
回
避 

ﾀｲﾑｽﾛｯﾄ:送信:乱数 特登 2814974 

96.1.16 

G06K17/00 

日本電気 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞとﾃﾞ-ﾀ交信装置 
ｶｰﾄﾞは､交信中のﾘｰﾀﾞﾗｲﾀから混信発生の通知を受

けるとﾒﾓﾘに格納されている乱数発生ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑに従
い､CPU により乱数を発生させる｡ｶｰﾄﾞは､発生させた
乱数により､次に送信するﾀｲﾐﾝｸﾞであるｽﾛｯﾄを決定す
る｡再度混信が発生した場合､混信の発生したﾀｲﾐﾝｸﾞ
で送信を実施したｶｰﾄﾞは､再度乱数を発生し､送信ﾀｲﾐ
ﾝｸﾞを決定する 

電
源
供
給 

変調:変換:負荷抵抗 特登 2113595 

90.9.7 

H04B5/00 

ｼﾞ-ﾒﾝｽ（ﾄﾞｲﾂ） 

ﾃﾞ-ﾀおよびｴﾈﾙｷﾞ-の無接触伝送装置 
電力伝送が 1 つのｺｲﾙ対によってのみ行われ､可動

部分から固定部分へのﾃﾞｰﾀ伝送が､電力伝送の役割を
しない可動部分のｺｲﾙにおける負荷変化によってのみ
行われる 

ア
ン
テ
ナ

と
線
路 

交信:電磁結合 特開平 9-161027 

95.12.13 

G06K17/00 

三協精機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
ｶｰﾄﾞ側ｺｲﾙ部とﾘｰﾀﾞ側ｺｲﾙ部との磁束の通路となる

磁気通路部とを備えている 

誤
使
用 

ﾊﾟﾚｯﾄ:ｺｲﾙ:配置 特登 3007209 

91.12.24 

H04B5/00 

ﾍﾞ- ｼｭﾗ-ﾌﾎﾙｽﾄ ｳﾝﾄ 

（ﾄﾞｲﾂ） 

搬送ﾊﾟﾚｯﾄ 
情報担体の送信/受信ｱﾝﾃﾅが､搬送ﾊﾟﾚｯﾄの中心軸線

の範囲に配置されており､送信/受信ｱﾝﾃﾅが､搬送ﾊﾟﾚｯ
ﾄの中心長手方向軸線に関する角度位置とは無関係
に､定置の読み取り/消去兼ｺｰﾄﾞ化装置の送信/受信ｱﾝ
ﾃﾅに対して等しい有効伝送距離を有している 

共振周波数:調整 特登 3010119 

94.5.17 

H04B1/59 

ｱﾅﾄ-ﾘ ｽﾄ-ﾍﾞ（ﾄﾞｲﾂ） 

応答装置のための読取装置 
読取装置ないしはｱﾝﾃﾅと応答装置の距離をできる

限り大きくとることを実際に可能とするために､読取
装置は自動的に動作する同調ﾕﾆｯﾄを有し､これによっ
て､読取装置のｱﾝﾃﾅ振動回路を設定の共振周波数に自
動的に調整する 

信
号
処
理 

判別:周波数変更:搬送波ｶｳ

ﾝﾄ 

特登 3179342 

96.7.3 

H04B1/59 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触ﾃﾞ-ﾀ送受信方法およびその方法を実施するた
めの装置 

応答器は､搬送波をｶｳﾝﾄし､1 ﾋﾞｯﾄを構成する搬送波
の 1/N の搬送波数ごとの時間に変換するとともに､複
数の異なった出力ﾀｲﾐﾝｸﾞを作成し､搬送波のｶｳﾝﾄ数に
対する時間を複数のｶｳﾝﾀにて出力ﾀｲﾐﾝｸﾞごとに計数
してｶｳﾝﾄ数に置き換え､複数のｶｳﾝﾀが計数したｶｳﾝﾄ数
を比較し､ｶｳﾝﾄの差が所定のしきい値以内であるとき
に､質問器から応答器に対して送信された搬送波の周
波数が変わったことを判定するとともに､ｶｳﾝﾄ数の推
移から､質問器からのｺﾏﾝﾄﾞやﾃﾞｰﾀを復調する 

不
要
信
号 

ﾘｾｯﾄ:CPU:処理続行 特登 2606182 

96.4.5 

G06K17/00 

ﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ 

情報処理ｼｽﾃﾑ 
ﾏｲｺﾝが情報処理をしている最中に第 1 電源からﾏｲｺ

ﾝ内蔵ﾕﾆｯﾄへの電源供給開始､および､電源供給解除が
あった場合には､ﾏｲｺﾝの情報処理が終了するまでﾘｾｯﾄ
手段によるﾏｲｺﾝのﾘｾｯﾄを禁止する 

検出:振幅:位相差 特登 3073308 

92.4.14 

G06K17/00 

三菱重工業 

高菱ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ装置 
受信信号を同位相で検波するﾊﾟﾜｰﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞおよびﾐ

ｷｻと､局部発振信号で受信信号を検波するﾐｷｻと､両検
波出力を加算する加算器と､受信信号と局部発振信号
の振幅および位相差を検出する検出回路と､検出した
振幅および位相差に基づいて可変ｱﾝﾌﾟおよび位相器
を制御する 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス (R/W) 

信
号
分
離 検出:搬送波:ﾋﾟｰｸｻｰﾁ 特登 2698766 

95.1.11 

H04B1/59 

ｿﾆ-ｹﾐｶﾙ 

非接触式 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ用送受信装置 
発振周波数を掃引することができる搬送波の鋸波

発生回路と､搬送波のうち応答器の同調周波数を検出
するﾋﾟｰｸｻｰﾁ回路と､検出した搬送波の周波数に発振
周波数を維持させる周波数ﾎｰﾙﾄﾞ回路を設ける 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

変
復
調 

変調:周波数:分周 特登 3018708 

92.1.31 

G06K17/00 

神鋼電機 

無線通信装置 
移動局又は固定局は､一定周波数の信号を入力し､

一定周波数の信号を分周、もしくはてい倍した周波数
を基準信号とする FM、もしくは FSK 変調波を送信信
号とする 

 

通
信
維
持 

放射:再放射:表示 特登 2632078 

90.10.1 

G01S13/74 

ｼｬｰﾌﾟ 

移動体識別ｼｽﾃﾑに用いられる応答装置 
質問器から放射される信号を受信し、かつ応答信号

を放射する送受信ｱﾝﾃﾅと､質問信号に対して固有のｺｰ
ﾄﾞに従った変調を行って応答信号としてｱﾝﾃﾅから反
射しかつ書き換え信号を復調するための変調復調器
と､復調した信号を記憶させるための制御部と､制御
部の指示に従ってﾃﾞｰﾀを表示する表示部よりなる 

弁別:干渉誘導信号 特登 3144964 

93.9.27 

H04B1/59 

ｼﾁｽﾞﾝ時計 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱｼｽﾃﾑ 
ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱのﾃﾞｰﾀ信号と､他の固定施設から発信され

る干渉誘導信号とが混合された入力信号を受信する
と共に､入力信号から干渉誘導信号を弁別し､干渉誘
導信号を除去し､ﾃﾞｰﾀ信号のみを検出する干渉誘導信
号除去手段の干渉誘導信号除去特性を調整する為の
調整手段を有す 

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス (R/W) 

相
互
干
渉 

切換:周波数:照合済 特登 2600608 

94.5.30 

G06K17/00 

日本電気 

非接触型の ID ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ装置 
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞから第 1 の領域においてｶｰﾄﾞに対して設

定された周波数の内の第 1 の周波数で送信要求のﾎﾟｰ
ﾘﾝｸﾞを行い､ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに応答した第 1 の周波数に指定
されたｶｰﾄﾞから受信した識別符号と周波数の情報を
所定の値と照合し､照合した値が一致したとき､その
識別符号と周波数ｺｰﾄﾞを記憶して所定の処理を行う
と共に､ｶｰﾄﾞに対して設定された第 1 の周波数と異な
る第 2 の周波数に切り替えの指示を行う 

小
型
化 

ｱﾝﾃﾅ:配置:漏洩ｽﾛｯﾄ溝 特登 2916474 

98.6.3 

G06K17/00 

八木ｱﾝﾃﾅ 

ﾗﾍﾞﾙ書込み用ﾍｯﾄﾞ 
円筒状の外導体と､この外導体に同心円状に設けら

れる中心導体と､外導体と中心導体の終端部を短絡す
る終端短絡板と､外導体に終端短絡板よりほぼλg/4
の長さに設けられる漏洩ｽﾛｯﾄ溝とを具備し､漏洩ｽﾛｯﾄ
溝にﾗﾍﾞﾙ書込み用媒体に設けられたｱﾝﾃﾅを誘導結合
させてﾗﾍﾞﾙﾃﾞｰﾀの書き込みを行う 

容
量
増
大 

変動:時間 特登 3151136 

95.11.20 

G06K17/00 

ｲﾝﾀ-ﾒｯｸ ｱｲ ﾋﾟ-（米国） 

磁気ﾀｸﾞおよび識別ｼｽﾃﾑ 
不均一な磁界内で励起されるように取り付けられ

た少なくとも 1 つの軟質磁性体素子を有し､1 つの軟
質磁性体素子は､励起に応答して､それぞれの共振周
波数に対応する固有の時間変動磁界を作り出す､磁気
ﾀｸﾞ 

誘電体:片側 特登 2659315 

92.11.13 

G06K17/00 

ﾋﾟ-ｴﾌﾕ- 

非接触型 IC ﾒﾓﾘｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
電極の一方は本体装置にあり電極の他方はﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ

にあって本体装置とﾒﾓﾘｶｰﾄﾞを静電的に結合するｺﾝﾃﾞ
ﾝｻと､本体装置はｺﾝﾃﾞﾝｻに交流電力を供給する電力供
給源と､ｺﾝﾃﾞﾝｻと共振回路を形成する共振ｺｲﾙを備え､
ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞはｺﾝﾃﾞﾝｻに供給される交流電力を整流する整
流回路を備え､電源供給源の電力供給周波数に対して
共振ｺｲﾙとｺﾝﾃﾞﾝｻは共振回路を構成することにより､
本体装置からﾒﾓﾘｶｰﾄﾞに電力を供給する 

 

電
磁
誘
導(R/W) 

電
源
供
給 

ｺｲﾙ:複数方式:平行 特登 3025985 

93.6.22 

H04B5/00 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触給電伝送ｼｽﾃﾑ 
第 1 の送受信ｺｲﾙと第 2 の送受信ｺｲﾙとを､並列に電

流の供給を受けるように接続する｡また､第 1 の送受
信ｺｲﾙと第 2 の送受信ｺｲﾙとを､その巻端面が略同一平
面上に位置するように､横方向に並べて並置する 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

電
池
充
電 

充電:ｺﾝﾃﾞﾝｻ 特登 2884254 

90.4.27 

G06F15/02,335 

京ｾﾗ 

電子ｼｽﾃﾑ手帳装置 
第 1 のﾚﾍﾞﾙのとき比較的小さな電流で駆動側ｺｲﾙと

直列接続されたｺﾝﾃﾞﾝｻを充電し､第 2 のﾚﾍﾞﾙのときｺﾝ
ﾃﾞﾝｻに充電された電荷を駆動側ｺｲﾙを介して大きな電
流で放電する 

省
電
力
化 

切換:ﾊﾟﾙｽ:周期的 特登 2884253 

90.4.27 

G06F15/02,335 

京ｾﾗ 

電子ｼｽﾃﾑ手帳装置 
第 1 ﾚﾍﾞﾙに対しては周期的なﾊﾟﾙｽ信号を送出し､第

2 のﾚﾍﾞﾙに対してはそのﾚﾍﾞﾙの継続期間､ﾚﾍﾞﾙ変化の
ないﾊﾟﾙｽ信号を発生するﾊﾟﾙｽ発生手段を用いた 

ｾﾝｻ:車高:ｺｲﾙ選択 特登 2930439 

91.4.12 

G07B15/00,510 

三菱重工業 

料金収受ｼｽﾃﾑ 
車高検知装置と､車両に取り付けられた無線ｶｰﾄﾞを

読み取る複数個のｱﾝﾃﾅと､車高検知装置の検出信号に
従い複数個のｱﾝﾃﾅを切り替える切替回路と､無線の情
報を上記複数個のｱﾝﾃﾅを介して読み取る読取装置と
を具備してなる 

ア
ン
テ
ナ
と
線
路 

ｺｲﾙ:印刷:熱転写箔 実登 3065802 

99.7.15 

G06K17/00 

大阪真空化学 

ﾅﾋﾞﾀｽ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ製品のﾘ-ﾄﾞﾗｲﾄ装置 
IC ｶｰﾄﾞとの対接壁の裏面にｱﾝﾃﾅ回路を直接形成す

る｡ｱﾝﾃﾅ回路はﾎｯﾄｽﾀﾝﾌﾟにより銅箔を打ち抜き､打ち
抜いた銅箔が壁の溶融部を介して接着することによ
り形成する 

誤
使
用 

積層:電子ｽﾋﾟﾝ共鳴吸収体 特登 2788880 

95.11.7 

G06K7/08 

ｲﾝﾀ-ﾅｼｮﾅﾙ ﾋﾞｼﾞﾈｽ ﾏｼ-ﾝ

ｽﾞ（米国） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能ﾀｸﾞ 
ﾀｸﾞを特定の方向に保持することを必要としない､

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能ﾀｸﾞは､第一層に電子ｽﾋﾟﾝ共鳴吸収体､第
二層に硬質磁性体､第三層に透磁性軟質磁性体を含
む｡第二層および第三層は､第一層に極めて近い｡第二
層および第三層は､第一層にﾊﾞｲｱｽをかける 

雑
音 

受信ｺｲﾙ:配置:鎖交 特登 3023582 

93.6.22 

H04B5/00 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

非接触通信ｼｽﾃﾑ 
親側において､送信ｺｲﾙの作る電磁界中に､一方側か

ら他方側へ向かう磁束と他方側から一方側へ向かう
磁束とが同時に鎖交するように､受信ｺｲﾙが配置され
ている 

妨
害
波 

ｱﾝﾃﾅ:背面:導電部材 特登 2626882 

95.3.22 

G06K17/00 

ｵ-ﾃｯｸ電子 

非接触ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
ｺｲﾙ状ｱﾝﾃﾅの背面側に距離を置いて設けられ､ｱﾝﾃﾅ

の背面側に放出された電磁波の後方への放出を遮蔽
する機能と､この電磁波を遮蔽する際に生じる電流に
より､LC 共振回路の共振周波数を距離によって決まる
周波数だけｼﾌﾄさせる機能を持つ 

電
磁
誘
導(R/W) 

相
互
干
渉 

ｸﾛｯｸ:発生:搬送波周波数 特登 2865978 

93.7.9 

G06K17/00 

三菱重工業 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 
各車線ごとに設けられる地上機外部に､基準ｸﾛｯｸ発

生器を持ち､この発生器からの基準ｸﾛｯｸを各地上機に
共通に供給する構成とする｡地上機には､基準ｸﾛｯｸ発
生器からの基準ｸﾛｯｸを入力とする位相同期器を持た
せ､この位相同期器から､基準ｸﾛｯｸに追従して搬送波
を出力することにより､各地上機の搬送波の発振周波
数が同一になるようにする 

管理:遊戯:景品 実登 3033833 

96.7.19 

G06K17/00 

第一精密 

遊技場用景品の自動読み書き装置 
筐体の前後にわたって設けた搬送機構の基端を投

入部､先端を排出部とし､投入部と排出部との間にﾊﾞｰ
ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ､近接ｾﾝｻ､磁気ｾﾝｻの検知手段を備え､機械的
景品情報改変機構を備えた遊技場用景品の自動読書
き装置 

光
学(R/W) 

デ
ー
タ
エ
ラ
ー 

管理:遊戯:景品 実登 3063873 

99.5.13 

G06K17/00 

ﾊｲｳｪｲ ﾄ-ﾙ ｼｽﾃﾑ 

日本ﾊｲｶ 

ｶ-ﾄﾞの管理番号読取り機 
筐体の前後にわたって設けた搬送機構の基端を投

入部､先端を排出部とし､投入部と排出部との間にﾘｰ
ﾄﾞﾗｲﾄ部を備え､投入された遊技場用景品の景品情報
を連続的に改変した後に排出する 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

雑
音 

破壊:模様 特登 2055707 

89.11.2 

G06K17/00 

日本ｺﾝﾗｯｸｽ 

ｶ-ﾄﾞ型記録媒体の記録再生装置及びその不正使用防
止方法 

光学的に異なる特性を示す複数のｲﾝｸでﾊﾟﾀｰﾝを形
成し､ﾌﾞﾛｯｸ単位で破壊し､破壊状態に応じた情報を読
み取る 

変
復
調 

変調:微分:光 特登 1908873 

90.11.15 

G06K17/00 

北陽電機 

光ﾃﾞ-ﾀ伝送装置 
ｼﾘｱﾙ入力ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの入出力するｼﾘｱﾙ信号を微分し､

その立ち上がりと立ち下がりの各変化ﾀｲﾐﾝｸﾞでﾊﾟﾙｽ
信号を発生する微分変調回路と､このﾊﾟﾙｽ信号によっ
て瞬時発光し､相手側に投射する発光素子 

光
学(R/W) 

応
用 

教育ｶｰﾄﾞ:頁:位置 特登 3120085 

91.11.21 

A63H33/00,302 

ｾｶﾞ ｴﾝﾀ-ﾌﾟﾗｲｽﾞ 

ｾｶﾞﾄｲｽﾞ 

 

電子装置及び情報担体 
一定位置に置かれたｼｰﾄ体またはﾌﾞｯｸ体の座標を検

出する位置検出手段と､ｼｰﾄ体の頁を検出する､これと
あらかじめｼｰﾄ体またはﾌﾞｯｸ体の絶対位置を検出し､
これとあらかじめｼｰﾄ体またはﾌﾞｯｸ体の絶対位置に対
する情報を記憶させた ROM の内容とを比べ､一致する
位置の情報を情報信号として出力させる 

破壊:ﾚｰｻﾞﾒｽ 特登 3123737 

96.4.22 

G06K7/10 

日立ｲﾝﾌｫﾒ-ｼｮﾝﾃｸﾉﾛｼﾞ- 

万引き発見装置用ﾊﾞ-ｺ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
読取後､電子回路をﾚｰｻﾞｰﾒｽで破壊することにより

万引きの発見を容易にする 
 

偽
造
改
ざ
ん 

比較照合:ID 実登 3075440 

00.8.7 

G06K17/00 

頼 俊鵬（台湾） 

廖 伯寅（台湾） 

 

偽造防止識別､生産管理およびﾃﾞ-ﾀ読み取り処理の識
別母体 

識別の対象であって､ﾎﾞｰﾄﾞ面を有し､そのﾎﾞｰﾄﾞ面
に対向する位置に RFID IC が設けられた母体本体を備
え､IC は記憶装置を有し､ﾕｰｻﾞの識別番号､ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞお
よび通し番号を記憶することが可能であり､ﾘｰﾀﾞと組
み合わせて測定されることにより､偽造防止識別､生
産管理をする 

識別:模様 特登 2091561 

89.11.30 

G06K7/12 

日本発条 

情報記憶ｶ-ﾄﾞの識別構造 
受光部が､投光部と一体的に設けられると共に各々

別途に受光可能な互いに区画された複数の部分を有
する 媒

体
正
否 

比較照合:情報 実登 3077287 

00.10.27 

G06K17/00 

船井電機 

船井電機研究所 

 

情報表示装置､およびﾃﾞ-ﾀ処理装置 
電磁誘導信号入力用ｺｲﾙに入力された信号が予め登

録されている認証信号か否かを識別し､認証信号であ
ると識別されたことに基づき電源を半導体ﾒﾓﾘへ供給
する状態に切換えてﾒﾓﾘから格納ﾃﾞｰﾀを読出し可能と
する 

不
正
ア
ク
セ

ス 

暗号化:電子錠 特登 2836253 

90.12.19 

G06K17/00 

富士通 

IC ｶ-ﾄﾞﾃﾞ-ﾀ転送ｼｽﾃﾑ 
ｶｰﾄﾞ内の情報を読取部で読取り､変調部で変調し第

一の端子に送り､導体または半導体により第一の端子
から第二の端子に伝え､復調部で復調して､IC ｶｰﾄﾞ外
部機器に転送する 

処
理
時
間 

ｺﾏﾝﾄﾞ:機能:ｺｰﾄﾞ化 特登 2568949 

91.7.26 

G06K17/00 

山武ﾊﾈｳｪﾙ 

識別ｼｽﾃﾑ 
子側は､受信した問い合わせｺｰﾄﾞに従い､親側での

処理内容を示す機能ｺｰﾄﾞを返送し､親側は､機能ｺｰﾄﾞ
を受信して解析し､必要とされるﾃﾞｰﾀについて､その
送信を子側に依頼する 

処
理
・
発
行 

処
理
時
間 

受信拒否:無効機能 特開平 9-269982 

96.3.29 

G06K17/00 

日本電気 

ﾜｲﾔﾚｽｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ及び情報交換方法 
複数の情報区分を特定する識別 ID をあらかじめ定

めておき､質問器から情報を受信したｶｰﾄﾞは受信した
情報に含まれる識別 ID にあらかじめ設定された指定
識別 ID とが一致するか否かを判定し､受信した情報
の中からある情報に含まれる識別 ID と指定識別符号
とが一致する場合のみ受信情報として受け入れる 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

設定:処理時間 特開平 11-282978 

98.3.31 

G06K17/00 

汎用電子乗車券技術研究

組合 

無線ｶ-ﾄﾞ及びそれを用いた通信方法 
ｶｰﾄﾞのﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀ処理手段の処理時間に関する情報

を記録しておき､通信機器がﾚｽﾎﾟﾝｽを受信する際に､
ﾃﾞｰﾀ処理手段の処理時間に関する情報を受信し､通信
機器は処理時間に基づいて無線ｶｰﾄﾞとの通信を中断
する 

処
理
時
間 設定:処理手順 特開 2001-109846 

99.10.13 

G06K17/00 

三協精機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
非接触式 IC ｶｰﾄﾞに対して最初に行う処理手順をあ

らかじめ記憶し､処理手順に従った処理結果を､接触
式 IC ｶｰﾄﾞの応答結果と同じ形式に変換して上位装置
に送信する 

識別:応答:時間 特登 3119527 

92.4.7 

G06K7/08 

東京電波 

ﾒｲﾃｯｸ 

 

無線式識別装置 
ｶｰﾄﾞは固有の遅延時間を設定されており､送受信ﾃﾞ

ｺｰﾀﾞからの呼出信号を受信すると､その遅延時間経過
後に識別ｺｰﾄﾞを送信する｡送受信ﾃﾞｺｰﾀﾞがその送信信
号を受信し､遅延時間をもって復調することにより識
別が行われる 

カ
ー
ド
識
別 識別:ID:起動 特登 2724076 

92.9.10 

G06K17/00 

ｼｬ-ﾌﾟ 

移動体識別装置 
ID ｺｰﾄﾞが付加された起動ｺﾏﾝﾄﾞを送出し､自己の ID

ｺｰﾄﾞと比較し不一致なら､この起動ｺﾏﾝﾄﾞを受信し､一
致したら通信を実行しない 

識別:ID:赤外線 特登 2585129 

90.6.28 

G06K17/00 

ｼｬ-ﾌﾟ 

IC ｶ-ﾄﾞ情報伝送装置 
広範囲の光照射で変調部と受光部が同一､異なった

それぞれのｶｰﾄﾞの処理 

識別:応答:後方散乱変調 特登 2977629 

91.1.16 

G01S13/74 

ｱﾑﾃｯｸ（米国） 

遠隔ﾀｸﾞからﾃﾞ-ﾀを読取り且つﾃﾞ-ﾀを書込む装置 
返送された後方散乱変調信号からﾀｸﾞが付けられた

物体の同一性を認識し､その特定のﾀｸﾞが付けられた
物体へ送信すべきﾃﾞ-ﾀを有する場合にのみそのﾀｸﾞへ
ﾃﾞｰﾀを送信する 

識別:ID:割当 特登 2871146 

91.4.12 

G07B15/00 

三菱重工業 

料金収受ｼｽﾃﾑ 
料金所を通過する車輌 1 台ごとに問い合わせ番号

を割り当て､この問い合わせ番号を受信したｶｰﾄﾞだけ
が料金所側と通信可能領域内で通信を行う構成とし､
対応する料金収受処理が完了するまでは後続の車輌
への問い合わせ番号の割り当てを控える 

 

単
一
識
別 

比較照合:ID:2 回送信 特登 2881381 

94.7.25 

G06K17/00 

ｻﾝｷ、 

ﾀｳ技研 

東和ｴﾚﾂｸｽ 

 

ﾀｸﾞ認識方法およびﾀｸﾞ認識ｼｽﾃﾑ 
第 1 の期間中に複数のﾀｸﾞの中から応答があった場

合には､第 1 の信号ﾚﾍﾞﾙをその検索ﾋﾞｯﾄの信号ﾚﾍﾞﾙと
して検出し､第 1 の期間中に応答しなかったﾀｸﾞに対
してはそのｼｰｹﾝｽにおいては､以後は応答しないよう
にし､第 1 の期間中に複数のﾀｸﾞの全てから応答が無
かったときには､第 2 の期間中における応答を検出す
るようにして､複数のﾀｸﾞの ID ｺｰﾄﾞを順次認識して行
く 

作
成 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:更新 特登 3009528 

92.2.5 

G07B15/00 

三菱重工業 

有料道路の料金収受装置 
車線上の料金収受装置のﾌﾞｰｽ収受機で非接触ｶｰﾄﾞ

の残額更新を行い､利用者が残額更新のために非接触
ｶｰﾄﾞを料金所の事務所に持参する必要をなくす 

 

処
理
・
発
行 

廃
棄 

廃棄:回収 特開平 10-143688 

96.11.14 

G07B15/00 

東芝ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

記録単体自動回収装置 
遊技場､ｽｷｰ場に用いられる非接触の IC ｶｰﾄﾞを非接

触で回収して代わりに券を自動発行する記録単体自
動回収装置 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

廃
棄 

再使用:駐車場:発行 実登 3076578 

00.9.26 

G07F7/08 

富士ﾀﾞｲﾅﾐｸｽ 

駐車場管理ｼｽﾃﾑへ応用された再利用可能非接触型 IC
ｶ-ﾄﾞｼｽﾃﾑ 

大量の再利用可能非接触型 IC ｶｰﾄﾞを取り扱うこと
ができ､かつ確実に 1 回につき 1 枚のｶｰﾄﾞを発行する
ことが出来るｶｰﾄﾞ発行機を駐車場ｼｽﾃﾑに導入する 

IF:電子機器:ｶｰﾄﾞ挿入 特登 2765745 

90.2.9 

G06K17/00 

ﾚ-ﾑ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｽﾞ（ｵﾗﾝﾀﾞ） 

IC ｶ-ﾄﾞｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
磁気記録装置のﾍｯﾄﾞに対応する位置に設けられ､ﾍｯ

ﾄﾞと磁気的に結合されるﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙと､ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙ
を介してやり取りされる信号を､ﾎﾙﾀﾞ部に収納された
IC ｶｰﾄﾞに書き込みおよび/または読み出しする制御部
とを備えた 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ:書込:ﾊﾞﾘｭｰ 特登 2972189 

98.6.30 

G06K17/00 

第二電電 

ﾃｨ-ﾃﾞｨ-ｹｲ 

無線一体型ﾃﾞ-ﾀｶ-ﾄﾞ書き込み用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 
I/O ｶｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾓｰﾄﾞに設定されたｶｰﾄﾞに､公衆用

加入者ﾃﾞｰﾀ書込み待受け動作開始を指示する手段と､
公衆用加入者ﾃﾞｰﾀ書き込み待受け状態にあるｶｰﾄﾞに､
公衆用加入者ﾃﾞｰﾀ書き込み動作開始を指示する手段
とを有するｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

多
機
能
化 

IF:通信機器 実登 3077613 

00.11.9 

G06K17/00 

電興社 

IC ﾄﾚ-ﾃﾞｨﾝｸﾞｶ-ﾄﾞとｱﾀﾞﾌﾟﾀ装置 
携帯電話または PDA の外部ｺﾈｸﾀに取り付けたｱﾀﾞﾌﾟ

ﾀ装置のﾃﾞｰﾀ変換手段により､音声や音や文字や画像
のﾃﾞｰﾀを共通のﾌｫｰﾏｯﾄに変換して IC 記憶媒体に記憶
し､IC 記憶媒体を交換する 

機
能
切
換 

併用:光通信 特開平 7-271888 

95.3.6 

G06K7/04 

ｼﾞｪﾑﾌﾟﾘｭｽ（ﾌﾗﾝｽ） 

ﾁｯﾌﾟｶ-ﾄﾞを中央処理装置に機能的にﾘﾝｸする携帯用装
置 

無線又は赤外線による通信方法の切換えをする 

試
験
診
断 

検出:ｴﾗｰ:解析 特登 3110382 

98.6.2 

G06K17/00 

日本電気 

日本電気ﾛﾎﾞｯﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

非接触 IC ｶ-ﾄﾞ用ﾃﾞ-ﾀ受信回路 
受信制御部にﾃﾞｰﾀ解析部と受信ﾃﾞｰﾀｴﾗｰ検出部とﾃﾞ

ｰﾀ保存用ﾒﾓﾘを備えた 
 

誤
使
用 

判別:方向:光電 特登 2800934 

94.6.20 

G08G1/065 

鹿島建設 

移動体の通過検知方法 
両光電式ｽｲｯﾁ同時の光線不検出後における一方の

光電式ｽｲｯﾁによる最初の光線検出時に移動体の通過
向きを判定し､通過向き判定時に読み取り手段により
移動体の識別ｶｰﾄﾞを読み取って成る移動体の通過検
知方法 

処理:時間監視 特登 2653613 

92.9.11 

G06K17/00 

ﾌﾙｵﾛｳｪｱ（米国） 

特定の人間あるいは特定の物体等の識別対象を識別
するための識別装置及び識別方法 

媒体の識別装置における rf 伝送の周囲への影響を
抑制するために､rf 送信を所定の時間だけに限定する 妨

害
波 動作停止:不要部分 特登 2749525 

94.8.29 

G06K7/08 

ﾎ-ﾁｷ 

ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
ｶｰﾄﾞがｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰに挿入されたことを検出すると非

接触式ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞによる電磁界の発生を停止する 
 

ｹｰｽ 特登 2595111 

89.12.2 

G06K17/00 

日本ｹﾐｺﾝ 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞﾗｲﾀ 
IC ｶｰﾄﾞとの間で情報の受け渡しを行うための回路

基板がｶｰﾄﾞﾎﾙﾀﾞｰの底面を構成する 
 

処
理
・
発
行 

応
用 

管理:遊戯 特登 2516828 

90.6.29 

G07F7/08 

ｻﾝｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝｽﾞ 

ｻﾝ電子 

無線情報ｶ-ﾄﾞ装置 
非接触ｶｰﾄﾞによるﾊﾟﾁﾝｺ玉の払い出しと有価情報の

処理 
 

 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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技
術
要
素 

課
題 

解決手段＊ 

特許番号 
出願日 
主 IPC 
出願人 

発明の名称 
概要 

埋設:線路:自動操縦 特登 2814804 

91.11.14 

G05D1/02 

ﾀﾞｲﾌｸ 

搬送用電車の制御装置 
ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙに案内されて一定走行経路上を自走する

搬送用電車に対し､その走行経路上に設定された各制
御地点において必要な各種制御情報を与えるように
した制御装置に関する 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:更新 特登 2610607 

92.12.4 

G07F7/08 

富士電機冷機 

自動販売機の制御方法 
商品が同一価格のときはｶｰﾄﾞからその価格に相当

する一定金額を減算した後商品搬出を行う､同一価格
でないときはｶｰﾄﾞに含まれる金額を自動販売機主制
御部に移し､商品が搬出された後その商品の価格に応
じてｶｰﾄﾞの精算を行う 

設定:ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ:画像形成装

置 

特登 3123282 

93.1.29 

H04N1/00,107 

富士ｾﾞﾛｯｸｽ 

画像形成装置のｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ装置 
来歴ﾃﾞｰﾀを ID ｺｰﾄﾞ対応で格納する手段と､解読さ

れた ID ｺｰﾄﾞに対応した来歴ﾃﾞｰﾀから優先ｼﾞｮﾌﾞを判
定して画像形成装置ｼﾞｮﾌﾞﾓｰﾄﾞ設定手段にｼﾞｮﾌﾞﾓｰﾄﾞ
を指定する優先ｼﾞｮﾌﾞ判定手段とを備える 

埋設:道路:車両運行 特登 2800966 

94.6.20 

G06K17/00 

鹿島建設 

空洞内移動体の通過検知方法 
ﾄﾝﾈﾙ掘削作業現場等の長い空洞内を移動する移動

体に対し空洞内の長手方向の所定位置の通過を検知
するための空洞内移動体の通過検知方法 

取付:動物 特開平 8-84541 

94.9.16 

A01K11/00 

畜産用電子技術研究組合 

家畜管理方法 
家畜を無人で管理できる管理方法 
 

遊戯 特登 2856156 

96.6.25 

A63F7/02,328 

豊丸産業 

ﾊﾟﾁﾝｺ店の管理装置 
会員ｶｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀを読み出しおよび書き込むｶｰﾄﾞ装

置をﾊﾟﾁﾝｺ店の入口とﾊﾟﾁﾝｺ機にして､ｶｰﾄﾞ装置を介し
て会員ｶｰﾄﾞの内容を読み込む｡遊技者の所持する会員
ｶｰﾄﾞに記載のﾃﾞｰﾀを介して､ﾊﾟﾁﾝｺ店に出入する時刻
や遊技に使用のﾊﾟﾁﾝｺ機の情報を得ることができ､ﾊﾟﾁ
ﾝｺ店の管理に役に立つ 

 

管理:入出場 特登 2948565 

98.3.31 

G07C9/00 

山岡 敬章 

乗車者管理ｼｽﾃﾑ 
全ての個人情報を一括記憶用の非接触記憶媒体に

吸い上げ記憶し､特定領域へのｹﾞｰﾄ通過時にｹﾞｰﾄ付設
の装置に､一括記憶用の非接触記憶媒体のﾃﾞｰﾀを供与
する 

 

書込:情報:園芸 特開 2001-78575 

99.9.17 

A01G7/00,603 

全国農業協同組合連合会 

中央情報開発 

 

種苗育成管理のためのｼｽﾃﾑ､記録媒体､及び方法 
ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀとﾃﾞｰﾀ交信可能な情報処理装置であって､

または苗生育のためのｽｹｼﾞｭｰﾙ管理およびﾊｳｽ内のﾛｹｰ
ｼｮﾝ管理等のための情報処理を行う 

 

応
用 

取付:ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 実登 2541968 

91.12.27 

B66F9/24 

日本輸送機 

ﾃﾞ-ﾀｷｬﾘｱ用ｱﾝﾃﾅ 
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄﾄﾗｯｸ車体前方に立設したﾏｽﾄを上下動するﾘ

ﾌﾄﾌﾞﾗｹｯﾄの下面下方に､長方形のﾙｰﾌﾟｺｲﾙの上半分を
磁性体で囲み込み､受信機と調和させた状態でｱﾝﾃﾅを
装着してなるﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ用ｱﾝﾃﾅ 

 

処
理
・
発
行 

盗
難 

取付:商品 特登 2823395 

91.9.18 

G08B13/24 

久保田鉄工 

ﾁｪｯｸｱｳﾄ装置 
管理対象品に添付されたﾀｸﾞﾕﾆｯﾄと､接近したﾀｸﾞﾕﾆ

ｯﾄからの送信信号を受信復調してﾃﾞｰﾀを読取るﾘｰﾀﾞｰ
と､ﾘｰﾀﾞｰから出力されるﾃﾞｰﾀに基づいて販売処理す
るｷｬｯｼｭﾚｼﾞｽﾀとを設けたﾁｪｯｸｱｳﾄ装置 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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盗
難 

検出:持出 特登 2621737 

92.5.22 

G06K17/00 

富士通 

貸出ｶ-ﾄﾞの検出方法 
出入り口に設けられたｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞでｶｰﾄﾞに記憶され

た識別符号を読み取ったとき上位装置の検出部で識
別符号を識別符号記録を識別符号記録表に記録され
貸し出し用識別符号と照合して一致したときは､通報
装置より信号を通報して､ｶｰﾄﾞが出入り口に存在する
ことを通報するように構成する 

 

識別:物品:ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 特登 2090881 

92.6.5 

B65G1/137 

村田機械 

ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ台車 
検出部が車輪の回転を検出したときにのみ､ﾋﾟｯｷﾝ

ｸﾞ棚に配置された ID ﾀｸﾞと通信を行ううｱﾝﾃﾅﾕﾆｯﾄと
を具備したﾋﾟｯｷﾝｸﾞ台車 

 識
別 遊戯 特登 2800794 

96.6.25 

A63F7/02,350 

豊丸産業 

ﾊﾟﾁﾝｺ店の管理装置 
遊技者の所持する会員ｶｰﾄﾞに記載のﾃﾞｰﾀを介して､

ﾊﾟﾁﾝｺ店に出入りする時刻や遊技に使用のﾊﾟﾁﾝｺ機等
の情報を得ることができ､ﾊﾟﾁﾝｺ店の管理をする 

 

案
内 

取付:ﾌﾟﾚｽ型 実登 2533925 

91.5.8 

B21D37/04 

ｱﾏﾀﾞ 

ﾊﾟﾝﾁﾌﾟﾚｽ装置 
ﾊﾟﾝﾁﾍｯﾄﾞの上側の中央部に情報記憶ﾁｯﾌﾟを埋没し､

ｽﾄﾗｲｶの下側の中央部にこの情報記憶ﾁｯﾌﾟに対して金
型情報の読み書きを行う情報読書器を埋没してなる
ﾊﾟﾝﾁﾌﾟﾚｽ装置 

 

取付:整理券 特登 3095087 

91.11.6 

G07B15/00 

三陽電機製作所 

路線ﾊﾞｽ用乗車区間確認ｼｽﾃﾑ 
降車口に配され､降車する乗客が整理券を投入する

運賃箱に設けられ､投入された整理券からの信号を受
信する受信機と､その受信機で受信され､復調されたｺ
ｰﾄﾞから乗車区間を検出する手段とを具備する 

 

書込:ﾊﾞﾘｭｰ:更新 特登 3165505 

92.5.19 

G07B15/00 

三菱重工業 

有料道路料金収受ｼｽﾃﾑ 
ﾃﾞｰﾀ処理装置は､路上機が読み取った残額から通行

料金を引去って新残額の計算を行うと共に､新残額を
路上機に出力して車輌通信装置に書き込ませる第 1
処理部と､ID 情報およびこれに対応する新残額を記録
し記録内容を間欠的にまとめてｾﾝﾀｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀに出力す
る第 2 処理部とを具備する 

 

検出:通過:演算 特登 2915227 

92.12.25 

G07C9/00 

奥村組 

入退場管理ｼｽﾃﾑ 
出入口に取り付けられ､移動体が出入口を通過する

際に個体認識記号発信装置からの信号を受信するｱﾝﾃ
ﾅと､ｱﾝﾃﾅからの信号を受けて､所定の演算を行う演算
手段を備えた 

 

車戴器:契約:署名 特登 3058128 

97.7.1 

G07B15/00,510 

日本電気 

自動料金収受ｼｽﾃﾑ 
ｶｰﾄﾞは第1の情報と第1の署名とを組み合わせて委

任ﾒｯｾｰｼﾞとして車載機に送出し､車載機は第 2 の情報
と第 2 の署名を組み合わせて受任ﾒｯｾｰｼﾞとしてｶｰﾄﾞ
に送出し､ｶｰﾄﾞおよび車載機は委任ﾒｯｾｰｼﾞおよび受任
ﾒｯｾｰｼﾞにより担保付の委任契約を電子的に締結する 

 

処
理
・
発
行 

ゲ
ー
ト 

電子錠:容器:挿入 特登 3059431 

99.1.28 

E05B49/00 

ﾀｱﾛｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

非接触退出管理ｼｽﾃﾑ 
容器は記録媒体挿入口と記録媒体回収部を有し､記

録媒体が容器中に挿入されることにより､記録媒体か
らの信号を受信し､解錠信号を出力して扉を開放する 

 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
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保持:付勢 特登 2744314 

90.2.1 

H04N1/00,107 

ｷﾔﾉﾝ 

ﾃﾞ-ﾀ入出力装置 
ｶｰﾄﾞを装着部の底面に対して平行方向に位置決め

する付勢手段を設け､付勢手段の設けられた側の第 1
の周縁部突出量は第2の突出量の 2倍以上に設定され
ている 

 

収
納 

収納:ｽﾛｯﾄ:傾斜 特登 3092065 

99.3.1 

G06K17/00 

日本ｴﾙｴｽｱｲｶ-ﾄﾞ 

無接点 IC ｶ-ﾄﾞのﾘ-ﾀﾞ･ﾗｲﾀ及びそれを組み込んだﾊﾟﾁﾝ
ｺの台間玉貸機 

ｶｰﾄﾞ挿入口から挿入されたｶｰﾄﾞを､傾斜滑走面を伝
わせて､ｶｰﾄﾞ収容空間を伝わせて､ｶｰﾄﾞ収容空間内の
所定位置まで自重に起因する滑走力により移送する
構成となし､ｶｰﾄﾞを回収する際には､自重により落下
させて回収する構成とした 

 

併用:同位置 特登 3153749 

95.12.13 

G06K17/00 

三協精機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
接触式 IC ｶｰﾄﾞとｶｰﾄﾞ内に非接触式入力端子を有す

る近接型 IC ｶｰﾄﾞとが共通走行可能なｶｰﾄﾞ走行路をも
つ 多

機
能
化 

併用:同位置 特登 3153750 

95.12.13 

G06K17/00 

三協精機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
接触型 IC ｶｰﾄﾞと非接触式入出力端子を有する近接

型 IC ｶｰﾄﾞとが共通走行可能なｶｰﾄﾞ走行路とを持つ 
 

機
構 

機
能
切
換 

併用:移走路 特開 2001-109849 

99.10.8 

G06K17/00 

三協精機製作所 

IC ｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ 
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ側通信用ｺｲﾙは､ｶｰﾄﾞ搬送機構により搬送

される IC ｶｰﾄﾞに対して通信可能位置に設けられ､接
触式接点ﾌﾞﾛｯｸは､IC ｶｰﾄﾞとﾘｰﾀﾞ側通信用ｺｲﾙとが通信
可能な範囲内の位置であって､接触式通信と非接触式
通信との切替時にｶｰﾄﾞ移動が少ない位置に設けられ
る 

＊ 解決手段には、請求項の主構成要素等のキーワードを表記（「1.4 技術開発の課題と解決手段」参照）。 
 




